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市
内
に
あ
る
埼
玉
県
立
新
座
総
合
技
術

高
校
デ
ザ
イ
ン
専
攻
科
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
や
新

座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
、審
査
し
た
結

果
、次
の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
新
座
市
の
花
で
あ
る
コ
ブ
シ
の
花
を
モ

チ
ー
フ
に
、黒
の
地
に
金
の
文
字
と
枠
を

付
け
、高
級
感
を
出
し
ま
し
た
。
文
字
を

筆
で
書
い
た
よ
う
な
フ
ォ
ン
ト
に
す
る
こ

と
で
、和
の
雰
囲
気
や
職
人
の
手
作
り
感

を
演
出
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
目
印
に
、

新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
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広
報
広
報

「田舎」の心地よさと「都会」の便利さを兼ね備えたまち　にいざ

問合せ

観
光
推
進
課

（
☎
０
４
８
ー
４
７
７
ー
１
４
４
９
）

平成27年
2015年11月号

　
市
内
の
優
れ
た
商
品

を「
新
座
ブ
ラ
ン
ド
」と

し
て
認
定
し
、広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、商
品

価
値
の
向
上
と
地
域
経

済
の
活
性
化
及
び
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
で
す
。「
新

座
ブ
ラ
ン
ド
」に
認
定
さ
れ
た
商
品
は
、

「
新
座
ブ
ラ
ン
ド
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用
で

き
る
ほ
か
、市
が
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
へ
の
掲
載
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
紹
介
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
特
典
と
し
て
の
活
用
な
ど
、市
が
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
の
第
１
弾
と

し
て
、「
お
土
産
に
な
る『
食
』分
野
の
商

品
」を
募
集
し
、厳
正
な
る
審
査
を
行
っ

た
結
果
、左
記
の
10
品
を「
新
座
ブ
ラ
ン

ド
」と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。
認
定
品
は
、

い
ず
れ
も
新
座
に
ち
な
ん
だ
逸
品
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、新
座
の
お
土
産
と
し
て

活
用
い
た
だ
き
、新
座
の
魅
力
の
発
信
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
認
定
品
の
詳
細
は
、

市
又
は
新
座
市
産
業
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、観
光
推

進
課
、各
公
民
館・コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
確
認

で
き
ま
す
。

新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
と
は

新
座
の
魅
力
を
伝
え
る「
食
」

　
　
　
　
　〜
10
品
を
認
定
〜

こ
の
マ
ー
ク
を
目
印
に
！

　
　

 

〜
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
〜

【
新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
】

認
定
品
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た

▲埼玉県立新座総合技術高校
　デザイン専攻科１年
　松浦茉優さん制作

こぶしの里

（株式会社 伊勢宇）

清酒「野火止』

（おぎはら有限会社）

さつま芋焼酎
「指月喝」
（新友会）

爾比久良

（有限会社 大吾）

栗ぜんざい最中

（平野）

市
制
施
行
45
周
年

　
　
　記
念
式
典
を
開
催

　
本
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

の
特
別
表
彰
や
、「
景
観
45
選
」の
発
表
、

「
新
座
ブ
ラ
ン
ド
」や「
手
打
ち
う
ど
ん

名
人
」の
認
定
式
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。※

「
景
観
45
選
」に
つ
い
て
は
、今

月
号
の
18
〜
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
、午
後

１
時
開
式（
午
後
０
時
30
分
開
場)※

入

場
自
由
▼
場
所
／
市
民
会
館
▼
問
合

せ
／
総
務
課（
☎
０
４
８-

４
８
１-

６

７
５
２
）

新座の魅力を伝える「食」～10品を認定～

ごぼううどん

（めんナミキ）

にいざ囃子

（菊扇）

にんじんうどん

（㈲村上朝日製麺所）

たね坊のぬか床

（㈲明友商事）

SATOKAGURA
里神楽

（パティスリー・リアント）

広
報
広
報
広
報
広
報
広
報

「田舎」の心地よさと「都会」の便利さを兼ね備えたまち にいざ

市 制 施 行 45 周 年 記 念 特 集
写真で観る
　　にいざ時間旅行

野火止用水
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31年後 33年後 44年後

市内の道路照明灯（約9,000灯）

LED交換

黒目川による溢水（石神地区）
〈昭和49年〉

栄緑道完成 〈昭和62年〉
栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成栄緑道完成

市場坂橋完成
〈平成5年〉

昭
和
30
年 

3
月
1
日 

大
和
田
町
と
片
山
村
の
合
併
に
よ
り
新
座
町
が
誕
生

昭
和
35
年  

「
に
い
ざ
町
報
」
創
刊
（
白
黒・Ｂ
５
判
）

昭
和
43
年  

「
広
報
に
い
ざ
」
に
改
称

昭
和
45
年
 11

月
１
日
 県

下
30
番
目
の
市
制
施
行
・
市
章
を
制
定
　
　
　
　
　
　

昭
和
46
年
 ３

月
31
日
 都

市
計
画
道
路
東
北
通
り
線
開
通

 

12
月
20
日 

関
越
自
動
車
道
　
東
京
〜
川
越
間
開
通
（
写
真
①
）

昭
和
47
年 

２
月
20
日 

第
１
回
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
実
施
（
写
真
②
）

昭
和
48
年 

３
月
９
日 

県
が
平
林
寺
所
有
の
総
門
な
ど
を
有
形
文
化
財
に
指
定

 

４
月
１
日 

国
鉄
武
蔵
野
西
線
開
通・新
座
駅
と
新
座
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
営
業
開
始

昭
和
49
年 

４
月
１
日 

野
火
止
用
水
復
元
事
業
開
始

 

５
月
８
日 

10
万
人
目
の
市
民
誕
生
（
写
真
③
）

昭
和
49
年
 ６

月
15
日
 市

役
所
庁
舎
落
成

昭
和
50
年 

２
月
21
日 

英
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

 

11
月
29
日 

朝
市
始
ま
る
（
写
真
④
）

昭
和
51
年 

５
月
11
日 

大
和
田
公
民
館
開
館
（
初
の
公
民
館
）

 

10
月
10
日 

第
１
回
商
工
ま
つ
り
開
催
（
現・産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

昭
和
52
年 

11
月
１
日 

市
民
憲
章
、
市
の
木（
モ
ミ
ジ
）・市
の
花（
コ
ブ
シ
）を
制
定

 

11
月
10
日 

皇
太
子
同
妃
美
智
子
両
殿
下
、
平
林
寺・野
火
止
用
水
ご
視
察（
写
真
⑤
）

昭
和
54
年 

６
月
１
日 

市
民
会
館・中
央
図
書
館
開
館
、
新
座
市
民
の
歌
制
定

昭
和
56
年 

７
月
18
日 

片
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
利
用
開
始

昭
和
57
年 

８
月
20
日 

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始

昭
和
59
年 

11
月
１
日 

新
座
警
察
署
開
署

昭
和
62
年 

４
月
１
日 

栄
緑
道
完
成
（
写
真
⑥
）

 

７
月
10
日 

大
和
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
利
用
開
始

 

８
月
25
日 

営
団
有
楽
町
線・東
武
東
上
線
相
互
直
通
運
転
開
始

昭
和
63
年
 ６

月
10
日 

市
民
総
合
体
育
館
開
館

平
成
３
年 

３
月
31
日 

都
市
計
画
道
路
東
久
留
米・志
木
線（
東一丁
目
地
内
）開
通

平
成
４
年 

11
月
26
日 

第
１
回
市
長
市
政
懇
談
会
実
施

平
成
５
年 

４
月
24
日 

柳
瀬
川
ふ
れ
あ
い
橋
完
成
（
写
真
⑦
）

 

５
月
９
日 

市
場
坂
橋
完
成
（
写
真
⑧
）

 

６
月
１
日 

市
長
へ
の
手
紙
制
度
発
足

 

７
月
１
日
 福

祉
の
里
完
成

平
成
７
年 

５
月
28
日 

第
１
回
に
い
ざ
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

平
成
８
年 

９
月
16
日 

都
市
計
画
道
路
東
久
留
米・志
木
線
開
通
（
写
真
⑨
）

平
成
9
年
 ４

月
６
日
 総

合
運
動
公
園
竣
工
式
典
開
催

 

８
月
23
日 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
ユ
ヴ
ァ
ス
キ
ュ
ラ
市
と
友
好
姉
妹
都
市
調
印

 

12
月
22
日 

市
役
所
第
二
庁
舎
完
成

平
成
10
年 

４
月
１
日 

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
開
始

平
成
11
年 

３
月
27
日 

都
市
計
画
道
路
ひ
ば
り
ヶ
丘
片
山
線
開
通
（
写
真
⑩
）

 

11
月
１
日 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
12
年 

４
月
１
日 

中
野
ふ
れ
あ
い
歩
道
橋
完
成

 
 

野
火
止
用
水
ふ
る
さ
と
小
道
完
成
（
写
真
⑪
）

 

11
月
１
日 

栃
木
県
西
那
須
野
町（
現・那
須
塩
原
市
）と
友
好
姉
妹
都
市
締
結

平
成
13
年 

５
月
19
日 

市
民
総
合
大
学
開
校

平
成
14
年 

２
月
１
日 

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
開
館

 

３
月
９
日
 新

座
駅
南
口
広
場
オ
ー
プ
ン

 

５
月
16
日 

中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
済
源
市
と
友
好
都
市
調
印

 

５
月
31
日 

15
万
人
目
の
市
民
誕
生

 

11
月
１
日 

新
潟
県
中
里
村（
現・十
日
町
市
）と
友
好
姉

妹
都
市
締
結

 
 

大
和
田
氷
川
神
社
は
だ
か
神
輿
を
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

平
成
15
年
 ４

月
７
日
 鉄

腕
ア
ト
ム
を
新
座
市
特
別
住
民
に
登
録

 
４
月
13
日 

新
座
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
及
び
和
光
市
の
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
実
施

 
５
月
８
日 

野
火
止
新
田
開
墾・野
火
止
用
水
開
削
３
５
０
年
記
念
事
業
実
施

 

11
月
１
日 
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
ノ
イ
ル
ッ
ピ
ン
市
と
友
好

姉
妹
都
市
締
結

平
成
16
年 

２
月
５
日 
妙
音
沢
が
緑
地
保
全
地
区
に
決
定

 

６
月
21
日 

地
域
再
生
計
画
「
観
光
都
市
に
い
ざ・雑
木
林
と
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
認
定

 

10
月
24
日 

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
成
年
男
子
を
開
催

平
成
17
年 

８
月
29
日 

市
内
小・中
学
校
の
耐
震
化
工
事
が
完
了

平
成
18
年 

10
月
１
日 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水「
新
座
の
元
気 

森
透
水
」の
製
造・販
売
を
開
始

 

11
月
１
日
 新

座
市
自
治
憲
章
条
例
施
行

平
成
19
年 

12
月
１
日 

第
１
回
休
日
議
会
を
開
催

平
成
20
年 

５
月
１
日 

新
潟
県
十
日
町
市
と
友
好
姉
妹
都
市
締
結

 

６
月
25
日 

妙
音
沢
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
認
定

 

８
月
３
日 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会
を
開
催

平
成
21
年 

10
月
１
日 

市
内
循
環
バ
ス
（
愛
称
：
に
い
バ
ス
）
の
運
行
を
開
始

 

11
月
26
日 

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
平
林
寺
を
ご
訪
問
（
写
真
⑫
）

平
成
22
年
 11

月
１
日
 イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」
誕
生

 
 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催

 

11
月
30
日 

人
口
16
万
人
突
破

平
成
23
年 

10
月
23
日 

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線
延
伸
促
進
期
成
同

盟
会
設
立

 

11
月
１
日 

観
光
親
善
大
使
を
委
嘱

 

11
月
15
日 

野
火
止
用
水
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
24
年 

８
月
29
日 

五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
三
宅
宏
実
さ
ん
に
初

の
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈

 

９
月
12
日 

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
米
満
達
弘
さ
ん
に
市

民
栄
誉
賞
を
贈
呈

 

11
月
１
日 

ふ
る
さ
と
新
座
館
開
館

平
成
25
年 

10
月
１
日 

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

 

12
月
１
日 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
室
開
設
（
新
座
市
民
総
合
体
育
館
内
）

平
成
26
年 

４
月
１
日 

野
寺
集
会
所
、栗
原
六
丁
目
集
会
所
、北
野
ふ
れ
あ
い
の
家
を
開
所

 

４
月
14
日 

妙
音
沢
緑
地
内
で
新
種
の
桜
が
発
見
さ
れ
、「
ミ
ョ
ウ
オ
ン
サ
ワ
ハ
タ
ザ

ク
ラ
」
と
命
名
（
写
真
⑬
）

 

５
月
26
日 

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
決
定

 

６
月
１
日 

健
康
長
寿
の
ま
ち
に
い
ざ
推
進
事
業「
に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場
」の
開
始

 

７
月
５
日 

地
下
鉄
12
号
線
延
伸
促
進
大
会
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

９
月
３
日 

婚
姻
届
及
び
出
生
届
け
の
ゾ
ウ
キ
リ
ン
と
の
記
念
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
開

始

 

９
月
30
日 

新
座
市
避
難
勧
告
等
の
判
断・伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル（
土
砂
災
害
編
）を
作
成

 

10
月
１
日 

新
座
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例
施
行

 

10
月
15
日 

市
民
総
合
体
育
館
に
お
い
て
電
気
自
動
車
急
速
充
電
設
備
の
無
料
開
放

開
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石
神
小
学
校
校
庭
夜
間
照
明
施
設
の
新
設
、
運
用
開
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野
火
止
用
水
ご
当
地
グ
ル
メ・ゆ
る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

平
成
27
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２
月
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市
内
の
道
路
照
明
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約
９
千
灯
）
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
（
写
真
⑮
）

 

４
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第
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保
育
園
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園
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座
ふ
れ
あ
い
の
家
開
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座
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ス
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写
真
⑯
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戦
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年
及
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制
施
行
45
周
年
新
座
市
平
和
祈
念
事
業
開
催

平
成
27
年
 11

月
１
日
 市

制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
開
催
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石神地区の朝市〈昭和50年〉 栄大祭〈昭和48年〉

あたご地区の朝市〈昭和52年〉 第1回野火止上町内会盆踊り〈昭和51年〉
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地域の
風景

新座中央駅周辺イメージ

～市制施行45周年記念特集～

第983号■平成27年11月号

野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉皇太子同妃両殿下が
　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉第2回新座阿波踊り大会〈昭和59年〉

野火止浄水場 高架水槽〈平成24年〉天皇皇后両陛下が
　　平林寺をご訪問〈平成21年〉

第1回大江戸新座まつり
　　　　　　　　　〈平成27年〉

市 制 施 行45周 年
記 念 特 集

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～〈昭和51年〉

～市制施行45周年記念特集～

国道254号（現）英インター付近　
〈昭和43年〉

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～〈昭和51年〉〈昭和51年〉
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　
国道254号（現）英インター付近　

〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉〈昭和43年〉

関越自動車道開通（新座料金所）
〈昭和46年〉

都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
〈平成11年〉

10万人目の市民誕生
〈昭和49年〉
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第1回市議会議員一般選挙
〈昭和47年〉

③

②④

⑥

妙音沢緑地内で新種の桜が発見され「ミョウオンサワハタザクラ」と命名〈平成26年〉

⑮

⑫

地下鉄12号線延伸促進大会を開催 
〈平成26年〉

⑭
野火止用水ふるさと小道完成

〈平成12年〉
都市計画道路東久留米・志木線開通

〈平成8年〉

⑧

①⑩

市は昭和45年11月1日に新座町から新座市となり、
今年の11月1日で45周年を迎えます。
新座の歩んだ45年を写真で振り返ってみましょう。

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～
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水量豊かだった野火止用水～西堀地区～

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～

⑧

柳瀬川ふれあい橋完成 〈平成5年〉

⑦

⑬

年表にある
写真番号の写真を
見るんだゾウ！！

⑨

⑫

⑤

ザリガニ釣り大会

⑯

⑪
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31年後 33年後 44年後

市内の道路照明灯（約9,000灯）

LED交換

黒目川による溢水（石神地区）
〈昭和49年〉

栄緑道完成 〈昭和62年〉市場坂橋完成
〈平成5年〉

昭
和
30
年 

3
月
1
日 

大
和
田
町
と
片
山
村
の
合
併
に
よ
り
新
座
町
が
誕
生

昭
和
35
年  

「
に
い
ざ
町
報
」
創
刊
（
白
黒・Ｂ
５
判
）

昭
和
43
年  

「
広
報
に
い
ざ
」
に
改
称

昭
和
45
年
 11

月
１
日
 県

下
30
番
目
の
市
制
施
行
・
市
章
を
制
定
　
　
　
　
　
　

昭
和
46
年
 ３

月
31
日
 都

市
計
画
道
路
東
北
通
り
線
開
通

 

12
月
20
日 

関
越
自
動
車
道
　
東
京
〜
川
越
間
開
通
（
写
真
①
）

昭
和
47
年 

２
月
20
日 

第
１
回
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
実
施
（
写
真
②
）

昭
和
48
年 

３
月
９
日 

県
が
平
林
寺
所
有
の
総
門
な
ど
を
有
形
文
化
財
に
指
定

 

４
月
１
日 

国
鉄
武
蔵
野
西
線
開
通・新
座
駅
と
新
座
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
営
業
開
始

昭
和
49
年 

４
月
１
日 

野
火
止
用
水
復
元
事
業
開
始

 

５
月
８
日 

10
万
人
目
の
市
民
誕
生
（
写
真
③
）

昭
和
49
年
 ６

月
15
日
 市

役
所
庁
舎
落
成

昭
和
50
年 

２
月
21
日 

英
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

 

11
月
29
日 

朝
市
始
ま
る
（
写
真
④
）

昭
和
51
年 

５
月
11
日 

大
和
田
公
民
館
開
館
（
初
の
公
民
館
）

 

10
月
10
日 

第
１
回
商
工
ま
つ
り
開
催
（
現・産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

昭
和
52
年 

11
月
１
日 

市
民
憲
章
、
市
の
木（
モ
ミ
ジ
）・市
の
花（
コ
ブ
シ
）を
制
定

 

11
月
10
日 

皇
太
子
同
妃
美
智
子
両
殿
下
、
平
林
寺・野
火
止
用
水
ご
視
察（
写
真
⑤
）

昭
和
54
年 

６
月
１
日 

市
民
会
館・中
央
図
書
館
開
館
、
新
座
市
民
の
歌
制
定

昭
和
56
年 

７
月
18
日 

片
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
利
用
開
始

昭
和
57
年 

８
月
20
日 

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始

昭
和
59
年 

11
月
１
日 

新
座
警
察
署
開
署

昭
和
62
年 

４
月
１
日 

栄
緑
道
完
成
（
写
真
⑥
）

 

７
月
10
日 

大
和
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
利
用
開
始

 

８
月
25
日 

営
団
有
楽
町
線・東
武
東
上
線
相
互
直
通
運
転
開
始

昭
和
63
年
 ６

月
10
日 

市
民
総
合
体
育
館
開
館

平
成
３
年 

３
月
31
日 

都
市
計
画
道
路
東
久
留
米・志
木
線（
東一丁
目
地
内
）開
通

平
成
４
年 

11
月
26
日 

第
１
回
市
長
市
政
懇
談
会
実
施

平
成
５
年 

４
月
24
日 

柳
瀬
川
ふ
れ
あ
い
橋
完
成
（
写
真
⑦
）

 

５
月
９
日 

市
場
坂
橋
完
成
（
写
真
⑧
）

 

６
月
１
日 

市
長
へ
の
手
紙
制
度
発
足

 

７
月
１
日
 福

祉
の
里
完
成

平
成
７
年 

５
月
28
日 

第
１
回
に
い
ざ
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

平
成
８
年 

９
月
16
日 

都
市
計
画
道
路
東
久
留
米・志
木
線
開
通
（
写
真
⑨
）

平
成
9
年
 ４

月
６
日
 総

合
運
動
公
園
竣
工
式
典
開
催

 

８
月
23
日 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
ユ
ヴ
ァ
ス
キ
ュ
ラ
市
と
友
好
姉
妹
都
市
調
印

 

12
月
22
日 

市
役
所
第
二
庁
舎
完
成

平
成
10
年 

４
月
１
日 

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
開
始

平
成
11
年 

３
月
27
日 

都
市
計
画
道
路
ひ
ば
り
ヶ
丘
片
山
線
開
通
（
写
真
⑩
）

 

11
月
１
日 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
12
年 

４
月
１
日 

中
野
ふ
れ
あ
い
歩
道
橋
完
成

 
 

野
火
止
用
水
ふ
る
さ
と
小
道
完
成
（
写
真
⑪
）

 

11
月
１
日 

栃
木
県
西
那
須
野
町（
現・那
須
塩
原
市
）と
友
好
姉
妹
都
市
締
結

平
成
13
年 

５
月
19
日 

市
民
総
合
大
学
開
校

平
成
14
年 

２
月
１
日 

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
開
館

 

３
月
９
日
 新

座
駅
南
口
広
場
オ
ー
プ
ン

 

５
月
16
日 

中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
済
源
市
と
友
好
都
市
調
印

 

５
月
31
日 

15
万
人
目
の
市
民
誕
生

 

11
月
１
日 

新
潟
県
中
里
村（
現・十
日
町
市
）と
友
好
姉

妹
都
市
締
結

 
 

大
和
田
氷
川
神
社
は
だ
か
神
輿
を
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

平
成
15
年
 ４

月
７
日
 鉄

腕
ア
ト
ム
を
新
座
市
特
別
住
民
に
登
録

 

４
月
13
日 

新
座
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
及
び
和
光
市
の
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
実
施

 

５
月
８
日 

野
火
止
新
田
開
墾・野
火
止
用
水
開
削
３
５
０
年
記
念
事
業
実
施

 

11
月
１
日 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
ノ
イ
ル
ッ
ピ
ン
市
と
友
好

姉
妹
都
市
締
結

平
成
16
年 

２
月
５
日 

妙
音
沢
が
緑
地
保
全
地
区
に
決
定

 

６
月
21
日 

地
域
再
生
計
画
「
観
光
都
市
に
い
ざ・雑
木
林
と
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
認
定

 

10
月
24
日 

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
成
年
男
子
を
開
催

平
成
17
年 

８
月
29
日 

市
内
小・中
学
校
の
耐
震
化
工
事
が
完
了

平
成
18
年 

10
月
１
日 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水「
新
座
の
元
気 

森
透
水
」の
製
造・販
売
を
開
始

 

11
月
１
日
 新

座
市
自
治
憲
章
条
例
施
行

平
成
19
年 

12
月
１
日 

第
１
回
休
日
議
会
を
開
催

平
成
20
年 

５
月
１
日 

新
潟
県
十
日
町
市
と
友
好
姉
妹
都
市
締
結

 

６
月
25
日 

妙
音
沢
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
認
定

 

８
月
３
日 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会
を
開
催

平
成
21
年 

10
月
１
日 

市
内
循
環
バ
ス
（
愛
称
：
に
い
バ
ス
）
の
運
行
を
開
始

 

11
月
26
日 

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
平
林
寺
を
ご
訪
問
（
写
真
⑫
）

平
成
22
年
 11

月
１
日
 イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」
誕
生

 
 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催

 

11
月
30
日 

人
口
16
万
人
突
破

平
成
23
年 

10
月
23
日 

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線
延
伸
促
進
期
成
同

盟
会
設
立

 

11
月
１
日 

観
光
親
善
大
使
を
委
嘱

 

11
月
15
日 

野
火
止
用
水
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
24
年 

８
月
29
日 

五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
三
宅
宏
実
さ
ん
に
初

の
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈

 

９
月
12
日 

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
米
満
達
弘
さ
ん
に
市

民
栄
誉
賞
を
贈
呈

 

11
月
１
日 

ふ
る
さ
と
新
座
館
開
館

平
成
25
年 

10
月
１
日 

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

 

12
月
１
日 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
室
開
設
（
新
座
市
民
総
合
体
育
館
内
）

平
成
26
年 

４
月
１
日 

野
寺
集
会
所
、栗
原
六
丁
目
集
会
所
、北
野
ふ
れ
あ
い
の
家
を
開
所

 

４
月
14
日 

妙
音
沢
緑
地
内
で
新
種
の
桜
が
発
見
さ
れ
、「
ミ
ョ
ウ
オ
ン
サ
ワ
ハ
タ
ザ

ク
ラ
」
と
命
名
（
写
真
⑬
）

 

５
月
26
日 

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
決
定

 

６
月
１
日 

健
康
長
寿
の
ま
ち
に
い
ざ
推
進
事
業「
に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場
」の
開
始

 

７
月
５
日 

地
下
鉄
12
号
線
延
伸
促
進
大
会
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

９
月
３
日 

婚
姻
届
及
び
出
生
届
け
の
ゾ
ウ
キ
リ
ン
と
の
記
念
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
開

始

 

９
月
30
日 

新
座
市
避
難
勧
告
等
の
判
断・伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル（
土
砂
災
害
編
）を
作
成

 

10
月
１
日 

新
座
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例
施
行

 

10
月
15
日 

市
民
総
合
体
育
館
に
お
い
て
電
気
自
動
車
急
速
充
電
設
備
の
無
料
開
放

開
始

 

11
月
１
日 

石
神
小
学
校
校
庭
夜
間
照
明
施
設
の
新
設
、
運
用
開
始

 

12
月
７
日 

野
火
止
用
水
ご
当
地
グ
ル
メ・ゆ
る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

平
成
27
年 

２
月
27
日 

市
内
の
道
路
照
明
灯（
約
９
千
灯
）
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
（
写
真
⑮
）

 

４
月
１
日 

第
二
保
育
園
、
新
座
保
育
園
、
新
座
ふ
れ
あ
い
の
家
開
所

 

５
月
１
日 

「
新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

 
 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売

 

７
月
18
日 

第
１
回
大
江
戸
新
座
祭
り
、に
い
ざ
っ
子
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会
開
催

（
写
真
⑯
）

 

７
月
25
日 

戦
後
70
年
及
び
市
制
施
行
45
周
年
新
座
市
平
和
祈
念
事
業
開
催

平
成
27
年
 11

月
１
日
 市

制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
開
催

石神地区の朝市〈昭和50年〉 栄大祭〈昭和48年〉

あたご地区の朝市〈昭和52年〉 第1回野火止上町内会盆踊り〈昭和51年〉

年
　
表

地域の
風景

新座中央駅周辺イメージ

～市制施行45周年記念特集～

第983号■平成27年11月号

野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉皇太子同妃両殿下が
　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉第2回新座阿波踊り大会〈昭和59年〉

野火止浄水場 高架水槽〈平成24年〉天皇皇后両陛下が
　　平林寺をご訪問〈平成21年〉

第1回大江戸新座まつり
　　　　　　　　　〈平成27年〉

市 制 施 行45周 年
記 念 特 集

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～〈昭和51年〉
国道254号（現）英インター付近　

〈昭和43年〉

関越自動車道開通（新座料金所）
〈昭和46年〉

都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
〈平成11年〉

10万人目の市民誕生
〈昭和49年〉

第1回市議会議員一般選挙
〈昭和47年〉

③

②④

⑥

妙音沢緑地内で新種の桜が発見され「ミョウオンサワハタザクラ」と命名〈平成26年〉

⑮

⑫

地下鉄12号線延伸促進大会を開催 
〈平成26年〉

⑭
野火止用水ふるさと小道完成

〈平成12年〉
都市計画道路東久留米・志木線開通

〈平成8年〉

⑧

①⑩

市は昭和45年11月1日に新座町から新座市となり、
今年の11月1日で45周年を迎えます。
新座の歩んだ45年を写真で振り返ってみましょう。

柳瀬川ふれあい橋完成 〈平成5年〉

⑦

⑬

年表にある
写真番号の写真を
見るんだゾウ！！

⑨

⑫

⑤

ザリガニ釣り大会

⑯

⑪
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31年後 33年後 44年後

市内の道路照明灯（約9,000灯）

LED交換

黒目川による溢水（石神地区）
〈昭和49年〉

栄緑道完成 〈昭和62年〉市場坂橋完成
〈平成5年〉

昭
和
30
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月
1
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大
和
田
町
と
片
山
村
の
合
併
に
よ
り
新
座
町
が
誕
生

昭
和
35
年  

「
に
い
ざ
町
報
」
創
刊
（
白
黒・Ｂ
５
判
）

昭
和
43
年  

「
広
報
に
い
ざ
」
に
改
称

昭
和
45
年
 11

月
１
日
 県

下
30
番
目
の
市
制
施
行
・
市
章
を
制
定
　
　
　
　
　
　

昭
和
46
年
 ３

月
31
日
 都

市
計
画
道
路
東
北
通
り
線
開
通

 

12
月
20
日 

関
越
自
動
車
道
　
東
京
〜
川
越
間
開
通
（
写
真
①
）

昭
和
47
年 

２
月
20
日 

第
１
回
市
議
会
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員
一
般
選
挙
実
施
（
写
真
②
）

昭
和
48
年 

３
月
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日 

県
が
平
林
寺
所
有
の
総
門
な
ど
を
有
形
文
化
財
に
指
定

 

４
月
１
日 

国
鉄
武
蔵
野
西
線
開
通・新
座
駅
と
新
座
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
営
業
開
始

昭
和
49
年 

４
月
１
日 

野
火
止
用
水
復
元
事
業
開
始

 

５
月
８
日 

10
万
人
目
の
市
民
誕
生
（
写
真
③
）

昭
和
49
年
 ６

月
15
日
 市

役
所
庁
舎
落
成

昭
和
50
年 

２
月
21
日 

英
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

 

11
月
29
日 

朝
市
始
ま
る
（
写
真
④
）

昭
和
51
年 

５
月
11
日 

大
和
田
公
民
館
開
館
（
初
の
公
民
館
）

 

10
月
10
日 

第
１
回
商
工
ま
つ
り
開
催
（
現・産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

昭
和
52
年 

11
月
１
日 

市
民
憲
章
、
市
の
木（
モ
ミ
ジ
）・市
の
花（
コ
ブ
シ
）を
制
定

 

11
月
10
日 

皇
太
子
同
妃
美
智
子
両
殿
下
、
平
林
寺・野
火
止
用
水
ご
視
察（
写
真
⑤
）

昭
和
54
年 

６
月
１
日 

市
民
会
館・中
央
図
書
館
開
館
、
新
座
市
民
の
歌
制
定

昭
和
56
年 

７
月
18
日 

片
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
利
用
開
始

昭
和
57
年 

８
月
20
日 

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始

昭
和
59
年 

11
月
１
日 

新
座
警
察
署
開
署

昭
和
62
年 

４
月
１
日 

栄
緑
道
完
成
（
写
真
⑥
）

 

７
月
10
日 

大
和
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
利
用
開
始

 

８
月
25
日 

営
団
有
楽
町
線・東
武
東
上
線
相
互
直
通
運
転
開
始

昭
和
63
年
 ６

月
10
日 

市
民
総
合
体
育
館
開
館

平
成
３
年 

３
月
31
日 

都
市
計
画
道
路
東
久
留
米・志
木
線（
東一丁
目
地
内
）開
通

平
成
４
年 

11
月
26
日 

第
１
回
市
長
市
政
懇
談
会
実
施

平
成
５
年 

４
月
24
日 

柳
瀬
川
ふ
れ
あ
い
橋
完
成
（
写
真
⑦
）

 

５
月
９
日 

市
場
坂
橋
完
成
（
写
真
⑧
）

 

６
月
１
日 

市
長
へ
の
手
紙
制
度
発
足

 

７
月
１
日
 福

祉
の
里
完
成

平
成
７
年 

５
月
28
日 

第
１
回
に
い
ざ
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

平
成
８
年 

９
月
16
日 

都
市
計
画
道
路
東
久
留
米・志
木
線
開
通
（
写
真
⑨
）

平
成
9
年
 ４

月
６
日
 総

合
運
動
公
園
竣
工
式
典
開
催

 

８
月
23
日 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
ユ
ヴ
ァ
ス
キ
ュ
ラ
市
と
友
好
姉
妹
都
市
調
印

 

12
月
22
日 

市
役
所
第
二
庁
舎
完
成

平
成
10
年 

４
月
１
日 

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
開
始

平
成
11
年 

３
月
27
日 

都
市
計
画
道
路
ひ
ば
り
ヶ
丘
片
山
線
開
通
（
写
真
⑩
）

 

11
月
１
日 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
12
年 

４
月
１
日 

中
野
ふ
れ
あ
い
歩
道
橋
完
成

 
 

野
火
止
用
水
ふ
る
さ
と
小
道
完
成
（
写
真
⑪
）

 

11
月
１
日 

栃
木
県
西
那
須
野
町（
現・那
須
塩
原
市
）と
友
好
姉
妹
都
市
締
結

平
成
13
年 

５
月
19
日 

市
民
総
合
大
学
開
校

平
成
14
年 

２
月
１
日 

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
開
館

 

３
月
９
日
 新

座
駅
南
口
広
場
オ
ー
プ
ン

 

５
月
16
日 

中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
済
源
市
と
友
好
都
市
調
印

 

５
月
31
日 

15
万
人
目
の
市
民
誕
生

 

11
月
１
日 

新
潟
県
中
里
村（
現・十
日
町
市
）と
友
好
姉

妹
都
市
締
結

 
 

大
和
田
氷
川
神
社
は
だ
か
神
輿
を
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

平
成
15
年
 ４

月
７
日
 鉄

腕
ア
ト
ム
を
新
座
市
特
別
住
民
に
登
録

 

４
月
13
日 

新
座
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
及
び
和
光
市
の
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
実
施

 

５
月
８
日 

野
火
止
新
田
開
墾・野
火
止
用
水
開
削
３
５
０
年
記
念
事
業
実
施

 

11
月
１
日 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
ノ
イ
ル
ッ
ピ
ン
市
と
友
好

姉
妹
都
市
締
結

平
成
16
年 

２
月
５
日 

妙
音
沢
が
緑
地
保
全
地
区
に
決
定

 

６
月
21
日 

地
域
再
生
計
画
「
観
光
都
市
に
い
ざ・雑
木
林
と
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
認
定

 

10
月
24
日 

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
成
年
男
子
を
開
催

平
成
17
年 

８
月
29
日 

市
内
小・中
学
校
の
耐
震
化
工
事
が
完
了

平
成
18
年 

10
月
１
日 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水「
新
座
の
元
気 

森
透
水
」の
製
造・販
売
を
開
始

 

11
月
１
日
 新

座
市
自
治
憲
章
条
例
施
行

平
成
19
年 

12
月
１
日 

第
１
回
休
日
議
会
を
開
催

平
成
20
年 

５
月
１
日 

新
潟
県
十
日
町
市
と
友
好
姉
妹
都
市
締
結

 

６
月
25
日 

妙
音
沢
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
認
定

 

８
月
３
日 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会
を
開
催

平
成
21
年 

10
月
１
日 

市
内
循
環
バ
ス
（
愛
称
：
に
い
バ
ス
）
の
運
行
を
開
始

 

11
月
26
日 

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
平
林
寺
を
ご
訪
問
（
写
真
⑫
）

平
成
22
年
 11

月
１
日
 イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」
誕
生

 
 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催

 

11
月
30
日 

人
口
16
万
人
突
破

平
成
23
年 

10
月
23
日 

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線
延
伸
促
進
期
成
同

盟
会
設
立

 

11
月
１
日 

観
光
親
善
大
使
を
委
嘱

 

11
月
15
日 

野
火
止
用
水
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
24
年 

８
月
29
日 

五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
三
宅
宏
実
さ
ん
に
初

の
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈

 

９
月
12
日 

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
米
満
達
弘
さ
ん
に
市

民
栄
誉
賞
を
贈
呈

 

11
月
１
日 

ふ
る
さ
と
新
座
館
開
館

平
成
25
年 

10
月
１
日 

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

 

12
月
１
日 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
室
開
設
（
新
座
市
民
総
合
体
育
館
内
）

平
成
26
年 

４
月
１
日 

野
寺
集
会
所
、栗
原
六
丁
目
集
会
所
、北
野
ふ
れ
あ
い
の
家
を
開
所

 

４
月
14
日 

妙
音
沢
緑
地
内
で
新
種
の
桜
が
発
見
さ
れ
、「
ミ
ョ
ウ
オ
ン
サ
ワ
ハ
タ
ザ

ク
ラ
」
と
命
名
（
写
真
⑬
）

 

５
月
26
日 

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
決
定

 

６
月
１
日 

健
康
長
寿
の
ま
ち
に
い
ざ
推
進
事
業「
に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場
」の
開
始

 

７
月
５
日 

地
下
鉄
12
号
線
延
伸
促
進
大
会
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

９
月
３
日 

婚
姻
届
及
び
出
生
届
け
の
ゾ
ウ
キ
リ
ン
と
の
記
念
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
開

始

 

９
月
30
日 

新
座
市
避
難
勧
告
等
の
判
断・伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル（
土
砂
災
害
編
）を
作
成

 

10
月
１
日 

新
座
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例
施
行

 

10
月
15
日 

市
民
総
合
体
育
館
に
お
い
て
電
気
自
動
車
急
速
充
電
設
備
の
無
料
開
放

開
始

 

11
月
１
日 

石
神
小
学
校
校
庭
夜
間
照
明
施
設
の
新
設
、
運
用
開
始

 

12
月
７
日 

野
火
止
用
水
ご
当
地
グ
ル
メ・ゆ
る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

平
成
27
年 

２
月
27
日 

市
内
の
道
路
照
明
灯（
約
９
千
灯
）
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
（
写
真
⑮
）

 

４
月
１
日 

第
二
保
育
園
、
新
座
保
育
園
、
新
座
ふ
れ
あ
い
の
家
開
所

 

５
月
１
日 

「
新
座
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

 
 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売

 

７
月
18
日 

第
１
回
大
江
戸
新
座
祭
り
、に
い
ざ
っ
子
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会
開
催

（
写
真
⑯
）

 

７
月
25
日 

戦
後
70
年
及
び
市
制
施
行
45
周
年
新
座
市
平
和
祈
念
事
業
開
催

平
成
27
年
 11

月
１
日
 市

制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
平
成
平
成
平
成
27272727
年年年年
11111
月月月月
１１
日
 市

制
施

日
 市

制
施

日
 市

制
施

日
 市

制
施

日
 市

制
施

日
 市

制
施

日
 市

制
施

日
 市

制
施
行行行行
44555
周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

石神地区の朝市〈昭和50年〉 栄大祭〈昭和48年〉

あたご地区の朝市〈昭和52年〉 第1回野火止上町内会盆踊り〈昭和51年〉

年
　
表

地域の
風景

新座中央駅周辺イメージ

～市制施行45周年記念特集～

第983号■平成27年11月号

野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉皇太子同妃両殿下が
　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉第2回新座阿波踊り大会〈昭和59年〉

野火止浄水場 高架水槽〈平成24年〉天皇皇后両陛下が
　　平林寺をご訪問〈平成21年〉

第1回大江戸新座まつり
　　　　　　　　　〈平成27年〉

市 制 施 行45周 年
記 念 特 集

水量豊かだった野火止用水～西堀地区～〈昭和51年〉
国道254号（現）英インター付近　

〈昭和43年〉

関越自動車道開通（新座料金所）
〈昭和46年〉

野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉

都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
〈平成11年〉

10万人目の市民誕生
〈昭和49年〉

第1回市議会議員一般選挙
〈昭和47年〉

③

②④

⑥

市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）

皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が皇太子同妃両殿下が
　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉　　平林寺をご訪問 〈昭和51年〉 野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉野火止浄水場 高架水槽〈昭和43年〉

都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通
都市計画道路ひばりヶ丘・片山線開通妙音沢緑地内で新種の桜が発見され「ミョウオンサワハタザクラ」と命名〈平成26年〉

⑮

⑫

市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）
市内の道路照明灯（約9,000灯）

LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換LED交換

⑮

⑫⑫

地下鉄12号線延伸促進大会を開催 
〈平成26年〉

⑭
野火止用水ふるさと小道完成

〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉〈平成12年〉
都市計画道路東久留米・志木線開通

〈平成8年〉

⑧

①⑩

市は昭和45年11月1日に新座町から新座市となり、
今年の11月1日で45周年を迎えます。
新座の歩んだ45年を写真で振り返ってみましょう。

柳瀬川ふれあい橋完成 〈平成5年〉

⑦

⑬

年表にある
写真番号の写真を
見るんだゾウ！！

⑨

⑫

⑤

ザリガニ釣り大会

⑯

⑪
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市
で
は
、次
の
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
第
６
次
新
座
市
行
財
政
改
革
大

綱(

素
案)

＝
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
第
４
次
新
座
市
基
本
構
想
総

合
振
興
計
画（
計
画
期
間
＝
平
成

23
年
度
〜
32
年
度
）に
位
置
付
け

た
施
策
の
う
ち
、行
財
政
運
営
に

関
す
る
も
の
は
、行
財
政
改
革
大

綱
で
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
第

５
次
大
綱
の
推
進
期
間
が
平
成
27

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、次
期
大
綱
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。▼
推
進
期
間
／
平
成
28
年

度
〜
32
年
度

■
新
座
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画(

素
案)

＝
本
市
の
公
共
施
設

等
の
多
く
は
整
備
後
30
年
以
上
が

経
過
し
、近
い
将
来
に
更
新
が
集

中
す
る
時
期
が
訪
れ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化
な
ど

に
伴
う
需
要
の
変
動
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、市
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
、公
共
施
設
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
証

す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、公
共
施
設
等
の
更
新・

統
廃
合・長
寿
命
化
な
ど
の
計
画

的
な
実
施
と
、そ
れ
に
伴
う
財
政

負
担
の
軽
減・平
準
化
に
向
け
て
、

市
の
公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。▼
計
画

期
間
／
平
成
28
年
度
〜
57
年
度

■
意
見
の
提
出
に
当
た
っ
て

▼
素
案
の
公
表
／
企
画
課
、情
報

公
開
総
合
窓
口（
市
政
情
報
課
）、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民

　
女
性
へ
の
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
際
的
に
も
重
大
な
問

題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、平
成
11

年
12
月
に
国
連
総
会
に
お
い
て
11

月
25
日
が「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、毎
年
11
月
12
日

か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
を「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
と
し
、国
、都
道
府
県
、市
区

町
村
に
お
い
て
様
々
な
関
連
行
事

や
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
の
関
係
に

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ
れ

る
暴
力
を
い
い
ま
す
。
平
成
27
年

３
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た「
男

女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調

査
」の
結
果
に
よ
る
と
、約
４
人
に

１
人
の
女
性
が
、配
偶
者
な
ど
か

ら
身
体
的・心
理
的・性
的
暴
力
の

い
ず
れ
か
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

約
10
人
に
１
人
は
何
度
も
受
け
て

い
る
と
い
う
深
刻
な
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、被
害
者
で
あ
る
女
性

も
周
囲
の
人
も
、こ
れ
ら
の
暴
力

を
個
人
的
な
問
題
と
捉
え
が
ち
で

あ
り
、ど
こ（
だ
れ
）に
も
相
談
し

な
か
っ
た
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、女
性
困
り
ご
と
相
談

室
や
女
性
法
律
相
談
な
ど
で
、Ｄ

Ｖ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
埼
玉
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
＝
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
、日
曜
日・

祝
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

年
末
年
始
を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎

０
４
８-

８
６
３-

６
０
６
０

■
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー(

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま)▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
、午
前
10

時
〜
午
後
８
時
30
分※

祝
日
、第
３

木
曜
日
、年
末
年
始
、臨
時
休
館
日

を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎
０
４
８-

６
０

０-

３
８
０
０

■
警
察

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

■
女
性
法
律
相
談(

予
約
制
、面
談・

無
料)

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
火
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
予
約
及
び

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
１
３
）へ

■
女
性
困
り
ご
と
相
談
室（
電
話
又

は
面
談・無
料
）

▼
日
時
／
①
＝
月
曜
〜
金
曜
日
、午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、②
＝
毎
月
第

２
土
曜
日
、午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）▼
場
所

／
①
＝
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
、②

＝
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
▼
問
合
せ

／
①
＝
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
８
３
５
、

②
＝
☎
０
４
８-

４
８
６-

８
６
３
９

　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、10
代
、20
代

の
若
い
世
代
に
お
け
る
交
際
相
手
な

ど
か
ら
の
暴
力
を
い
い
ま
す
。
県
の

調
査
で
は
、10
代
か
ら
20
代
の
と
き
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
女
性
は
19・
６
％
、男

性
は
6.3
％
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
ら
、勇
気
を
持

っ
て
身
近
な
家
族
や
学
校
の
先
生

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。Ｄ

Ｖ
相
談
機
関
で
は
、匿
名
で
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
こ
の
よ
う
な

こ
と

〔
身
体
的
暴
力
〕

な
ぐ
る
、け
る
、た
た
く
、物
を
壊

す〔
デ
ジ
タ
ル
暴
力
〕

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、数
分
お
き

の
着
信
、ア
ド
レ
ス
の
削
除
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
の
悪
用

〔
精
神
的
暴
力
〕

怒
鳴
る
、逆
切
れ
す
る
、無
視
す
る
、

「
自
殺
す
る
」と
脅
か
す
、友
人
関

係
の
制
限

〔
性
的
暴
力
〕

無
理
や
り
性
的
行
為
を
し
よ
う
と

す
る
、避
妊
に
協
力
し
な
い

〔
金
銭
的
暴
力
〕

お
金
を
貸
し
て
も
返
さ
な
い
、い

つ
も
お
ご
ら
さ
れ
る

※

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
課
作
成

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
か
ら
30
日

㈪
ま
で
▼
場
所
／
中
央
図
書
館
▼

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４

８-

４
７
７-

１
５
１
３
）

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」

　
　
　
　
〜
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
〜

館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。▼
募
集
期
間
／
11
月

11
日
㈬
か
ら
30
日
㈪
ま
で
▼
意
見

を
提
出
で
き
る
方
／
①
本
市
に
在

住
又
は
在
勤
在
学
の
方
、②
本
市

に
事
務
所
、事
業
所
を
有
す
る
法

人
な
ど
、③
本
市
に
納
税
義
務
を

有
す
る
方
、④
各
事
案
に
利
害
関

係
を
有
す
る
方
▼
提
出
先
／
直
接

又
は
郵
送（
〒
３
５
２-

８
６
２
３

野
火
止
１-

１-

１
）、フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
４
８-

４
７
９-

２
２
２
６
）で
、

企
画
課
へ
書
面（
書
式
は
自
由
）を

提
出
す
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。※

提
出
に
当
た
っ
て

使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、

提
出
さ
れ
る
方
の
住
所・氏
名（
法

人
な
ど
の
場
合
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地・名
称
及
び
代
表
者
の

氏
名
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、

提
出
意
見
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、高
齢
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」に
よ
り
、虐
待
を
発
見

し
た
人
は
市
へ
通
報
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
は
家
庭
や
施
設
へ
の
立
ち
入
り

調
査
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

す
皆
さ
ん
に
、高
齢
者
虐
待
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、日
頃
か

ら
高
齢
者
や
家
族
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
、虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
挨
拶
や

声
掛
け
を
通
し
て
地
域
の
中
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
虐
待
の
分
類

▼
身
体
的
虐
待
／
暴
力
的
な
行
為

に
よ
っ
て
身
体
に
痣・痛
み
な
ど

を
与
え
る
行
為
や
、外
部
と
の
接

触
を
意
図
的・継
続
的
に
遮
断
す

る
行
為
▼
介
護・世
話
の
放
棄・放

任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）／
介
護
や
世
話

を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、そ
の
提

供
を
放
棄
し
、高
齢
者
の
生
活
環

境
や
高
齢
者
自
身
の
身
体・精
神

的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
▼
心

理
的
虐
待
／
脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
威
圧
的
な
態
度
、無
視
や

嫌
が
ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
▼
性
的
虐
待
／
本

人
と
の
合
意
が
な
い
、あ
ら
ゆ
る

形
態
の
性
的
行
為
又
は
そ
の
強
要

▼
経
済
的
虐
待
／
本
人
の
合
意
な

し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、本

人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
こ
と

企
画
課

（
☎
0
4
8-

　

 

4
7
7-

1
7
8
2
）

問合せ

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

■身近な相談窓口

新座市役所長寿支援課安心サポート係
東部第一高齢者相談センター
担当地区／池田・道場・片山・野寺
東部第二高齢者相談センター
担当地区／畑中・馬場・栄・新塚
西部高齢者相談センター
担当地区／新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止1 ～ 4丁目
南部高齢者相談センター
担当地区／石神・栗原・堀ノ内
北部第一高齢者相談センター
担当地区／東北・東・野火止5 ～ 8丁目
北部第二高齢者相談センター
担当地区／中野・大和田・新座・北野
新座警察署生活安全課

埼玉県社会福祉協議会権利擁護センター

日本高齢者虐待防止センター

☎048-424-9611

☎048-480-5853

☎048-480-7808

☎048-477-1707

☎048-481-2162

☎048-486-5011

☎048-482-2953

☎048-482-0110
☎048-822-1204
(平日、午前9時～午後4時)
☎042-462-1585
(月曜・水曜・金曜日、午前10時～午後4時)

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス

(

Ｄ
Ｖ)

と
は

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
図
書
の
特
集
展
示
会

1
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
お
電
話
を

※現時点でのイメージ案です

新座・志木駅周辺
1970

2015

過
去

現
在

未
来

市制施行当時の市役所 〈昭和45年〉志木駅南口前 〈昭和45年〉

志木駅南口周辺 〈昭和54年〉

新座駅営業開始 〈昭和48年〉

新座駅南口広場オープン 〈平成14年〉

新座駅南口通線開通 現在の志木駅南口周辺

市役所新庁舎建設風景

市役所新庁舎完成
 〈昭和49年〉

市役所第二庁舎完成
 〈平成9年〉

現在の本庁舎

低層棟側から見たイメージ

新庁舎イメージ図　平成30年1月開庁予定志木駅南口駅前広場イメージ図　平成32年完成予定
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市
で
は
、次
の
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
第
６
次
新
座
市
行
財
政
改
革
大

綱(

素
案)

＝
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
第
４
次
新
座
市
基
本
構
想
総

合
振
興
計
画（
計
画
期
間
＝
平
成

23
年
度
〜
32
年
度
）に
位
置
付
け

た
施
策
の
う
ち
、行
財
政
運
営
に

関
す
る
も
の
は
、行
財
政
改
革
大

綱
で
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
第

５
次
大
綱
の
推
進
期
間
が
平
成
27

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、次
期
大
綱
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。▼
推
進
期
間
／
平
成
28
年

度
〜
32
年
度

■
新
座
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画(

素
案)

＝
本
市
の
公
共
施
設

等
の
多
く
は
整
備
後
30
年
以
上
が

経
過
し
、近
い
将
来
に
更
新
が
集

中
す
る
時
期
が
訪
れ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化
な
ど

に
伴
う
需
要
の
変
動
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、市
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
、公
共
施
設
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
証

す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、公
共
施
設
等
の
更
新・

統
廃
合・長
寿
命
化
な
ど
の
計
画

的
な
実
施
と
、そ
れ
に
伴
う
財
政

負
担
の
軽
減・平
準
化
に
向
け
て
、

市
の
公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。▼
計
画

期
間
／
平
成
28
年
度
〜
57
年
度

■
意
見
の
提
出
に
当
た
っ
て

▼
素
案
の
公
表
／
企
画
課
、情
報

公
開
総
合
窓
口（
市
政
情
報
課
）、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民

　
女
性
へ
の
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
際
的
に
も
重
大
な
問

題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、平
成
11

年
12
月
に
国
連
総
会
に
お
い
て
11

月
25
日
が「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、毎
年
11
月
12
日

か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
を「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
と
し
、国
、都
道
府
県
、市
区

町
村
に
お
い
て
様
々
な
関
連
行
事

や
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
の
関
係
に

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ
れ

る
暴
力
を
い
い
ま
す
。
平
成
27
年

３
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た「
男

女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調

査
」の
結
果
に
よ
る
と
、約
４
人
に

１
人
の
女
性
が
、配
偶
者
な
ど
か

ら
身
体
的・心
理
的・性
的
暴
力
の

い
ず
れ
か
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

約
10
人
に
１
人
は
何
度
も
受
け
て

い
る
と
い
う
深
刻
な
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、被
害
者
で
あ
る
女
性

も
周
囲
の
人
も
、こ
れ
ら
の
暴
力

を
個
人
的
な
問
題
と
捉
え
が
ち
で

あ
り
、ど
こ（
だ
れ
）に
も
相
談
し

な
か
っ
た
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、女
性
困
り
ご
と
相
談

室
や
女
性
法
律
相
談
な
ど
で
、Ｄ

Ｖ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
埼
玉
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
＝
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
、日
曜
日・

祝
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

年
末
年
始
を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎

０
４
８-

８
６
３-

６
０
６
０

■
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー(

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま)▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
、午
前
10

時
〜
午
後
８
時
30
分※

祝
日
、第
３

木
曜
日
、年
末
年
始
、臨
時
休
館
日

を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎
０
４
８-

６
０

０-

３
８
０
０

■
警
察

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

■
女
性
法
律
相
談(

予
約
制
、面
談・

無
料)

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
火
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
予
約
及
び

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
１
３
）へ

■
女
性
困
り
ご
と
相
談
室（
電
話
又

は
面
談・無
料
）

▼
日
時
／
①
＝
月
曜
〜
金
曜
日
、午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、②
＝
毎
月
第

２
土
曜
日
、午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）▼
場
所

／
①
＝
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
、②

＝
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
▼
問
合
せ

／
①
＝
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
８
３
５
、

②
＝
☎
０
４
８-

４
８
６-

８
６
３
９

　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、10
代
、20
代

の
若
い
世
代
に
お
け
る
交
際
相
手
な

ど
か
ら
の
暴
力
を
い
い
ま
す
。
県
の

調
査
で
は
、10
代
か
ら
20
代
の
と
き
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
女
性
は
19・
６
％
、男

性
は
6.3
％
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
ら
、勇
気
を
持

っ
て
身
近
な
家
族
や
学
校
の
先
生

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。Ｄ

Ｖ
相
談
機
関
で
は
、匿
名
で
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
こ
の
よ
う
な

こ
と

〔
身
体
的
暴
力
〕

な
ぐ
る
、け
る
、た
た
く
、物
を
壊

す〔
デ
ジ
タ
ル
暴
力
〕

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、数
分
お
き

の
着
信
、ア
ド
レ
ス
の
削
除
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
の
悪
用

〔
精
神
的
暴
力
〕

怒
鳴
る
、逆
切
れ
す
る
、無
視
す
る
、

「
自
殺
す
る
」と
脅
か
す
、友
人
関

係
の
制
限

〔
性
的
暴
力
〕

無
理
や
り
性
的
行
為
を
し
よ
う
と

す
る
、避
妊
に
協
力
し
な
い

〔
金
銭
的
暴
力
〕

お
金
を
貸
し
て
も
返
さ
な
い
、い

つ
も
お
ご
ら
さ
れ
る

※

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
課
作
成

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
か
ら
30
日

㈪
ま
で
▼
場
所
／
中
央
図
書
館
▼

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４

８-

４
７
７-

１
５
１
３
）

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」

　
　
　
　
〜
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
〜

館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。▼
募
集
期
間
／
11
月

11
日
㈬
か
ら
30
日
㈪
ま
で
▼
意
見

を
提
出
で
き
る
方
／
①
本
市
に
在

住
又
は
在
勤
在
学
の
方
、②
本
市

に
事
務
所
、事
業
所
を
有
す
る
法

人
な
ど
、③
本
市
に
納
税
義
務
を

有
す
る
方
、④
各
事
案
に
利
害
関

係
を
有
す
る
方
▼
提
出
先
／
直
接

又
は
郵
送（
〒
３
５
２-

８
６
２
３

野
火
止
１-

１-

１
）、フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
４
８-

４
７
９-

２
２
２
６
）で
、

企
画
課
へ
書
面（
書
式
は
自
由
）を

提
出
す
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。※

提
出
に
当
た
っ
て

使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、

提
出
さ
れ
る
方
の
住
所・氏
名（
法

人
な
ど
の
場
合
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地・名
称
及
び
代
表
者
の

氏
名
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、

提
出
意
見
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、高
齢
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」に
よ
り
、虐
待
を
発
見

し
た
人
は
市
へ
通
報
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
は
家
庭
や
施
設
へ
の
立
ち
入
り

調
査
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

す
皆
さ
ん
に
、高
齢
者
虐
待
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、日
頃
か

ら
高
齢
者
や
家
族
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
、虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
挨
拶
や

声
掛
け
を
通
し
て
地
域
の
中
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
虐
待
の
分
類

▼
身
体
的
虐
待
／
暴
力
的
な
行
為

に
よ
っ
て
身
体
に
痣・痛
み
な
ど

を
与
え
る
行
為
や
、外
部
と
の
接

触
を
意
図
的・継
続
的
に
遮
断
す

る
行
為
▼
介
護・世
話
の
放
棄・放

任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）／
介
護
や
世
話

を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、そ
の
提

供
を
放
棄
し
、高
齢
者
の
生
活
環

境
や
高
齢
者
自
身
の
身
体・精
神

的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
▼
心

理
的
虐
待
／
脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
威
圧
的
な
態
度
、無
視
や

嫌
が
ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
▼
性
的
虐
待
／
本

人
と
の
合
意
が
な
い
、あ
ら
ゆ
る

形
態
の
性
的
行
為
又
は
そ
の
強
要

▼
経
済
的
虐
待
／
本
人
の
合
意
な

し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、本

人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
こ
と

企
画
課

（
☎
0
4
8-

　

 

4
7
7-

1
7
8
2
）

問合せ

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

■身近な相談窓口

新座市役所長寿支援課安心サポート係
東部第一高齢者相談センター
担当地区／池田・道場・片山・野寺
東部第二高齢者相談センター
担当地区／畑中・馬場・栄・新塚
西部高齢者相談センター
担当地区／新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止1 ～ 4丁目
南部高齢者相談センター
担当地区／石神・栗原・堀ノ内
北部第一高齢者相談センター
担当地区／東北・東・野火止5 ～ 8丁目
北部第二高齢者相談センター
担当地区／中野・大和田・新座・北野
新座警察署生活安全課

埼玉県社会福祉協議会権利擁護センター

日本高齢者虐待防止センター

☎048-424-9611

☎048-480-5853

☎048-480-7808

☎048-477-1707

☎048-481-2162

☎048-486-5011

☎048-482-2953

☎048-482-0110
☎048-822-1204
(平日、午前9時～午後4時)
☎042-462-1585
(月曜・水曜・金曜日、午前10時～午後4時)

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス

(

Ｄ
Ｖ)

と
は

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
図
書
の
特
集
展
示
会

1
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
お
電
話
を

※現時点でのイメージ案です

新座・志木駅周辺
1970

2015

過
去

現
在

未
来

市制施行当時の市役所 〈昭和45年〉志木駅南口前 〈昭和45年〉

志木駅南口周辺 〈昭和54年〉

新座駅営業開始 〈昭和48年〉

新座駅南口広場オープン 〈平成14年〉

新座駅南口通線開通 現在の志木駅南口周辺

市役所新庁舎建設風景

市役所新庁舎完成
 〈昭和49年〉

市役所第二庁舎完成
 〈平成9年〉

現在の本庁舎

低層棟側から見たイメージ

新庁舎イメージ図　平成30年1月開庁予定志木駅南口駅前広場イメージ図　平成32年完成予定

新座市の過去・現在…そして未来！！
～市制施行45周年記念特集～

本庁舎・第二庁舎

新

新

新 志

志

志

志

に
い
ざ
時
間
旅
行
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市
で
は
、次
の
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
第
６
次
新
座
市
行
財
政
改
革
大

綱(

素
案)
＝
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
第
４
次
新
座
市
基
本
構
想
総

合
振
興
計
画（
計
画
期
間
＝
平
成

23
年
度
〜
32
年
度
）に
位
置
付
け

た
施
策
の
う
ち
、行
財
政
運
営
に

関
す
る
も
の
は
、行
財
政
改
革
大

綱
で
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
第

５
次
大
綱
の
推
進
期
間
が
平
成
27

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、次
期
大
綱
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。▼
推
進
期
間
／
平
成
28
年

度
〜
32
年
度

■
新
座
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画(

素
案)

＝
本
市
の
公
共
施
設

等
の
多
く
は
整
備
後
30
年
以
上
が

経
過
し
、近
い
将
来
に
更
新
が
集

中
す
る
時
期
が
訪
れ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化
な
ど

に
伴
う
需
要
の
変
動
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、市
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
、公
共
施
設
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
証

す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、公
共
施
設
等
の
更
新・

統
廃
合・長
寿
命
化
な
ど
の
計
画

的
な
実
施
と
、そ
れ
に
伴
う
財
政

負
担
の
軽
減・平
準
化
に
向
け
て
、

市
の
公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。▼
計
画

期
間
／
平
成
28
年
度
〜
57
年
度

■
意
見
の
提
出
に
当
た
っ
て

▼
素
案
の
公
表
／
企
画
課
、情
報

公
開
総
合
窓
口（
市
政
情
報
課
）、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民

　
女
性
へ
の
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
際
的
に
も
重
大
な
問

題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、平
成
11

年
12
月
に
国
連
総
会
に
お
い
て
11

月
25
日
が「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、毎
年
11
月
12
日

か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
を「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
と
し
、国
、都
道
府
県
、市
区

町
村
に
お
い
て
様
々
な
関
連
行
事

や
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
の
関
係
に

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ
れ

る
暴
力
を
い
い
ま
す
。
平
成
27
年

３
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た「
男

女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調

査
」の
結
果
に
よ
る
と
、約
４
人
に

１
人
の
女
性
が
、配
偶
者
な
ど
か

ら
身
体
的・心
理
的・性
的
暴
力
の

い
ず
れ
か
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

約
10
人
に
１
人
は
何
度
も
受
け
て

い
る
と
い
う
深
刻
な
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、被
害
者
で
あ
る
女
性

も
周
囲
の
人
も
、こ
れ
ら
の
暴
力

を
個
人
的
な
問
題
と
捉
え
が
ち
で

あ
り
、ど
こ（
だ
れ
）に
も
相
談
し

な
か
っ
た
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、女
性
困
り
ご
と
相
談

室
や
女
性
法
律
相
談
な
ど
で
、Ｄ

Ｖ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
埼
玉
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
＝
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
、日
曜
日・

祝
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

年
末
年
始
を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎

０
４
８-

８
６
３-

６
０
６
０

■
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー(

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま)▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
、午
前
10

時
〜
午
後
８
時
30
分※

祝
日
、第
３

木
曜
日
、年
末
年
始
、臨
時
休
館
日

を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎
０
４
８-

６
０

０-

３
８
０
０

■
警
察

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

■
女
性
法
律
相
談(

予
約
制
、面
談・

無
料)

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
火
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
予
約
及
び

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
１
３
）へ

■
女
性
困
り
ご
と
相
談
室（
電
話
又

は
面
談・無
料
）

▼
日
時
／
①
＝
月
曜
〜
金
曜
日
、午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、②
＝
毎
月
第

２
土
曜
日
、午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）▼
場
所

／
①
＝
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
、②

＝
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
▼
問
合
せ

／
①
＝
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
８
３
５
、

②
＝
☎
０
４
８-

４
８
６-

８
６
３
９

　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、10
代
、20
代

の
若
い
世
代
に
お
け
る
交
際
相
手
な

ど
か
ら
の
暴
力
を
い
い
ま
す
。
県
の

調
査
で
は
、10
代
か
ら
20
代
の
と
き
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
女
性
は
19・
６
％
、男

性
は
6.3
％
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
ら
、勇
気
を
持

っ
て
身
近
な
家
族
や
学
校
の
先
生

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。Ｄ

Ｖ
相
談
機
関
で
は
、匿
名
で
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
こ
の
よ
う
な

こ
と

〔
身
体
的
暴
力
〕

な
ぐ
る
、け
る
、た
た
く
、物
を
壊

す〔
デ
ジ
タ
ル
暴
力
〕

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、数
分
お
き

の
着
信
、ア
ド
レ
ス
の
削
除
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
の
悪
用

〔
精
神
的
暴
力
〕

怒
鳴
る
、逆
切
れ
す
る
、無
視
す
る
、

「
自
殺
す
る
」と
脅
か
す
、友
人
関

係
の
制
限

〔
性
的
暴
力
〕

無
理
や
り
性
的
行
為
を
し
よ
う
と

す
る
、避
妊
に
協
力
し
な
い

〔
金
銭
的
暴
力
〕

お
金
を
貸
し
て
も
返
さ
な
い
、い

つ
も
お
ご
ら
さ
れ
る

※

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
課
作
成

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
か
ら
30
日

㈪
ま
で
▼
場
所
／
中
央
図
書
館
▼

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４

８-

４
７
７-

１
５
１
３
）

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」

　
　
　
　
〜
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
〜

館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。▼
募
集
期
間
／
11
月

11
日
㈬
か
ら
30
日
㈪
ま
で
▼
意
見

を
提
出
で
き
る
方
／
①
本
市
に
在

住
又
は
在
勤
在
学
の
方
、②
本
市

に
事
務
所
、事
業
所
を
有
す
る
法

人
な
ど
、③
本
市
に
納
税
義
務
を

有
す
る
方
、④
各
事
案
に
利
害
関

係
を
有
す
る
方
▼
提
出
先
／
直
接

又
は
郵
送（
〒
３
５
２-

８
６
２
３

野
火
止
１-
１-
１
）、フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
４
８-

４
７
９-
２
２
２
６
）で
、

企
画
課
へ
書
面（
書
式
は
自
由
）を

提
出
す
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。※

提
出
に
当
た
っ
て

使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、

提
出
さ
れ
る
方
の
住
所・氏
名（
法

人
な
ど
の
場
合
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地・名
称
及
び
代
表
者
の

氏
名
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、

提
出
意
見
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、高
齢
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」に
よ
り
、虐
待
を
発
見

し
た
人
は
市
へ
通
報
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
は
家
庭
や
施
設
へ
の
立
ち
入
り

調
査
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

す
皆
さ
ん
に
、高
齢
者
虐
待
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、日
頃
か

ら
高
齢
者
や
家
族
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
、虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
挨
拶
や

声
掛
け
を
通
し
て
地
域
の
中
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
虐
待
の
分
類

▼
身
体
的
虐
待
／
暴
力
的
な
行
為

に
よ
っ
て
身
体
に
痣・痛
み
な
ど

を
与
え
る
行
為
や
、外
部
と
の
接

触
を
意
図
的・継
続
的
に
遮
断
す

る
行
為
▼
介
護・世
話
の
放
棄・放

任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）／
介
護
や
世
話

を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、そ
の
提

供
を
放
棄
し
、高
齢
者
の
生
活
環

境
や
高
齢
者
自
身
の
身
体・精
神

的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
▼
心

理
的
虐
待
／
脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
威
圧
的
な
態
度
、無
視
や

嫌
が
ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
▼
性
的
虐
待
／
本

人
と
の
合
意
が
な
い
、あ
ら
ゆ
る

形
態
の
性
的
行
為
又
は
そ
の
強
要

▼
経
済
的
虐
待
／
本
人
の
合
意
な

し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、本

人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
こ
と

企
画
課

（
☎
0
4
8-

　

 

4
7
7-

1
7
8
2
）

問合せ

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

■身近な相談窓口

新座市役所長寿支援課安心サポート係
東部第一高齢者相談センター
担当地区／池田・道場・片山・野寺
東部第二高齢者相談センター
担当地区／畑中・馬場・栄・新塚
西部高齢者相談センター
担当地区／新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止1 ～ 4丁目
南部高齢者相談センター
担当地区／石神・栗原・堀ノ内
北部第一高齢者相談センター
担当地区／東北・東・野火止5 ～ 8丁目
北部第二高齢者相談センター
担当地区／中野・大和田・新座・北野
新座警察署生活安全課

埼玉県社会福祉協議会権利擁護センター

日本高齢者虐待防止センター

☎048-424-9611

☎048-480-5853

☎048-480-7808

☎048-477-1707

☎048-481-2162

☎048-486-5011

☎048-482-2953

☎048-482-0110
☎048-822-1204
(平日、午前9時～午後4時)
☎042-462-1585
(月曜・水曜・金曜日、午前10時～午後4時)

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス

(

Ｄ
Ｖ)

と
は

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
図
書
の
特
集
展
示
会

1
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
お
電
話
を

※現時点でのイメージ案です

新座・志木駅周辺
1970

2015

過
去

現
在

未
来

市制施行当時の市役所 〈昭和45年〉志木駅南口前 〈昭和45年〉

志木駅南口周辺 〈昭和54年〉

新座駅営業開始 〈昭和48年〉

新座駅南口広場オープン 〈平成14年〉

新座駅南口通線開通 現在の志木駅南口周辺

市役所新庁舎建設風景

市役所新庁舎完成
 〈昭和49年〉

市役所第二庁舎完成
 〈平成9年〉

現在の本庁舎

低層棟側から見たイメージ

新庁舎イメージ図　平成30年1月開庁予定志木駅南口駅前広場イメージ図　平成32年完成予定

新座市の過去・現在…そして未来！！
～市制施行45周年記念特集～

本庁舎・第二庁舎

新

新

新 志

志

志

志

に
い
ざ
時
間
旅
行

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N
第983号■平成27年11月号

本文 10.07 平 1　送りベタ　行間 15.42　1 行 14W　1段 45 行
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市
で
は
、次
の
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
第
６
次
新
座
市
行
財
政
改
革
大

綱(

素
案)
＝
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
第
４
次
新
座
市
基
本
構
想
総

合
振
興
計
画（
計
画
期
間
＝
平
成

23
年
度
〜
32
年
度
）に
位
置
付
け

た
施
策
の
う
ち
、行
財
政
運
営
に

関
す
る
も
の
は
、行
財
政
改
革
大

綱
で
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
第

５
次
大
綱
の
推
進
期
間
が
平
成
27

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、次
期
大
綱
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。▼
推
進
期
間
／
平
成
28
年

度
〜
32
年
度

■
新
座
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画(

素
案)

＝
本
市
の
公
共
施
設

等
の
多
く
は
整
備
後
30
年
以
上
が

経
過
し
、近
い
将
来
に
更
新
が
集

中
す
る
時
期
が
訪
れ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化
な
ど

に
伴
う
需
要
の
変
動
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、市
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
、公
共
施
設
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
証

す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、公
共
施
設
等
の
更
新・

統
廃
合・長
寿
命
化
な
ど
の
計
画

的
な
実
施
と
、そ
れ
に
伴
う
財
政

負
担
の
軽
減・平
準
化
に
向
け
て
、

市
の
公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。▼
計
画

期
間
／
平
成
28
年
度
〜
57
年
度

■
意
見
の
提
出
に
当
た
っ
て

▼
素
案
の
公
表
／
企
画
課
、情
報

公
開
総
合
窓
口（
市
政
情
報
課
）、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民

　
女
性
へ
の
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
際
的
に
も
重
大
な
問

題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、平
成
11

年
12
月
に
国
連
総
会
に
お
い
て
11

月
25
日
が「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、毎
年
11
月
12
日

か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
を「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
と
し
、国
、都
道
府
県
、市
区

町
村
に
お
い
て
様
々
な
関
連
行
事

や
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
の
関
係
に

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ
れ

る
暴
力
を
い
い
ま
す
。
平
成
27
年

３
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た「
男

女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調

査
」の
結
果
に
よ
る
と
、約
４
人
に

１
人
の
女
性
が
、配
偶
者
な
ど
か

ら
身
体
的・心
理
的・性
的
暴
力
の

い
ず
れ
か
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

約
10
人
に
１
人
は
何
度
も
受
け
て

い
る
と
い
う
深
刻
な
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、被
害
者
で
あ
る
女
性

も
周
囲
の
人
も
、こ
れ
ら
の
暴
力

を
個
人
的
な
問
題
と
捉
え
が
ち
で

あ
り
、ど
こ（
だ
れ
）に
も
相
談
し

な
か
っ
た
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、女
性
困
り
ご
と
相
談

室
や
女
性
法
律
相
談
な
ど
で
、Ｄ

Ｖ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
埼
玉
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
＝
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
、日
曜
日・

祝
日
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

年
末
年
始
を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎

０
４
８-

８
６
３-

６
０
６
０

■
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー(

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま)▼
日
時
／
月
曜
〜
土
曜
日
、午
前
10

時
〜
午
後
８
時
30
分※

祝
日
、第
３

木
曜
日
、年
末
年
始
、臨
時
休
館
日

を
除
く
▼
問
合
せ
／
☎
０
４
８-

６
０

０-

３
８
０
０

■
警
察

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

■
女
性
法
律
相
談(

予
約
制
、面
談・

無
料)

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
火
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
予
約
及
び

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
１
３
）へ

■
女
性
困
り
ご
と
相
談
室（
電
話
又

は
面
談・無
料
）

▼
日
時
／
①
＝
月
曜
〜
金
曜
日
、午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、②
＝
毎
月
第

２
土
曜
日
、午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）▼
場
所

／
①
＝
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
、②

＝
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
▼
問
合
せ

／
①
＝
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
８
３
５
、

②
＝
☎
０
４
８-

４
８
６-

８
６
３
９

　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、10
代
、20
代

の
若
い
世
代
に
お
け
る
交
際
相
手
な

ど
か
ら
の
暴
力
を
い
い
ま
す
。
県
の

調
査
で
は
、10
代
か
ら
20
代
の
と
き
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
女
性
は
19・
６
％
、男

性
は
6.3
％
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
ら
、勇
気
を
持

っ
て
身
近
な
家
族
や
学
校
の
先
生

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。Ｄ

Ｖ
相
談
機
関
で
は
、匿
名
で
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
こ
の
よ
う
な

こ
と

〔
身
体
的
暴
力
〕

な
ぐ
る
、け
る
、た
た
く
、物
を
壊

す〔
デ
ジ
タ
ル
暴
力
〕

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、数
分
お
き

の
着
信
、ア
ド
レ
ス
の
削
除
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
の
悪
用

〔
精
神
的
暴
力
〕

怒
鳴
る
、逆
切
れ
す
る
、無
視
す
る
、

「
自
殺
す
る
」と
脅
か
す
、友
人
関

係
の
制
限

〔
性
的
暴
力
〕

無
理
や
り
性
的
行
為
を
し
よ
う
と

す
る
、避
妊
に
協
力
し
な
い

〔
金
銭
的
暴
力
〕

お
金
を
貸
し
て
も
返
さ
な
い
、い

つ
も
お
ご
ら
さ
れ
る

※

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
課
作
成

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
か
ら
30
日

㈪
ま
で
▼
場
所
／
中
央
図
書
館
▼

問
合
せ
／
人
権
推
進
課（
☎
０
４

８-

４
７
７-

１
５
１
３
）

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」

　
　
　
　
〜
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
〜

館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。▼
募
集
期
間
／
11
月

11
日
㈬
か
ら
30
日
㈪
ま
で
▼
意
見

を
提
出
で
き
る
方
／
①
本
市
に
在

住
又
は
在
勤
在
学
の
方
、②
本
市

に
事
務
所
、事
業
所
を
有
す
る
法

人
な
ど
、③
本
市
に
納
税
義
務
を

有
す
る
方
、④
各
事
案
に
利
害
関

係
を
有
す
る
方
▼
提
出
先
／
直
接

又
は
郵
送（
〒
３
５
２-

８
６
２
３

野
火
止
１-
１-
１
）、フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
４
８-

４
７
９-
２
２
２
６
）で
、

企
画
課
へ
書
面（
書
式
は
自
由
）を

提
出
す
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。※

提
出
に
当
た
っ
て

使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、

提
出
さ
れ
る
方
の
住
所・氏
名（
法

人
な
ど
の
場
合
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地・名
称
及
び
代
表
者
の

氏
名
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、

提
出
意
見
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、高
齢
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」に
よ
り
、虐
待
を
発
見

し
た
人
は
市
へ
通
報
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
は
家
庭
や
施
設
へ
の
立
ち
入
り

調
査
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

す
皆
さ
ん
に
、高
齢
者
虐
待
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、日
頃
か

ら
高
齢
者
や
家
族
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
、虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
挨
拶
や

声
掛
け
を
通
し
て
地
域
の
中
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
虐
待
の
分
類

▼
身
体
的
虐
待
／
暴
力
的
な
行
為

に
よ
っ
て
身
体
に
痣・痛
み
な
ど

を
与
え
る
行
為
や
、外
部
と
の
接

触
を
意
図
的・継
続
的
に
遮
断
す

る
行
為
▼
介
護・世
話
の
放
棄・放

任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）／
介
護
や
世
話

を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、そ
の
提

供
を
放
棄
し
、高
齢
者
の
生
活
環

境
や
高
齢
者
自
身
の
身
体・精
神

的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
▼
心

理
的
虐
待
／
脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
威
圧
的
な
態
度
、無
視
や

嫌
が
ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
▼
性
的
虐
待
／
本

人
と
の
合
意
が
な
い
、あ
ら
ゆ
る

形
態
の
性
的
行
為
又
は
そ
の
強
要

▼
経
済
的
虐
待
／
本
人
の
合
意
な

し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、本

人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
こ
と

企
画
課

（
☎
0
4
8-

　

 

4
7
7-

1
7
8
2
）

問合せ

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
高
齢
者
の
虐
待

　
　
　
　
〜
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
〜

■身近な相談窓口

新座市役所長寿支援課安心サポート係
東部第一高齢者相談センター
担当地区／池田・道場・片山・野寺
東部第二高齢者相談センター
担当地区／畑中・馬場・栄・新塚
西部高齢者相談センター
担当地区／新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止1 ～ 4丁目
南部高齢者相談センター
担当地区／石神・栗原・堀ノ内
北部第一高齢者相談センター
担当地区／東北・東・野火止5 ～ 8丁目
北部第二高齢者相談センター
担当地区／中野・大和田・新座・北野
新座警察署生活安全課

埼玉県社会福祉協議会権利擁護センター

日本高齢者虐待防止センター

☎048-424-9611

☎048-480-5853

☎048-480-7808

☎048-477-1707

☎048-481-2162

☎048-486-5011

☎048-482-2953

☎048-482-0110
☎048-822-1204
(平日、午前9時～午後4時)
☎042-462-1585
(月曜・水曜・金曜日、午前10時～午後4時)

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　
　
　
　
　
　
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス(

Ｄ
Ｖ)

は
犯
罪
で
す
〜

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス

(

Ｄ
Ｖ)

と
は

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
図
書
の
特
集
展
示
会

1
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
お
電
話
を

※現時点でのイメージ案です

新座・志木駅周辺
1970

2015

過
去

現
在

未
来

市制施行当時の市役所 〈昭和45年〉志木駅南口前 〈昭和45年〉

志木駅南口周辺 〈昭和54年〉

新座駅営業開始 〈昭和48年〉

新座駅南口広場オープン 〈平成14年〉

新座駅南口通線開通 現在の志木駅南口周辺

市役所新庁舎建設風景

市役所新庁舎完成
 〈昭和49年〉

市役所第二庁舎完成
 〈平成9年〉

現在の本庁舎

低層棟側から見たイメージ

新庁舎イメージ図　平成30年1月開庁予定志木駅南口駅前広場イメージ図　平成32年完成予定

新座市の過去・現在…そして未来！！
～市制施行45周年記念特集～

本庁舎・第二庁舎

新

新

新 志

志

志

志

に
い
ざ
時
間
旅
行
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▼
日
時
／
11
月
14
日
㈯
、午
後
２
時

〜
４
時
▼
場
所
／
大
和
田
公
民
館※

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
秘
書
広
聴
課(
☎
０
４

８-

４
７
７-

１
４
８
８)

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
案
、市

政
に
対
す
る
提
言
な
ど
を
頂
く
た
め
、

市
内
３
大
学（
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

十
文
字
学
園
女
子
大
学
、立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。▼
日
時
／

11
月
７
日
㈯
、午
前
９
時
か
ら
▼
場

所
／
ふ
る
さ
と
新
座
館
▼
参
加
学
生

／
12
名（
各
大
学
４
名
）▼
問
合
せ
／

秘
書
広
聴
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
４
８
８
）

▼
開
会
日
／
12 

月
２
日
㈬※

会
期

日
程（
案
）を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11

月
２
日
㈪
か
ら
掲
載
▼
問
合
せ
／
議

会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
３

４
６
）

　
市
で
は
、国
が
発
す
る
地
震
や
武

力
攻
撃
な
ど
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の

緊
急
情
報
を
、人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送

す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」を
導
入
し
て
お
り
、

次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
11
時

頃
▼
内
容
／
①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

イ
ム
↓
②「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
。」

（
３
回
繰
り
返
し
）↓
③「
こ
ち
ら
は
、

防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
④
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム※

新
座
市
以
外
で
も
、

全
国
的
に
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用

い
た
試
験
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎
0
4
8-

4
7
7-

2
5
0
2
）

▼
日
時
／
11
月
16
日
㈪
、午
前
８
時

〜
正
午
▼
場
所
／
新
座
防
災
基
地
▼

内
容
／
新
座・朝
霞・志
木・和
光
市

の
消
防
団
員
が
常
に
消
防
活
動
の
万

全
を
期
す
た
め
、礼
式
、機
械
器
具
、

人
員
服
装
及
び
規
律
の
点
検
、ポ
ン

プ
車
操
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
演
習
召
集
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
＝
こ

の
点
検
の
実
施
に
伴
い
、同
日
午
前

６
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、真
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
市
民
安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
は
市
民
共
通
の
願
い
で

す
が
、振
り
込
め
詐
欺
や
不
審
者
事

案
、ひ
っ
た
く
り
な
ど
、様
々
な
犯

罪
が
発
生
し
、平
穏
な
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、暴
力
団
は
、違
法・不
当
な

活
動
に
よ
り
資
金
獲
得
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、暴
力
事
件
や
薬
物
事
件
を

起
こ
す
な
ど
、市
民
生
活
に
多
大
な

迷
惑
と
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
元
気
の
出
る
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
、新
座
市
、新
座
警
察
署
、新
座

市
防
犯
協
会
、新
座
市
暴
力
排
除
推

進
協
議
会
で
は
、第
21
回
新
座
市
暴

力
追
放・地
域
安
全
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
18
日
㈬
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
市
民
会
館※

参
加
者
に
は
、記
念
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
入
場
無
料
、手
話
通
訳
有

り
▼
内
容
／
表
彰
、大
会
宣
言
、講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
問
合
せ
／
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５

０
２
）又
は
新
座
市
防
犯
協
会（
☎
０

４
８-

４
８
２-

４
９
６
３
）

　
本
市
を
は
じ
め
、県
内
63
市
町
村

と
埼
玉
県
で
は
、10
月
か
ら
12
月
ま

で
を「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」と
定
め
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
」を
合
言
葉
に
徴

収
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
滞
納
の
解
消
に
向
け
た
市
の
取
組

　
本
市
で
は
、納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
方
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、納
税
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
税
勧
奨
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、自
主
納
付
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、税

負
担
の
公
平
性
の
実
現
の
た
め
、状

況
に
応
じ
て
、給
与
、預
貯
金
、生
命

保
険
、車
、不
動
産
な
ど
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
は
納
期
内
納
付

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
が
困
難
な
場
合
は

　
生
活
困
難
や
事
業
不
振
な
ど
、様

々
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、早
め
に

納
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
夜
間･

休
日
の
納
付･

納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、各

納
税
通
知
書
に
添
付
の
口
座
振
替
依

頼
書
か
、市
役
所
又
は
市
内
金
融
機

関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）の
窓
口

に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、市
役
所
納
税
課
の
窓
口

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
口
座

振
替
の
申
込
み
が
行
え
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。※

受
付
で
き
な
い
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

○
市
税
な
ど
の
納
付
が
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
で
き
ま
す

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
税
金
は
、市・県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
、軽
自

動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
納
税
証
明
書
の
発

行
を
お
急
ぎ
の
方
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
以
外
の
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
）。※

納
付
金
額
が
１
万
円
を

超
え
る
場
合
は
別
途
決
済
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
納
税
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
８
５
２
）

　
予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
な
ど
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納

税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場

合
、原
則
、そ
の
３
分
の
１
相
当
額

を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期
分
）と
11

月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。▼
納
付
期
間
／
11
月
２

日
㈪
〜
30
日
㈪※

納
付
に
は
、安
全
、

確
実
な『
口
座
振
替
』が
便
利
で
す
。

▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署
管
理
運
営

部
門（
☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１
）※

自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択

　
事
業
者
の
方
に
は
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）し
て
、給
与
所
得
者
に

代
わ
り
、市
町
村
に
納
税
す
る
こ
と

が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
平
成
27
年
度
課
税
分
か

ら
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
徹
底
し

た
た
め
、給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
者
の
方
は
、早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
み
源
泉
徴
収
し
て
い
る

が
、個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。○
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む

全
て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す（
た
だ
し
、住
民

税
非
課
税
者
を
除
く
）。○
税
額
の
計

算
は
市
町
村
が
行
う
た
め
、所
得
税

の
よ
う
に
税
額
の
計
算
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
従
業
員
の
方
が
特
別
徴
収
に
な
る

と
納
税
の
手
間
が
省
け
、普
通
徴
収

（
個
人
納
付
）が
原
則
、年
４
回
払
い

な
の
に
対
し
、特
別
徴
収
は
毎
月
の

12
回
払
い
の
た
め
、１
回
当
た
り
の

納
税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
１
）又
は
朝
霞
県
税

事
務
所（
☎
０
４
８-

４
６
３-

２
９

９
３
）

　
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や

注
意
点
、社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）導
入
後
の
事

業
者
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
税
理
士

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。▼

対
象
／
①
事
業
所
得
を
有
す
る
青
色

申
告
者
、②
不
動
産
所
得
を
有
す
る

青
色
申
告
者※

平
成
27
年
度
に
新
た

に
青
色
申
告
承
認
申
請
を
さ
れ
た
方

を
対
象
▼
日
時
／
12
月
11
日
㈮
、①

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、②
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
場
所
／

新
座
市
商
工
会
館
▼
問
合
せ
／
朝
霞

税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門（
☎
０

４
８-

４
６
７-

２
２
１
１
）※

詳
細

は
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
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安
全
・
安
心

お知らせ
I N F O R M A T I O N

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

第983号■平成27年11月号

　　

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

市
内
３
大
学
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催

　
　税

平
成
27
年
分
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

第
１
３
３
回
市
長
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

埼
玉
県
消
防
協
会

朝
霞
支
部
消
防
連
合
点
検
を
実
施

第
21
回
暴
力
追
放・地
域
安
全

市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税（
第
2
期
分
）の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
〜
10
月
か
ら
12
月

ま
で
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
〜

市
　
政

平
成
27
年
第
４
回

　
市
議
会
定
例
会
の
開
催

　
市
で
は
、10
月
１
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
管
理

職（
課
長
級
以
上
）の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
　
）内
は
前
職

で
す
。

〈
副
部
長
級
〉

▽
福
祉
部
福
祉
の
里
長
兼
障
が

い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
増
進
部
長

寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福
祉
の
里
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所

長
／
教
委・教
育
総
務
部
参
事
兼

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の

里
体
育
館
長・石
田
信
広（
福
祉

部
福
祉
の
里
長
兼
障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
事
務
長
兼
健
康
増
進
部

長
寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
兼

福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
）／
教

委・教
育
総
務
部
参
事
兼
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の
里
体
育

館
長)

▽
都
市
整
備
部
副
部
長
兼

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
長
兼
新
座

駅
南
口
第
２
土
地
区
画
整
理
事

務
所
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長・広
瀬
達
夫（
都
市
整
備

部
副
部
長
兼
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
長
兼
新
座
駅
南
口
第
２
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
）

〈
課
長
級
〉

▽
総
務
部
総
務
課
長
兼
都
市
整

備
部
東
久
留
米
志
木
線
推
進
室

副
室
長・生
田
目
真
一（
総
務
部

総
務
課
長
）▽
福
祉
部
福
祉
の
里

副
里
長
兼
障
が
い
者
福
祉
課
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
長

兼
健
康
増
進
部
長
寿
支
援
課
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事

務
長
兼
福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
長・村
田

賢
英（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

副
局
長
）▽
都
市
整
備
部
道
路
課

長・小
寺
安
次（
都
市
整
備
部
道

路
課
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長
）

※

道
路
課
内
に
設
置
し
て
い
た

東
久
留
米
志
木
線
推
進
室
は
、都

市
整
備
部
内
に
課
相
当
の
組
織

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
人
事
異
動

　
子
ど
も
の
虐
待
と
は
、親
や
親

に
代
わ
る
養
育
者
が
子
ど
も
の
心

身
を
傷
つ
け
、健
や
か
な
成
長・

発
達
を
損
な
う
行
為
を
言
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ

①
身
体
的
虐
待
、②
性
的
虐
待
、③

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
拒
否・怠

慢
）、④
心
理
的
虐
待

〔
虐
待
を
見
た
り
、気
に
な
っ
た

ら
〕▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
＝
☎
１
８
９
▼
休
日
夜
間

児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル（
埼
玉

県
）＝
☎
０
４
８-

７
７
９-

１
１

５
４
▼
所
沢
児
童
相
談
所
＝
☎
０

４-

２
９
９
２-

４
１
５
２
▼
新
座

警
察
署
＝
☎
０
４
８-

４
８
２-

０

１
１
０

〔
子
育
て
相
談
〕▼
保
健
セ
ン
タ

ー
＝
☎
０
４
８-

４
８
１-

２
２
１

１
▼
家
庭
児
童
相
談
室
＝
☎
０
４

８-

４
７
７-

２
８
６
５
▼
朝
霞
保

健
所
＝
☎
０
４
８-

４
６
１-

０
４

６
８
▼
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

（
埼
玉
県
）＝
☎
０
４
８-

８
２
２-

７
０
０
７
▼
子
育
て
電
話
相
談

（
保
育
園
）＝
16
ペ
ー
ジ
参
照
▼
問

合
せ
／
児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-
4
2
4-
9
1
6
1
）

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
埼
玉
県
及
び
市
が
決
定
す
る

都
市
計
画
変
更
案〈（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
及
び
放
射
７
号
線
関
係
〉

を
作
成
す
る
た
め
、（
１
）の
原
案

に
つ
い
て
は（
２
）の
公
聴
会
、

（
３
）の
原
案
に
つ
い
て
は
意
見

書
に
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
ま
す
。

（
１
）都
市
計
画
の
構
想（
原
案
）

の
閲
覧

▼
対
象
と
な
る
都
市
計
画
／
①

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及

び
保
全
の
方
針
、②
区
域
区
分
、

③
都
市
計
画
道
路（
３･

４･

４
志

木
大
和
田
線
）、④
用
途
地
域
、⑤

高
度
地
区
、⑥
準
防
火
地
域
、⑦

都
市
計
画
道
路（
３･

４･

11
放
射

７
号
線
）、⑧
土
地
区
画
整
理
事

業（
施
行
区
域
）、⑨
下
水
道
▼
期

間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日
㈮

ま
で
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所
／

原
案
①
〜
⑨
は
市
役
所（
仮
称
）

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
推
進
室
、原
案
①
〜

③
は
埼
玉
県
都
市
計
画
課
及
び

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所※

原
案

①
〜
③
は
県
都
市
計
画
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w

.
pref.saitam

a.lg.jp/a1102/
toshikeikakunosintyoku/i
ndex.htm

l)

で
も
閲
覧
可
。

（
２
）公
聴
会

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈪
、午
前
10

時
か
ら（
原
案
①
〜
③
に
つ
い

て
）、午
後
2
時
か
ら（
原
案
④
〜

⑨
に
つ
い
て
）▼
場
所
／
市
役
所

第
二
庁
舎
会
議
室
５（
公
述
申
出

書
の
提
出
が
な
い
場
合
、公
聴
会

は
中
止
と
な
り
ま
す
。）▼
公
述

の
申
出
／
原
案
①
〜
⑨
に
つ
い

て
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
た
い
方
は
、公
述
申
出
書

（
閲
覧
場
所
に
設
置
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、直
接
又
は
郵
送
で

11
月
27
日
㈮〈
必
着
〉ま
で
に（
仮

称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
〒
３

５
２-

８
６
２
３
新
座
市
野
火
止

１-

１-

１
）へ※

原
案
①
〜
③
に
つ

い
て
は
、県
都
市
計
画
課
都
市
計

画
担
当（
〒
３
３
０-

９
３
０
１

所
在
地
記
入
不
要
）に
も
提
出
可
。

▼
公
述
申
出
書
を
提
出
で
き
る

方
／
原
案
①
〜
③
は
新
座
市
内

に
住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法

人
、原
案
④
〜
⑨
は
新
座
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

又
は
利
害
関
係
の
あ
る
方※

公

述
希
望
者
多
数
の
場
合
、公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
あ
り
。

（
３
）地
区
計
画（
原
案
）の
縦
覧

に
つ
い
て

▼
対
象
地
区
／
大
和
田
二･

三
丁

目
地
区
及
び
片
山
西
堀
地
区
▼

期
間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日

㈮
ま
で
、午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所

／（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室

▼
意
見
の
提
出
／
地
区
計
画
の

原
案
に
つ
い
て
、新
座
市
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
又

は
利
害
関
係
の
あ
る
方
で
意
見

の
あ
る
方
は
、意
見
書（
縦
覧
場

所
に
設
置
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
又
は
郵
送
で
12
月
4
日

㈮
ま
で〈
必
着
〉に（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
推
進
室
へ
▼
問
合
せ
／

（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
☎

0
4
8-

4
2
4-

4
8
5
2
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催
等
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　『
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　

　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、火

災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
災
か
ら
大
切
な
生
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■『
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

　《
４
つ
の
対
策
》

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防

　
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■『
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
』

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
人
の
半

数
以
上
は
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、

死
に
至
っ
た
原
因
の
６
割
は
逃
げ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
素
早
く
火
災
を
検

知
し
、警
報
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。
火
災

か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

▼
埼
玉
県
下
一
斉
住
宅
用
火
災
警

報
器
啓
発
広
報
を
実
施
し
ま
す

　
埼
玉
県
下
28
の
消
防（
局
）本
部

が
連
携
し
、同
一
日
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
や
維
持
管
理
の
必

要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈪
、午
前
９
時

30
分
〜
11
時
▼
場
所
／
和
光
市
駅

前
広
場
及
び
新
座
駅
南
口
駅
前
広

場
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
予
防
課（
☎
０
４
８-

４
６

０-

０
１
２
１
）

▼
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
の
催
し「
防
火
の
ひ
ろ
ば
」を
開

催
し
ま
す

▼
日
時
／
11
月
12
日
㈭〈
雨
天
中

止
〉、午
後
２
時
〜
４
時
▼
場
所
／

ヤ
オ
コ
ー
新
座
店（
新
座
市
野
火
止

七
丁
目
１
番
25
号
）▼
内
容
／
市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、消
火・避
難

を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
ほ
か
、防
火・防
災
に
関
す
る
資

料
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
火
災
予
防
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

①
模
擬
消
火
訓
練

②
地
震
体
験
車

③
防
火・防
災
に
関
す
る
相
談

④
消
防
自
動
車
の
展
示
、子
供
用
防

火
服
の
試
着

▼
主
催
／
新
座
消
防
署・新
座
市
消

防
団・新
座
市
防
火
安
全
協
会

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課

（
☎
０
４
８-
４
７
８-
１
３
１
１
）

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
は
、

「
持
ち
合
わ
そ
う
　
救
う
気
持
ち
と

救
う
術
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
応
急
手
当
の
普
及

を
図
る
た
め
に
、次
の
と
お
り
講
習

を
実
施
し
ま
す
。※

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）講
習
を
含
み
ま

す
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▼
場
所
／
新
座
消
防

署
４
階
講
堂
▼
内
容
／
乳
児
か
ら

成
人
に
必
要
な
救
命
手
当
と
そ
の

他
の
応
急
手
当
▼
定
員
／
40
人（
先

着
順・定
員
に
な
り
次
第
受
付
終

了
）※

再
講
習
の
方
の
受
講
も
可
能

で
す
。▼
受
講
資
格
／
市
内
に
在
住

又
は
在
勤
在
学（
中
学
生
以
上
）の

方
▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
直
接
電
話
で
、11
月
９

日
㈪
か
ら（
土
曜・日
曜
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

救
急
指
導
係（
☎
０
４
８-

４
７
８-

０
８
９
９
）へ
。

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

次
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
人
が
利
用
す
る
事
業
所

な
ど
は
、消
防
法
に
よ
り
有
資
格
者

に
よ
る
防
火
管
理
業
務
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、

防
火
管
理
者
と
し
て
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
も
の
で
、事
業
所
な

第
３
回
甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　
新
規
講
習
会

上
級
救
命
講
習

ど
で
管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈭・11
日
㈮
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
災
害
な
ど
に
よ
り
、や
む
を
得
ず

中
止
又
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。〉▼
場
所
／
消
防
本
部
２
階

講
堂※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員
／
20
人（
新
座
消
防
署
分・

申
込
順
）▼
受
講
資
格
／
市
内
在

住
又
は
在
勤
の
方（
一
事
業
所
２

人
ま
で
）▼
教
材
費
／
３
千
６
５

０
円（
予
定・テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

講
習
当
日
に
販
売
）▼
申
込
み
／

直
接
、在
住
又
は
在
勤
を
証
明
で

き
る
物
と
写
真
１
枚（
縦
３
㎝
・横

2.4
㎝
で
無
帽
、無
背
景
、正
面
上

三
分
身
像
と
し
、３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
）を
持
参
の
上
、11

月
24
日
㈫
か
ら
27
日
㈮
ま
で
の
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
、新
座
消
防
署
消
防
課
へ（
片
山

分
署・大
和
田
分
署
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
）▼
受
講
科
目
の
一
部

免
除
／
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講

習
と
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
既
修

者
は
、申
込
み
時
に
修
了
証
を
提

示
し
て
下
さ
い
。※

受
講
申
請
書

は
、消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w

w
.kennanseibu

119.jp/

」よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。▼
問
合
せ
／
新
座
消

防
署
消
防
課（
☎
０
４
８-

４
７
８-

１
３
１
１
）

人

事

課

　（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
1
1
7
）

問合せ

7

▼
日
時
／
11
月
14
日
㈯
、午
後
２
時

〜
４
時
▼
場
所
／
大
和
田
公
民
館※

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
秘
書
広
聴
課(
☎
０
４

８-

４
７
７-

１
４
８
８)

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
案
、市

政
に
対
す
る
提
言
な
ど
を
頂
く
た
め
、

市
内
３
大
学（
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

十
文
字
学
園
女
子
大
学
、立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。▼
日
時
／

11
月
７
日
㈯
、午
前
９
時
か
ら
▼
場

所
／
ふ
る
さ
と
新
座
館
▼
参
加
学
生

／
12
名（
各
大
学
４
名
）▼
問
合
せ
／

秘
書
広
聴
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
４
８
８
）

▼
開
会
日
／
12 

月
２
日
㈬※

会
期

日
程（
案
）を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11

月
２
日
㈪
か
ら
掲
載
▼
問
合
せ
／
議

会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
３

４
６
）

　
市
で
は
、国
が
発
す
る
地
震
や
武

力
攻
撃
な
ど
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の

緊
急
情
報
を
、人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送

す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」を
導
入
し
て
お
り
、

次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
11
時

頃
▼
内
容
／
①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

イ
ム
↓
②「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
。」

（
３
回
繰
り
返
し
）↓
③「
こ
ち
ら
は
、

防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
④
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム※

新
座
市
以
外
で
も
、

全
国
的
に
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用

い
た
試
験
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎
0
4
8-

4
7
7-

2
5
0
2
）

▼
日
時
／
11
月
16
日
㈪
、午
前
８
時

〜
正
午
▼
場
所
／
新
座
防
災
基
地
▼

内
容
／
新
座・朝
霞・志
木・和
光
市

の
消
防
団
員
が
常
に
消
防
活
動
の
万

全
を
期
す
た
め
、礼
式
、機
械
器
具
、

人
員
服
装
及
び
規
律
の
点
検
、ポ
ン

プ
車
操
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
演
習
召
集
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
＝
こ

の
点
検
の
実
施
に
伴
い
、同
日
午
前

６
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、真
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
市
民
安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
は
市
民
共
通
の
願
い
で

す
が
、振
り
込
め
詐
欺
や
不
審
者
事

案
、ひ
っ
た
く
り
な
ど
、様
々
な
犯

罪
が
発
生
し
、平
穏
な
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、暴
力
団
は
、違
法・不
当
な

活
動
に
よ
り
資
金
獲
得
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、暴
力
事
件
や
薬
物
事
件
を

起
こ
す
な
ど
、市
民
生
活
に
多
大
な

迷
惑
と
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
元
気
の
出
る
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
、新
座
市
、新
座
警
察
署
、新
座

市
防
犯
協
会
、新
座
市
暴
力
排
除
推

進
協
議
会
で
は
、第
21
回
新
座
市
暴

力
追
放・地
域
安
全
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
18
日
㈬
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
市
民
会
館※

参
加
者
に
は
、記
念
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
入
場
無
料
、手
話
通
訳
有

り
▼
内
容
／
表
彰
、大
会
宣
言
、講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
問
合
せ
／
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５

０
２
）又
は
新
座
市
防
犯
協
会（
☎
０

４
８-

４
８
２-

４
９
６
３
）

　
本
市
を
は
じ
め
、県
内
63
市
町
村

と
埼
玉
県
で
は
、10
月
か
ら
12
月
ま

で
を「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」と
定
め
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
」を
合
言
葉
に
徴

収
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
滞
納
の
解
消
に
向
け
た
市
の
取
組

　
本
市
で
は
、納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
方
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、納
税
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
税
勧
奨
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、自
主
納
付
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、税

負
担
の
公
平
性
の
実
現
の
た
め
、状

況
に
応
じ
て
、給
与
、預
貯
金
、生
命

保
険
、車
、不
動
産
な
ど
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
は
納
期
内
納
付

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
が
困
難
な
場
合
は

　
生
活
困
難
や
事
業
不
振
な
ど
、様

々
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、早
め
に

納
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
夜
間･

休
日
の
納
付･

納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、各

納
税
通
知
書
に
添
付
の
口
座
振
替
依

頼
書
か
、市
役
所
又
は
市
内
金
融
機

関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）の
窓
口

に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、市
役
所
納
税
課
の
窓
口

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
口
座

振
替
の
申
込
み
が
行
え
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。※

受
付
で
き
な
い
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

○
市
税
な
ど
の
納
付
が
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
で
き
ま
す

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
税
金
は
、市・県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
、軽
自

動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
納
税
証
明
書
の
発

行
を
お
急
ぎ
の
方
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
以
外
の
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
）。※

納
付
金
額
が
１
万
円
を

超
え
る
場
合
は
別
途
決
済
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
納
税
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
８
５
２
）

　
予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
な
ど
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納

税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場

合
、原
則
、そ
の
３
分
の
１
相
当
額

を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期
分
）と
11

月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。▼
納
付
期
間
／
11
月
２

日
㈪
〜
30
日
㈪※

納
付
に
は
、安
全
、

確
実
な『
口
座
振
替
』が
便
利
で
す
。

▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署
管
理
運
営

部
門（
☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１
）※

自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択

　
事
業
者
の
方
に
は
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）し
て
、給
与
所
得
者
に

代
わ
り
、市
町
村
に
納
税
す
る
こ
と

が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
平
成
27
年
度
課
税
分
か

ら
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
徹
底
し

た
た
め
、給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
者
の
方
は
、早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
み
源
泉
徴
収
し
て
い
る

が
、個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。○
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む

全
て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す（
た
だ
し
、住
民

税
非
課
税
者
を
除
く
）。○
税
額
の
計

算
は
市
町
村
が
行
う
た
め
、所
得
税

の
よ
う
に
税
額
の
計
算
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
従
業
員
の
方
が
特
別
徴
収
に
な
る

と
納
税
の
手
間
が
省
け
、普
通
徴
収

（
個
人
納
付
）が
原
則
、年
４
回
払
い

な
の
に
対
し
、特
別
徴
収
は
毎
月
の

12
回
払
い
の
た
め
、１
回
当
た
り
の

納
税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
１
）又
は
朝
霞
県
税

事
務
所（
☎
０
４
８-

４
６
３-

２
９

９
３
）

　
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や

注
意
点
、社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）導
入
後
の
事

業
者
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
税
理
士

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。▼

対
象
／
①
事
業
所
得
を
有
す
る
青
色

申
告
者
、②
不
動
産
所
得
を
有
す
る

青
色
申
告
者※

平
成
27
年
度
に
新
た

に
青
色
申
告
承
認
申
請
を
さ
れ
た
方

を
対
象
▼
日
時
／
12
月
11
日
㈮
、①

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、②
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
場
所
／

新
座
市
商
工
会
館
▼
問
合
せ
／
朝
霞

税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門（
☎
０

４
８-

４
６
７-

２
２
１
１
）※

詳
細

は
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
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安
全
・
安
心

お知らせ
I N F O R M A T I O N

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

第983号■平成27年11月号

　　

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

市
内
３
大
学
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催

　
　税

平
成
27
年
分
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

第
１
３
３
回
市
長
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

埼
玉
県
消
防
協
会

朝
霞
支
部
消
防
連
合
点
検
を
実
施

第
21
回
暴
力
追
放・地
域
安
全

市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税（
第
2
期
分
）の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
〜
10
月
か
ら
12
月

ま
で
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
〜

市
　
政

平
成
27
年
第
４
回

　
市
議
会
定
例
会
の
開
催

　
市
で
は
、10
月
１
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
管
理

職（
課
長
級
以
上
）の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
　
）内
は
前
職

で
す
。

〈
副
部
長
級
〉

▽
福
祉
部
福
祉
の
里
長
兼
障
が

い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
増
進
部
長

寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福
祉
の
里
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所

長
／
教
委・教
育
総
務
部
参
事
兼

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の

里
体
育
館
長・石
田
信
広（
福
祉

部
福
祉
の
里
長
兼
障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
事
務
長
兼
健
康
増
進
部

長
寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
兼

福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
）／
教

委・教
育
総
務
部
参
事
兼
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の
里
体
育

館
長)

▽
都
市
整
備
部
副
部
長
兼

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
長
兼
新
座

駅
南
口
第
２
土
地
区
画
整
理
事

務
所
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長・広
瀬
達
夫（
都
市
整
備

部
副
部
長
兼
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
長
兼
新
座
駅
南
口
第
２
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
）

〈
課
長
級
〉

▽
総
務
部
総
務
課
長
兼
都
市
整

備
部
東
久
留
米
志
木
線
推
進
室

副
室
長・生
田
目
真
一（
総
務
部

総
務
課
長
）▽
福
祉
部
福
祉
の
里

副
里
長
兼
障
が
い
者
福
祉
課
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
長

兼
健
康
増
進
部
長
寿
支
援
課
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事

務
長
兼
福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
長・村
田

賢
英（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

副
局
長
）▽
都
市
整
備
部
道
路
課

長・小
寺
安
次（
都
市
整
備
部
道

路
課
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長
）

※

道
路
課
内
に
設
置
し
て
い
た

東
久
留
米
志
木
線
推
進
室
は
、都

市
整
備
部
内
に
課
相
当
の
組
織

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
人
事
異
動

　
子
ど
も
の
虐
待
と
は
、親
や
親

に
代
わ
る
養
育
者
が
子
ど
も
の
心

身
を
傷
つ
け
、健
や
か
な
成
長・

発
達
を
損
な
う
行
為
を
言
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ

①
身
体
的
虐
待
、②
性
的
虐
待
、③

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
拒
否・怠

慢
）、④
心
理
的
虐
待

〔
虐
待
を
見
た
り
、気
に
な
っ
た

ら
〕▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
＝
☎
１
８
９
▼
休
日
夜
間

児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル（
埼
玉

県
）＝
☎
０
４
８-

７
７
９-

１
１

５
４
▼
所
沢
児
童
相
談
所
＝
☎
０

４-

２
９
９
２-

４
１
５
２
▼
新
座

警
察
署
＝
☎
０
４
８-

４
８
２-

０

１
１
０

〔
子
育
て
相
談
〕▼
保
健
セ
ン
タ

ー
＝
☎
０
４
８-

４
８
１-

２
２
１

１
▼
家
庭
児
童
相
談
室
＝
☎
０
４

８-

４
７
７-

２
８
６
５
▼
朝
霞
保

健
所
＝
☎
０
４
８-

４
６
１-

０
４

６
８
▼
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

（
埼
玉
県
）＝
☎
０
４
８-

８
２
２-

７
０
０
７
▼
子
育
て
電
話
相
談

（
保
育
園
）＝
16
ペ
ー
ジ
参
照
▼
問

合
せ
／
児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-
4
2
4-
9
1
6
1
）

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
埼
玉
県
及
び
市
が
決
定
す
る

都
市
計
画
変
更
案〈（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
及
び
放
射
７
号
線
関
係
〉

を
作
成
す
る
た
め
、（
１
）の
原
案

に
つ
い
て
は（
２
）の
公
聴
会
、

（
３
）の
原
案
に
つ
い
て
は
意
見

書
に
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
ま
す
。

（
１
）都
市
計
画
の
構
想（
原
案
）

の
閲
覧

▼
対
象
と
な
る
都
市
計
画
／
①

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及

び
保
全
の
方
針
、②
区
域
区
分
、

③
都
市
計
画
道
路（
３･

４･

４
志

木
大
和
田
線
）、④
用
途
地
域
、⑤

高
度
地
区
、⑥
準
防
火
地
域
、⑦

都
市
計
画
道
路（
３･

４･

11
放
射

７
号
線
）、⑧
土
地
区
画
整
理
事

業（
施
行
区
域
）、⑨
下
水
道
▼
期

間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日
㈮

ま
で
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所
／

原
案
①
〜
⑨
は
市
役
所（
仮
称
）

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
推
進
室
、原
案
①
〜

③
は
埼
玉
県
都
市
計
画
課
及
び

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所※

原
案

①
〜
③
は
県
都
市
計
画
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w

.
pref.saitam

a.lg.jp/a1102/
toshikeikakunosintyoku/i
ndex.htm

l)

で
も
閲
覧
可
。

（
２
）公
聴
会

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈪
、午
前
10

時
か
ら（
原
案
①
〜
③
に
つ
い

て
）、午
後
2
時
か
ら（
原
案
④
〜

⑨
に
つ
い
て
）▼
場
所
／
市
役
所

第
二
庁
舎
会
議
室
５（
公
述
申
出

書
の
提
出
が
な
い
場
合
、公
聴
会

は
中
止
と
な
り
ま
す
。）▼
公
述

の
申
出
／
原
案
①
〜
⑨
に
つ
い

て
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
た
い
方
は
、公
述
申
出
書

（
閲
覧
場
所
に
設
置
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、直
接
又
は
郵
送
で

11
月
27
日
㈮〈
必
着
〉ま
で
に（
仮

称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
〒
３

５
２-

８
６
２
３
新
座
市
野
火
止

１-

１-

１
）へ※

原
案
①
〜
③
に
つ

い
て
は
、県
都
市
計
画
課
都
市
計

画
担
当（
〒
３
３
０-

９
３
０
１

所
在
地
記
入
不
要
）に
も
提
出
可
。

▼
公
述
申
出
書
を
提
出
で
き
る

方
／
原
案
①
〜
③
は
新
座
市
内

に
住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法

人
、原
案
④
〜
⑨
は
新
座
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

又
は
利
害
関
係
の
あ
る
方※

公

述
希
望
者
多
数
の
場
合
、公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
あ
り
。

（
３
）地
区
計
画（
原
案
）の
縦
覧

に
つ
い
て

▼
対
象
地
区
／
大
和
田
二･

三
丁

目
地
区
及
び
片
山
西
堀
地
区
▼

期
間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日

㈮
ま
で
、午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所

／（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室

▼
意
見
の
提
出
／
地
区
計
画
の

原
案
に
つ
い
て
、新
座
市
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
又

は
利
害
関
係
の
あ
る
方
で
意
見

の
あ
る
方
は
、意
見
書（
縦
覧
場

所
に
設
置
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
又
は
郵
送
で
12
月
4
日

㈮
ま
で〈
必
着
〉に（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
推
進
室
へ
▼
問
合
せ
／

（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
☎

0
4
8-

4
2
4-

4
8
5
2
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催
等
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　『
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　

　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、火

災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
災
か
ら
大
切
な
生
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■『
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

　《
４
つ
の
対
策
》

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防

　
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■『
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
』

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
人
の
半

数
以
上
は
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、

死
に
至
っ
た
原
因
の
６
割
は
逃
げ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
素
早
く
火
災
を
検

知
し
、警
報
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。
火
災

か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

▼
埼
玉
県
下
一
斉
住
宅
用
火
災
警

報
器
啓
発
広
報
を
実
施
し
ま
す

　
埼
玉
県
下
28
の
消
防（
局
）本
部

が
連
携
し
、同
一
日
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
や
維
持
管
理
の
必

要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈪
、午
前
９
時

30
分
〜
11
時
▼
場
所
／
和
光
市
駅

前
広
場
及
び
新
座
駅
南
口
駅
前
広

場
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
予
防
課（
☎
０
４
８-

４
６

０-

０
１
２
１
）

▼
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
の
催
し「
防
火
の
ひ
ろ
ば
」を
開

催
し
ま
す

▼
日
時
／
11
月
12
日
㈭〈
雨
天
中

止
〉、午
後
２
時
〜
４
時
▼
場
所
／

ヤ
オ
コ
ー
新
座
店（
新
座
市
野
火
止

七
丁
目
１
番
25
号
）▼
内
容
／
市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、消
火・避
難

を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
ほ
か
、防
火・防
災
に
関
す
る
資

料
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
火
災
予
防
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

①
模
擬
消
火
訓
練

②
地
震
体
験
車

③
防
火・防
災
に
関
す
る
相
談

④
消
防
自
動
車
の
展
示
、子
供
用
防

火
服
の
試
着

▼
主
催
／
新
座
消
防
署・新
座
市
消

防
団・新
座
市
防
火
安
全
協
会

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課

（
☎
０
４
８-
４
７
８-
１
３
１
１
）

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
は
、

「
持
ち
合
わ
そ
う
　
救
う
気
持
ち
と

救
う
術
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
応
急
手
当
の
普
及

を
図
る
た
め
に
、次
の
と
お
り
講
習

を
実
施
し
ま
す
。※

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）講
習
を
含
み
ま

す
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▼
場
所
／
新
座
消
防

署
４
階
講
堂
▼
内
容
／
乳
児
か
ら

成
人
に
必
要
な
救
命
手
当
と
そ
の

他
の
応
急
手
当
▼
定
員
／
40
人（
先

着
順・定
員
に
な
り
次
第
受
付
終

了
）※

再
講
習
の
方
の
受
講
も
可
能

で
す
。▼
受
講
資
格
／
市
内
に
在
住

又
は
在
勤
在
学（
中
学
生
以
上
）の

方
▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
直
接
電
話
で
、11
月
９

日
㈪
か
ら（
土
曜・日
曜
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

救
急
指
導
係（
☎
０
４
８-

４
７
８-

０
８
９
９
）へ
。

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

次
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
人
が
利
用
す
る
事
業
所

な
ど
は
、消
防
法
に
よ
り
有
資
格
者

に
よ
る
防
火
管
理
業
務
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、

防
火
管
理
者
と
し
て
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
も
の
で
、事
業
所
な

第
３
回
甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　
新
規
講
習
会

上
級
救
命
講
習

ど
で
管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈭・11
日
㈮
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
災
害
な
ど
に
よ
り
、や
む
を
得
ず

中
止
又
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。〉▼
場
所
／
消
防
本
部
２
階

講
堂※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員
／
20
人（
新
座
消
防
署
分・

申
込
順
）▼
受
講
資
格
／
市
内
在

住
又
は
在
勤
の
方（
一
事
業
所
２

人
ま
で
）▼
教
材
費
／
３
千
６
５

０
円（
予
定・テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

講
習
当
日
に
販
売
）▼
申
込
み
／

直
接
、在
住
又
は
在
勤
を
証
明
で

き
る
物
と
写
真
１
枚（
縦
３
㎝
・横

2.4
㎝
で
無
帽
、無
背
景
、正
面
上

三
分
身
像
と
し
、３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
）を
持
参
の
上
、11

月
24
日
㈫
か
ら
27
日
㈮
ま
で
の
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
、新
座
消
防
署
消
防
課
へ（
片
山

分
署・大
和
田
分
署
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
）▼
受
講
科
目
の
一
部

免
除
／
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講

習
と
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
既
修

者
は
、申
込
み
時
に
修
了
証
を
提

示
し
て
下
さ
い
。※

受
講
申
請
書

は
、消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w

w
.kennanseibu

119.jp/

」よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。▼
問
合
せ
／
新
座
消

防
署
消
防
課（
☎
０
４
８-

４
７
８-

１
３
１
１
）

人

事

課

　（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
1
1
7
）

問合せ
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▼
日
時
／
11
月
14
日
㈯
、午
後
２
時

〜
４
時
▼
場
所
／
大
和
田
公
民
館※

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
秘
書
広
聴
課(

☎
０
４

８-

４
７
７-

１
４
８
８)

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
案
、市

政
に
対
す
る
提
言
な
ど
を
頂
く
た
め
、

市
内
３
大
学（
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

十
文
字
学
園
女
子
大
学
、立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。▼
日
時
／

11
月
７
日
㈯
、午
前
９
時
か
ら
▼
場

所
／
ふ
る
さ
と
新
座
館
▼
参
加
学
生

／
12
名（
各
大
学
４
名
）▼
問
合
せ
／

秘
書
広
聴
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
４
８
８
）

▼
開
会
日
／
12 

月
２
日
㈬※

会
期

日
程（
案
）を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11

月
２
日
㈪
か
ら
掲
載
▼
問
合
せ
／
議

会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
３

４
６
）

　
市
で
は
、国
が
発
す
る
地
震
や
武

力
攻
撃
な
ど
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の

緊
急
情
報
を
、人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送

す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」を
導
入
し
て
お
り
、

次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
11
時

頃
▼
内
容
／
①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

イ
ム
↓
②「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
。」

（
３
回
繰
り
返
し
）↓
③「
こ
ち
ら
は
、

防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
④
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム※

新
座
市
以
外
で
も
、

全
国
的
に
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用

い
た
試
験
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎
0
4
8-

4
7
7-

2
5
0
2
）

▼
日
時
／
11
月
16
日
㈪
、午
前
８
時

〜
正
午
▼
場
所
／
新
座
防
災
基
地
▼

内
容
／
新
座・朝
霞・志
木・和
光
市

の
消
防
団
員
が
常
に
消
防
活
動
の
万

全
を
期
す
た
め
、礼
式
、機
械
器
具
、

人
員
服
装
及
び
規
律
の
点
検
、ポ
ン

プ
車
操
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
演
習
召
集
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
＝
こ

の
点
検
の
実
施
に
伴
い
、同
日
午
前

６
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、真
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
市
民
安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
は
市
民
共
通
の
願
い
で

す
が
、振
り
込
め
詐
欺
や
不
審
者
事

案
、ひ
っ
た
く
り
な
ど
、様
々
な
犯

罪
が
発
生
し
、平
穏
な
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、暴
力
団
は
、違
法・不
当
な

活
動
に
よ
り
資
金
獲
得
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、暴
力
事
件
や
薬
物
事
件
を

起
こ
す
な
ど
、市
民
生
活
に
多
大
な

迷
惑
と
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
元
気
の
出
る
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
、新
座
市
、新
座
警
察
署
、新
座

市
防
犯
協
会
、新
座
市
暴
力
排
除
推

進
協
議
会
で
は
、第
21
回
新
座
市
暴

力
追
放・地
域
安
全
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
18
日
㈬
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
市
民
会
館※

参
加
者
に
は
、記
念
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
入
場
無
料
、手
話
通
訳
有

り
▼
内
容
／
表
彰
、大
会
宣
言
、講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
問
合
せ
／
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５

０
２
）又
は
新
座
市
防
犯
協
会（
☎
０

４
８-

４
８
２-

４
９
６
３
）

　
本
市
を
は
じ
め
、県
内
63
市
町
村

と
埼
玉
県
で
は
、10
月
か
ら
12
月
ま

で
を「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」と
定
め
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
」を
合
言
葉
に
徴

収
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
滞
納
の
解
消
に
向
け
た
市
の
取
組

　
本
市
で
は
、納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
方
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、納
税
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
税
勧
奨
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、自
主
納
付
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、税

負
担
の
公
平
性
の
実
現
の
た
め
、状

況
に
応
じ
て
、給
与
、預
貯
金
、生
命

保
険
、車
、不
動
産
な
ど
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
は
納
期
内
納
付

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
が
困
難
な
場
合
は

　
生
活
困
難
や
事
業
不
振
な
ど
、様

々
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、早
め
に

納
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
夜
間･

休
日
の
納
付･

納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、各

納
税
通
知
書
に
添
付
の
口
座
振
替
依

頼
書
か
、市
役
所
又
は
市
内
金
融
機

関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）の
窓
口

に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、市
役
所
納
税
課
の
窓
口

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
口
座

振
替
の
申
込
み
が
行
え
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。※

受
付
で
き
な
い
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

○
市
税
な
ど
の
納
付
が
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
で
き
ま
す

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
税
金
は
、市・県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
、軽
自

動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
納
税
証
明
書
の
発

行
を
お
急
ぎ
の
方
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
以
外
の
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
）。※
納
付
金
額
が
１
万
円
を

超
え
る
場
合
は
別
途
決
済
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
納
税
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-
１
８
５
２
）

　
予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
な
ど
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納

税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場

合
、原
則
、そ
の
３
分
の
１
相
当
額

を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期
分
）と
11

月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。▼
納
付
期
間
／
11
月
２

日
㈪
〜
30
日
㈪※

納
付
に
は
、安
全
、

確
実
な『
口
座
振
替
』が
便
利
で
す
。

▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署
管
理
運
営

部
門（
☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１
）※

自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択

　
事
業
者
の
方
に
は
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）し
て
、給
与
所
得
者
に

代
わ
り
、市
町
村
に
納
税
す
る
こ
と

が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
平
成
27
年
度
課
税
分
か

ら
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
徹
底
し

た
た
め
、給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
者
の
方
は
、早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
み
源
泉
徴
収
し
て
い
る

が
、個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。○
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む

全
て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す（
た
だ
し
、住
民

税
非
課
税
者
を
除
く
）。○
税
額
の
計

算
は
市
町
村
が
行
う
た
め
、所
得
税

の
よ
う
に
税
額
の
計
算
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
従
業
員
の
方
が
特
別
徴
収
に
な
る

と
納
税
の
手
間
が
省
け
、普
通
徴
収

（
個
人
納
付
）が
原
則
、年
４
回
払
い

な
の
に
対
し
、特
別
徴
収
は
毎
月
の

12
回
払
い
の
た
め
、１
回
当
た
り
の

納
税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
１
）又
は
朝
霞
県
税

事
務
所（
☎
０
４
８-

４
６
３-

２
９

９
３
）

　
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や

注
意
点
、社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）導
入
後
の
事

業
者
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
税
理
士

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。▼

対
象
／
①
事
業
所
得
を
有
す
る
青
色

申
告
者
、②
不
動
産
所
得
を
有
す
る

青
色
申
告
者※

平
成
27
年
度
に
新
た

に
青
色
申
告
承
認
申
請
を
さ
れ
た
方

を
対
象
▼
日
時
／
12
月
11
日
㈮
、①

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、②
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
場
所
／

新
座
市
商
工
会
館
▼
問
合
せ
／
朝
霞

税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門（
☎
０

４
８-

４
６
７-

２
２
１
１
）※

詳
細

は
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

6

安
全
・
安
心

お知らせ
I N F O R M A T I O N

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

第983号■平成27年11月号

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

市
内
３
大
学
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催

　
　税

平
成
27
年
分
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

第
１
３
３
回
市
長
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

埼
玉
県
消
防
協
会

朝
霞
支
部
消
防
連
合
点
検
を
実
施

第
21
回
暴
力
追
放・地
域
安
全

市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税（
第
2
期
分
）の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
〜
10
月
か
ら
12
月

ま
で
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
〜

市
　
政

平
成
27
年
第
４
回

　
市
議
会
定
例
会
の
開
催

　
市
で
は
、10
月
１
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
管
理

職（
課
長
級
以
上
）の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
　
）内
は
前
職

で
す
。

〈
副
部
長
級
〉

▽
福
祉
部
福
祉
の
里
長
兼
障
が

い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
増
進
部
長

寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福
祉
の
里
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所

長
／
教
委・教
育
総
務
部
参
事
兼

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の

里
体
育
館
長・石
田
信
広（
福
祉

部
福
祉
の
里
長
兼
障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
事
務
長
兼
健
康
増
進
部

長
寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
兼

福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
）／
教

委・教
育
総
務
部
参
事
兼
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の
里
体
育

館
長)

▽
都
市
整
備
部
副
部
長
兼

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
長
兼
新
座

駅
南
口
第
２
土
地
区
画
整
理
事

務
所
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長・広
瀬
達
夫（
都
市
整
備

部
副
部
長
兼
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
長
兼
新
座
駅
南
口
第
２
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
）

〈
課
長
級
〉

▽
総
務
部
総
務
課
長
兼
都
市
整

備
部
東
久
留
米
志
木
線
推
進
室

副
室
長・生
田
目
真
一（
総
務
部

総
務
課
長
）▽
福
祉
部
福
祉
の
里

副
里
長
兼
障
が
い
者
福
祉
課
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
長

兼
健
康
増
進
部
長
寿
支
援
課
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事

務
長
兼
福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
長・村
田

賢
英（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

副
局
長
）▽
都
市
整
備
部
道
路
課

長・小
寺
安
次（
都
市
整
備
部
道

路
課
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長
）

※

道
路
課
内
に
設
置
し
て
い
た

東
久
留
米
志
木
線
推
進
室
は
、都

市
整
備
部
内
に
課
相
当
の
組
織

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
人
事
異
動

　
子
ど
も
の
虐
待
と
は
、親
や
親

に
代
わ
る
養
育
者
が
子
ど
も
の
心

身
を
傷
つ
け
、健
や
か
な
成
長・

発
達
を
損
な
う
行
為
を
言
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ

①
身
体
的
虐
待
、②
性
的
虐
待
、③

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
拒
否・怠

慢
）、④
心
理
的
虐
待

〔
虐
待
を
見
た
り
、気
に
な
っ
た

ら
〕▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
＝
☎
１
８
９
▼
休
日
夜
間

児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル（
埼
玉

県
）＝
☎
０
４
８-

７
７
９-

１
１

５
４
▼
所
沢
児
童
相
談
所
＝
☎
０

４-

２
９
９
２-

４
１
５
２
▼
新
座

警
察
署
＝
☎
０
４
８-

４
８
２-

０

１
１
０

〔
子
育
て
相
談
〕▼
保
健
セ
ン
タ

ー
＝
☎
０
４
８-

４
８
１-

２
２
１

１
▼
家
庭
児
童
相
談
室
＝
☎
０
４

８-

４
７
７-

２
８
６
５
▼
朝
霞
保

健
所
＝
☎
０
４
８-

４
６
１-

０
４

６
８
▼
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

（
埼
玉
県
）＝
☎
０
４
８-

８
２
２-

７
０
０
７
▼
子
育
て
電
話
相
談

（
保
育
園
）＝
16
ペ
ー
ジ
参
照
▼
問

合
せ
／
児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-

4
2
4-

9
1
6
1
）

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
埼
玉
県
及
び
市
が
決
定
す
る

都
市
計
画
変
更
案〈（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
及
び
放
射
７
号
線
関
係
〉

を
作
成
す
る
た
め
、（
１
）の
原
案

に
つ
い
て
は（
２
）の
公
聴
会
、

（
３
）の
原
案
に
つ
い
て
は
意
見

書
に
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
ま
す
。

（
１
）都
市
計
画
の
構
想（
原
案
）

の
閲
覧

▼
対
象
と
な
る
都
市
計
画
／
①

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及

び
保
全
の
方
針
、②
区
域
区
分
、

③
都
市
計
画
道
路（
３･

４･

４
志

木
大
和
田
線
）、④
用
途
地
域
、⑤

高
度
地
区
、⑥
準
防
火
地
域
、⑦

都
市
計
画
道
路（
３･

４･

11
放
射

７
号
線
）、⑧
土
地
区
画
整
理
事

業（
施
行
区
域
）、⑨
下
水
道
▼
期

間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日
㈮

ま
で
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所
／

原
案
①
〜
⑨
は
市
役
所（
仮
称
）

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
推
進
室
、原
案
①
〜

③
は
埼
玉
県
都
市
計
画
課
及
び

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所※

原
案

①
〜
③
は
県
都
市
計
画
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w

.
pref.saitam

a.lg.jp/a1102/
toshikeikakunosintyoku/i
ndex.htm

l)

で
も
閲
覧
可
。

（
２
）公
聴
会

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈪
、午
前
10

時
か
ら（
原
案
①
〜
③
に
つ
い

て
）、午
後
2
時
か
ら（
原
案
④
〜

⑨
に
つ
い
て
）▼
場
所
／
市
役
所

第
二
庁
舎
会
議
室
５（
公
述
申
出

書
の
提
出
が
な
い
場
合
、公
聴
会

は
中
止
と
な
り
ま
す
。）▼
公
述

の
申
出
／
原
案
①
〜
⑨
に
つ
い

て
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
た
い
方
は
、公
述
申
出
書

（
閲
覧
場
所
に
設
置
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、直
接
又
は
郵
送
で

11
月
27
日
㈮〈
必
着
〉ま
で
に（
仮

称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
〒
３

５
２-

８
６
２
３
新
座
市
野
火
止

１-

１-

１
）へ※

原
案
①
〜
③
に
つ

い
て
は
、県
都
市
計
画
課
都
市
計

画
担
当（
〒
３
３
０-

９
３
０
１

所
在
地
記
入
不
要
）に
も
提
出
可
。

▼
公
述
申
出
書
を
提
出
で
き
る

方
／
原
案
①
〜
③
は
新
座
市
内

に
住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法

人
、原
案
④
〜
⑨
は
新
座
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

又
は
利
害
関
係
の
あ
る
方※

公

述
希
望
者
多
数
の
場
合
、公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
あ
り
。

（
３
）地
区
計
画（
原
案
）の
縦
覧

に
つ
い
て

▼
対
象
地
区
／
大
和
田
二･

三
丁

目
地
区
及
び
片
山
西
堀
地
区
▼

期
間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日

㈮
ま
で
、午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所

／（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室

▼
意
見
の
提
出
／
地
区
計
画
の

原
案
に
つ
い
て
、新
座
市
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
又

は
利
害
関
係
の
あ
る
方
で
意
見

の
あ
る
方
は
、意
見
書（
縦
覧
場

所
に
設
置
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
又
は
郵
送
で
12
月
4
日

㈮
ま
で〈
必
着
〉に（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
推
進
室
へ
▼
問
合
せ
／

（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
☎

0
4
8-

4
2
4-

4
8
5
2
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催
等
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　『
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　

　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、火

災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
災
か
ら
大
切
な
生
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■『
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

　《
４
つ
の
対
策
》

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防

　
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■『
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
』

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
人
の
半

数
以
上
は
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、

死
に
至
っ
た
原
因
の
６
割
は
逃
げ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
素
早
く
火
災
を
検

知
し
、警
報
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。
火
災

か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

▼
埼
玉
県
下
一
斉
住
宅
用
火
災
警

報
器
啓
発
広
報
を
実
施
し
ま
す

　
埼
玉
県
下
28
の
消
防（
局
）本
部

が
連
携
し
、同
一
日
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
や
維
持
管
理
の
必

要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈪
、午
前
９
時

30
分
〜
11
時
▼
場
所
／
和
光
市
駅

前
広
場
及
び
新
座
駅
南
口
駅
前
広

場
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
予
防
課（
☎
０
４
８-

４
６

０-

０
１
２
１
）

▼
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
の
催
し「
防
火
の
ひ
ろ
ば
」を
開

催
し
ま
す

▼
日
時
／
11
月
12
日
㈭〈
雨
天
中

止
〉、午
後
２
時
〜
４
時
▼
場
所
／

ヤ
オ
コ
ー
新
座
店（
新
座
市
野
火
止

七
丁
目
１
番
25
号
）▼
内
容
／
市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、消
火・避
難

を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
ほ
か
、防
火・防
災
に
関
す
る
資

料
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
火
災
予
防
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

①
模
擬
消
火
訓
練

②
地
震
体
験
車

③
防
火・防
災
に
関
す
る
相
談

④
消
防
自
動
車
の
展
示
、子
供
用
防

火
服
の
試
着

▼
主
催
／
新
座
消
防
署・新
座
市
消

防
団・新
座
市
防
火
安
全
協
会

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課

（
☎
０
４
８-

４
７
８-

１
３
１
１
）

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
は
、

「
持
ち
合
わ
そ
う
　
救
う
気
持
ち
と

救
う
術
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
応
急
手
当
の
普
及

を
図
る
た
め
に
、次
の
と
お
り
講
習

を
実
施
し
ま
す
。※

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）講
習
を
含
み
ま

す
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▼
場
所
／
新
座
消
防

署
４
階
講
堂
▼
内
容
／
乳
児
か
ら

成
人
に
必
要
な
救
命
手
当
と
そ
の

他
の
応
急
手
当
▼
定
員
／
40
人（
先

着
順・定
員
に
な
り
次
第
受
付
終

了
）※

再
講
習
の
方
の
受
講
も
可
能

で
す
。▼
受
講
資
格
／
市
内
に
在
住

又
は
在
勤
在
学（
中
学
生
以
上
）の

方
▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
直
接
電
話
で
、11
月
９

日
㈪
か
ら（
土
曜・日
曜
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

救
急
指
導
係（
☎
０
４
８-

４
７
８-

０
８
９
９
）へ
。

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

次
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
人
が
利
用
す
る
事
業
所

な
ど
は
、消
防
法
に
よ
り
有
資
格
者

に
よ
る
防
火
管
理
業
務
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、

防
火
管
理
者
と
し
て
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
も
の
で
、事
業
所
な

第
３
回
甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　
新
規
講
習
会

上
級
救
命
講
習

ど
で
管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈭・11
日
㈮
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
災
害
な
ど
に
よ
り
、や
む
を
得
ず

中
止
又
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。〉▼
場
所
／
消
防
本
部
２
階

講
堂※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員
／
20
人（
新
座
消
防
署
分・

申
込
順
）▼
受
講
資
格
／
市
内
在

住
又
は
在
勤
の
方（
一
事
業
所
２

人
ま
で
）▼
教
材
費
／
３
千
６
５

０
円（
予
定・テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

講
習
当
日
に
販
売
）▼
申
込
み
／

直
接
、在
住
又
は
在
勤
を
証
明
で

き
る
物
と
写
真
１
枚（
縦
３
㎝
・横

2.4
㎝
で
無
帽
、無
背
景
、正
面
上

三
分
身
像
と
し
、３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
）を
持
参
の
上
、11

月
24
日
㈫
か
ら
27
日
㈮
ま
で
の
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
、新
座
消
防
署
消
防
課
へ（
片
山

分
署・大
和
田
分
署
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
）▼
受
講
科
目
の
一
部

免
除
／
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講

習
と
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
既
修

者
は
、申
込
み
時
に
修
了
証
を
提

示
し
て
下
さ
い
。※

受
講
申
請
書

は
、消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w

w
.kennanseibu

119.jp/

」よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。▼
問
合
せ
／
新
座
消

防
署
消
防
課（
☎
０
４
８-

４
７
８-

１
３
１
１
）

人

事

課

　（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
1
1
7
）

問合せ

7

▼
日
時
／
11
月
14
日
㈯
、午
後
２
時

〜
４
時
▼
場
所
／
大
和
田
公
民
館※

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
秘
書
広
聴
課(

☎
０
４

８-

４
７
７-

１
４
８
８)

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
案
、市

政
に
対
す
る
提
言
な
ど
を
頂
く
た
め
、

市
内
３
大
学（
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

十
文
字
学
園
女
子
大
学
、立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。▼
日
時
／

11
月
７
日
㈯
、午
前
９
時
か
ら
▼
場

所
／
ふ
る
さ
と
新
座
館
▼
参
加
学
生

／
12
名（
各
大
学
４
名
）▼
問
合
せ
／

秘
書
広
聴
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
４
８
８
）

▼
開
会
日
／
12 

月
２
日
㈬※

会
期

日
程（
案
）を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11

月
２
日
㈪
か
ら
掲
載
▼
問
合
せ
／
議

会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

７
３

４
６
）

　
市
で
は
、国
が
発
す
る
地
震
や
武

力
攻
撃
な
ど
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の

緊
急
情
報
を
、人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送

す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」を
導
入
し
て
お
り
、

次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
11
時

頃
▼
内
容
／
①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

イ
ム
↓
②「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
。」

（
３
回
繰
り
返
し
）↓
③「
こ
ち
ら
は
、

防
災
に
い
ざ
で
す
。」↓
④
防
災
行
政

無
線
チ
ャ
イ
ム※

新
座
市
以
外
で
も
、

全
国
的
に
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用

い
た
試
験
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎
0
4
8-

4
7
7-

2
5
0
2
）

▼
日
時
／
11
月
16
日
㈪
、午
前
８
時

〜
正
午
▼
場
所
／
新
座
防
災
基
地
▼

内
容
／
新
座・朝
霞・志
木・和
光
市

の
消
防
団
員
が
常
に
消
防
活
動
の
万

全
を
期
す
た
め
、礼
式
、機
械
器
具
、

人
員
服
装
及
び
規
律
の
点
検
、ポ
ン

プ
車
操
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
演
習
召
集
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
＝
こ

の
点
検
の
実
施
に
伴
い
、同
日
午
前

６
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、真
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
市
民
安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
は
市
民
共
通
の
願
い
で

す
が
、振
り
込
め
詐
欺
や
不
審
者
事

案
、ひ
っ
た
く
り
な
ど
、様
々
な
犯

罪
が
発
生
し
、平
穏
な
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、暴
力
団
は
、違
法・不
当
な

活
動
に
よ
り
資
金
獲
得
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、暴
力
事
件
や
薬
物
事
件
を

起
こ
す
な
ど
、市
民
生
活
に
多
大
な

迷
惑
と
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
元
気
の
出
る
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
、新
座
市
、新
座
警
察
署
、新
座

市
防
犯
協
会
、新
座
市
暴
力
排
除
推

進
協
議
会
で
は
、第
21
回
新
座
市
暴

力
追
放・地
域
安
全
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
18
日
㈬
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
市
民
会
館※

参
加
者
に
は
、記
念
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
入
場
無
料
、手
話
通
訳
有

り
▼
内
容
／
表
彰
、大
会
宣
言
、講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
問
合
せ
／
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５

０
２
）又
は
新
座
市
防
犯
協
会（
☎
０

４
８-

４
８
２-

４
９
６
３
）

　
本
市
を
は
じ
め
、県
内
63
市
町
村

と
埼
玉
県
で
は
、10
月
か
ら
12
月
ま

で
を「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」と
定
め
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
」を
合
言
葉
に
徴

収
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
滞
納
の
解
消
に
向
け
た
市
の
取
組

　
本
市
で
は
、納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
方
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、納
税
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
税
勧
奨
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、自
主
納
付
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、税

負
担
の
公
平
性
の
実
現
の
た
め
、状

況
に
応
じ
て
、給
与
、預
貯
金
、生
命

保
険
、車
、不
動
産
な
ど
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
は
納
期
内
納
付

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
が
困
難
な
場
合
は

　
生
活
困
難
や
事
業
不
振
な
ど
、様

々
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、早
め
に

納
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
夜
間･

休
日
の
納
付･

納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、各

納
税
通
知
書
に
添
付
の
口
座
振
替
依

頼
書
か
、市
役
所
又
は
市
内
金
融
機

関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）の
窓
口

に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、市
役
所
納
税
課
の
窓
口

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
口
座

振
替
の
申
込
み
が
行
え
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。※

受
付
で
き
な
い
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

○
市
税
な
ど
の
納
付
が
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
で
き
ま
す

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
税
金
は
、市・県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
、軽
自

動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
納
税
証
明
書
の
発

行
を
お
急
ぎ
の
方
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
以
外
の
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
）。※
納
付
金
額
が
１
万
円
を

超
え
る
場
合
は
別
途
決
済
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
納
税
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-
１
８
５
２
）

　
予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
な
ど
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納

税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場

合
、原
則
、そ
の
３
分
の
１
相
当
額

を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期
分
）と
11

月（
第
２
期
分
）に
納
め
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。▼
納
付
期
間
／
11
月
２

日
㈪
〜
30
日
㈪※

納
付
に
は
、安
全
、

確
実
な『
口
座
振
替
』が
便
利
で
す
。

▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署
管
理
運
営

部
門（
☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１
）※

自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択

　
事
業
者
の
方
に
は
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

（
特
別
徴
収
）し
て
、給
与
所
得
者
に

代
わ
り
、市
町
村
に
納
税
す
る
こ
と

が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
平
成
27
年
度
課
税
分
か

ら
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
徹
底
し

た
た
め
、給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
者
の
方
は
、早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
み
源
泉
徴
収
し
て
い
る

が
、個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。○
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む

全
て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す（
た
だ
し
、住
民

税
非
課
税
者
を
除
く
）。○
税
額
の
計

算
は
市
町
村
が
行
う
た
め
、所
得
税

の
よ
う
に
税
額
の
計
算
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
従
業
員
の
方
が
特
別
徴
収
に
な
る

と
納
税
の
手
間
が
省
け
、普
通
徴
収

（
個
人
納
付
）が
原
則
、年
４
回
払
い

な
の
に
対
し
、特
別
徴
収
は
毎
月
の

12
回
払
い
の
た
め
、１
回
当
た
り
の

納
税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
市
民
税
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
１
）又
は
朝
霞
県
税

事
務
所（
☎
０
４
８-

４
６
３-

２
９

９
３
）

　
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や

注
意
点
、社
会
保
障・税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）導
入
後
の
事

業
者
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
税
理
士

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。▼

対
象
／
①
事
業
所
得
を
有
す
る
青
色

申
告
者
、②
不
動
産
所
得
を
有
す
る

青
色
申
告
者※

平
成
27
年
度
に
新
た

に
青
色
申
告
承
認
申
請
を
さ
れ
た
方

を
対
象
▼
日
時
／
12
月
11
日
㈮
、①

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、②
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
場
所
／

新
座
市
商
工
会
館
▼
問
合
せ
／
朝
霞

税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門（
☎
０

４
８-

４
６
７-

２
２
１
１
）※

詳
細

は
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

6

安
全
・
安
心

お知らせ
I N F O R M A T I O N

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

第983号■平成27年11月号

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

市
内
３
大
学
学
生
と
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催

　
　税

平
成
27
年
分
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

第
１
３
３
回
市
長
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で
納
税
を

埼
玉
県
消
防
協
会

朝
霞
支
部
消
防
連
合
点
検
を
実
施

第
21
回
暴
力
追
放・地
域
安
全

市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税（
第
2
期
分
）の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
〜
10
月
か
ら
12
月

ま
で
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
〜

市
　
政

平
成
27
年
第
４
回

　
市
議
会
定
例
会
の
開
催

　
市
で
は
、10
月
１
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
管
理

職（
課
長
級
以
上
）の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
　
）内
は
前
職

で
す
。

〈
副
部
長
級
〉

▽
福
祉
部
福
祉
の
里
長
兼
障
が

い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
増
進
部
長

寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福
祉
の
里
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所

長
／
教
委・教
育
総
務
部
参
事
兼

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の

里
体
育
館
長・石
田
信
広（
福
祉

部
福
祉
の
里
長
兼
障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
事
務
長
兼
健
康
増
進
部

長
寿
支
援
課
福
祉
の
里
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
兼

福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
）／
教

委・教
育
総
務
部
参
事
兼
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
福
祉
の
里
体
育

館
長)

▽
都
市
整
備
部
副
部
長
兼

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
長
兼
新
座

駅
南
口
第
２
土
地
区
画
整
理
事

務
所
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長・広
瀬
達
夫（
都
市
整
備

部
副
部
長
兼
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
長
兼
新
座
駅
南
口
第
２
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
）

〈
課
長
級
〉

▽
総
務
部
総
務
課
長
兼
都
市
整

備
部
東
久
留
米
志
木
線
推
進
室

副
室
長・生
田
目
真
一（
総
務
部

総
務
課
長
）▽
福
祉
部
福
祉
の
里

副
里
長
兼
障
が
い
者
福
祉
課
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
長

兼
健
康
増
進
部
長
寿
支
援
課
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事

務
長
兼
福
祉
の
里
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
長・村
田

賢
英（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

副
局
長
）▽
都
市
整
備
部
道
路
課

長・小
寺
安
次（
都
市
整
備
部
道

路
課
長
兼
東
久
留
米
志
木
線
推

進
室
長
）

※

道
路
課
内
に
設
置
し
て
い
た

東
久
留
米
志
木
線
推
進
室
は
、都

市
整
備
部
内
に
課
相
当
の
組
織

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
人
事
異
動

　
子
ど
も
の
虐
待
と
は
、親
や
親

に
代
わ
る
養
育
者
が
子
ど
も
の
心

身
を
傷
つ
け
、健
や
か
な
成
長・

発
達
を
損
な
う
行
為
を
言
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ

①
身
体
的
虐
待
、②
性
的
虐
待
、③

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
拒
否・怠

慢
）、④
心
理
的
虐
待

〔
虐
待
を
見
た
り
、気
に
な
っ
た

ら
〕▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
＝
☎
１
８
９
▼
休
日
夜
間

児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル（
埼
玉

県
）＝
☎
０
４
８-

７
７
９-

１
１

５
４
▼
所
沢
児
童
相
談
所
＝
☎
０

４-

２
９
９
２-

４
１
５
２
▼
新
座

警
察
署
＝
☎
０
４
８-

４
８
２-

０

１
１
０

〔
子
育
て
相
談
〕▼
保
健
セ
ン
タ

ー
＝
☎
０
４
８-

４
８
１-

２
２
１

１
▼
家
庭
児
童
相
談
室
＝
☎
０
４

８-

４
７
７-

２
８
６
５
▼
朝
霞
保

健
所
＝
☎
０
４
８-

４
６
１-

０
４

６
８
▼
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

（
埼
玉
県
）＝
☎
０
４
８-

８
２
２-

７
０
０
７
▼
子
育
て
電
話
相
談

（
保
育
園
）＝
16
ペ
ー
ジ
参
照
▼
問

合
せ
／
児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-

4
2
4-

9
1
6
1
）

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
埼
玉
県
及
び
市
が
決
定
す
る

都
市
計
画
変
更
案〈（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
及
び
放
射
７
号
線
関
係
〉

を
作
成
す
る
た
め
、（
１
）の
原
案

に
つ
い
て
は（
２
）の
公
聴
会
、

（
３
）の
原
案
に
つ
い
て
は
意
見

書
に
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
ま
す
。

（
１
）都
市
計
画
の
構
想（
原
案
）

の
閲
覧

▼
対
象
と
な
る
都
市
計
画
／
①

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及

び
保
全
の
方
針
、②
区
域
区
分
、

③
都
市
計
画
道
路（
３･

４･

４
志

木
大
和
田
線
）、④
用
途
地
域
、⑤

高
度
地
区
、⑥
準
防
火
地
域
、⑦

都
市
計
画
道
路（
３･

４･

11
放
射

７
号
線
）、⑧
土
地
区
画
整
理
事

業（
施
行
区
域
）、⑨
下
水
道
▼
期

間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日
㈮

ま
で
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所
／

原
案
①
〜
⑨
は
市
役
所（
仮
称
）

大
和
田
二・三
丁
目
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
推
進
室
、原
案
①
〜

③
は
埼
玉
県
都
市
計
画
課
及
び

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所※

原
案

①
〜
③
は
県
都
市
計
画
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w

.
pref.saitam

a.lg.jp/a1102/
toshikeikakunosintyoku/i
ndex.htm

l)

で
も
閲
覧
可
。

（
２
）公
聴
会

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈪
、午
前
10

時
か
ら（
原
案
①
〜
③
に
つ
い

て
）、午
後
2
時
か
ら（
原
案
④
〜

⑨
に
つ
い
て
）▼
場
所
／
市
役
所

第
二
庁
舎
会
議
室
５（
公
述
申
出

書
の
提
出
が
な
い
場
合
、公
聴
会

は
中
止
と
な
り
ま
す
。）▼
公
述

の
申
出
／
原
案
①
〜
⑨
に
つ
い

て
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
た
い
方
は
、公
述
申
出
書

（
閲
覧
場
所
に
設
置
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、直
接
又
は
郵
送
で

11
月
27
日
㈮〈
必
着
〉ま
で
に（
仮

称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
〒
３

５
２-

８
６
２
３
新
座
市
野
火
止

１-

１-

１
）へ※

原
案
①
〜
③
に
つ

い
て
は
、県
都
市
計
画
課
都
市
計

画
担
当（
〒
３
３
０-

９
３
０
１

所
在
地
記
入
不
要
）に
も
提
出
可
。

▼
公
述
申
出
書
を
提
出
で
き
る

方
／
原
案
①
〜
③
は
新
座
市
内

に
住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法

人
、原
案
④
〜
⑨
は
新
座
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

又
は
利
害
関
係
の
あ
る
方※

公

述
希
望
者
多
数
の
場
合
、公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
あ
り
。

（
３
）地
区
計
画（
原
案
）の
縦
覧

に
つ
い
て

▼
対
象
地
区
／
大
和
田
二･

三
丁

目
地
区
及
び
片
山
西
堀
地
区
▼

期
間
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
27
日

㈮
ま
で
、午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分※

平
日
の
み
▼
場
所

／（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室

▼
意
見
の
提
出
／
地
区
計
画
の

原
案
に
つ
い
て
、新
座
市
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
又

は
利
害
関
係
の
あ
る
方
で
意
見

の
あ
る
方
は
、意
見
書（
縦
覧
場

所
に
設
置
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
又
は
郵
送
で
12
月
4
日

㈮
ま
で〈
必
着
〉に（
仮
称
）大
和

田
二･

三
丁
目
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
推
進
室
へ
▼
問
合
せ
／

（
仮
称
）大
和
田
二･

三
丁
目
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
推
進
室（
☎

0
4
8-

4
2
4-

4
8
5
2
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催
等
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　『
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　

　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、火

災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
災
か
ら
大
切
な
生
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■『
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

　
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

　《
４
つ
の
対
策
》

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防

　
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■『
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
』

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
人
の
半

数
以
上
は
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、

死
に
至
っ
た
原
因
の
６
割
は
逃
げ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
素
早
く
火
災
を
検

知
し
、警
報
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。
火
災

か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

▼
埼
玉
県
下
一
斉
住
宅
用
火
災
警

報
器
啓
発
広
報
を
実
施
し
ま
す

　
埼
玉
県
下
28
の
消
防（
局
）本
部

が
連
携
し
、同
一
日
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
や
維
持
管
理
の
必

要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日
㈪
、午
前
９
時

30
分
〜
11
時
▼
場
所
／
和
光
市
駅

前
広
場
及
び
新
座
駅
南
口
駅
前
広

場
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
予
防
課（
☎
０
４
８-

４
６

０-

０
１
２
１
）

▼
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
の
催
し「
防
火
の
ひ
ろ
ば
」を
開

催
し
ま
す

▼
日
時
／
11
月
12
日
㈭〈
雨
天
中

止
〉、午
後
２
時
〜
４
時
▼
場
所
／

ヤ
オ
コ
ー
新
座
店（
新
座
市
野
火
止

七
丁
目
１
番
25
号
）▼
内
容
／
市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、消
火・避
難

を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
ほ
か
、防
火・防
災
に
関
す
る
資

料
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
火
災
予
防
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

①
模
擬
消
火
訓
練

②
地
震
体
験
車

③
防
火・防
災
に
関
す
る
相
談

④
消
防
自
動
車
の
展
示
、子
供
用
防

火
服
の
試
着

▼
主
催
／
新
座
消
防
署・新
座
市
消

防
団・新
座
市
防
火
安
全
協
会

▼
問
合
せ
／
新
座
消
防
署
消
防
課

（
☎
０
４
８-

４
７
８-

１
３
１
１
）

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
は
、

「
持
ち
合
わ
そ
う
　
救
う
気
持
ち
と

救
う
術
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
応
急
手
当
の
普
及

を
図
る
た
め
に
、次
の
と
お
り
講
習

を
実
施
し
ま
す
。※

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）講
習
を
含
み
ま

す
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▼
場
所
／
新
座
消
防

署
４
階
講
堂
▼
内
容
／
乳
児
か
ら

成
人
に
必
要
な
救
命
手
当
と
そ
の

他
の
応
急
手
当
▼
定
員
／
40
人（
先

着
順・定
員
に
な
り
次
第
受
付
終

了
）※

再
講
習
の
方
の
受
講
も
可
能

で
す
。▼
受
講
資
格
／
市
内
に
在
住

又
は
在
勤
在
学（
中
学
生
以
上
）の

方
▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
直
接
電
話
で
、11
月
９

日
㈪
か
ら（
土
曜・日
曜
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救
急
課

救
急
指
導
係（
☎
０
４
８-

４
７
８-

０
８
９
９
）へ
。

　
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

次
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
人
が
利
用
す
る
事
業
所

な
ど
は
、消
防
法
に
よ
り
有
資
格
者

に
よ
る
防
火
管
理
業
務
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、

防
火
管
理
者
と
し
て
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
も
の
で
、事
業
所
な

第
３
回
甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　
新
規
講
習
会

上
級
救
命
講
習

ど
で
管
理
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈭・11
日
㈮
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
災
害
な
ど
に
よ
り
、や
む
を
得
ず

中
止
又
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。〉▼
場
所
／
消
防
本
部
２
階

講
堂※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員
／
20
人（
新
座
消
防
署
分・

申
込
順
）▼
受
講
資
格
／
市
内
在

住
又
は
在
勤
の
方（
一
事
業
所
２

人
ま
で
）▼
教
材
費
／
３
千
６
５

０
円（
予
定・テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

講
習
当
日
に
販
売
）▼
申
込
み
／

直
接
、在
住
又
は
在
勤
を
証
明
で

き
る
物
と
写
真
１
枚（
縦
３
㎝
・横

2.4
㎝
で
無
帽
、無
背
景
、正
面
上

三
分
身
像
と
し
、３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
）を
持
参
の
上
、11

月
24
日
㈫
か
ら
27
日
㈮
ま
で
の
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
、新
座
消
防
署
消
防
課
へ（
片
山

分
署・大
和
田
分
署
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
）▼
受
講
科
目
の
一
部

免
除
／
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講

習
と
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
既
修

者
は
、申
込
み
時
に
修
了
証
を
提

示
し
て
下
さ
い
。※

受
講
申
請
書

は
、消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w

w
.kennanseibu

119.jp/

」よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。▼
問
合
せ
／
新
座
消

防
署
消
防
課（
☎
０
４
８-

４
７
８-

１
３
１
１
）

人

事

課

　（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
1
1
7
）

問合せ
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▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
９
時

30
分
集
合
▼
場
所
／
柳
瀬
川
ふ
れ
あ

い
橋
下
河
川
敷
広
場
▼
コ
ー
ス
／
大

和
田・新
座（
約
５
㎞
）▼
対
象
／
65

歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
協
力
／
新
座
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
▼
申
込
み
及
び
問
合

せ
／
直
接
又
は
電
話
で
、長
寿
支
援

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

５
１
８
６
）

へ　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育

て
て
い
る
方
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
家
庭
で
養
育
し
、平
成
26
年
中
の

所
得
が
一
定
額
未
満
の
方

○
精
神
疾
患
又
は
知
的
障
が
い
の
場

合
は
、日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
精

神
疾
患
又
は
お
お
む
ね
療
育
手
帳
○

及
び
Ａ
又
は
Ｂ
程
度
の
児
童

○
身
体
障
が
い
の
場
合
は
、お
お
む

ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１・
２
級
又

は
３
級
の
一
部
の
児
童

▼
手
当（
月
額
）／
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
、児
童
１
人
の
場
合
５
万
１
千

１
０
０
円
又
は
３
万
４
千
30
円

【
対
象
と
な
ら
な
い
方
】

○
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設

　
は
除
く
）に
児
童
が
入
所
し
て
い

　
る
場
合
な
ど

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

　
常
時
介
護
が
必
要
な
障
が
い
者
の

方
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は

精
神（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が

い
に
よ
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方
の
所
得

制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所
中
の
方

や
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院
又
は

診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
２
万
６
千

６
２
０
円（
月
額
）

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、身
体
障
が

い
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
の
一
部
の

方
、知
的
障
が
い
で
あ
っ
て
、療
育

手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
並
び
に
常
時
介
護

を
要
す
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、

そ
の
ほ
か
こ
れ
と
同
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方

の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所

中
の
方
や
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し

て
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
１
万
４
千

４
８
０
円（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

▼
日
時
／
12
月
1
日
㈫・
2
日
㈬
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住

の
自
主
通
所
可
能
な
精
神
疾
患
及
び

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
内
容
／
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
す
▼
申
込
み
及
び
問

合
せ
／
直
接
又
は
電
話
、は
が
き
で

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
体
育
協
会（
☎

0
4
8-

4
8
2-

2
0
0
2
）へ

　
難
治
性
の
疾
患
が
あ
る
方
に
難
病

患
者
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
朝
霞
保
健
所
か
ら「
指
定

難
病
医
療
受
給
者
証
」、「
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
」、「
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
」又
は「
指
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
」の
い
ず
れ
か
の

発
行
を
受
け
て
い
る
方※

他
の
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
▼
見
舞
金
／
２
万
円（
年
度
額
）▼

申
請
方
法
／
障
が
い
者
福
祉
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

有
効
期
間
内
の
受
給
者
証
の
写
し
を

添
え
て
、直
接
又
は
郵
送
で
、障
が

い
者
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

年
度
ご
と
に
１
回
の
申
請
で
す
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。▼
問
合

せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

８
１
８
０
）

▼
時
間
／
午
前
11
時
15
分
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
間（
実
働
６
時
間
）、学

校
休
業
日
な
ど
は
午
前
8
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で（
土
曜
日
は
午
後
6
時

ま
で
）の
間（
超
過
勤
務
を
含
め
て
実

働
９
時
間
）、週
に
２
〜
３
回
程
度

午
後
7
時
ま
で
の
勤
務
有
り
▼
場
所

／
市
内
の
放
課
後
児
童
保
育
室
▼
資

格
／
保
育
士
又
は
教
諭
資
格（
幼
稚

園・小・中・高
校
な
ど
）を
有
す
る
健

康
な
方
又
は
資
格
は
な
い
が
児
童
福

祉
に
理
解
の
あ
る
健
康
な
方
▼
内
容

／
保
護
者
の
方
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
が
常
時
留
守
に
な
っ
て
い
る
児

童（
原
則
小
学
４
年
生
ま
で
）を
保
育

し
、遊
び
や
行
事
な
ど
を
通
し
て
基

礎
的
な
生
活
指
導
を
行
う
▼
休
日
な

ど
／
４
週
６
休
制（
日
曜
日
、シ
フ

ト
で
土
曜
日
）、祝
日
、年
末
年
始
、

有
給
休
暇
有
り
▼
保
険
／
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
、労
災

保
険
▼
賃
金
／
時
給
1
千
1
8
0
円

（
資
格
有
り
）、1
千
1
2
0
円（
資

格
無
し
）、交
通
費
▼
試
験
／
作
文

及
び
面
接（
日
時
は
後
日
通
知
し
ま

す
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴

書（
所
定
の
様
式※

本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、

資
格
証
の
写
し
、卒
業
証
書
又
は
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
、11
月
13
日

㈮
ま
で
に
新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課（
☎
０
４
８-

４
８
０-

５
７

０
５
）へ

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
健
康
で
３
年

以
上
勤
務
が
で
き
る
方（
定
年
65
歳
）

▼
採
用
／
平
成
28
年
４
月
か
ら
▼
勤

務
時
間
／
児
童
な
ど
の
登
下
校
の
時

間
帯（
１
日
３
時
間
30
分
以
上
）▼
勤

務
場
所
／
市
内
交
差
点
な
ど（
詳
細

は
左
表
参
照
）▼
服
装
／
夏
服・冬
服

な
ど
の
貸
与
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
又
は

郵
送
で
、11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
４

８
４
）へ※

後
日
面
接
日
程
を
通
知

し
ま
す
。

▼
募
集
種
目
／
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
①
推
薦
、②
一
般
）▼
対
象
／
17
歳

未
満
の
中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
）の

男
子※

①
は
学
校
長
が
推
薦
で
き
る

方
▼
受
付
期
間
／
①
11
月
１
日
㈰
〜

12
月
４
日
㈮
、②
11
月
１
日
㈰
〜
平

成
28
年
１
月
８
日
㈮※

詳
細
に
つ
い

て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所（
☎
０

４
８-

４
６
６-

４
４
３
５
）

■
棋
友
会

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
土
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
入
会
金

１
千
円
、年
会
費
３
千
円

■
民
踊
A

▼
日
時
／
毎
月
第
１・
３
火
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
、▼
費

用
／
半
年
4
千
円

■
書
道
全
般（
上
級
）

▼
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日
、午
後

１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
月
1
千
円
程

度【
共
通
事
項
】

▼
場
所
／
新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー（
え
が
お
の
里
）▼
対
象
／
原
則
と

し
て
、市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
本
人
又
は

家
族
の
方
が
直
接
、11
月
１
日
㈰
か

ら
10
日
㈫
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
30
分
に
同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
７
７-

０
３
１
１
）に
て
手
続
き

※

利
用
資
格
証
の
無
い
方
は
、運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
氏

名・住
所・生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止

普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ
る「
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

と
し
て
、平
成
28
年
４
月
か
ら
２
年

間
、活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。▼
申
込
み
／
募
集
要
項

を
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
の
上
、11
月
30

日
㈪
ま
で
に
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
環

境
部
温
暖
化
対
策
課(

☎
０
４
８

-

4
6
6-

4
4
3
5)

　
地
域
の
環
境
保
全
活
動
を
促
進
し
、

子
供
た
ち
の
環
境
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
指
導
者
を
募
集
し
ま
す
。▼
申

込
み
／
募
集
要
項
を
埼
玉
県
環
境
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

の
上
、12
月
２
日
㈬
ま
で
に
▼
問
合

せ
／
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

（
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
０
４
１
）

　
同
校
高
等
部
専
攻
科（
３
年
課
程)

で
は
、視
覚
障
が
い（
全
盲
又
は
弱

視
）の
10
代
か
ら
60
代
の
方
が
、あ
ん

摩・マ
ッ
サ
ー
ジ・指
圧
、は
り
、き
ゅ

う
の
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
卒

業
時
に
は
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
、免
許
取
得
後
は
病
院
や
介

護
施
設
な
ど
へ
の
就
職
、治
療
院
開

業
、進
学
な
ど
の
道
が
ひ
ら
け
ま
す
。

▼
対
象
／
県
内
在
住
で
次
の
条
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
①
両
眼
の

矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の
者

又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が

高
度
の
者
の
う
ち
、視
覚
に
よ
る
認

識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程

度
の
も
の
②
基
礎
的･

基
本
的
学
力

を
有
し
、理
療
を
も
っ
て
自
立
す
る

意
欲
の
あ
る
者
▼
出
願
書
類
／
入
学

願
書
、眼
科
診
断
書
又
は
視
覚
障
が

い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、

卒
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
、

履
歴
書
▼
選
考
日
時
／
12
月
１
日
㈫
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
申
込
み
／

10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園（
〒
３
５
０-

１
１
７
５
埼
玉

県
川
越
市
笠
幡
85-

１
）へ

▼
場
所
／
西
堀
１-

５-

36
▼
募
集
戸

数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）▼
家
賃
／

月
額
６
万
５
千
円（
収
入
に
応
じ
て

減
額
有
り
）▼
決
定
時
期
／
12
月
中

旬（
書
類
審
査
有
り
）▼
入
居
開
始
時

期
／
平
成
28
年
１
月
４
日
か
ら
▼
申

込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
書
類
に
記

入
の
上
、直
接
、長
寿
支
援
課
安
心

サ
ポ
ー
ト
係（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１
１
）へ※

入
居
者
資
格
な
ど

の
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
平
成
28
年
１
月
初
旬
か
ら

３
月
末
ま
で
の
１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

う
ち
、①
３
時
間
、②
5.5
時
間
又
は
７

時
間（
②
は
休
憩
１
時
間
有
り
）※

７

時
間
勤
務
希
望
の
方
を
優
先
的
に
採

用
▼
場
所
／
朝
霞
税
務
署
▼
内
容
／

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務
、窓
口
案
内

な
ど
▼
時
給
／
８
９
０
円
▼
募
集
人

員
／
１
２
０
名
程
度
▼
選
考
方
法
／

面
接（
応
募
者
多
数
の
場
合
、連
絡

に
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
有
り
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
自
筆
に
よ

る
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
上
、直

接
又
は
郵
送
で
、12
月
16
日
㈬〈
必

着
〉ま
で
に
朝
霞
税
務
署
総
務
課(

〒

３
５
１-

８
６
０
１
朝
霞
市
本
町
１-

１-

46
、☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１〈
自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択
〉)

へ・内
線
1
1
6

　
新
座
市
遺
族
会
で
は
、戦
没
者
の

遺
族
の
親
睦
及
び
連
携
を
図
る
た
め

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在

住
の
戦
没
者
の
妻
、遺
児
、孫
、曾
孫

な
ど
の
入
会
が
可
能
で
す
。▼
問
合

せ
／
生
活
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-

９
６
０
７
）

8

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

特
別
障
が
い
者
手
当

障
が
い
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

第983号■平成27年11月号

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
ご
案
内

募

　集

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
え
が
お
の
里
）

サ
ー
ク
ル
活
動
会
員
募
集

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
保
育
室
職
員

（
臨
時
職
員
）の
募
集

福

　祉

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
こ
の
冬
も
、節
電
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
市
役
所
で
は
、

11
月
〜
３
月
の
間
を「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
期
間
」と
し
、職
員
は
セ
ー

タ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。▼
節
電

対
策
例
／
①
エ
ア
コ
ン
使
用
時

は
室
温
を
20
度
に
保
つ
よ
う
温

度
設
定
を
調
節
す
る
。②
発
熱

素
材
の
下
着
を
活
用
し
た
り
、

重
ね
着
を
す
る
な
ど
、ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
に
努
め
る
。③
ブ
ラ
イ

ン
ド
な
ど
を
使
用
し
て
窓
か
ら

の
熱
の
出
入
り
を
防
ぐ
。④
冷

蔵
庫
は
温
度
設
定
を「
強
」か
ら

「
中
」に
変
え
る
。⑤
必
要
の
な

い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
消
す
。⑥

使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
は

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４

８-

４
８
１-

６
７
６
９
）

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

ふ→新堀

ふ→北野

集→あたご・菅沢、野火止
八丁目、東一丁目、新堀　
ふ→新座、栗原

ふ→東

集→中原・本多、池田・前
原、馬場、栄中央、栗原の
森、西堀　ふ→栗原

ふ→東

介護老人福祉施設
（菜々の郷）
集→大和田杉山、野寺、
野火止中、北野・東北、栄
ふ→新堀

ふ→北野

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

▼
開
催
日
時
・
場
所
／
左
表
の
と
お
り
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
▼
持
ち
物
／

飲
物
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
▼
服
装
／
運
動
し
や
す
い
服
装
▼
申
込
み
／

当
日
、
直
接
受
付
▼
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課（
☎
0
4
8-

4
2
4-

5
1
8
6
）

■11月の元気アップ広場予定表 11月の
　　実施日

2日㈪

9日㈪

16日㈪

21日㈯

30日㈪

　　　　　 　 会　場

※集＝集会所、ふ＝ふれあいの家 

午前9時45時分～11時
（受付は午前9時30分から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

　 時　間

※悪天候時には、開催中止となることがあります。開催の有無につい
　て不明な場合には、お問合せください。

〒352-0011 野火止1-1-2
TEL 048-481-1115　FAX 048-482-4595
開館時間…午前9時３０分～午後6時 　
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）
HPアドレス http://www.lib.niiza.saitama.jp/
HP（携帯用）http://www.lib.niiza.saitama.jp/i/

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-7070　FAX 048-481-9424
開館時間…午前9時30分～午後6時
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日
HPアドレス　http://www.lib.niiza.saitama.jp/

日①11月4日・18日の水曜日、②11
日㈬、午前10時30分～正午場①中
央図書館、②福祉の里図書館対2歳ま
での乳幼児と保護者内おすすめの絵
本や図書館事業の紹介など

当日子 ど も 映 画 会

お た の し み 会 　

当日リサイクルブックフェア

当日名 画 鑑 賞 会

当日子 ど も 映 画 会

大人のためのおはなし会 当日

日11月7日㈯・8日㈰、午前9時30分～
午後5時場福祉の里図書館集会室内図
書館で不用になった図書や雑誌をリサ
イクル資料として無償で配布します持手
提げ袋

日11月15日㈰、午後2時から内「明日を
夢見て」(外国映画)

日11月21日㈯、午前11時からと午後2
時から内ふるさと再生日本の昔ばなし

「宝くらべ」ほか3作(アニメ)

日11月1日㈰、午後2時から内「仔鹿物
語」(外国映画)

日11月3日(火・祝)、午後2時～3時(午後1
時30分開場)場中央図書館2階視聴覚
室兼会議室対市内在住又は在勤在学の
方定30名出「図書館朗読ボランティア
グループ こだま」「にいざまめの会」

日11月8日㈰、午後2時から内「あらし
のよるに　ひみつのともだち3 ／ひみ
つのかくれ家・メイのしあわせ・かこまれ
たガブ」(アニメ)

日11月15日㈰、午後2時から内大型絵
本の読み聞かせほか

あかちゃん
タイム

図書館のお知らせ

当日

当日名 画 鑑 賞 会

当日

高齢者介護予防元気プランのご案内 長寿支援課（☎048-424-5186）
問 合 せ

■11月の介護予防教室　※費用はすべて無料です  

認知症予防！

うたごえ広場
（歌って、笑っ
て、脳を刺激
しましょう）

介護予防サ
ロン≪きたに
≫・連続型介
護予防教室
※運動教室

11月10日㈫、
午前10時～
　　　 正午

11月14日㈯、
午後2時～ 4時

11月17日㈫、
午後2時～
　 3時30分

新座病院新
棟１階会議
室

栗原公民館
軽体育室

新座ふれあ
いの家会議
室

暮らしネット・
　　　　えん
小島美里代表

　ピアノ
　高橋悦子

新座市体育協
会指導員

65歳以上で、
市内在住の
方

65歳以上で、
主に石神・栗
原・堀ノ内在
住の方

65歳以上で、
主に中野・大
和田・新座・北
野在住の方
※定員30名

新座病院在宅
介護支援セン
ター（☎048-
481-1538）

南部高齢者
相談センター

（☎048-481-
2162）

北部第二高齢
者相談センター

（☎048-482-
2953）

教室名 　　　日　時 　場　所 　　 対　象 　講　師 　　　申込み

※持ち物などは問合せください。

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

学
区
名

大
和
田

片
　
山

西
　
堀

第
　
四

東
　
北

野
　
寺

新
　
堀

東
　
野

石
　
神

新
　
開

新
　
開

　栗
　
原
 

　募
集
箇
所

野
火
止
下
交
差
点
 

中
沢
バ
ス
停

西
堀
バ
ス
停
付
近
 

馬
場
二
丁
目
１
番
 

立
教
高
校
角
交
差
点

は
す
み
歯
科
脇
 

学
校
前
 

東
野
小
東
門
 

堀
ノ
内
病
院
入
口
 

防
衛
道
路

正
門
入
口

栗
原
小
西
 

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」を
募
集

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・

「
環
境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」を
募
集

目
の
不
自
由
な
方
の
職
業
自
立
を
め
ざ
し
て

県
立
特
別
支
援
学
校
　

塙
保
己
一
学
園
（
盲
学
校
）

高
等
部
専
攻
科
入
学
希
望
者
の
募
集

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

新
座
市
遺
族
会

　

  

会
員
募
集
の
ご
案
内

　「新編武蔵風土記稿」（以下「風土記稿」と
いう。）は、江戸時代の武蔵国、すなわち現在
の埼玉県全域と東京都の大部分、神奈川県
の一部に相当する地域の地誌です。武蔵国
内にあった約三千の村や町の地理・歴史・民
俗・産業などが詳細に記録されており、郷土
の姿を改めて発見することができる身近な
歴史の宝庫です。
　本書は、「風土記稿」の記述の読み方、挿図
の見方などを、分かりやすく読み解く案内書
で、新座市については、平林寺の景観図と境

内図が紹介されています。
　ひそかな名所旧跡の探訪や町おこしのヒントの発見など、「風土記稿」を
現代に生かすためのガイドブックとして、ぜひ活用してほしい一冊です。
※所蔵館などについては、中央図書館に問合せください。

今月の本だな
「新編武蔵風土記稿」を読む

重田正夫編　白井哲哉編　さきたま出版会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー
は
、困
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
支
え
合
う
気
持
ち
で
子
育
て
の

お
手
伝
い（
相
互
援
助
活
動
）を
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
係
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、様
々
な
こ
と（
保
育
園

の
迎
え
、お
子
さ
ん
の
預
か
り
な

ど
）で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、子

育
て
の
援
助
を
し
て
く
だ
さ
る
方

（
協
力・両
方
会
員
）も
募
集
し
て

い
ま
す
。※

１
時
間
７
０
０
〜
９

０
０
円
の
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

▼
費
用
／『
幼
児
安
全
法
』の
み
１

５
４
円（
一
方
向
弁
付
き
呼
吸
吹

き
込
み
用
具
代
）※

こ
の
講
習
会

は
子
育
て
中
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
／
電
話
で
、フ
ァ
ミ
リ

ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８-

４
２
４-

８
２
７
７
）へ

〈
新
座
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・

　
　サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
〉

援
助
者
募
集・入
会
説
明
会・

講
習
会
の
お
知
ら
せ

入会
説明会

12
月

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

午前9時30分
 ～11時 中

原・本
多
集
会
所

各
30
名・申
込
順

A

※保育有り（定員10名）。ご希望の方は申込時にお申出ください。

内　容 月　日 時　間 会場 定員

講習会

入会に当たっての説明
（全会員）

援助活動に当たって

保育の心得

子どもの健康と事故防止

幼児安全法（心肺蘇生法や
AED の使用方法など）

午前11時
 ～午後0時30分
午後1時～3時
午前9時30分
 ～ 11時30分
午前9時30分
 ～午後0時30分

9

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
９
時

30
分
集
合
▼
場
所
／
柳
瀬
川
ふ
れ
あ

い
橋
下
河
川
敷
広
場
▼
コ
ー
ス
／
大

和
田・新
座（
約
５
㎞
）▼
対
象
／
65

歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
協
力
／
新
座
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
▼
申
込
み
及
び
問
合

せ
／
直
接
又
は
電
話
で
、長
寿
支
援

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

５
１
８
６
）

へ　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育

て
て
い
る
方
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
家
庭
で
養
育
し
、平
成
26
年
中
の

所
得
が
一
定
額
未
満
の
方

○
精
神
疾
患
又
は
知
的
障
が
い
の
場

合
は
、日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
精

神
疾
患
又
は
お
お
む
ね
療
育
手
帳
○

及
び
Ａ
又
は
Ｂ
程
度
の
児
童

○
身
体
障
が
い
の
場
合
は
、お
お
む

ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１・
２
級
又

は
３
級
の
一
部
の
児
童

▼
手
当（
月
額
）／
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
、児
童
１
人
の
場
合
５
万
１
千

１
０
０
円
又
は
３
万
４
千
30
円

【
対
象
と
な
ら
な
い
方
】

○
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設

　
は
除
く
）に
児
童
が
入
所
し
て
い

　
る
場
合
な
ど

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

　
常
時
介
護
が
必
要
な
障
が
い
者
の

方
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は

精
神（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が

い
に
よ
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方
の
所
得

制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所
中
の
方

や
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院
又
は

診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
２
万
６
千

６
２
０
円（
月
額
）

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、身
体
障
が

い
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
の
一
部
の

方
、知
的
障
が
い
で
あ
っ
て
、療
育

手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
並
び
に
常
時
介
護

を
要
す
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、

そ
の
ほ
か
こ
れ
と
同
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方

の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所

中
の
方
や
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し

て
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
１
万
４
千

４
８
０
円（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

▼
日
時
／
12
月
1
日
㈫・
2
日
㈬
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住

の
自
主
通
所
可
能
な
精
神
疾
患
及
び

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
内
容
／
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
す
▼
申
込
み
及
び
問

合
せ
／
直
接
又
は
電
話
、は
が
き
で

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
体
育
協
会（
☎

0
4
8-

4
8
2-

2
0
0
2
）へ

　
難
治
性
の
疾
患
が
あ
る
方
に
難
病

患
者
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
朝
霞
保
健
所
か
ら「
指
定

難
病
医
療
受
給
者
証
」、「
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
」、「
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
」又
は「
指
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
」の
い
ず
れ
か
の

発
行
を
受
け
て
い
る
方※

他
の
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
▼
見
舞
金
／
２
万
円（
年
度
額
）▼

申
請
方
法
／
障
が
い
者
福
祉
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

有
効
期
間
内
の
受
給
者
証
の
写
し
を

添
え
て
、直
接
又
は
郵
送
で
、障
が

い
者
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

年
度
ご
と
に
１
回
の
申
請
で
す
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。▼
問
合

せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

８
１
８
０
）

▼
時
間
／
午
前
11
時
15
分
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
間（
実
働
６
時
間
）、学

校
休
業
日
な
ど
は
午
前
8
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で（
土
曜
日
は
午
後
6
時

ま
で
）の
間（
超
過
勤
務
を
含
め
て
実

働
９
時
間
）、週
に
２
〜
３
回
程
度

午
後
7
時
ま
で
の
勤
務
有
り
▼
場
所

／
市
内
の
放
課
後
児
童
保
育
室
▼
資

格
／
保
育
士
又
は
教
諭
資
格（
幼
稚

園・小・中・高
校
な
ど
）を
有
す
る
健

康
な
方
又
は
資
格
は
な
い
が
児
童
福

祉
に
理
解
の
あ
る
健
康
な
方
▼
内
容

／
保
護
者
の
方
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
が
常
時
留
守
に
な
っ
て
い
る
児

童（
原
則
小
学
４
年
生
ま
で
）を
保
育

し
、遊
び
や
行
事
な
ど
を
通
し
て
基

礎
的
な
生
活
指
導
を
行
う
▼
休
日
な

ど
／
４
週
６
休
制（
日
曜
日
、シ
フ

ト
で
土
曜
日
）、祝
日
、年
末
年
始
、

有
給
休
暇
有
り
▼
保
険
／
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
、労
災

保
険
▼
賃
金
／
時
給
1
千
1
8
0
円

（
資
格
有
り
）、1
千
1
2
0
円（
資

格
無
し
）、交
通
費
▼
試
験
／
作
文

及
び
面
接（
日
時
は
後
日
通
知
し
ま

す
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴

書（
所
定
の
様
式※

本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、

資
格
証
の
写
し
、卒
業
証
書
又
は
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
、11
月
13
日

㈮
ま
で
に
新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課（
☎
０
４
８-

４
８
０-

５
７

０
５
）へ

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
健
康
で
３
年

以
上
勤
務
が
で
き
る
方（
定
年
65
歳
）

▼
採
用
／
平
成
28
年
４
月
か
ら
▼
勤

務
時
間
／
児
童
な
ど
の
登
下
校
の
時

間
帯（
１
日
３
時
間
30
分
以
上
）▼
勤

務
場
所
／
市
内
交
差
点
な
ど（
詳
細

は
左
表
参
照
）▼
服
装
／
夏
服・冬
服

な
ど
の
貸
与
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
又
は

郵
送
で
、11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
４

８
４
）へ※

後
日
面
接
日
程
を
通
知

し
ま
す
。

▼
募
集
種
目
／
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
①
推
薦
、②
一
般
）▼
対
象
／
17
歳

未
満
の
中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
）の

男
子※

①
は
学
校
長
が
推
薦
で
き
る

方
▼
受
付
期
間
／
①
11
月
１
日
㈰
〜

12
月
４
日
㈮
、②
11
月
１
日
㈰
〜
平

成
28
年
１
月
８
日
㈮※

詳
細
に
つ
い

て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所（
☎
０

４
８-

４
６
６-

４
４
３
５
）

■
棋
友
会

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
土
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
入
会
金

１
千
円
、年
会
費
３
千
円

■
民
踊
A

▼
日
時
／
毎
月
第
１・
３
火
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
、▼
費

用
／
半
年
4
千
円

■
書
道
全
般（
上
級
）

▼
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日
、午
後

１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
月
1
千
円
程

度【
共
通
事
項
】

▼
場
所
／
新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー（
え
が
お
の
里
）▼
対
象
／
原
則
と

し
て
、市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
本
人
又
は

家
族
の
方
が
直
接
、11
月
１
日
㈰
か

ら
10
日
㈫
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
30
分
に
同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
７
７-

０
３
１
１
）に
て
手
続
き

※

利
用
資
格
証
の
無
い
方
は
、運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
氏

名・住
所・生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止

普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ
る「
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

と
し
て
、平
成
28
年
４
月
か
ら
２
年

間
、活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。▼
申
込
み
／
募
集
要
項

を
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
の
上
、11
月
30

日
㈪
ま
で
に
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
環

境
部
温
暖
化
対
策
課(

☎
０
４
８

-

4
6
6-

4
4
3
5)

　
地
域
の
環
境
保
全
活
動
を
促
進
し
、

子
供
た
ち
の
環
境
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
指
導
者
を
募
集
し
ま
す
。▼
申

込
み
／
募
集
要
項
を
埼
玉
県
環
境
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

の
上
、12
月
２
日
㈬
ま
で
に
▼
問
合

せ
／
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

（
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
０
４
１
）

　
同
校
高
等
部
専
攻
科（
３
年
課
程)

で
は
、視
覚
障
が
い（
全
盲
又
は
弱

視
）の
10
代
か
ら
60
代
の
方
が
、あ
ん

摩・マ
ッ
サ
ー
ジ・指
圧
、は
り
、き
ゅ

う
の
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
卒

業
時
に
は
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
、免
許
取
得
後
は
病
院
や
介

護
施
設
な
ど
へ
の
就
職
、治
療
院
開

業
、進
学
な
ど
の
道
が
ひ
ら
け
ま
す
。

▼
対
象
／
県
内
在
住
で
次
の
条
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
①
両
眼
の

矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の
者

又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が

高
度
の
者
の
う
ち
、視
覚
に
よ
る
認

識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程

度
の
も
の
②
基
礎
的･

基
本
的
学
力

を
有
し
、理
療
を
も
っ
て
自
立
す
る

意
欲
の
あ
る
者
▼
出
願
書
類
／
入
学

願
書
、眼
科
診
断
書
又
は
視
覚
障
が

い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、

卒
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
、

履
歴
書
▼
選
考
日
時
／
12
月
１
日
㈫
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
申
込
み
／

10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園（
〒
３
５
０-

１
１
７
５
埼
玉

県
川
越
市
笠
幡
85-

１
）へ

▼
場
所
／
西
堀
１-

５-

36
▼
募
集
戸

数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）▼
家
賃
／

月
額
６
万
５
千
円（
収
入
に
応
じ
て

減
額
有
り
）▼
決
定
時
期
／
12
月
中

旬（
書
類
審
査
有
り
）▼
入
居
開
始
時

期
／
平
成
28
年
１
月
４
日
か
ら
▼
申

込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
書
類
に
記

入
の
上
、直
接
、長
寿
支
援
課
安
心

サ
ポ
ー
ト
係（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１
１
）へ※

入
居
者
資
格
な
ど

の
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
平
成
28
年
１
月
初
旬
か
ら

３
月
末
ま
で
の
１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

う
ち
、①
３
時
間
、②
5.5
時
間
又
は
７

時
間（
②
は
休
憩
１
時
間
有
り
）※

７

時
間
勤
務
希
望
の
方
を
優
先
的
に
採

用
▼
場
所
／
朝
霞
税
務
署
▼
内
容
／

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務
、窓
口
案
内

な
ど
▼
時
給
／
８
９
０
円
▼
募
集
人

員
／
１
２
０
名
程
度
▼
選
考
方
法
／

面
接（
応
募
者
多
数
の
場
合
、連
絡

に
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
有
り
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
自
筆
に
よ

る
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
上
、直

接
又
は
郵
送
で
、12
月
16
日
㈬〈
必

着
〉ま
で
に
朝
霞
税
務
署
総
務
課(

〒

３
５
１-

８
６
０
１
朝
霞
市
本
町
１-

１-

46
、☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１〈
自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択
〉)

へ・内
線
1
1
6

　
新
座
市
遺
族
会
で
は
、戦
没
者
の

遺
族
の
親
睦
及
び
連
携
を
図
る
た
め

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在

住
の
戦
没
者
の
妻
、遺
児
、孫
、曾
孫

な
ど
の
入
会
が
可
能
で
す
。▼
問
合

せ
／
生
活
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-

９
６
０
７
）
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お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

特
別
障
が
い
者
手
当

障
が
い
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

第983号■平成27年11月号

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
ご
案
内

募

　集

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
え
が
お
の
里
）

サ
ー
ク
ル
活
動
会
員
募
集

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
保
育
室
職
員

（
臨
時
職
員
）の
募
集

福

　祉

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
こ
の
冬
も
、節
電
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
市
役
所
で
は
、

11
月
〜
３
月
の
間
を「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
期
間
」と
し
、職
員
は
セ
ー

タ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。▼
節
電

対
策
例
／
①
エ
ア
コ
ン
使
用
時

は
室
温
を
20
度
に
保
つ
よ
う
温

度
設
定
を
調
節
す
る
。②
発
熱

素
材
の
下
着
を
活
用
し
た
り
、

重
ね
着
を
す
る
な
ど
、ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
に
努
め
る
。③
ブ
ラ
イ

ン
ド
な
ど
を
使
用
し
て
窓
か
ら

の
熱
の
出
入
り
を
防
ぐ
。④
冷

蔵
庫
は
温
度
設
定
を「
強
」か
ら

「
中
」に
変
え
る
。⑤
必
要
の
な

い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
消
す
。⑥

使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
は

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４

８-

４
８
１-

６
７
６
９
）

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

ふ→新堀

ふ→北野

集→あたご・菅沢、野火止
八丁目、東一丁目、新堀　
ふ→新座、栗原

ふ→東

集→中原・本多、池田・前
原、馬場、栄中央、栗原の
森、西堀　ふ→栗原

ふ→東

介護老人福祉施設
（菜々の郷）
集→大和田杉山、野寺、
野火止中、北野・東北、栄
ふ→新堀

ふ→北野

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

▼
開
催
日
時
・
場
所
／
左
表
の
と
お
り
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
▼
持
ち
物
／

飲
物
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
▼
服
装
／
運
動
し
や
す
い
服
装
▼
申
込
み
／

当
日
、
直
接
受
付
▼
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課（
☎
0
4
8-

4
2
4-

5
1
8
6
）

■11月の元気アップ広場予定表 11月の
　　実施日

2日㈪

9日㈪

16日㈪

21日㈯

30日㈪

　　　　　 　 会　場

※集＝集会所、ふ＝ふれあいの家 

午前9時45時分～11時
（受付は午前9時30分から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

　 時　間

※悪天候時には、開催中止となることがあります。開催の有無につい
　て不明な場合には、お問合せください。

〒352-0011 野火止1-1-2
TEL 048-481-1115　FAX 048-482-4595
開館時間…午前9時３０分～午後6時 　
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）
HPアドレス http://www.lib.niiza.saitama.jp/
HP（携帯用）http://www.lib.niiza.saitama.jp/i/

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-7070　FAX 048-481-9424
開館時間…午前9時30分～午後6時
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日
HPアドレス　http://www.lib.niiza.saitama.jp/

日①11月4日・18日の水曜日、②11
日㈬、午前10時30分～正午場①中
央図書館、②福祉の里図書館対2歳ま
での乳幼児と保護者内おすすめの絵
本や図書館事業の紹介など

当日子 ど も 映 画 会

お た の し み 会 　

当日リサイクルブックフェア

当日名 画 鑑 賞 会

当日子 ど も 映 画 会

大人のためのおはなし会 当日

日11月7日㈯・8日㈰、午前9時30分～
午後5時場福祉の里図書館集会室内図
書館で不用になった図書や雑誌をリサ
イクル資料として無償で配布します持手
提げ袋

日11月15日㈰、午後2時から内「明日を
夢見て」(外国映画)

日11月21日㈯、午前11時からと午後2
時から内ふるさと再生日本の昔ばなし

「宝くらべ」ほか3作(アニメ)

日11月1日㈰、午後2時から内「仔鹿物
語」(外国映画)

日11月3日(火・祝)、午後2時～3時(午後1
時30分開場)場中央図書館2階視聴覚
室兼会議室対市内在住又は在勤在学の
方定30名出「図書館朗読ボランティア
グループ こだま」「にいざまめの会」

日11月8日㈰、午後2時から内「あらし
のよるに　ひみつのともだち3 ／ひみ
つのかくれ家・メイのしあわせ・かこまれ
たガブ」(アニメ)

日11月15日㈰、午後2時から内大型絵
本の読み聞かせほか

あかちゃん
タイム

図書館のお知らせ

当日

当日名 画 鑑 賞 会

当日

高齢者介護予防元気プランのご案内 長寿支援課（☎048-424-5186）
問 合 せ

■11月の介護予防教室　※費用はすべて無料です  

認知症予防！

うたごえ広場
（歌って、笑っ
て、脳を刺激
しましょう）

介護予防サ
ロン≪きたに
≫・連続型介
護予防教室
※運動教室

11月10日㈫、
午前10時～
　　　 正午

11月14日㈯、
午後2時～ 4時

11月17日㈫、
午後2時～
　 3時30分

新座病院新
棟１階会議
室

栗原公民館
軽体育室

新座ふれあ
いの家会議
室

暮らしネット・
　　　　えん
小島美里代表

　ピアノ
　高橋悦子

新座市体育協
会指導員

65歳以上で、
市内在住の
方

65歳以上で、
主に石神・栗
原・堀ノ内在
住の方

65歳以上で、
主に中野・大
和田・新座・北
野在住の方
※定員30名

新座病院在宅
介護支援セン
ター（☎048-
481-1538）

南部高齢者
相談センター

（☎048-481-
2162）

北部第二高齢
者相談センター

（☎048-482-
2953）

教室名 　　　日　時 　場　所 　　 対　象 　講　師 　　　申込み

※持ち物などは問合せください。

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

学
区
名

大
和
田

片
　
山

西
　
堀

第
　
四

東
　
北

野
　
寺

新
　
堀

東
　
野

石
　
神

新
　
開

新
　
開

　栗
　
原
 

　募
集
箇
所

野
火
止
下
交
差
点
 

中
沢
バ
ス
停

西
堀
バ
ス
停
付
近
 

馬
場
二
丁
目
１
番
 

立
教
高
校
角
交
差
点

は
す
み
歯
科
脇
 

学
校
前
 

東
野
小
東
門
 

堀
ノ
内
病
院
入
口
 

防
衛
道
路

正
門
入
口

栗
原
小
西
 

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」を
募
集

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・

「
環
境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」を
募
集

目
の
不
自
由
な
方
の
職
業
自
立
を
め
ざ
し
て

県
立
特
別
支
援
学
校
　

塙
保
己
一
学
園
（
盲
学
校
）

高
等
部
専
攻
科
入
学
希
望
者
の
募
集

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

新
座
市
遺
族
会

　

  

会
員
募
集
の
ご
案
内

　「新編武蔵風土記稿」（以下「風土記稿」と
いう。）は、江戸時代の武蔵国、すなわち現在
の埼玉県全域と東京都の大部分、神奈川県
の一部に相当する地域の地誌です。武蔵国
内にあった約三千の村や町の地理・歴史・民
俗・産業などが詳細に記録されており、郷土
の姿を改めて発見することができる身近な
歴史の宝庫です。
　本書は、「風土記稿」の記述の読み方、挿図
の見方などを、分かりやすく読み解く案内書
で、新座市については、平林寺の景観図と境

内図が紹介されています。
　ひそかな名所旧跡の探訪や町おこしのヒントの発見など、「風土記稿」を
現代に生かすためのガイドブックとして、ぜひ活用してほしい一冊です。
※所蔵館などについては、中央図書館に問合せください。

今月の本だな
「新編武蔵風土記稿」を読む

重田正夫編　白井哲哉編　さきたま出版会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー
は
、困
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
支
え
合
う
気
持
ち
で
子
育
て
の

お
手
伝
い（
相
互
援
助
活
動
）を
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
係
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、様
々
な
こ
と（
保
育
園

の
迎
え
、お
子
さ
ん
の
預
か
り
な

ど
）で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、子

育
て
の
援
助
を
し
て
く
だ
さ
る
方

（
協
力・両
方
会
員
）も
募
集
し
て

い
ま
す
。※

１
時
間
７
０
０
〜
９

０
０
円
の
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

▼
費
用
／『
幼
児
安
全
法
』の
み
１

５
４
円（
一
方
向
弁
付
き
呼
吸
吹

き
込
み
用
具
代
）※

こ
の
講
習
会

は
子
育
て
中
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
／
電
話
で
、フ
ァ
ミ
リ

ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８-

４
２
４-

８
２
７
７
）へ

〈
新
座
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・

　
　サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
〉

援
助
者
募
集・入
会
説
明
会・

講
習
会
の
お
知
ら
せ

入会
説明会

12
月

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

午前9時30分
 ～11時 中

原・本
多
集
会
所

各
30
名・申
込
順

A

※保育有り（定員10名）。ご希望の方は申込時にお申出ください。

内　容 月　日 時　間 会場 定員

講習会

入会に当たっての説明
（全会員）

援助活動に当たって

保育の心得

子どもの健康と事故防止

幼児安全法（心肺蘇生法や
AED の使用方法など）

午前11時
 ～午後0時30分
午後1時～3時
午前9時30分
 ～ 11時30分
午前9時30分
 ～午後0時30分
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▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
９
時

30
分
集
合
▼
場
所
／
柳
瀬
川
ふ
れ
あ

い
橋
下
河
川
敷
広
場
▼
コ
ー
ス
／
大

和
田・新
座（
約
５
㎞
）▼
対
象
／
65

歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
協
力
／
新
座
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
▼
申
込
み
及
び
問
合

せ
／
直
接
又
は
電
話
で
、長
寿
支
援

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

５
１
８
６
）

へ　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育

て
て
い
る
方
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
家
庭
で
養
育
し
、平
成
26
年
中
の

所
得
が
一
定
額
未
満
の
方

○
精
神
疾
患
又
は
知
的
障
が
い
の
場

合
は
、日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
精

神
疾
患
又
は
お
お
む
ね
療
育
手
帳
○

及
び
Ａ
又
は
Ｂ
程
度
の
児
童

○
身
体
障
が
い
の
場
合
は
、お
お
む

ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１・
２
級
又

は
３
級
の
一
部
の
児
童

▼
手
当（
月
額
）／
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
、児
童
１
人
の
場
合
５
万
１
千

１
０
０
円
又
は
３
万
４
千
30
円

【
対
象
と
な
ら
な
い
方
】

○
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設

　
は
除
く
）に
児
童
が
入
所
し
て
い

　
る
場
合
な
ど

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

　
常
時
介
護
が
必
要
な
障
が
い
者
の

方
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は

精
神（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が

い
に
よ
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方
の
所
得

制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所
中
の
方

や
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院
又
は

診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
２
万
６
千

６
２
０
円（
月
額
）

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、身
体
障
が

い
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
の
一
部
の

方
、知
的
障
が
い
で
あ
っ
て
、療
育

手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
並
び
に
常
時
介
護

を
要
す
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、

そ
の
ほ
か
こ
れ
と
同
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方

の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所

中
の
方
や
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し

て
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
１
万
４
千

４
８
０
円（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

▼
日
時
／
12
月
1
日
㈫・
2
日
㈬
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住

の
自
主
通
所
可
能
な
精
神
疾
患
及
び

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
内
容
／
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
す
▼
申
込
み
及
び
問

合
せ
／
直
接
又
は
電
話
、は
が
き
で

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
体
育
協
会（
☎

0
4
8-

4
8
2-

2
0
0
2
）へ

　
難
治
性
の
疾
患
が
あ
る
方
に
難
病

患
者
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
朝
霞
保
健
所
か
ら「
指
定

難
病
医
療
受
給
者
証
」、「
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
」、「
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
」又
は「
指
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
」の
い
ず
れ
か
の

発
行
を
受
け
て
い
る
方※

他
の
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
▼
見
舞
金
／
２
万
円（
年
度
額
）▼

申
請
方
法
／
障
が
い
者
福
祉
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

有
効
期
間
内
の
受
給
者
証
の
写
し
を

添
え
て
、直
接
又
は
郵
送
で
、障
が

い
者
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

年
度
ご
と
に
１
回
の
申
請
で
す
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。▼
問
合

せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

８
１
８
０
）

▼
時
間
／
午
前
11
時
15
分
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
間（
実
働
６
時
間
）、学

校
休
業
日
な
ど
は
午
前
8
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で（
土
曜
日
は
午
後
6
時

ま
で
）の
間（
超
過
勤
務
を
含
め
て
実

働
９
時
間
）、週
に
２
〜
３
回
程
度

午
後
7
時
ま
で
の
勤
務
有
り
▼
場
所

／
市
内
の
放
課
後
児
童
保
育
室
▼
資

格
／
保
育
士
又
は
教
諭
資
格（
幼
稚

園・小・中・高
校
な
ど
）を
有
す
る
健

康
な
方
又
は
資
格
は
な
い
が
児
童
福

祉
に
理
解
の
あ
る
健
康
な
方
▼
内
容

／
保
護
者
の
方
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
が
常
時
留
守
に
な
っ
て
い
る
児

童（
原
則
小
学
４
年
生
ま
で
）を
保
育

し
、遊
び
や
行
事
な
ど
を
通
し
て
基

礎
的
な
生
活
指
導
を
行
う
▼
休
日
な

ど
／
４
週
６
休
制（
日
曜
日
、シ
フ

ト
で
土
曜
日
）、祝
日
、年
末
年
始
、

有
給
休
暇
有
り
▼
保
険
／
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
、労
災

保
険
▼
賃
金
／
時
給
1
千
1
8
0
円

（
資
格
有
り
）、1
千
1
2
0
円（
資

格
無
し
）、交
通
費
▼
試
験
／
作
文

及
び
面
接（
日
時
は
後
日
通
知
し
ま

す
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴

書（
所
定
の
様
式※

本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、

資
格
証
の
写
し
、卒
業
証
書
又
は
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
、11
月
13
日

㈮
ま
で
に
新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課（
☎
０
４
８-

４
８
０-

５
７

０
５
）へ

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
健
康
で
３
年

以
上
勤
務
が
で
き
る
方（
定
年
65
歳
）

▼
採
用
／
平
成
28
年
４
月
か
ら
▼
勤

務
時
間
／
児
童
な
ど
の
登
下
校
の
時

間
帯（
１
日
３
時
間
30
分
以
上
）▼
勤

務
場
所
／
市
内
交
差
点
な
ど（
詳
細

は
左
表
参
照
）▼
服
装
／
夏
服・冬
服

な
ど
の
貸
与
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
又
は

郵
送
で
、11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
４

８
４
）へ※

後
日
面
接
日
程
を
通
知

し
ま
す
。

▼
募
集
種
目
／
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
①
推
薦
、②
一
般
）▼
対
象
／
17
歳

未
満
の
中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
）の

男
子※

①
は
学
校
長
が
推
薦
で
き
る

方
▼
受
付
期
間
／
①
11
月
１
日
㈰
〜

12
月
４
日
㈮
、②
11
月
１
日
㈰
〜
平

成
28
年
１
月
８
日
㈮※

詳
細
に
つ
い

て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所（
☎
０

４
８-

４
６
６-

４
４
３
５
）

■
棋
友
会

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
土
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
入
会
金

１
千
円
、年
会
費
３
千
円

■
民
踊
A

▼
日
時
／
毎
月
第
１・
３
火
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
、▼
費

用
／
半
年
4
千
円

■
書
道
全
般（
上
級
）

▼
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日
、午
後

１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
月
1
千
円
程

度【
共
通
事
項
】

▼
場
所
／
新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー（
え
が
お
の
里
）▼
対
象
／
原
則
と

し
て
、市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
本
人
又
は

家
族
の
方
が
直
接
、11
月
１
日
㈰
か

ら
10
日
㈫
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
30
分
に
同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
７
７-
０
３
１
１
）に
て
手
続
き

※

利
用
資
格
証
の
無
い
方
は
、運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
氏

名・住
所・生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止

普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ
る「
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

と
し
て
、平
成
28
年
４
月
か
ら
２
年

間
、活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。▼
申
込
み
／
募
集
要
項

を
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
の
上
、11
月
30

日
㈪
ま
で
に
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
環

境
部
温
暖
化
対
策
課(

☎
０
４
８

-

4
6
6-

4
4
3
5)

　
地
域
の
環
境
保
全
活
動
を
促
進
し
、

子
供
た
ち
の
環
境
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
指
導
者
を
募
集
し
ま
す
。▼
申

込
み
／
募
集
要
項
を
埼
玉
県
環
境
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

の
上
、12
月
２
日
㈬
ま
で
に
▼
問
合

せ
／
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

（
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
０
４
１
）

　
同
校
高
等
部
専
攻
科（
３
年
課
程)

で
は
、視
覚
障
が
い（
全
盲
又
は
弱

視
）の
10
代
か
ら
60
代
の
方
が
、あ
ん

摩・マ
ッ
サ
ー
ジ・指
圧
、は
り
、き
ゅ

う
の
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
卒

業
時
に
は
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
、免
許
取
得
後
は
病
院
や
介

護
施
設
な
ど
へ
の
就
職
、治
療
院
開

業
、進
学
な
ど
の
道
が
ひ
ら
け
ま
す
。

▼
対
象
／
県
内
在
住
で
次
の
条
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
①
両
眼
の

矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の
者

又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が

高
度
の
者
の
う
ち
、視
覚
に
よ
る
認

識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程

度
の
も
の
②
基
礎
的･

基
本
的
学
力

を
有
し
、理
療
を
も
っ
て
自
立
す
る

意
欲
の
あ
る
者
▼
出
願
書
類
／
入
学

願
書
、眼
科
診
断
書
又
は
視
覚
障
が

い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、

卒
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
、

履
歴
書
▼
選
考
日
時
／
12
月
１
日
㈫
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
申
込
み
／

10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園（
〒
３
５
０-

１
１
７
５
埼
玉

県
川
越
市
笠
幡
85-

１
）へ

▼
場
所
／
西
堀
１-

５-

36
▼
募
集
戸

数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）▼
家
賃
／

月
額
６
万
５
千
円（
収
入
に
応
じ
て

減
額
有
り
）▼
決
定
時
期
／
12
月
中

旬（
書
類
審
査
有
り
）▼
入
居
開
始
時

期
／
平
成
28
年
１
月
４
日
か
ら
▼
申

込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
書
類
に
記

入
の
上
、直
接
、長
寿
支
援
課
安
心

サ
ポ
ー
ト
係（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１
１
）へ※

入
居
者
資
格
な
ど

の
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
平
成
28
年
１
月
初
旬
か
ら

３
月
末
ま
で
の
１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

う
ち
、①
３
時
間
、②
5.5
時
間
又
は
７

時
間（
②
は
休
憩
１
時
間
有
り
）※

７

時
間
勤
務
希
望
の
方
を
優
先
的
に
採

用
▼
場
所
／
朝
霞
税
務
署
▼
内
容
／

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務
、窓
口
案
内

な
ど
▼
時
給
／
８
９
０
円
▼
募
集
人

員
／
１
２
０
名
程
度
▼
選
考
方
法
／

面
接（
応
募
者
多
数
の
場
合
、連
絡

に
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
有
り
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
自
筆
に
よ

る
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
上
、直

接
又
は
郵
送
で
、12
月
16
日
㈬〈
必

着
〉ま
で
に
朝
霞
税
務
署
総
務
課(

〒

３
５
１-

８
６
０
１
朝
霞
市
本
町
１-

１-

46
、☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１〈
自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択
〉)

へ・内
線
1
1
6

　
新
座
市
遺
族
会
で
は
、戦
没
者
の

遺
族
の
親
睦
及
び
連
携
を
図
る
た
め

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在

住
の
戦
没
者
の
妻
、遺
児
、孫
、曾
孫

な
ど
の
入
会
が
可
能
で
す
。▼
問
合

せ
／
生
活
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-
９
６
０
７
）

8

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

特
別
障
が
い
者
手
当

障
が
い
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

第983号■平成27年11月号

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
ご
案
内

募

　集

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
え
が
お
の
里
）

サ
ー
ク
ル
活
動
会
員
募
集

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
保
育
室
職
員

（
臨
時
職
員
）の
募
集

福

　祉

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
こ
の
冬
も
、節
電
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
市
役
所
で
は
、

11
月
〜
３
月
の
間
を「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
期
間
」と
し
、職
員
は
セ
ー

タ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。▼
節
電

対
策
例
／
①
エ
ア
コ
ン
使
用
時

は
室
温
を
20
度
に
保
つ
よ
う
温

度
設
定
を
調
節
す
る
。②
発
熱

素
材
の
下
着
を
活
用
し
た
り
、

重
ね
着
を
す
る
な
ど
、ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
に
努
め
る
。③
ブ
ラ
イ

ン
ド
な
ど
を
使
用
し
て
窓
か
ら

の
熱
の
出
入
り
を
防
ぐ
。④
冷

蔵
庫
は
温
度
設
定
を「
強
」か
ら

「
中
」に
変
え
る
。⑤
必
要
の
な

い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
消
す
。⑥

使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
は

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４

８-

４
８
１-

６
７
６
９
）

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

ふ→新堀

ふ→北野

集→あたご・菅沢、野火止
八丁目、東一丁目、新堀　
ふ→新座、栗原

ふ→東

集→中原・本多、池田・前
原、馬場、栄中央、栗原の
森、西堀　ふ→栗原

ふ→東

介護老人福祉施設
（菜々の郷）
集→大和田杉山、野寺、
野火止中、北野・東北、栄
ふ→新堀

ふ→北野

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

▼
開
催
日
時
・
場
所
／
左
表
の
と
お
り
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
▼
持
ち
物
／

飲
物
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
▼
服
装
／
運
動
し
や
す
い
服
装
▼
申
込
み
／

当
日
、
直
接
受
付
▼
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課（
☎
0
4
8-

4
2
4-

5
1
8
6
）

■11月の元気アップ広場予定表 11月の
　　実施日

2日㈪

9日㈪

16日㈪

21日㈯

30日㈪

　　　　　 　 会　場

※集＝集会所、ふ＝ふれあいの家 

午前9時45時分～11時
（受付は午前9時30分から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

　 時　間

※悪天候時には、開催中止となることがあります。開催の有無につい
　て不明な場合には、お問合せください。

〒352-0011 野火止1-1-2
TEL 048-481-1115　FAX 048-482-4595
開館時間…午前9時３０分～午後6時 　
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）
HPアドレス http://www.lib.niiza.saitama.jp/
HP（携帯用）http://www.lib.niiza.saitama.jp/i/

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-7070　FAX 048-481-9424
開館時間…午前9時30分～午後6時
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日
HPアドレス　http://www.lib.niiza.saitama.jp/

日①11月4日・18日の水曜日、②11
日㈬、午前10時30分～正午場①中
央図書館、②福祉の里図書館対2歳ま
での乳幼児と保護者内おすすめの絵
本や図書館事業の紹介など

当日子 ど も 映 画 会

お た の し み 会 　

当日リサイクルブックフェア

当日名 画 鑑 賞 会

当日子 ど も 映 画 会

大人のためのおはなし会 当日

日11月7日㈯・8日㈰、午前9時30分～
午後5時場福祉の里図書館集会室内図
書館で不用になった図書や雑誌をリサ
イクル資料として無償で配布します持手
提げ袋

日11月15日㈰、午後2時から内「明日を
夢見て」(外国映画)

日11月21日㈯、午前11時からと午後2
時から内ふるさと再生日本の昔ばなし

「宝くらべ」ほか3作(アニメ)

日11月1日㈰、午後2時から内「仔鹿物
語」(外国映画)

日11月3日(火・祝)、午後2時～3時(午後1
時30分開場)場中央図書館2階視聴覚
室兼会議室対市内在住又は在勤在学の
方定30名出「図書館朗読ボランティア
グループ こだま」「にいざまめの会」

日11月8日㈰、午後2時から内「あらし
のよるに　ひみつのともだち3 ／ひみ
つのかくれ家・メイのしあわせ・かこまれ
たガブ」(アニメ)

日11月15日㈰、午後2時から内大型絵
本の読み聞かせほか

あかちゃん
タイム

図書館のお知らせ

当日

当日名 画 鑑 賞 会

当日

高齢者介護予防元気プランのご案内 長寿支援課（☎048-424-5186）
問 合 せ

■11月の介護予防教室　※費用はすべて無料です  

認知症予防！

うたごえ広場
（歌って、笑っ
て、脳を刺激
しましょう）

介護予防サ
ロン≪きたに
≫・連続型介
護予防教室
※運動教室

11月10日㈫、
午前10時～
　　　 正午

11月14日㈯、
午後2時～ 4時

11月17日㈫、
午後2時～
　 3時30分

新座病院新
棟１階会議
室

栗原公民館
軽体育室

新座ふれあ
いの家会議
室

暮らしネット・
　　　　えん
小島美里代表

　ピアノ
　高橋悦子

新座市体育協
会指導員

65歳以上で、
市内在住の
方

65歳以上で、
主に石神・栗
原・堀ノ内在
住の方

65歳以上で、
主に中野・大
和田・新座・北
野在住の方
※定員30名

新座病院在宅
介護支援セン
ター（☎048-
481-1538）

南部高齢者
相談センター

（☎048-481-
2162）

北部第二高齢
者相談センター

（☎048-482-
2953）

教室名 　　　日　時 　場　所 　　 対　象 　講　師 　　　申込み

※持ち物などは問合せください。

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

学
区
名

大
和
田

片
　
山

西
　
堀

第
　
四

東
　
北

野
　
寺

新
　
堀

東
　
野

石
　
神

新
　
開

新
　
開

　栗
　
原
 

　募
集
箇
所

野
火
止
下
交
差
点
 

中
沢
バ
ス
停

西
堀
バ
ス
停
付
近
 

馬
場
二
丁
目
１
番
 

立
教
高
校
角
交
差
点

は
す
み
歯
科
脇
 

学
校
前
 

東
野
小
東
門
 

堀
ノ
内
病
院
入
口
 

防
衛
道
路

正
門
入
口

栗
原
小
西
 

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」を
募
集

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・

「
環
境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」を
募
集

目
の
不
自
由
な
方
の
職
業
自
立
を
め
ざ
し
て

県
立
特
別
支
援
学
校
　

塙
保
己
一
学
園
（
盲
学
校
）

高
等
部
専
攻
科
入
学
希
望
者
の
募
集

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

新
座
市
遺
族
会

　

  

会
員
募
集
の
ご
案
内

　「新編武蔵風土記稿」（以下「風土記稿」と
いう。）は、江戸時代の武蔵国、すなわち現在
の埼玉県全域と東京都の大部分、神奈川県
の一部に相当する地域の地誌です。武蔵国
内にあった約三千の村や町の地理・歴史・民
俗・産業などが詳細に記録されており、郷土
の姿を改めて発見することができる身近な
歴史の宝庫です。
　本書は、「風土記稿」の記述の読み方、挿図
の見方などを、分かりやすく読み解く案内書
で、新座市については、平林寺の景観図と境

内図が紹介されています。
　ひそかな名所旧跡の探訪や町おこしのヒントの発見など、「風土記稿」を
現代に生かすためのガイドブックとして、ぜひ活用してほしい一冊です。
※所蔵館などについては、中央図書館に問合せください。

今月の本だな
「新編武蔵風土記稿」を読む

重田正夫編　白井哲哉編　さきたま出版会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー
は
、困
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
支
え
合
う
気
持
ち
で
子
育
て
の

お
手
伝
い（
相
互
援
助
活
動
）を
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
係
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、様
々
な
こ
と（
保
育
園

の
迎
え
、お
子
さ
ん
の
預
か
り
な

ど
）で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、子

育
て
の
援
助
を
し
て
く
だ
さ
る
方

（
協
力・両
方
会
員
）も
募
集
し
て

い
ま
す
。※

１
時
間
７
０
０
〜
９

０
０
円
の
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

▼
費
用
／『
幼
児
安
全
法
』の
み
１

５
４
円（
一
方
向
弁
付
き
呼
吸
吹

き
込
み
用
具
代
）※

こ
の
講
習
会

は
子
育
て
中
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
／
電
話
で
、フ
ァ
ミ
リ

ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８-

４
２
４-

８
２
７
７
）へ

〈
新
座
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・

　
　サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
〉

援
助
者
募
集・入
会
説
明
会・

講
習
会
の
お
知
ら
せ

入会
説明会

12
月

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

午前9時30分
 ～11時 中

原・本
多
集
会
所

各
30
名・申
込
順

A

※保育有り（定員10名）。ご希望の方は申込時にお申出ください。

内　容 月　日 時　間 会場 定員

講習会

入会に当たっての説明
（全会員）

援助活動に当たって

保育の心得

子どもの健康と事故防止

幼児安全法（心肺蘇生法や
AED の使用方法など）

午前11時
 ～午後0時30分
午後1時～3時
午前9時30分
 ～ 11時30分
午前9時30分
 ～午後0時30分

9

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
９
時

30
分
集
合
▼
場
所
／
柳
瀬
川
ふ
れ
あ

い
橋
下
河
川
敷
広
場
▼
コ
ー
ス
／
大

和
田・新
座（
約
５
㎞
）▼
対
象
／
65

歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
協
力
／
新
座
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
▼
申
込
み
及
び
問
合

せ
／
直
接
又
は
電
話
で
、長
寿
支
援

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

５
１
８
６
）

へ　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
育

て
て
い
る
方
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
家
庭
で
養
育
し
、平
成
26
年
中
の

所
得
が
一
定
額
未
満
の
方

○
精
神
疾
患
又
は
知
的
障
が
い
の
場

合
は
、日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
精

神
疾
患
又
は
お
お
む
ね
療
育
手
帳
○

及
び
Ａ
又
は
Ｂ
程
度
の
児
童

○
身
体
障
が
い
の
場
合
は
、お
お
む

ね
身
体
障
が
い
者
手
帳
１・
２
級
又

は
３
級
の
一
部
の
児
童

▼
手
当（
月
額
）／
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
、児
童
１
人
の
場
合
５
万
１
千

１
０
０
円
又
は
３
万
４
千
30
円

【
対
象
と
な
ら
な
い
方
】

○
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設

　
は
除
く
）に
児
童
が
入
所
し
て
い

　
る
場
合
な
ど

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

　
常
時
介
護
が
必
要
な
障
が
い
者
の

方
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
障
が
い
者
手
当

▼
対
象
／
20
歳
以
上
で
、身
体
又
は

精
神（
知
的
を
含
む
）の
重
度
の
障
が

い
に
よ
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方
の
所
得

制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所
中
の
方

や
３
か
月
以
上
継
続
し
て
病
院
又
は

診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
２
万
６
千

６
２
０
円（
月
額
）

■
障
が
い
児
福
祉
手
当

▼
対
象
／
20
歳
未
満
で
、身
体
障
が

い
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
の
一
部
の

方
、知
的
障
が
い
で
あ
っ
て
、療
育

手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
並
び
に
常
時
介
護

を
要
す
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、

そ
の
ほ
か
こ
れ
と
同
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
方（
本
人
及
び
家
族
の
方

の
所
得
制
限
あ
り
）※

施
設
に
入
所

中
の
方
や
障
が
い
を
支
給
事
由
と
し

て
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。▼
手
当
／
１
万
４
千

４
８
０
円（
月
額
）

▼
問
合
せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎

0
4
8-

4
7
7-

6
8
9
1
）

▼
日
時
／
12
月
1
日
㈫・
2
日
㈬
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住

の
自
主
通
所
可
能
な
精
神
疾
患
及
び

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
▼
定
員
／
20

名・申
込
順
▼
内
容
／
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
す
▼
申
込
み
及
び
問

合
せ
／
直
接
又
は
電
話
、は
が
き
で

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
体
育
協
会（
☎

0
4
8-

4
8
2-

2
0
0
2
）へ

　
難
治
性
の
疾
患
が
あ
る
方
に
難
病

患
者
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
朝
霞
保
健
所
か
ら「
指
定

難
病
医
療
受
給
者
証
」、「
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
」、「
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
」又
は「
指
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
」の
い
ず
れ
か
の

発
行
を
受
け
て
い
る
方※

他
の
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
▼
見
舞
金
／
２
万
円（
年
度
額
）▼

申
請
方
法
／
障
が
い
者
福
祉
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

有
効
期
間
内
の
受
給
者
証
の
写
し
を

添
え
て
、直
接
又
は
郵
送
で
、障
が

い
者
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

年
度
ご
と
に
１
回
の
申
請
で
す
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。▼
問
合

せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

８
１
８
０
）

▼
時
間
／
午
前
11
時
15
分
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
間（
実
働
６
時
間
）、学

校
休
業
日
な
ど
は
午
前
8
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で（
土
曜
日
は
午
後
6
時

ま
で
）の
間（
超
過
勤
務
を
含
め
て
実

働
９
時
間
）、週
に
２
〜
３
回
程
度

午
後
7
時
ま
で
の
勤
務
有
り
▼
場
所

／
市
内
の
放
課
後
児
童
保
育
室
▼
資

格
／
保
育
士
又
は
教
諭
資
格（
幼
稚

園・小・中・高
校
な
ど
）を
有
す
る
健

康
な
方
又
は
資
格
は
な
い
が
児
童
福

祉
に
理
解
の
あ
る
健
康
な
方
▼
内
容

／
保
護
者
の
方
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
が
常
時
留
守
に
な
っ
て
い
る
児

童（
原
則
小
学
４
年
生
ま
で
）を
保
育

し
、遊
び
や
行
事
な
ど
を
通
し
て
基

礎
的
な
生
活
指
導
を
行
う
▼
休
日
な

ど
／
４
週
６
休
制（
日
曜
日
、シ
フ

ト
で
土
曜
日
）、祝
日
、年
末
年
始
、

有
給
休
暇
有
り
▼
保
険
／
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
、労
災

保
険
▼
賃
金
／
時
給
1
千
1
8
0
円

（
資
格
有
り
）、1
千
1
2
0
円（
資

格
無
し
）、交
通
費
▼
試
験
／
作
文

及
び
面
接（
日
時
は
後
日
通
知
し
ま

す
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴

書（
所
定
の
様
式※

本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、

資
格
証
の
写
し
、卒
業
証
書
又
は
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
、11
月
13
日

㈮
ま
で
に
新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課（
☎
０
４
８-

４
８
０-

５
７

０
５
）へ

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
健
康
で
３
年

以
上
勤
務
が
で
き
る
方（
定
年
65
歳
）

▼
採
用
／
平
成
28
年
４
月
か
ら
▼
勤

務
時
間
／
児
童
な
ど
の
登
下
校
の
時

間
帯（
１
日
３
時
間
30
分
以
上
）▼
勤

務
場
所
／
市
内
交
差
点
な
ど（
詳
細

は
左
表
参
照
）▼
服
装
／
夏
服・冬
服

な
ど
の
貸
与
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
又
は

郵
送
で
、11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
民

安
全
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
４

８
４
）へ※

後
日
面
接
日
程
を
通
知

し
ま
す
。

▼
募
集
種
目
／
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
①
推
薦
、②
一
般
）▼
対
象
／
17
歳

未
満
の
中
学
校
を
卒
業（
見
込
み
）の

男
子※

①
は
学
校
長
が
推
薦
で
き
る

方
▼
受
付
期
間
／
①
11
月
１
日
㈰
〜

12
月
４
日
㈮
、②
11
月
１
日
㈰
〜
平

成
28
年
１
月
８
日
㈮※

詳
細
に
つ
い

て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ

／
自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所（
☎
０

４
８-

４
６
６-

４
４
３
５
）

■
棋
友
会

▼
日
時
／
毎
月
第
２・
４
土
曜
日
、

午
後
１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
入
会
金

１
千
円
、年
会
費
３
千
円

■
民
踊
A

▼
日
時
／
毎
月
第
１・
３
火
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
、▼
費

用
／
半
年
4
千
円

■
書
道
全
般（
上
級
）

▼
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日
、午
後

１
時
〜
３
時
▼
費
用
／
月
1
千
円
程

度【
共
通
事
項
】

▼
場
所
／
新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー（
え
が
お
の
里
）▼
対
象
／
原
則
と

し
て
、市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
本
人
又
は

家
族
の
方
が
直
接
、11
月
１
日
㈰
か

ら
10
日
㈫
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
30
分
に
同
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
７
７-
０
３
１
１
）に
て
手
続
き

※

利
用
資
格
証
の
無
い
方
は
、運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
氏

名・住
所・生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止

普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ
る「
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

と
し
て
、平
成
28
年
４
月
か
ら
２
年

間
、活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。▼
申
込
み
／
募
集
要
項

を
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
の
上
、11
月
30

日
㈪
ま
で
に
▼
問
合
せ
／
埼
玉
県
環

境
部
温
暖
化
対
策
課(

☎
０
４
８

-

4
6
6-

4
4
3
5)

　
地
域
の
環
境
保
全
活
動
を
促
進
し
、

子
供
た
ち
の
環
境
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
指
導
者
を
募
集
し
ま
す
。▼
申

込
み
／
募
集
要
項
を
埼
玉
県
環
境
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

の
上
、12
月
２
日
㈬
ま
で
に
▼
問
合

せ
／
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

（
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
０
４
１
）

　
同
校
高
等
部
専
攻
科（
３
年
課
程)

で
は
、視
覚
障
が
い（
全
盲
又
は
弱

視
）の
10
代
か
ら
60
代
の
方
が
、あ
ん

摩・マ
ッ
サ
ー
ジ・指
圧
、は
り
、き
ゅ

う
の
技
能
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
卒

業
時
に
は
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
、免
許
取
得
後
は
病
院
や
介

護
施
設
な
ど
へ
の
就
職
、治
療
院
開

業
、進
学
な
ど
の
道
が
ひ
ら
け
ま
す
。

▼
対
象
／
県
内
在
住
で
次
の
条
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
①
両
眼
の

矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の
者

又
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が

高
度
の
者
の
う
ち
、視
覚
に
よ
る
認

識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
程

度
の
も
の
②
基
礎
的･

基
本
的
学
力

を
有
し
、理
療
を
も
っ
て
自
立
す
る

意
欲
の
あ
る
者
▼
出
願
書
類
／
入
学

願
書
、眼
科
診
断
書
又
は
視
覚
障
が

い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、

卒
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
、

履
歴
書
▼
選
考
日
時
／
12
月
１
日
㈫
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
申
込
み
／

10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園（
〒
３
５
０-

１
１
７
５
埼
玉

県
川
越
市
笠
幡
85-

１
）へ

▼
場
所
／
西
堀
１-

５-

36
▼
募
集
戸

数
／
１
戸（
単
身
世
帯
用
）▼
家
賃
／

月
額
６
万
５
千
円（
収
入
に
応
じ
て

減
額
有
り
）▼
決
定
時
期
／
12
月
中

旬（
書
類
審
査
有
り
）▼
入
居
開
始
時

期
／
平
成
28
年
１
月
４
日
か
ら
▼
申

込
み
及
び
問
合
せ
／
必
要
書
類
に
記

入
の
上
、直
接
、長
寿
支
援
課
安
心

サ
ポ
ー
ト
係（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１
１
）へ※

入
居
者
資
格
な
ど

の
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
平
成
28
年
１
月
初
旬
か
ら

３
月
末
ま
で
の
１
〜
３
か
月
間
程
度

▼
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

う
ち
、①
３
時
間
、②
5.5
時
間
又
は
７

時
間（
②
は
休
憩
１
時
間
有
り
）※

７

時
間
勤
務
希
望
の
方
を
優
先
的
に
採

用
▼
場
所
／
朝
霞
税
務
署
▼
内
容
／

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務
、窓
口
案
内

な
ど
▼
時
給
／
８
９
０
円
▼
募
集
人

員
／
１
２
０
名
程
度
▼
選
考
方
法
／

面
接（
応
募
者
多
数
の
場
合
、連
絡

に
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
有
り
）

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
自
筆
に
よ

る
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
上
、直

接
又
は
郵
送
で
、12
月
16
日
㈬〈
必

着
〉ま
で
に
朝
霞
税
務
署
総
務
課(

〒

３
５
１-

８
６
０
１
朝
霞
市
本
町
１-

１-

46
、☎
０
４
８-

４
６
７-

２
２
１

１〈
自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択
〉)

へ・内
線
1
1
6

　
新
座
市
遺
族
会
で
は
、戦
没
者
の

遺
族
の
親
睦
及
び
連
携
を
図
る
た
め

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在

住
の
戦
没
者
の
妻
、遺
児
、孫
、曾
孫

な
ど
の
入
会
が
可
能
で
す
。▼
問
合

せ
／
生
活
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-
９
６
０
７
）

8

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

特
別
障
が
い
者
手
当

障
が
い
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

第983号■平成27年11月号
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はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

月
例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
ご
案
内

募

　集

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
え
が
お
の
里
）

サ
ー
ク
ル
活
動
会
員
募
集

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
保
育
室
職
員

（
臨
時
職
員
）の
募
集

福

　祉

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
こ
の
冬
も
、節
電
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
市
役
所
で
は
、

11
月
〜
３
月
の
間
を「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
期
間
」と
し
、職
員
は
セ
ー

タ
ー
な
ど
を
着
用
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。▼
節
電

対
策
例
／
①
エ
ア
コ
ン
使
用
時

は
室
温
を
20
度
に
保
つ
よ
う
温

度
設
定
を
調
節
す
る
。②
発
熱

素
材
の
下
着
を
活
用
し
た
り
、

重
ね
着
を
す
る
な
ど
、ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
に
努
め
る
。③
ブ
ラ
イ

ン
ド
な
ど
を
使
用
し
て
窓
か
ら

の
熱
の
出
入
り
を
防
ぐ
。④
冷

蔵
庫
は
温
度
設
定
を「
強
」か
ら

「
中
」に
変
え
る
。⑤
必
要
の
な

い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
消
す
。⑥

使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
は

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課（
☎
０
４

８-

４
８
１-

６
７
６
９
）

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

ふ→新堀

ふ→北野

集→あたご・菅沢、野火止
八丁目、東一丁目、新堀　
ふ→新座、栗原

ふ→東

集→中原・本多、池田・前
原、馬場、栄中央、栗原の
森、西堀　ふ→栗原

ふ→東

介護老人福祉施設
（菜々の郷）
集→大和田杉山、野寺、
野火止中、北野・東北、栄
ふ→新堀

ふ→北野

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

に
い
ざ
元
気
ア
ッ
プ
広
場

▼
開
催
日
時
・
場
所
／
左
表
の
と
お
り
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
▼
持
ち
物
／

飲
物
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
▼
服
装
／
運
動
し
や
す
い
服
装
▼
申
込
み
／

当
日
、
直
接
受
付
▼
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課（
☎
0
4
8-

4
2
4-

5
1
8
6
）

■11月の元気アップ広場予定表 11月の
　　実施日

2日㈪

9日㈪

16日㈪

21日㈯

30日㈪

　　　　　 　 会　場

※集＝集会所、ふ＝ふれあいの家 

午前9時45時分～11時
（受付は午前9時30分から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）
午後2時15分～3時30分

（受付は午後2時から）

午前9時45分～11時
（受付は午前9時30分から）

午後2時15分～3時30分
（受付は午後2時から）

　 時　間

※悪天候時には、開催中止となることがあります。開催の有無につい
　て不明な場合には、お問合せください。

〒352-0011 野火止1-1-2
TEL 048-481-1115　FAX 048-482-4595
開館時間…午前9時３０分～午後6時 　
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日）
HPアドレス http://www.lib.niiza.saitama.jp/
HP（携帯用）http://www.lib.niiza.saitama.jp/i/

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-7070　FAX 048-481-9424
開館時間…午前9時30分～午後6時
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日
HPアドレス　http://www.lib.niiza.saitama.jp/

日①11月4日・18日の水曜日、②11
日㈬、午前10時30分～正午場①中
央図書館、②福祉の里図書館対2歳ま
での乳幼児と保護者内おすすめの絵
本や図書館事業の紹介など

当日子 ど も 映 画 会

お た の し み 会 　

当日リサイクルブックフェア

当日名 画 鑑 賞 会

当日子 ど も 映 画 会

大人のためのおはなし会 当日

日11月7日㈯・8日㈰、午前9時30分～
午後5時場福祉の里図書館集会室内図
書館で不用になった図書や雑誌をリサ
イクル資料として無償で配布します持手
提げ袋

日11月15日㈰、午後2時から内「明日を
夢見て」(外国映画)

日11月21日㈯、午前11時からと午後2
時から内ふるさと再生日本の昔ばなし

「宝くらべ」ほか3作(アニメ)

日11月1日㈰、午後2時から内「仔鹿物
語」(外国映画)

日11月3日(火・祝)、午後2時～3時(午後1
時30分開場)場中央図書館2階視聴覚
室兼会議室対市内在住又は在勤在学の
方定30名出「図書館朗読ボランティア
グループ こだま」「にいざまめの会」

日11月8日㈰、午後2時から内「あらし
のよるに　ひみつのともだち3 ／ひみ
つのかくれ家・メイのしあわせ・かこまれ
たガブ」(アニメ)

日11月15日㈰、午後2時から内大型絵
本の読み聞かせほか

あかちゃん
タイム

図書館のお知らせ

当日

当日名 画 鑑 賞 会

当日

高齢者介護予防元気プランのご案内 長寿支援課（☎048-424-5186）
問 合 せ

■11月の介護予防教室　※費用はすべて無料です  

認知症予防！

うたごえ広場
（歌って、笑っ
て、脳を刺激
しましょう）

介護予防サ
ロン≪きたに
≫・連続型介
護予防教室
※運動教室

11月10日㈫、
午前10時～
　　　 正午

11月14日㈯、
午後2時～ 4時

11月17日㈫、
午後2時～
　 3時30分

新座病院新
棟１階会議
室

栗原公民館
軽体育室

新座ふれあ
いの家会議
室

暮らしネット・
　　　　えん
小島美里代表

　ピアノ
　高橋悦子

新座市体育協
会指導員

65歳以上で、
市内在住の
方

65歳以上で、
主に石神・栗
原・堀ノ内在
住の方

65歳以上で、
主に中野・大
和田・新座・北
野在住の方
※定員30名

新座病院在宅
介護支援セン
ター（☎048-
481-1538）

南部高齢者
相談センター

（☎048-481-
2162）

北部第二高齢
者相談センター

（☎048-482-
2953）

教室名 　　　日　時 　場　所 　　 対　象 　講　師 　　　申込み

※持ち物などは問合せください。

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

学
区
名

大
和
田

片
　
山

西
　
堀

第
　
四

東
　
北

野
　
寺

新
　
堀

東
　
野

石
　
神

新
　
開

新
　
開

　栗
　
原
 

　募
集
箇
所

野
火
止
下
交
差
点
 

中
沢
バ
ス
停

西
堀
バ
ス
停
付
近
 

馬
場
二
丁
目
１
番
 

立
教
高
校
角
交
差
点

は
す
み
歯
科
脇
 

学
校
前
 

東
野
小
東
門
 

堀
ノ
内
病
院
入
口
 

防
衛
道
路

正
門
入
口

栗
原
小
西
 

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」を
募
集

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・

「
環
境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」を
募
集

目
の
不
自
由
な
方
の
職
業
自
立
を
め
ざ
し
て

県
立
特
別
支
援
学
校
　

塙
保
己
一
学
園
（
盲
学
校
）

高
等
部
専
攻
科
入
学
希
望
者
の
募
集

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

税
務
署
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

新
座
市
遺
族
会

　

  

会
員
募
集
の
ご
案
内

　「新編武蔵風土記稿」（以下「風土記稿」と
いう。）は、江戸時代の武蔵国、すなわち現在
の埼玉県全域と東京都の大部分、神奈川県
の一部に相当する地域の地誌です。武蔵国
内にあった約三千の村や町の地理・歴史・民
俗・産業などが詳細に記録されており、郷土
の姿を改めて発見することができる身近な
歴史の宝庫です。
　本書は、「風土記稿」の記述の読み方、挿図
の見方などを、分かりやすく読み解く案内書
で、新座市については、平林寺の景観図と境

内図が紹介されています。
　ひそかな名所旧跡の探訪や町おこしのヒントの発見など、「風土記稿」を
現代に生かすためのガイドブックとして、ぜひ活用してほしい一冊です。
※所蔵館などについては、中央図書館に問合せください。

今月の本だな
「新編武蔵風土記稿」を読む

重田正夫編　白井哲哉編　さきたま出版会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー
は
、困
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
支
え
合
う
気
持
ち
で
子
育
て
の

お
手
伝
い（
相
互
援
助
活
動
）を
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
係
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、様
々
な
こ
と（
保
育
園

の
迎
え
、お
子
さ
ん
の
預
か
り
な

ど
）で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、子

育
て
の
援
助
を
し
て
く
だ
さ
る
方

（
協
力・両
方
会
員
）も
募
集
し
て

い
ま
す
。※

１
時
間
７
０
０
〜
９

０
０
円
の
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

▼
費
用
／『
幼
児
安
全
法
』の
み
１

５
４
円（
一
方
向
弁
付
き
呼
吸
吹

き
込
み
用
具
代
）※

こ
の
講
習
会

は
子
育
て
中
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
／
電
話
で
、フ
ァ
ミ
リ

ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
８-

４
２
４-

８
２
７
７
）へ

〈
新
座
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・

　
　サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
〉

援
助
者
募
集・入
会
説
明
会・

講
習
会
の
お
知
ら
せ

入会
説明会

12
月

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

午前9時30分
 ～11時 中

原・本
多
集
会
所

各
30
名・申
込
順

A

※保育有り（定員10名）。ご希望の方は申込時にお申出ください。

内　容 月　日 時　間 会場 定員

講習会

入会に当たっての説明
（全会員）

援助活動に当たって

保育の心得

子どもの健康と事故防止

幼児安全法（心肺蘇生法や
AED の使用方法など）

午前11時
 ～午後0時30分
午後1時～3時
午前9時30分
 ～ 11時30分
午前9時30分
 ～午後0時30分
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▼
開
放
日
時
／
①
７
日・
14
日・21

日・
28
日
の
土
曜
日
、午
後
６
時
〜

８
時
、②
１
日・８
日・
22
日
の
日
曜

日
と
23
日
㈪（
15
日
㈰
の
振
替
日
）、

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
▼
対
象
／
市

内
在
住
又
は
在
学
在
勤
の
中
学
生
以

上
の
方※

初
回
利
用
は
登
録
が
必
要

で
す
。▼
料
金
／
１
回
５
０
０
円（
再

入
場
不
可
）▼
プ
ー
ル
／
25
ｍ×

８

コ
ー
ス〈
１
面
〉（
遊
泳・ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
用
）▼
登
録
方
法
／
写
真
付
き
身

分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）、３

×

2.4
㎝
の
本
人
顔
写
真
を
持
参
の
上
、

ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
窓
口

（
開
放
時
間
の
み
）で
申
請（
登
録
証

は
即
日
発
行
）。※

公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４

２
４-

９
６
１
７
）

■
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
＝
▼
日
時
／
11

月
29
日
㈰
、午
前
９
時
〜
正
午
▼
場

所
／
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
▼

対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
▼

定
員
／
60
名（
小
学
生
20
名
、中
学

生
以
上
40
名
）・多
数
の
場
合
抽
選
▼

講
師
／
立
教
大
学
テ
ニ
ス
部
▼
費
用

／
50
円（
保
険
代
）※

当
日
集
金

■
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
＝

▼
日
時
／
11
月
29
日
㈰
、午
前
９
時

〜
正
午
▼
場
所
／
立
教
大
学
新
座
キ

ャ
ン
パ
ス
▼
対
象
／
市
内
在
住
の

小・中
学
生
▼
定
員
／
80
名（
グ
ル
ー

プ
可
）・多
数
の
場
合
抽
選
▼
講
師
／

立
教
大
学
バ
レ
ー
部
▼
費
用
／
50
円

（
保
険
代
）※

当
日
集
金

■
少
年
少
女
乗
馬
教
室
＝
▼
日
時
／

12
月
６
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
１

時
▼
場
所
／
立
教
大
学
富
士
見
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
馬
場
▼
対
象
／
市
内
在

住
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
生
▼
定
員

／
20
名・多
数
の
場
合
抽
選
▼
講
師

／
立
教
大
学
馬
術
部
▼
費
用
／
１
０

０
円（
保
険
代
）※

当
日
集
金

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
各
教
室
共

に
、は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０

４
８-

４
８
２-

４
５
９
０
）で
、参
加

人
数
と
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、11

月
６
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
〒
３
５
２-

８
６
２
３
野
火
止

１-

１-
１
、☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６

１
７
）へ

▼
日
時
／
11
月
14
日
か
ら
12
月
19
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、全
6
回
、午

後
１
時
〜
３
時
▼
場
所
／
市
民
総
合

体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在

勤
在
学
の
20
歳
以
上
の
方
▼
定
員
／

20
名
▼
費
用
／
２
千
円
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、11
月
10
日
㈫〈
必

着
〉ま
で
に
体
育
協
会（
〒
３
５
２-

０
０
２
２
本
多
２-

１-

20
、☎
０
４

８-

４
８
２-

２
０
０
２
）へ

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
種
目
／
①
一
般
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
戦
、②
年
代
別
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
戦（
30
代※

男
子
、40

〜
70
代※

女
子
）▼
費
用
／
１
種
目

1
千
円
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
新

座
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

市
民
総
合
体
育
館
に
置
い
て
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
上
、郵
送（
〒
３

５
２-

０
０
１
１
野
火
止
７-

７-

19
新

座
市
卓
球
連
盟
関
口
勝
也
宛
て
）又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
１-

６
９
６
９
）で
、11
月
９
日
㈪
ま
で

に
新
座
市
体
育
協
会（
☎
０
４
８-

４

８
２-

２
０
０
２
）へ

▼
日
時
／
12
月
26
日
㈯
か
ら
28
日
㈪

ま
で
▼
場
所
／
長
野
県
黒
姫
高
原
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
▼
対
象
／
市
内
在
住
の

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
▼
定
員

／
40
名・申
込
順
▼
内
容
／
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ッ
ス
ン（
初
心

者
ク
ラ
ス
、中
上
級
ク
ラ
ス
も
有
り
）、

ソ
リ
遊
び
な
ど
▼
費
用
／
２
万
７
千

８
０
０
円（
リ
フ
ト
代
込
み
、レ
ン

タ
ル
代
別
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
直
接
又
は
電
話
で
、11
月
４
日
㈬

の
午
後
２
時
30
分
か
ら
20
日
㈮
ま
で

に
新
座
市
体
育
協
会（
☎
０
４
８-

４

８
２-
２
０
０
２
）へ※

グ
ル
ー
プ
申

込
可

▼
日
時
／
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰
、

午
前
８
時
か
ら〈
小
雨
、小
雪
決
行
〉

▼
場
所
／
朝
霞
市
中
央
公
園
陸
上
競

技
場
▼
種
目
／
①
一
般
男
子
、②
中

学
生
男
子
、③
一
般
女
子
、④
中
学
生

女
子（
①
＝
29・
80
㎞
、②・③・④
＝

19・
75
㎞
）▼
費
用
／
①・③
＝
８
千

円
、②・④
＝
４
千
円
▼
申
込
み
及
び

問
合
せ
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、11
月
30
日
㈪
ま

で
に
新
座
市
体
育
協
会（
〒
３
５
２‐

０
０
２
２
本
多
２-

１-

20
、☎
０
４

８-

４
８
２-

２
０
０
２
）へ※

申
込

用
紙
、大
会
要
項
は
体
育
協
会
事
務

局
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
か
ら
12
月
１

日
㈫
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

30
分（
午
後
４
時
30
分
か
ら
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
）▼
内
容
／
呈
茶
、仏

教
美
術
展
、平
林
寺
写
真
展
な
ど※

期
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
合

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、ち
ら
し
を
各

公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。▼

費
用
／
呈
茶
の
み
５
０
０
円
▼
問
合

せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）※

駐
車

場
が
な
い
た
め
、公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
12
月
５
日
㈯
、午
後
３
時

30
分（
開
演
）〜
４
時
30
分
▼
場
所
／

立
教
学
院
聖
パ
ウ
ロ
礼
拝
堂（
立
教

大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）※

自
動

車・バ
イ
ク
で
の
来
校
は
不
可
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
／
３
０
０
名・申
込
順
▼
演

奏
／
﨑
山
裕
子（
オ
ル
ガ
ン・立
教
学

院
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）、立
教
大
学
オ
ー

ガ
ニ
ス
ト・ギ
ル
ド
▼
申
込
み
／
立

教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部

（niiza@
grp.rikkyo.ne.jp

）へ
直

接
メ
ー
ル（
件
名
に「
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
申
込
み
」と
明
記
の
上
、氏

名
、ふ
り
が
な
、年
齢
、住
所〈
市
か

ら
〉を
記
入
）▼
問
合
せ
／
立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部※

問
合
せ

は
メ
ー
ル
の
み
。
使
用
で
き
な
い
方

は
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

１
４
９
８
）へ

▼
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時〈
雨
天
時
は
11
月
22
日

㈰
に
順
延
、22
日
が
雨
天
の
場
合
は

中
止
〉▼
場
所
／
市
役
所
第
２
駐
車

場※

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼

内
容
／
日
用
品・衣
類・お
も
ち
ゃ・

ベ
ビ
ー
用
品
の
出
品
、ご
み
減
量
啓

発
ポ
ス
タ
ー
や
ご
み
発
生
抑
制
標
語

の
入
選
作
品
展
示
、地
元
産
の
新
鮮

野
菜・飲
食
物
の
販
売
、も
っ
た
い

な
い
運
動「
エ
コ・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

及
び「
エ
コ
展
覧
会
」▼
主
催
／„
見

直
そ
う・ご
み
半
減
”推
進
新
座
市
民

会
議・新
座
市
▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
４
７
）

▼
期
間
／
10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
15

日
㈰
ま
で
▼
場
所
／
野
火
止
三
丁
目

地
内
の
野
火
止
用
水
本
流
沿
い（
山

下
橋
か
ら
西
分
集
会
所
ま
で
）の
仮

設
掲
示
板
▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９

６
１
６
）

▼
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時
▼
場
所
／
和
光
市
保
健

セ
ン
タ
ー（
和
光
市
広
沢
１-

５
）▼

内
容
／
健
診
の
ご
案
内
及
び
健
康
相

談
、け
ん
こ
う
大
使
に
よ
る
健
診
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
、血
管
年
齢
測
定
、脳
年

齢
測
定
▼
問
合
せ
／
和
光
市
役
所
健

康
支
援
課
健
康
づ
く
り
担
当（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
１
２
８
）、国
保
年

金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

４
８
５
３
）

　
24
時
間
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
立

木
早
絵
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、失
明

と
い
う
ハ
ン
デ
を
持
ち
な
が
ら
色
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
交

え
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
手
話

通
訳・要
約
筆
記
有
り
）。
な
お
、講

演
会
の
前
に
市
内
小・中
学
生
の
人

権
標
語
の
最
優
秀
作
品
の
表
彰
式・

人
権
問
題
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
を
行

い
ま
す
。▼
日
時
／
12
月
５
日
㈯
、

午
後
１
時
開
演（
午
後
０
時
30
分
開

場
）※

入
場
無
料
▼
場
所
／
ふ
る
さ

と
新
座
館
ホ
ー
ル
▼
定
員
／
２
０
０

名（
車
椅
子
２
席
）▼
保
育
／
定
員
10

名・申
込
順（
２
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
、保
険
代
有
り
）▼
留
意
事
項
／

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券

は
11
月
６
日
㈮
か
ら
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
、各
公
民
館・コ
ミ
セ
ン
、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、市
民
会
館
、

図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、当

日
の
入
場
者
数
に
よ
り
、整
理
券
を

お
持
ち
で
も
入
場
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
6
1
6
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃（
主
菓
子
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）▼
費
用
／
５
０
０
円

（
主
菓
子
代
ほ
か
）▼
申
込
み
／
当

日
、午
前
10
時
か
ら
直
接
受
付※

裏

千
家
の
お
点
前
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
内
で
は
、11
月
下
旬
頃
か
ら
本

格
的
な
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、例
年
こ
の
時
期
は
大
変
多
く
の

方
が
市
内
を
来
訪
す
る
た
め
、市
役

所
周
辺
道
路
で
は
、渋
滞
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
は
、11
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
物
産
店
や
飲
食
店
な
ど
が
出
店
し

ま
す
の
で
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
か
ら
23
日

（
月・祝
）ま
で
と
、27
日
㈮
か
ら
29
日

㈰
ま
で
の
、午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
前
市
民
広

場
▼
問
合
せ
／
観
光
推
進
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

１
４
４
９
）

▼
日
時
／
①
11
月
１
日
㈰
か
ら
10
日

㈫
ま
で
、午
前
９
時
〜
午
後
４
時※

２
日
㈪・３
日
㈫・９
日
㈪
は
休
館
、

②
11
月
６
日
㈮
か
ら
12
日
㈭
ま
で
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時（
最
終

日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）※

９
日

㈪
は
休
館
▼
場
所
／
①
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー〈
え
が
お
の
里
〉、第
二
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー〈
元
気
の
里
〉、②
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
方

に
よ
る
作
品（
書
道
、編
み
物
、俳
句

な
ど
）の
展
示※

一
般
の
方
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。▼
問
合
せ
／
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー〈
え
が
お
の
里
〉（
☎
０

４
８-

４
７
７-

０
３
１
１
）、第
二
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー〈
元
気
の
里
〉（
☎

０
４
８-

４
７
７-

２
５
３
７
）、福
祉

の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
８
１-

５
０
０
２
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
２
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
市
民
広
場
▼
内
容

／
○
各
国
料
理
の
模
擬
店
＝
新
座
市

の
友
好（
姉
妹
）都
市
で
あ
る
国
の
料

理
と
し
て
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ド
イ

ツ
、中
国
の
ほ
か
、ベ
ト
ナ
ム
、レ
バ

ノ
ン
、タ
イ
な
ど
の
各
国
出
身
の
方

の
模
擬
店
、○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝

十
文
字
学
園
女
子
大
学
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、市
内
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
の

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ゴ
ス
ペ
ル
、Forest Jam

 
Niiza

、境
義
弘
氏
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
▼
問
合
せ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
内
新
座
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
5
8

3
）

10

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ・ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク

　
　
セ
ン
タ
ー
」市
民
開
放
日（
11
月
）
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黒
姫
高
原
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
５

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

人
権
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！
」

立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

睡
足
軒
の
森
　11
月
の
市
民
呈
茶

農

　業

第
39
回
新
座
市
民
ま
つ
り

収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す

秋
の
市
民
清
掃
の
日
に
ご
協
力
を

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
ま
す

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
サ
ー
ク
ル
活
動
作
品
展
示
会
」

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
市
役
所
周
辺

道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て

立
教
大
学
新
座
市
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

〜
オ
ル
ガ
ン
と
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
〜

国
際
交
流
デ
ー
を
開
催

少
林
寺
拳
法（
護
身
術
）教
室

第
35
回
新
座
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

第
58
回
県
南
駅
伝
競
走
大
会

新
座
農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

「
と
れ
た
て
畑
」〜
ふ
る
さ
と
新
座
館

　
　
　
　
入
館
３
周
年
イ
ベ
ン
ト
〜

▼
日
時
／
10
月
31
日
㈯・
11
月
１
日

㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
５
時
▼
内
容

／
新
鮮
野
菜
、切
り
花
、鉢
花
の
特

売
▼
問
合
せ
／
新
座
農
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８-

４
８
３-

７
２

０
０
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時〈
雨
天
決
行
〉▼
場

所
／
市
役
所
地
下
駐
車
場
及
び
市
役

所
第
一
駐
車
場
▼
内
容
／
開
会
式
、

市
内
農
家
の
方
か
ら
出
品
さ
れ
た
野

菜・果
物・草
花
な
ど
の
品
評
会
と
出

品
農
産
物
の
予
約
販
売
、市
内
農
業

団
体
に
よ
る
市
内
産
農
産
物・飲
食

物
な
ど
の
各
種
模
擬
店※

予
約
販
売

で
市
内
農
産
物
を
購
入
さ
れ
た
方

（
先
着
１
０
０
名
）に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
▼
問
合
せ
／

経
済
振
興
課
内
新
座
市
民
ま
つ
り
農

業
部
門
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

▼
実
施
日
／
11
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰
、

12
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰
▼
取
扱
店
／

新
座
市
片
山
農
産
物
直
売
所（
土
曜・

日
曜
日
の
み
営
業
）、新
座
農
産
物

　に
い
ざ
地
産
地
消
デ
ー

直
売
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日
休
業
）、イ

オ
ン
新
座
店
、フ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
新

座
店
、サ
ミ
ッ
ト
新
座
片
山
店
、ヤ

オ
コ
ー
新
座
店
▼
問
合
せ
／
経
済
振

興
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０

５
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯・
22
日
㈰
、

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
▼
内
容
／
野

菜・花
の
特
売※

両
日
と
も
千
円
以

上
購
入
の
先
着
２
０
０
名
の
方
に
野

菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
な
く
な
り
次
第

終
了
）▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎

０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）、開
催

中
は（
☎
０
４
８-

４
８
２-

１
１
３

６
）へ

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
、花
な
ど
の
販

売
▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

　
秋
は
農
作
業
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
す
。
事
故
の
約
４
割
が
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
倒・転
落
に
よ
る
も
の
で

す
。
運
転
時
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※

機
械
の
調
子
が
お
か
し
い
と
き
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
点
検
し
ま

し
ょ
う
。※

高
齢
者
の
方
が
作
業
す

る
時
は
周
り
の
人
も
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎

０
４
８‐
４
２
４‐

９
６
０
５
）

片
山
農
産
物
直
売
所（
堀
ノ
内

一
丁
目
）第
22
回
開
所
ま
つ
り

市
役
所
で
市
内
の
新
鮮
野
菜
を
販
売

〜
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　   

　
in
新
座
市
役
所
〜

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
展
開
中

〜
11
月
30
日
ま
で
〜

　
農
地
所
有
者
に
小
麦
な
ど
の
緑
肥

作
物
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

畑
の
周
り
に
、目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト

や
植
栽
を
施
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

農
閑
期
の
土
埃
防
止
対
策
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
経
済
振
興

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

○
草・落
ち
葉
類
＝
各
集
積
所
20
袋

ま
で（
45
ℓ
袋
）を
目
安
に
、可
燃
ご

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。○
木

片・枝
木
類
＝
枝
の
長
さ
が
50
㎝
・太

さ
が
５
㎝
以
内
の
も
の
を
、１
回
に

つ
き
１
世
帯
３
束
ま
で
、各
集
積
所

10
束
ま
で
を
目
安
に
、可
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。○
ス
プ
レ

ー
缶
＝
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収
日
に「
ビ
ン

の
収
集
容
器
」（
黄
色
）に
出
し
て
く

だ
さ
い（
穴
は
あ
け
な
く
て
結
構
で

す
）。○
不
燃
ご
み
＝
ビ
ン・カ
ン
用

の
収
集
容
器
を
使
用
し（
各
集
積
所

で
用
意
し
た
カ
ゴ・バ
ケ
ツ
と
の
併

用
可
）、そ
の
中
に
直
接
入
れ
て
く

だ
さ
い
。○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
＝

必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
、不
燃
ご

み・有
害
ご
み
の
日
に
専
用
容
器（
灰

色
）に
出
し
て
く
だ
さ
い
。※

分
別
方

法
や
収
集
日
な
ど
は
、「
ご
み・リ
サ

イ
ク
ル
資
源
の
分
別
表・収
集
日
程

表
」に
掲
載
し
て
い
ま
す（
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
又
は
各
公
民
館・出
張
所

に
あ
り
ま
す
）。▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
４
７
）

農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は

土
埃
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

環

　境

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
多
く
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
出
し
方

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
又
は
29
日
㈰

※

詳
し
く
は
町
内
会
の
回
覧
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。▼
注
意
／
①
集

め
た
ご
み
は
、各
町
内
会
が
決
め
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。②
家
庭

ご
み
、粗
大
ご
み
、自
転
車
、家
電
製

品
な
ど
は
、絶
対
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。③
清
掃
の
実
施
に
当
た
り

自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
は
、安
全

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課
内
新
座
市
民
清

掃
の
日
推
進
協
議
会
事
務
局（
☎
０

４
８-

４
２
４-

２
６
２
１
）

▼
日
時
／
11
月
28
日
㈯
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
朝
霞
保
健
所

（
朝
霞
市
青
葉
台
１‐

10‐

５
）▼
対
象

／
市
内
在
住
の
方
▼
定
員
／
40
名・

申
込
順（
犬
の
同
伴
は
不
可
）▼
講
師

／
日
本
訓
練
士
養
成
学
校
教
頭・藤

井
聡
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
参
加
人
数
を

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８-

４
６

４-

１
１
９
２
）又
は
電
子
メ
ー
ル

（c0500@
city.w

ako.lg.jp

）で
、

11
月
２
日
㈪
か
ら
和
光
市
環
境
課
内

事
務
局（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
１

１
８
）へ

犬
の
正
し
い
飼
い
方
教
室

市税などの納期
国民健康保険税 　　　　 5期
介護保険料 　　　　　　　5期
後期高齢者医療保険料　　5期
 
   納期：11月30日㈪

睡
足
軒
の
森
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
〜
夜
間
特
別
開
園
を
実
施
〜

第
23
回
秋
の
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　
　
　（
出
展
者
募
集
は
終
了
）

「
未
来
に
残
し
た
い
野
火
止
用
水
の

風
景
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す

朝
霞
地
区
４
市（
新
座
市
・
朝
霞
市
・

志
木
市
・
和
光
市
）
特
定
健
診
等

受
診
率
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
和
光

▼
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量

（
10
月
14
日
ま
で
の
測
定
）＝
基

準
値
未
満
▼
放
射
性
物
質
／
水

道
水（
10
月
7
日
採
取
）、市
内

産
農
産
物（
10
月
8
日
採
取
）、

給
食
食
材
な
ど（
小・中
学
校
＝

10
月
14
日
採
取
、
保
育
園
＝
10

月
5
日
採
取
）＝
不
検
出※

市

内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
空
間

放
射
線
量
測
定
機
器
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
／
環
境
対
策

課（
☎
０
４
８-

４
８
１-

６
７
６

９
）

市
内
の
空
間
放
射
線
量
・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

　
市
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら
、

子
ど
も
の
放
課
後
居
場
所
づ
く

り
事
業（
愛
称：コ
コ
フ
レ
ン
ド
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
コ
フ

レ
ン
ド
は
、小
学
校
施
設
を
活
用

し
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、安

心
し
て
集
え
る
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
。
ま
た
、愛
称
に
は
、「
放
課
後

こ
の
場
所（
コ
コ
）に
来
れ
ば
、た

く
さ
ん
の
友
達（
フ
レ
ン
ド
）に
会

え
る
よ
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
ど
の
学
校
に
開
設
し
て
い
る

か
／
平
成
27
年
度
現
在
、東
野
小

学
校
、石
神
小
学
校
、東
北
小
学

校
、新
堀
小
学
校
、第
四
小
学
校
、

野
寺
小
学
校
、栗
原
小
学
校
の
７

校
に
開
設
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

市
内
全
小
学
校
に
開
設
す
る
予

定
で
す
。

■
開
設
校
は
ど
う
や
っ
て
決
め

て
い
る
か
／
コ
コ
フ
レ
ン
ド
で

常
時
使
用
で
き
る
教
室
が
あ
る

こ
と
や
、放
課
後
児
童
保
育
室
の

入
室
状
況
、ま
た
、北
部・南
部
な

ど
、配
置
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮

し
、教
育
長
を
委
員
長
と
す
る
運

営
委
員
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
保
育
室
と
の
違

い
／
放
課
後
児
童
保
育
室
は
、保

護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
常
時

留
守
に
な
っ
て
い
る
家
庭
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る「
保
育

の
場
」で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。
入
室
す

る
に
は
条
件
が
あ
り
、保
育
料
が

か
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、子
育

て
支
援
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
７
７
９
）へ
。
こ
れ
に
対
し
コ

コ
フ
レ
ン
ド
は
、開
設
校
の
児
童

で
あ
れ
ば
、登
録
後
は
誰
で
も
参

加
で
き
る「
登
録
制
の
遊
び・活

動
の
場
」で
す
。
費
用
は
か
か
ら

ず（
実
費
負
担
有
り
）、年
間
の
保

険
料
の
み
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　コ
コ
フ
レ
ン
ド
の
概
要

▼
日
時
／
給
食
が
あ
る
日
の
毎

週
月
曜
〜
金
曜
日
、放
課
後
〜
午

後
５
時（
10
月
20
日
か
ら
１
月
末

日
ま
で
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▼
長
期
休
業
日
／
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
▼
対
象
／
開
設
校
の

１
年
生
〜
６
年
生
▼
内
容
／
宿

題
、自
主
学
習
、校
庭
な
ど
で
の

自
由
活
動
▼
下
校
方
法
／
原
則

お
迎
え※

難
し
い
場
合
は
、同
じ

方
向
に
帰
る
児
童
同
士
で
下
校

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６

１
６
）

コ
コ
フ
レ
ン
ド
事
業
の
ご
紹
介

　
〜
子
ど
も
た
ち
の
安
全・安
心
な
居
場
所
づ
く
り
〜

こ
く

さ
い

こ
う
り
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い

さ
い

に
ち
じ
　
　
　
　
　
　
　が
つ
　
　
　
に
ち
に
ち
　
　
ご
　
ぜ
ん
　
　
　
　
じ

ご
　
　ご
　
　
　
　
　じ
　
　
　
う
　
　
　
　
　き
　
　
　
　
　し
　
だ
い
し
ゅ
う
り
ょ
う

　
　
　
　ば
し
ょ
　
　
　
　し
　
や
く
し
ょ

し
　
み
ん
ひ
ろ
ば
　
　
　

な
い
よ
う

　
　
　
　
　
か
っ
こ
く
り
ょ
う
り
　
　
　
　
も
　
　ぎ
　
て
ん
　
　
　
に
い

ざ
　
し

　
　
ゆ
う
こ
う
　
　
し

ま
い
　

と
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
　
　
　り
ょ
う

り
　
　ち
ゅ
う
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
っ
こ
く
し
ゅ
っ
し
ん
　
　
　
か
た

　も
　
　ぎ
　
て
ん

　

じ
ゅ
う
も
ん
じ
　
が
く
え
ん
じ
ょ
　
し
　
だ
い
が
く
す
い
そ
う
が
く
ぶ

　
え
ん
そ
う
　
　
　
し
　
な
い

　
　
　
　
　
さ
か
い
よ
し
ひ
ろ
　
し

　
　
と
い
　あ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
い
し
ん

か
　
な
い
に
い
　
ざ
　
　
し
　
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い
じ
　
む

き
ょ
く

11

▼
開
放
日
時
／
①
７
日・
14
日・21

日・
28
日
の
土
曜
日
、午
後
６
時
〜

８
時
、②
１
日・８
日・
22
日
の
日
曜

日
と
23
日
㈪（
15
日
㈰
の
振
替
日
）、

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
▼
対
象
／
市

内
在
住
又
は
在
学
在
勤
の
中
学
生
以

上
の
方※

初
回
利
用
は
登
録
が
必
要

で
す
。▼
料
金
／
１
回
５
０
０
円（
再

入
場
不
可
）▼
プ
ー
ル
／
25
ｍ×

８

コ
ー
ス〈
１
面
〉（
遊
泳・ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
用
）▼
登
録
方
法
／
写
真
付
き
身

分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）、３

×

2.4
㎝
の
本
人
顔
写
真
を
持
参
の
上
、

ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
窓
口

（
開
放
時
間
の
み
）で
申
請（
登
録
証

は
即
日
発
行
）。※

公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４

２
４-

９
６
１
７
）

■
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
＝
▼
日
時
／
11

月
29
日
㈰
、午
前
９
時
〜
正
午
▼
場

所
／
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
▼

対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
▼

定
員
／
60
名（
小
学
生
20
名
、中
学

生
以
上
40
名
）・多
数
の
場
合
抽
選
▼

講
師
／
立
教
大
学
テ
ニ
ス
部
▼
費
用

／
50
円（
保
険
代
）※

当
日
集
金

■
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
＝

▼
日
時
／
11
月
29
日
㈰
、午
前
９
時

〜
正
午
▼
場
所
／
立
教
大
学
新
座
キ

ャ
ン
パ
ス
▼
対
象
／
市
内
在
住
の

小・中
学
生
▼
定
員
／
80
名（
グ
ル
ー

プ
可
）・多
数
の
場
合
抽
選
▼
講
師
／

立
教
大
学
バ
レ
ー
部
▼
費
用
／
50
円

（
保
険
代
）※

当
日
集
金

■
少
年
少
女
乗
馬
教
室
＝
▼
日
時
／

12
月
６
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
１

時
▼
場
所
／
立
教
大
学
富
士
見
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
馬
場
▼
対
象
／
市
内
在

住
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
生
▼
定
員

／
20
名・多
数
の
場
合
抽
選
▼
講
師

／
立
教
大
学
馬
術
部
▼
費
用
／
１
０

０
円（
保
険
代
）※

当
日
集
金

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
各
教
室
共

に
、は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０

４
８-

４
８
２-

４
５
９
０
）で
、参
加

人
数
と
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、11

月
６
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
〒
３
５
２-

８
６
２
３
野
火
止

１-

１-
１
、☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６

１
７
）へ

▼
日
時
／
11
月
14
日
か
ら
12
月
19
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、全
6
回
、午

後
１
時
〜
３
時
▼
場
所
／
市
民
総
合

体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在

勤
在
学
の
20
歳
以
上
の
方
▼
定
員
／

20
名
▼
費
用
／
２
千
円
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、11
月
10
日
㈫〈
必

着
〉ま
で
に
体
育
協
会（
〒
３
５
２-

０
０
２
２
本
多
２-

１-

20
、☎
０
４

８-

４
８
２-

２
０
０
２
）へ

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
種
目
／
①
一
般
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
戦
、②
年
代
別
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
戦（
30
代※

男
子
、40

〜
70
代※

女
子
）▼
費
用
／
１
種
目

1
千
円
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
新

座
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

市
民
総
合
体
育
館
に
置
い
て
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
上
、郵
送（
〒
３

５
２-

０
０
１
１
野
火
止
７-

７-

19
新

座
市
卓
球
連
盟
関
口
勝
也
宛
て
）又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
１-

６
９
６
９
）で
、11
月
９
日
㈪
ま
で

に
新
座
市
体
育
協
会（
☎
０
４
８-

４

８
２-

２
０
０
２
）へ

▼
日
時
／
12
月
26
日
㈯
か
ら
28
日
㈪

ま
で
▼
場
所
／
長
野
県
黒
姫
高
原
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
▼
対
象
／
市
内
在
住
の

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
▼
定
員

／
40
名・申
込
順
▼
内
容
／
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ッ
ス
ン（
初
心

者
ク
ラ
ス
、中
上
級
ク
ラ
ス
も
有
り
）、

ソ
リ
遊
び
な
ど
▼
費
用
／
２
万
７
千

８
０
０
円（
リ
フ
ト
代
込
み
、レ
ン

タ
ル
代
別
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
直
接
又
は
電
話
で
、11
月
４
日
㈬

の
午
後
２
時
30
分
か
ら
20
日
㈮
ま
で

に
新
座
市
体
育
協
会（
☎
０
４
８-

４

８
２-
２
０
０
２
）へ※

グ
ル
ー
プ
申

込
可

▼
日
時
／
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰
、

午
前
８
時
か
ら〈
小
雨
、小
雪
決
行
〉

▼
場
所
／
朝
霞
市
中
央
公
園
陸
上
競

技
場
▼
種
目
／
①
一
般
男
子
、②
中

学
生
男
子
、③
一
般
女
子
、④
中
学
生

女
子（
①
＝
29・
80
㎞
、②・③・④
＝

19・
75
㎞
）▼
費
用
／
①・③
＝
８
千

円
、②・④
＝
４
千
円
▼
申
込
み
及
び

問
合
せ
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、11
月
30
日
㈪
ま

で
に
新
座
市
体
育
協
会（
〒
３
５
２‐

０
０
２
２
本
多
２-

１-

20
、☎
０
４

８-

４
８
２-

２
０
０
２
）へ※

申
込

用
紙
、大
会
要
項
は
体
育
協
会
事
務

局
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
か
ら
12
月
１

日
㈫
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

30
分（
午
後
４
時
30
分
か
ら
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
）▼
内
容
／
呈
茶
、仏

教
美
術
展
、平
林
寺
写
真
展
な
ど※

期
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
合

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、ち
ら
し
を
各

公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。▼

費
用
／
呈
茶
の
み
５
０
０
円
▼
問
合

せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）※

駐
車

場
が
な
い
た
め
、公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
12
月
５
日
㈯
、午
後
３
時

30
分（
開
演
）〜
４
時
30
分
▼
場
所
／

立
教
学
院
聖
パ
ウ
ロ
礼
拝
堂（
立
教

大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）※

自
動

車・バ
イ
ク
で
の
来
校
は
不
可
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
／
３
０
０
名・申
込
順
▼
演

奏
／
﨑
山
裕
子（
オ
ル
ガ
ン・立
教
学

院
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）、立
教
大
学
オ
ー

ガ
ニ
ス
ト・ギ
ル
ド
▼
申
込
み
／
立

教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部

（niiza@
grp.rikkyo.ne.jp

）へ
直

接
メ
ー
ル（
件
名
に「
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
申
込
み
」と
明
記
の
上
、氏

名
、ふ
り
が
な
、年
齢
、住
所〈
市
か

ら
〉を
記
入
）▼
問
合
せ
／
立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部※

問
合
せ

は
メ
ー
ル
の
み
。
使
用
で
き
な
い
方

は
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

１
４
９
８
）へ

▼
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時〈
雨
天
時
は
11
月
22
日

㈰
に
順
延
、22
日
が
雨
天
の
場
合
は

中
止
〉▼
場
所
／
市
役
所
第
２
駐
車

場※

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼

内
容
／
日
用
品・衣
類・お
も
ち
ゃ・

ベ
ビ
ー
用
品
の
出
品
、ご
み
減
量
啓

発
ポ
ス
タ
ー
や
ご
み
発
生
抑
制
標
語

の
入
選
作
品
展
示
、地
元
産
の
新
鮮

野
菜・飲
食
物
の
販
売
、も
っ
た
い

な
い
運
動「
エ
コ・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

及
び「
エ
コ
展
覧
会
」▼
主
催
／„
見

直
そ
う・ご
み
半
減
”推
進
新
座
市
民

会
議・新
座
市
▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
４
７
）

▼
期
間
／
10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
15

日
㈰
ま
で
▼
場
所
／
野
火
止
三
丁
目

地
内
の
野
火
止
用
水
本
流
沿
い（
山

下
橋
か
ら
西
分
集
会
所
ま
で
）の
仮

設
掲
示
板
▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９

６
１
６
）

▼
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時
▼
場
所
／
和
光
市
保
健

セ
ン
タ
ー（
和
光
市
広
沢
１-

５
）▼

内
容
／
健
診
の
ご
案
内
及
び
健
康
相

談
、け
ん
こ
う
大
使
に
よ
る
健
診
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
、血
管
年
齢
測
定
、脳
年

齢
測
定
▼
問
合
せ
／
和
光
市
役
所
健

康
支
援
課
健
康
づ
く
り
担
当（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
１
２
８
）、国
保
年

金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

４
８
５
３
）

　
24
時
間
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
立

木
早
絵
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、失
明

と
い
う
ハ
ン
デ
を
持
ち
な
が
ら
色
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
交

え
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
手
話

通
訳・要
約
筆
記
有
り
）。
な
お
、講

演
会
の
前
に
市
内
小・中
学
生
の
人

権
標
語
の
最
優
秀
作
品
の
表
彰
式・

人
権
問
題
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
を
行

い
ま
す
。▼
日
時
／
12
月
５
日
㈯
、

午
後
１
時
開
演（
午
後
０
時
30
分
開

場
）※

入
場
無
料
▼
場
所
／
ふ
る
さ

と
新
座
館
ホ
ー
ル
▼
定
員
／
２
０
０

名（
車
椅
子
２
席
）▼
保
育
／
定
員
10

名・申
込
順（
２
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
、保
険
代
有
り
）▼
留
意
事
項
／

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券

は
11
月
６
日
㈮
か
ら
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
、各
公
民
館・コ
ミ
セ
ン
、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、市
民
会
館
、

図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、当

日
の
入
場
者
数
に
よ
り
、整
理
券
を

お
持
ち
で
も
入
場
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
6
1
6
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃（
主
菓
子
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）▼
費
用
／
５
０
０
円

（
主
菓
子
代
ほ
か
）▼
申
込
み
／
当

日
、午
前
10
時
か
ら
直
接
受
付※

裏

千
家
の
お
点
前
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
内
で
は
、11
月
下
旬
頃
か
ら
本

格
的
な
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、例
年
こ
の
時
期
は
大
変
多
く
の

方
が
市
内
を
来
訪
す
る
た
め
、市
役

所
周
辺
道
路
で
は
、渋
滞
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
は
、11
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
物
産
店
や
飲
食
店
な
ど
が
出
店
し

ま
す
の
で
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
か
ら
23
日

（
月・祝
）ま
で
と
、27
日
㈮
か
ら
29
日

㈰
ま
で
の
、午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
前
市
民
広

場
▼
問
合
せ
／
観
光
推
進
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

１
４
４
９
）

▼
日
時
／
①
11
月
１
日
㈰
か
ら
10
日

㈫
ま
で
、午
前
９
時
〜
午
後
４
時※

２
日
㈪・３
日
㈫・９
日
㈪
は
休
館
、

②
11
月
６
日
㈮
か
ら
12
日
㈭
ま
で
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時（
最
終

日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）※

９
日

㈪
は
休
館
▼
場
所
／
①
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー〈
え
が
お
の
里
〉、第
二
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー〈
元
気
の
里
〉、②
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
方

に
よ
る
作
品（
書
道
、編
み
物
、俳
句

な
ど
）の
展
示※

一
般
の
方
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。▼
問
合
せ
／
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー〈
え
が
お
の
里
〉（
☎
０

４
８-

４
７
７-

０
３
１
１
）、第
二
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー〈
元
気
の
里
〉（
☎

０
４
８-

４
７
７-

２
５
３
７
）、福
祉

の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
８
１-

５
０
０
２
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
２
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
市
民
広
場
▼
内
容

／
○
各
国
料
理
の
模
擬
店
＝
新
座
市

の
友
好（
姉
妹
）都
市
で
あ
る
国
の
料

理
と
し
て
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ド
イ

ツ
、中
国
の
ほ
か
、ベ
ト
ナ
ム
、レ
バ

ノ
ン
、タ
イ
な
ど
の
各
国
出
身
の
方

の
模
擬
店
、○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝

十
文
字
学
園
女
子
大
学
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、市
内
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
の

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ゴ
ス
ペ
ル
、Forest Jam

 
Niiza

、境
義
弘
氏
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
▼
問
合
せ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
内
新
座
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
5
8

3
）

10

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ・ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク

　
　
セ
ン
タ
ー
」市
民
開
放
日（
11
月
）

第983号■平成27年11月号
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黒
姫
高
原
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
５

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

人
権
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！
」

立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

睡
足
軒
の
森
　11
月
の
市
民
呈
茶

農

　業

第
39
回
新
座
市
民
ま
つ
り

収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す

秋
の
市
民
清
掃
の
日
に
ご
協
力
を

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
ま
す

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
サ
ー
ク
ル
活
動
作
品
展
示
会
」

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
市
役
所
周
辺

道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て

立
教
大
学
新
座
市
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

〜
オ
ル
ガ
ン
と
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
〜

国
際
交
流
デ
ー
を
開
催

少
林
寺
拳
法（
護
身
術
）教
室

第
35
回
新
座
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

第
58
回
県
南
駅
伝
競
走
大
会

新
座
農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

「
と
れ
た
て
畑
」〜
ふ
る
さ
と
新
座
館

　
　
　
　
入
館
３
周
年
イ
ベ
ン
ト
〜

▼
日
時
／
10
月
31
日
㈯・
11
月
１
日

㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
５
時
▼
内
容

／
新
鮮
野
菜
、切
り
花
、鉢
花
の
特

売
▼
問
合
せ
／
新
座
農
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８-

４
８
３-

７
２

０
０
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時〈
雨
天
決
行
〉▼
場

所
／
市
役
所
地
下
駐
車
場
及
び
市
役

所
第
一
駐
車
場
▼
内
容
／
開
会
式
、

市
内
農
家
の
方
か
ら
出
品
さ
れ
た
野

菜・果
物・草
花
な
ど
の
品
評
会
と
出

品
農
産
物
の
予
約
販
売
、市
内
農
業

団
体
に
よ
る
市
内
産
農
産
物・飲
食

物
な
ど
の
各
種
模
擬
店※

予
約
販
売

で
市
内
農
産
物
を
購
入
さ
れ
た
方

（
先
着
１
０
０
名
）に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
▼
問
合
せ
／

経
済
振
興
課
内
新
座
市
民
ま
つ
り
農

業
部
門
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

▼
実
施
日
／
11
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰
、

12
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰
▼
取
扱
店
／

新
座
市
片
山
農
産
物
直
売
所（
土
曜・

日
曜
日
の
み
営
業
）、新
座
農
産
物

　に
い
ざ
地
産
地
消
デ
ー

直
売
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日
休
業
）、イ

オ
ン
新
座
店
、フ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
新

座
店
、サ
ミ
ッ
ト
新
座
片
山
店
、ヤ

オ
コ
ー
新
座
店
▼
問
合
せ
／
経
済
振

興
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０

５
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯・
22
日
㈰
、

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
▼
内
容
／
野

菜・花
の
特
売※

両
日
と
も
千
円
以

上
購
入
の
先
着
２
０
０
名
の
方
に
野

菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
な
く
な
り
次
第

終
了
）▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎

０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）、開
催

中
は（
☎
０
４
８-

４
８
２-

１
１
３

６
）へ

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
、花
な
ど
の
販

売
▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

　
秋
は
農
作
業
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
す
。
事
故
の
約
４
割
が
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
倒・転
落
に
よ
る
も
の
で

す
。
運
転
時
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※

機
械
の
調
子
が
お
か
し
い
と
き
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
点
検
し
ま

し
ょ
う
。※

高
齢
者
の
方
が
作
業
す

る
時
は
周
り
の
人
も
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎

０
４
８‐
４
２
４‐

９
６
０
５
）

片
山
農
産
物
直
売
所（
堀
ノ
内

一
丁
目
）第
22
回
開
所
ま
つ
り

市
役
所
で
市
内
の
新
鮮
野
菜
を
販
売

〜
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　   

　
in
新
座
市
役
所
〜

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
展
開
中

〜
11
月
30
日
ま
で
〜

　
農
地
所
有
者
に
小
麦
な
ど
の
緑
肥

作
物
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

畑
の
周
り
に
、目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト

や
植
栽
を
施
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

農
閑
期
の
土
埃
防
止
対
策
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
経
済
振
興

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

○
草・落
ち
葉
類
＝
各
集
積
所
20
袋

ま
で（
45
ℓ
袋
）を
目
安
に
、可
燃
ご

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。○
木

片・枝
木
類
＝
枝
の
長
さ
が
50
㎝
・太

さ
が
５
㎝
以
内
の
も
の
を
、１
回
に

つ
き
１
世
帯
３
束
ま
で
、各
集
積
所

10
束
ま
で
を
目
安
に
、可
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。○
ス
プ
レ

ー
缶
＝
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収
日
に「
ビ
ン

の
収
集
容
器
」（
黄
色
）に
出
し
て
く

だ
さ
い（
穴
は
あ
け
な
く
て
結
構
で

す
）。○
不
燃
ご
み
＝
ビ
ン・カ
ン
用

の
収
集
容
器
を
使
用
し（
各
集
積
所

で
用
意
し
た
カ
ゴ・バ
ケ
ツ
と
の
併

用
可
）、そ
の
中
に
直
接
入
れ
て
く

だ
さ
い
。○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
＝

必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
、不
燃
ご

み・有
害
ご
み
の
日
に
専
用
容
器（
灰

色
）に
出
し
て
く
だ
さ
い
。※

分
別
方

法
や
収
集
日
な
ど
は
、「
ご
み・リ
サ

イ
ク
ル
資
源
の
分
別
表・収
集
日
程

表
」に
掲
載
し
て
い
ま
す（
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
又
は
各
公
民
館・出
張
所

に
あ
り
ま
す
）。▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
４
７
）

農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は

土
埃
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

環

　境

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
多
く
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
出
し
方

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
又
は
29
日
㈰

※

詳
し
く
は
町
内
会
の
回
覧
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。▼
注
意
／
①
集

め
た
ご
み
は
、各
町
内
会
が
決
め
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。②
家
庭

ご
み
、粗
大
ご
み
、自
転
車
、家
電
製

品
な
ど
は
、絶
対
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。③
清
掃
の
実
施
に
当
た
り

自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
は
、安
全

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課
内
新
座
市
民
清

掃
の
日
推
進
協
議
会
事
務
局（
☎
０

４
８-

４
２
４-

２
６
２
１
）

▼
日
時
／
11
月
28
日
㈯
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
朝
霞
保
健
所

（
朝
霞
市
青
葉
台
１‐

10‐

５
）▼
対
象

／
市
内
在
住
の
方
▼
定
員
／
40
名・

申
込
順（
犬
の
同
伴
は
不
可
）▼
講
師

／
日
本
訓
練
士
養
成
学
校
教
頭・藤

井
聡
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
参
加
人
数
を

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８-

４
６

４-

１
１
９
２
）又
は
電
子
メ
ー
ル

（c0500@
city.w

ako.lg.jp

）で
、

11
月
２
日
㈪
か
ら
和
光
市
環
境
課
内

事
務
局（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
１

１
８
）へ

犬
の
正
し
い
飼
い
方
教
室

市税などの納期
国民健康保険税 　　　　 5期
介護保険料 　　　　　　　5期
後期高齢者医療保険料　　5期
 
   納期：11月30日㈪

睡
足
軒
の
森
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
〜
夜
間
特
別
開
園
を
実
施
〜

第
23
回
秋
の
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　
　
　（
出
展
者
募
集
は
終
了
）

「
未
来
に
残
し
た
い
野
火
止
用
水
の

風
景
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す

朝
霞
地
区
４
市（
新
座
市
・
朝
霞
市
・

志
木
市
・
和
光
市
）
特
定
健
診
等

受
診
率
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
和
光

▼
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量

（
10
月
14
日
ま
で
の
測
定
）＝
基

準
値
未
満
▼
放
射
性
物
質
／
水

道
水（
10
月
7
日
採
取
）、市
内

産
農
産
物（
10
月
8
日
採
取
）、

給
食
食
材
な
ど（
小・中
学
校
＝

10
月
14
日
採
取
、
保
育
園
＝
10

月
5
日
採
取
）＝
不
検
出※

市

内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
空
間

放
射
線
量
測
定
機
器
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
／
環
境
対
策

課（
☎
０
４
８-

４
８
１-

６
７
６

９
）

市
内
の
空
間
放
射
線
量
・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

　
市
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら
、

子
ど
も
の
放
課
後
居
場
所
づ
く

り
事
業（
愛
称：コ
コ
フ
レ
ン
ド
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
コ
フ

レ
ン
ド
は
、小
学
校
施
設
を
活
用

し
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、安

心
し
て
集
え
る
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
。
ま
た
、愛
称
に
は
、「
放
課
後

こ
の
場
所（
コ
コ
）に
来
れ
ば
、た

く
さ
ん
の
友
達（
フ
レ
ン
ド
）に
会

え
る
よ
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
ど
の
学
校
に
開
設
し
て
い
る

か
／
平
成
27
年
度
現
在
、東
野
小

学
校
、石
神
小
学
校
、東
北
小
学

校
、新
堀
小
学
校
、第
四
小
学
校
、

野
寺
小
学
校
、栗
原
小
学
校
の
７

校
に
開
設
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

市
内
全
小
学
校
に
開
設
す
る
予

定
で
す
。

■
開
設
校
は
ど
う
や
っ
て
決
め

て
い
る
か
／
コ
コ
フ
レ
ン
ド
で

常
時
使
用
で
き
る
教
室
が
あ
る

こ
と
や
、放
課
後
児
童
保
育
室
の

入
室
状
況
、ま
た
、北
部・南
部
な

ど
、配
置
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮

し
、教
育
長
を
委
員
長
と
す
る
運

営
委
員
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
保
育
室
と
の
違

い
／
放
課
後
児
童
保
育
室
は
、保

護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
常
時

留
守
に
な
っ
て
い
る
家
庭
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る「
保
育

の
場
」で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。
入
室
す

る
に
は
条
件
が
あ
り
、保
育
料
が

か
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、子
育

て
支
援
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
７
７
９
）へ
。
こ
れ
に
対
し
コ

コ
フ
レ
ン
ド
は
、開
設
校
の
児
童

で
あ
れ
ば
、登
録
後
は
誰
で
も
参

加
で
き
る「
登
録
制
の
遊
び・活

動
の
場
」で
す
。
費
用
は
か
か
ら

ず（
実
費
負
担
有
り
）、年
間
の
保

険
料
の
み
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　コ
コ
フ
レ
ン
ド
の
概
要

▼
日
時
／
給
食
が
あ
る
日
の
毎

週
月
曜
〜
金
曜
日
、放
課
後
〜
午

後
５
時（
10
月
20
日
か
ら
１
月
末

日
ま
で
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▼
長
期
休
業
日
／
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
▼
対
象
／
開
設
校
の

１
年
生
〜
６
年
生
▼
内
容
／
宿

題
、自
主
学
習
、校
庭
な
ど
で
の

自
由
活
動
▼
下
校
方
法
／
原
則

お
迎
え※

難
し
い
場
合
は
、同
じ

方
向
に
帰
る
児
童
同
士
で
下
校

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６

１
６
）

コ
コ
フ
レ
ン
ド
事
業
の
ご
紹
介

　
〜
子
ど
も
た
ち
の
安
全・安
心
な
居
場
所
づ
く
り
〜

こ
く

さ
い

こ
う
り
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い

さ
い

に
ち
じ
　
　
　
　
　
　
　が
つ
　
　
　
に
ち
に
ち
　
　
ご
　
ぜ
ん
　
　
　
　
じ

ご
　
　ご
　
　
　
　
　じ
　
　
　
う
　
　
　
　
　き
　
　
　
　
　し
　
だ
い
し
ゅ
う
り
ょ
う

　
　
　
　ば
し
ょ
　
　
　
　し
　
や
く
し
ょ

し
　
み
ん
ひ
ろ
ば
　
　
　

な
い
よ
う

　
　
　
　
　
か
っ
こ
く
り
ょ
う
り
　
　
　
　
も
　
　ぎ
　
て
ん
　
　
　
に
い

ざ
　
し

　
　
ゆ
う
こ
う
　
　
し

ま
い
　

と
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
　
　
　り
ょ
う

り
　
　ち
ゅ
う
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
っ
こ
く
し
ゅ
っ
し
ん
　
　
　
か
た

　も
　
　ぎ
　
て
ん

　

じ
ゅ
う
も
ん
じ
　
が
く
え
ん
じ
ょ
　
し
　
だ
い
が
く
す
い
そ
う
が
く
ぶ

　
え
ん
そ
う
　
　
　
し
　
な
い

　
　
　
　
　
さ
か
い
よ
し
ひ
ろ
　
し

　
　
と
い
　あ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
い
し
ん

か
　
な
い
に
い
　
ざ
　
　
し
　
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い
じ
　
む

き
ょ
く
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▼
開
放
日
時
／
①
７
日・
14
日・21

日・
28
日
の
土
曜
日
、午
後
６
時
〜

８
時
、②
１
日・８
日・
22
日
の
日
曜

日
と
23
日
㈪（
15
日
㈰
の
振
替
日
）、

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
▼
対
象
／
市

内
在
住
又
は
在
学
在
勤
の
中
学
生
以

上
の
方※

初
回
利
用
は
登
録
が
必
要

で
す
。▼
料
金
／
１
回
５
０
０
円（
再

入
場
不
可
）▼
プ
ー
ル
／
25
ｍ×

８

コ
ー
ス〈
１
面
〉（
遊
泳・ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
用
）▼
登
録
方
法
／
写
真
付
き
身

分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）、３

×

2.4
㎝
の
本
人
顔
写
真
を
持
参
の
上
、

ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
窓
口

（
開
放
時
間
の
み
）で
申
請（
登
録
証

は
即
日
発
行
）。※

公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４

２
４-

９
６
１
７
）

■
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
＝
▼
日
時
／
11

月
29
日
㈰
、午
前
９
時
〜
正
午
▼
場

所
／
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
▼

対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
方
▼

定
員
／
60
名（
小
学
生
20
名
、中
学

生
以
上
40
名
）・多
数
の
場
合
抽
選
▼

講
師
／
立
教
大
学
テ
ニ
ス
部
▼
費
用

／
50
円（
保
険
代
）※

当
日
集
金

■
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
＝

▼
日
時
／
11
月
29
日
㈰
、午
前
９
時

〜
正
午
▼
場
所
／
立
教
大
学
新
座
キ

ャ
ン
パ
ス
▼
対
象
／
市
内
在
住
の

小・中
学
生
▼
定
員
／
80
名（
グ
ル
ー

プ
可
）・多
数
の
場
合
抽
選
▼
講
師
／

立
教
大
学
バ
レ
ー
部
▼
費
用
／
50
円

（
保
険
代
）※

当
日
集
金

■
少
年
少
女
乗
馬
教
室
＝
▼
日
時
／

12
月
６
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
１

時
▼
場
所
／
立
教
大
学
富
士
見
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
馬
場
▼
対
象
／
市
内
在

住
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
生
▼
定
員

／
20
名・多
数
の
場
合
抽
選
▼
講
師

／
立
教
大
学
馬
術
部
▼
費
用
／
１
０

０
円（
保
険
代
）※

当
日
集
金

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
各
教
室
共

に
、は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０

４
８-

４
８
２-

４
５
９
０
）で
、参
加

人
数
と
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、11

月
６
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
〒
３
５
２-

８
６
２
３
野
火
止

１-

１-

１
、☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６

１
７
）へ

▼
日
時
／
11
月
14
日
か
ら
12
月
19
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、全
6
回
、午

後
１
時
〜
３
時
▼
場
所
／
市
民
総
合

体
育
館
▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在

勤
在
学
の
20
歳
以
上
の
方
▼
定
員
／

20
名
▼
費
用
／
２
千
円
▼
申
込
み
及

び
問
合
せ
／
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、11
月
10
日
㈫〈
必

着
〉ま
で
に
体
育
協
会（
〒
３
５
２-

０
０
２
２
本
多
２-

１-

20
、☎
０
４

８-

４
８
２-

２
０
０
２
）へ

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
▼
場
所
／
市

民
総
合
体
育
館
▼
種
目
／
①
一
般
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
戦
、②
年
代
別
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
戦（
30
代※

男
子
、40

〜
70
代※

女
子
）▼
費
用
／
１
種
目

1
千
円
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
新

座
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

市
民
総
合
体
育
館
に
置
い
て
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
上
、郵
送（
〒
３

５
２-

０
０
１
１
野
火
止
７-

７-

19
新

座
市
卓
球
連
盟
関
口
勝
也
宛
て
）又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
１-

６
９
６
９
）で
、11
月
９
日
㈪
ま
で

に
新
座
市
体
育
協
会（
☎
０
４
８-

４

８
２-

２
０
０
２
）へ

▼
日
時
／
12
月
26
日
㈯
か
ら
28
日
㈪

ま
で
▼
場
所
／
長
野
県
黒
姫
高
原
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
▼
対
象
／
市
内
在
住
の

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
▼
定
員

／
40
名・申
込
順
▼
内
容
／
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ッ
ス
ン（
初
心

者
ク
ラ
ス
、中
上
級
ク
ラ
ス
も
有
り
）、

ソ
リ
遊
び
な
ど
▼
費
用
／
２
万
７
千

８
０
０
円（
リ
フ
ト
代
込
み
、レ
ン

タ
ル
代
別
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

／
直
接
又
は
電
話
で
、11
月
４
日
㈬

の
午
後
２
時
30
分
か
ら
20
日
㈮
ま
で

に
新
座
市
体
育
協
会（
☎
０
４
８-

４

８
２-

２
０
０
２
）へ※

グ
ル
ー
プ
申

込
可

▼
日
時
／
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰
、

午
前
８
時
か
ら〈
小
雨
、小
雪
決
行
〉

▼
場
所
／
朝
霞
市
中
央
公
園
陸
上
競

技
場
▼
種
目
／
①
一
般
男
子
、②
中

学
生
男
子
、③
一
般
女
子
、④
中
学
生

女
子（
①
＝
29・
80
㎞
、②・③・④
＝

19・
75
㎞
）▼
費
用
／
①・③
＝
８
千

円
、②・④
＝
４
千
円
▼
申
込
み
及
び

問
合
せ
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、11
月
30
日
㈪
ま

で
に
新
座
市
体
育
協
会（
〒
３
５
２‐

０
０
２
２
本
多
２-

１-

20
、☎
０
４

８-

４
８
２-

２
０
０
２
）へ※

申
込

用
紙
、大
会
要
項
は
体
育
協
会
事
務

局
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
か
ら
12
月
１

日
㈫
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

30
分（
午
後
４
時
30
分
か
ら
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
）▼
内
容
／
呈
茶
、仏

教
美
術
展
、平
林
寺
写
真
展
な
ど※

期
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
合

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、ち
ら
し
を
各

公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。▼

費
用
／
呈
茶
の
み
５
０
０
円
▼
問
合

せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）※

駐
車

場
が
な
い
た
め
、公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
12
月
５
日
㈯
、午
後
３
時

30
分（
開
演
）〜
４
時
30
分
▼
場
所
／

立
教
学
院
聖
パ
ウ
ロ
礼
拝
堂（
立
教

大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）※

自
動

車・バ
イ
ク
で
の
来
校
は
不
可
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
／
３
０
０
名・申
込
順
▼
演

奏
／
﨑
山
裕
子（
オ
ル
ガ
ン・立
教
学

院
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）、立
教
大
学
オ
ー

ガ
ニ
ス
ト・ギ
ル
ド
▼
申
込
み
／
立

教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部

（niiza@
grp.rikkyo.ne.jp

）へ
直

接
メ
ー
ル（
件
名
に「
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
申
込
み
」と
明
記
の
上
、氏

名
、ふ
り
が
な
、年
齢
、住
所〈
市
か

ら
〉を
記
入
）▼
問
合
せ
／
立
教
大
学

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部※

問
合
せ

は
メ
ー
ル
の
み
。
使
用
で
き
な
い
方

は
、生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

１
４
９
８
）へ

▼
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時〈
雨
天
時
は
11
月
22
日

㈰
に
順
延
、22
日
が
雨
天
の
場
合
は

中
止
〉▼
場
所
／
市
役
所
第
２
駐
車

場※

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼

内
容
／
日
用
品・衣
類・お
も
ち
ゃ・

ベ
ビ
ー
用
品
の
出
品
、ご
み
減
量
啓

発
ポ
ス
タ
ー
や
ご
み
発
生
抑
制
標
語

の
入
選
作
品
展
示
、地
元
産
の
新
鮮

野
菜・飲
食
物
の
販
売
、も
っ
た
い

な
い
運
動「
エ
コ・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

及
び「
エ
コ
展
覧
会
」▼
主
催
／„
見

直
そ
う・ご
み
半
減
”推
進
新
座
市
民

会
議・新
座
市
▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課（
☎
０
４
８-
４
７
７-

１
５
４
７
）

▼
期
間
／
10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
15

日
㈰
ま
で
▼
場
所
／
野
火
止
三
丁
目

地
内
の
野
火
止
用
水
本
流
沿
い（
山

下
橋
か
ら
西
分
集
会
所
ま
で
）の
仮

設
掲
示
板
▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９

６
１
６
）

▼
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時
▼
場
所
／
和
光
市
保
健

セ
ン
タ
ー（
和
光
市
広
沢
１-

５
）▼

内
容
／
健
診
の
ご
案
内
及
び
健
康
相

談
、け
ん
こ
う
大
使
に
よ
る
健
診
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
、血
管
年
齢
測
定
、脳
年

齢
測
定
▼
問
合
せ
／
和
光
市
役
所
健

康
支
援
課
健
康
づ
く
り
担
当（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
１
２
８
）、国
保
年

金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

４
８
５
３
）

　
24
時
間
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
立

木
早
絵
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、失
明

と
い
う
ハ
ン
デ
を
持
ち
な
が
ら
色
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
交

え
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
手
話

通
訳・要
約
筆
記
有
り
）。
な
お
、講

演
会
の
前
に
市
内
小・中
学
生
の
人

権
標
語
の
最
優
秀
作
品
の
表
彰
式・

人
権
問
題
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
を
行

い
ま
す
。▼
日
時
／
12
月
５
日
㈯
、

午
後
１
時
開
演（
午
後
０
時
30
分
開

場
）※

入
場
無
料
▼
場
所
／
ふ
る
さ

と
新
座
館
ホ
ー
ル
▼
定
員
／
２
０
０

名（
車
椅
子
２
席
）▼
保
育
／
定
員
10

名・申
込
順（
２
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
、保
険
代
有
り
）▼
留
意
事
項
／

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券

は
11
月
６
日
㈮
か
ら
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
、各
公
民
館・コ
ミ
セ
ン
、

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、市
民
会
館
、

図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、当

日
の
入
場
者
数
に
よ
り
、整
理
券
を

お
持
ち
で
も
入
場
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
6
1
6
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃（
主
菓
子
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）▼
費
用
／
５
０
０
円

（
主
菓
子
代
ほ
か
）▼
申
込
み
／
当

日
、午
前
10
時
か
ら
直
接
受
付※

裏

千
家
の
お
点
前
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
内
で
は
、11
月
下
旬
頃
か
ら
本

格
的
な
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、例
年
こ
の
時
期
は
大
変
多
く
の

方
が
市
内
を
来
訪
す
る
た
め
、市
役

所
周
辺
道
路
で
は
、渋
滞
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
は
、11
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
物
産
店
や
飲
食
店
な
ど
が
出
店
し

ま
す
の
で
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
か
ら
23
日

（
月・祝
）ま
で
と
、27
日
㈮
か
ら
29
日

㈰
ま
で
の
、午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
前
市
民
広

場
▼
問
合
せ
／
観
光
推
進
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

１
４
４
９
）

▼
日
時
／
①
11
月
１
日
㈰
か
ら
10
日

㈫
ま
で
、午
前
９
時
〜
午
後
４
時※

２
日
㈪・３
日
㈫・９
日
㈪
は
休
館
、

②
11
月
６
日
㈮
か
ら
12
日
㈭
ま
で
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時（
最
終

日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）※

９
日

㈪
は
休
館
▼
場
所
／
①
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー〈
え
が
お
の
里
〉、第
二
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー〈
元
気
の
里
〉、②
福

祉
の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
方

に
よ
る
作
品（
書
道
、編
み
物
、俳
句

な
ど
）の
展
示※

一
般
の
方
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。▼
問
合
せ
／
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー〈
え
が
お
の
里
〉（
☎
０

４
８-

４
７
７-

０
３
１
１
）、第
二
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー〈
元
気
の
里
〉（
☎

０
４
８-

４
７
７-

２
５
３
７
）、福
祉

の
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

８-

４
８
１-

５
０
０
２
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
10
時

〜
午
後
２
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
市
民
広
場
▼
内
容

／
○
各
国
料
理
の
模
擬
店
＝
新
座
市

の
友
好（
姉
妹
）都
市
で
あ
る
国
の
料

理
と
し
て
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ド
イ

ツ
、中
国
の
ほ
か
、ベ
ト
ナ
ム
、レ
バ

ノ
ン
、タ
イ
な
ど
の
各
国
出
身
の
方

の
模
擬
店
、○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝

十
文
字
学
園
女
子
大
学
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、市
内
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
の

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ゴ
ス
ペ
ル
、Forest Jam

 
Niiza

、境
義
弘
氏
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
▼
問
合
せ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
内
新
座
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局（
☎
0
4
8-

4
7
7-

1
5
8

3
）

10

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ・ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク

　
　
セ
ン
タ
ー
」市
民
開
放
日（
11
月
）
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●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

黒
姫
高
原
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
５

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

人
権
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！
」

立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

睡
足
軒
の
森
　11
月
の
市
民
呈
茶

農

　業

第
39
回
新
座
市
民
ま
つ
り

収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す

秋
の
市
民
清
掃
の
日
に
ご
協
力
を

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
ま
す

新
座
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
サ
ー
ク
ル
活
動
作
品
展
示
会
」

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
市
役
所
周
辺

道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て

立
教
大
学
新
座
市
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

〜
オ
ル
ガ
ン
と
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
〜

国
際
交
流
デ
ー
を
開
催

少
林
寺
拳
法（
護
身
術
）教
室

第
35
回
新
座
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

第
58
回
県
南
駅
伝
競
走
大
会

新
座
農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

「
と
れ
た
て
畑
」〜
ふ
る
さ
と
新
座
館

　
　
　
　
入
館
３
周
年
イ
ベ
ン
ト
〜

▼
日
時
／
10
月
31
日
㈯・
11
月
１
日

㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
５
時
▼
内
容

／
新
鮮
野
菜
、切
り
花
、鉢
花
の
特

売
▼
問
合
せ
／
新
座
農
産
物
直
売
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８-

４
８
３-

７
２

０
０
）

▼
日
時
／
11
月
８
日
㈰
、午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時〈
雨
天
決
行
〉▼
場

所
／
市
役
所
地
下
駐
車
場
及
び
市
役

所
第
一
駐
車
場
▼
内
容
／
開
会
式
、

市
内
農
家
の
方
か
ら
出
品
さ
れ
た
野

菜・果
物・草
花
な
ど
の
品
評
会
と
出

品
農
産
物
の
予
約
販
売
、市
内
農
業

団
体
に
よ
る
市
内
産
農
産
物・飲
食

物
な
ど
の
各
種
模
擬
店※

予
約
販
売

で
市
内
農
産
物
を
購
入
さ
れ
た
方

（
先
着
１
０
０
名
）に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
▼
問
合
せ
／

経
済
振
興
課
内
新
座
市
民
ま
つ
り
農

業
部
門
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

▼
実
施
日
／
11
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰
、

12
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰
▼
取
扱
店
／

新
座
市
片
山
農
産
物
直
売
所（
土
曜・

日
曜
日
の
み
営
業
）、新
座
農
産
物

　に
い
ざ
地
産
地
消
デ
ー

直
売
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日
休
業
）、イ

オ
ン
新
座
店
、フ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
新

座
店
、サ
ミ
ッ
ト
新
座
片
山
店
、ヤ

オ
コ
ー
新
座
店
▼
問
合
せ
／
経
済
振

興
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０

５
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯・
22
日
㈰
、

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
▼
内
容
／
野

菜・花
の
特
売※

両
日
と
も
千
円
以

上
購
入
の
先
着
２
０
０
名
の
方
に
野

菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
な
く
な
り
次
第

終
了
）▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎

０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）、開
催

中
は（
☎
０
４
８-

４
８
２-

１
１
３

６
）へ

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
、午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
、花
な
ど
の
販

売
▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

　
秋
は
農
作
業
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
す
。
事
故
の
約
４
割
が
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
倒・転
落
に
よ
る
も
の
で

す
。
運
転
時
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※

機
械
の
調
子
が
お
か
し
い
と
き
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
点
検
し
ま

し
ょ
う
。※

高
齢
者
の
方
が
作
業
す

る
時
は
周
り
の
人
も
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎

０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
５
）

片
山
農
産
物
直
売
所（
堀
ノ
内

一
丁
目
）第
22
回
開
所
ま
つ
り

市
役
所
で
市
内
の
新
鮮
野
菜
を
販
売

〜
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　   

　
in
新
座
市
役
所
〜

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
展
開
中

〜
11
月
30
日
ま
で
〜

　
農
地
所
有
者
に
小
麦
な
ど
の
緑
肥

作
物
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

畑
の
周
り
に
、目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト

や
植
栽
を
施
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

農
閑
期
の
土
埃
防
止
対
策
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
経
済
振
興

課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
０
５
）

○
草・落
ち
葉
類
＝
各
集
積
所
20
袋

ま
で（
45
ℓ
袋
）を
目
安
に
、可
燃
ご

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。○
木

片・枝
木
類
＝
枝
の
長
さ
が
50
㎝
・太

さ
が
５
㎝
以
内
の
も
の
を
、１
回
に

つ
き
１
世
帯
３
束
ま
で
、各
集
積
所

10
束
ま
で
を
目
安
に
、可
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。○
ス
プ
レ

ー
缶
＝
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収
日
に「
ビ
ン

の
収
集
容
器
」（
黄
色
）に
出
し
て
く

だ
さ
い（
穴
は
あ
け
な
く
て
結
構
で

す
）。○
不
燃
ご
み
＝
ビ
ン・カ
ン
用

の
収
集
容
器
を
使
用
し（
各
集
積
所

で
用
意
し
た
カ
ゴ・バ
ケ
ツ
と
の
併

用
可
）、そ
の
中
に
直
接
入
れ
て
く

だ
さ
い
。○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
＝

必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
、不
燃
ご

み・有
害
ご
み
の
日
に
専
用
容
器（
灰

色
）に
出
し
て
く
だ
さ
い
。※

分
別
方

法
や
収
集
日
な
ど
は
、「
ご
み・リ
サ

イ
ク
ル
資
源
の
分
別
表・収
集
日
程

表
」に
掲
載
し
て
い
ま
す（
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
又
は
各
公
民
館・出
張
所

に
あ
り
ま
す
）。▼
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
５
４
７
）

農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は

土
埃
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

環

　境

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
多
く
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
出
し
方

▼
日
時
／
11
月
１
日
㈰
又
は
29
日
㈰

※

詳
し
く
は
町
内
会
の
回
覧
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。▼
注
意
／
①
集

め
た
ご
み
は
、各
町
内
会
が
決
め
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。②
家
庭

ご
み
、粗
大
ご
み
、自
転
車
、家
電
製

品
な
ど
は
、絶
対
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。③
清
掃
の
実
施
に
当
た
り

自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
は
、安
全

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。▼
問

合
せ
／
環
境
対
策
課
内
新
座
市
民
清

掃
の
日
推
進
協
議
会
事
務
局（
☎
０

４
８-

４
２
４-

２
６
２
１
）

▼
日
時
／
11
月
28
日
㈯
、午
後
１
時

30
分
〜
４
時
▼
場
所
／
朝
霞
保
健
所

（
朝
霞
市
青
葉
台
１‐

10‐

５
）▼
対
象

／
市
内
在
住
の
方
▼
定
員
／
40
名・

申
込
順（
犬
の
同
伴
は
不
可
）▼
講
師

／
日
本
訓
練
士
養
成
学
校
教
頭・藤

井
聡
▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
参
加
人
数
を

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
４
８-

４
６

４-

１
１
９
２
）又
は
電
子
メ
ー
ル

（c0500@
city.w

ako.lg.jp

）で
、

11
月
２
日
㈪
か
ら
和
光
市
環
境
課
内

事
務
局（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
１

１
８
）へ

犬
の
正
し
い
飼
い
方
教
室

市税などの納期
国民健康保険税 　　　　 5期
介護保険料 　　　　　　　5期
後期高齢者医療保険料　　5期
 
   納期：11月30日㈪

睡
足
軒
の
森
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
〜
夜
間
特
別
開
園
を
実
施
〜

第
23
回
秋
の
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　
　
　（
出
展
者
募
集
は
終
了
）

「
未
来
に
残
し
た
い
野
火
止
用
水
の

風
景
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す

朝
霞
地
区
４
市（
新
座
市
・
朝
霞
市
・

志
木
市
・
和
光
市
）
特
定
健
診
等

受
診
率
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
和
光

▼
公
共
施
設
の
空
間
放
射
線
量

（
10
月
14
日
ま
で
の
測
定
）＝
基

準
値
未
満
▼
放
射
性
物
質
／
水

道
水（
10
月
7
日
採
取
）、市
内

産
農
産
物（
10
月
8
日
採
取
）、

給
食
食
材
な
ど（
小・中
学
校
＝

10
月
14
日
採
取
、
保
育
園
＝
10

月
5
日
採
取
）＝
不
検
出※

市

内
在
住
又
は
在
勤
の
方
に
空
間

放
射
線
量
測
定
機
器
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
／
環
境
対
策

課（
☎
０
４
８-

４
８
１-

６
７
６

９
）

市
内
市
内
市
内
のの
空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

空
間
放
射
線
量
・

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質

放
射
性
物
質
のの
測
定
結
果

測
定
結
果

測
定
結
果

測
定
結
果

測
定
結
果

測
定
結
果

測
定
結
果

市
内
の
空
間
放
射
線
量
・

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果

　
市
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら
、

子
ど
も
の
放
課
後
居
場
所
づ
く

り
事
業（
愛
称：コ
コ
フ
レ
ン
ド
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
コ
フ

レ
ン
ド
は
、小
学
校
施
設
を
活
用

し
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、安

心
し
て
集
え
る
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
。
ま
た
、愛
称
に
は
、「
放
課
後

こ
の
場
所（
コ
コ
）に
来
れ
ば
、た

く
さ
ん
の
友
達（
フ
レ
ン
ド
）に
会

え
る
よ
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
ど
の
学
校
に
開
設
し
て
い
る

か
／
平
成
27
年
度
現
在
、東
野
小

学
校
、石
神
小
学
校
、東
北
小
学

校
、新
堀
小
学
校
、第
四
小
学
校
、

野
寺
小
学
校
、栗
原
小
学
校
の
７

校
に
開
設
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

市
内
全
小
学
校
に
開
設
す
る
予

定
で
す
。

■
開
設
校
は
ど
う
や
っ
て
決
め

て
い
る
か
／
コ
コ
フ
レ
ン
ド
で

常
時
使
用
で
き
る
教
室
が
あ
る

こ
と
や
、放
課
後
児
童
保
育
室
の

入
室
状
況
、ま
た
、北
部・南
部
な

ど
、配
置
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮

し
、教
育
長
を
委
員
長
と
す
る
運

営
委
員
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
保
育
室
と
の
違

い
／
放
課
後
児
童
保
育
室
は
、保

護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
常
時

留
守
に
な
っ
て
い
る
家
庭
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る「
保
育

の
場
」で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。
入
室
す

る
に
は
条
件
が
あ
り
、保
育
料
が

か
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、子
育

て
支
援
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
７
７
９
）へ
。
こ
れ
に
対
し
コ

コ
フ
レ
ン
ド
は
、開
設
校
の
児
童

で
あ
れ
ば
、登
録
後
は
誰
で
も
参

加
で
き
る「
登
録
制
の
遊
び・活

動
の
場
」で
す
。
費
用
は
か
か
ら

ず（
実
費
負
担
有
り
）、年
間
の
保

険
料
の
み
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　コ
コ
フ
レ
ン
ド
の
概
要

▼
日
時
／
給
食
が
あ
る
日
の
毎

週
月
曜
〜
金
曜
日
、放
課
後
〜
午

後
５
時（
10
月
20
日
か
ら
１
月
末

日
ま
で
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▼
長
期
休
業
日
／
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
▼
対
象
／
開
設
校
の

１
年
生
〜
６
年
生
▼
内
容
／
宿

題
、自
主
学
習
、校
庭
な
ど
で
の

自
由
活
動
▼
下
校
方
法
／
原
則

お
迎
え※

難
し
い
場
合
は
、同
じ

方
向
に
帰
る
児
童
同
士
で
下
校

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
☎
０
４
８-
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日①11月10日・②24日・③12月1日の火
曜日、午前10時～11時30分場①・③栗原
ふれあいの家(公共交通機関をご利用く
ださい)、②中央公民館対4か月から3歳
くらいまでのお子さんと保護者、妊婦定
②30組・申込順内①落ち葉遊び、②応急
処置、③クリスマス会主催新座市母子愛
育会申①・③当日、直接受付、②電話で、
11月2日㈪から保健センターへ

日11月15日㈰、午後1時45分～3時(午
後1時15分開場)場朝霞市産業文化セン
ター※なるべく公共交通機関をご利用く
ださい対新座・朝霞・志木・和光市在住の
方で、0～6歳くらいのお子さんを持つ保
護者又は妊娠中の方とその家族定140
名・申込順内子どもがかかりやすい病気
と家庭でできる対処法講埼玉県看護協
会・埼玉県小児救急電話相談(＃8000)相
談員保定員20名・申込順(生後8か月以上
のお子さん対象)※11月13日までに事前
予約申電話で、11月2日㈪から朝霞市保
健センター(☎048-465-8611)へ

○大和田公民館／11月17日㈫、午前9時
～10時　主催 大和田地区献血会
○石神集会所／11月17日㈫、午後2時～
4時　主催 石神地区献血会
○畑中公民館／11月18日㈬、午後2時
30分～4時　主催 畑中献血会
○市役所／11月20日㈮、午前9時30分
～11時45分、午後1時～4時
○志木駅南口／11月26日㈭、午前10時
～11時45分、午後1時～4時　主催 新座
中央ライオンズクラブ

　乳幼児突然死症候群(SIDS)とは、それ
まで元気だった赤ちゃんが事故や窒息で
はなく、眠っている間に突然死亡する原
因不明の病気です。生後2か月から6か月
の赤ちゃんに多く、まれに1歳以上でも
発症することがあります。次の3点に留
意することでこの発症率が低下すること
が分かっていますので気を付けましょう。
①『うつぶせ寝』は避ける。②赤ちゃんの
周囲でたばこを吸わない。③できるだけ

『母乳』で育てる。

1 1月の乳幼児健康診査
健診名（対象）　　日にち・場所

3～4か月児
（平成27年7月生まれ）

9～10か月児
（平成27年1月生まれ）

1歳6か月児
（平成26年4月生まれ）

3歳児
（平成24年7月生まれ）

5日 ㈭

12日 ㈭

10日 ㈫

17日 ㈫

4日 ㈬

9日 ㈪

11日 ㈬

16日 ㈪

保

保

市

市

保

保

保 市
※対象者には事前に案内を郵送します。
※　保健センター、　　市民会館

　市では、救命率の向上を図る取組とし
て、市内の24時間営業のコンビニエンス
ストアの協力を得て、自動体外式除細動
器(ＡＥＤ)の設置を進めています。ＡＥＤを
設置する店舗は、ＡＥＤの受渡し業務のみ
を行います。実際にＡＥＤを使用するのは、
借用に来たバイスタンダー(その場に居
合わせた方)です。ＡＥＤは、突然の心肺停
止から命を救うための医療機器で、講習
を受けていない方でも、機械の音声案内
に従って使用できます。倒れた人の意識
がなく、普段どおりの呼吸がないときや、
意識や呼吸の状態が分からない場合でも、
電気ショックが必要かどうかＡＥＤが自
動的に判断し、誰でも使えます。埼玉県南
西部消防本部では、毎週水曜日に普通救
命講習を実施して
います。希望する
方は消防本部救急
課(☎048-478-
0899)へ申込みく
ださい。設置店舗
の入口付近に「Ａ
ＥＤ受 渡 し 指 定
店」の掲示があり
ます。

日11月20日㈮、午前9時35分～午後0時
10分場野火止公民館対40歳以上の方定
30名・申込順内栄養士の話、健康運動指
導士の実技指導申直接又は電話で、11月
2日㈪から17日㈫までに保健センターへ

　治療手段として漢方薬や鍼灸を用い
る、中国に源を発する伝統的医学体系を
本邦では一般に「東洋医学」と呼んでい
ます。日本の医学は、明治政府がドイツ
医学の採用を決定するまで、東洋医学
がその主流を占めていました。すでに
五～六世紀頃には東洋医学は中国大陸
より他の諸文化とともに輸入され、行わ
れていたことがわかっています。明治以
降、我が国の医学教育はドイツ医学への
方向転換を余儀なくされたため、以後漢
方や鍼灸の診療はごく一部の人々によ
って細々と受け継がれてきました。漢方
薬が一般の治療手段として定着したの
は昭和51年の医療用漢方エキス製剤

（以下エキス剤）が保険診療で使われる

科なので急性膀胱炎に対しては抗生剤
のほうが効きますが、検査で異常のない
慢性膀胱炎には漢方薬を使います。ま
たは両方の薬を投与する場合もありま
す。日本の医療制度では漢方の専門医
試験はもともと各科の専門医を取得し
て、さらに3年間の研修をしてからしか
受験できないシステムになっています。
従って、漢方の専門医は西洋医学東洋
医学の両方を習得しており、その状況に
よって効果のある方を選択しています。
また、「効果が出るまで時間がかかるか
ら漢方は嫌です」と言われることもあり
ます。漢方には即効性の薬もあります。
例えばこむら返りに使う芍薬甘草湯や下
痢の薬などです。しかし、慢性疾患に対
する場合は少し時間を要するときもあり
ます。最後に、漢方は副作用が少ないと
思われていますが、薬なので副作用は
あります。処方医や薬剤師の先生とよく
相談し服用しましょう。

ようになった以降のことです。全国各地に
漢方研究会、東洋医学研究会等が組織さ
れ、医師の為の漢方講習会が広く行われ
るようになってから一気に拡大しました。
そして近年東洋医学がようやくに受け入
れられ、治療に応用されるようになりまし
た。
　では西洋医学とはどう違うのでしょう
か？明治以降は、日本では西洋医学の勉強
をして医師になります。西洋医学の基本
は診断学です。つまり病気を治療するた
めには診断が必要になり、診断するために
は様々な検査が必要となります。たとえ
ば尿の検査、血液の検査、レントゲンや超
音波検査、CTやMRIなどいろいろな検査
をすることで病名が分かります。その病
名に対して治療が開始されます。治療は
内服薬や手術など様々です。
　これに対して東洋医学ではどのように診
断するのでしょうか？江戸時代に血液検査
やレントゲンはありません。そこで、東洋

医学では、人体の基本的な構成要素を一
般に「気・血・水」の三つに分類しています。
各々のバランスが崩れると病気になると
考えます。身体のバランスの乱れの状況
を知る「診断」の方法として、昔から「四診」
というものを用いてきました。この四診と
は患者さんの全体像を見る、話を聞く、脈
を診る、腹診、舌を見るなどがあり、四診
によって得られる情報から、患者さんの内
部でどのような歪みが生じているのかを
類推し、漢方薬を考えます。しかし、この
四診による診断方法が非常に複雑であり、
ある程度の訓練を必要とします。そのため、
最近では、西洋医学の病名に対して効果
のある漢方薬のエビデンスを集め広く誰
にでも薬を選べるようになっています。例
えば外科の手術後には大建中湯や胃の不
定愁訴には六君子湯などがあります。
　ではよく西洋医学と東洋医学のどちら
が効くのかと言われますが、その状態によ
って変わってきます。例えば、私は泌尿器

東洋医学
朝霞地区医師会　　
濵野　公成　　　☎048-464-4666

健　　康

わ
たしたちの

野菜料理講習会
(地元野菜で料理作り)

第983号■平成27年11月号

日11月27日㈮、午前10時～正午対市内
在住の方定40名・申込順講NPO法人子育
てひろばほわほわ顧問看護師・心理カウ
ンセラー 永瀬春美保未就学児(5か月以
上)20名・申込順申直接又は電話で、11月
13日㈮までに保健センターへ

日12月2日㈬、午前10時～午後1時対市
内在住で、60歳以上の方定20名・申込順
主催新座市食生活改善推進員協議会費
300円（食材代）申直接又は電話で、11月
2日㈪から25日㈬までに保健センターへ

　親子歯科健診は、11月30日㈪で終了
します。早めに予約し、受診しましょう。
対平成22年4月2日～23年4月1日生ま
れの幼児と保護者※詳細は個別通知して
います。

日12月31日㈭まで場指定医療機関(成人
健康カレンダー・市ホームページ参照)対
新座市に住民登録があり、①今年度に満
40歳となる方、②41歳以上の方で、一度
も肝炎ウイルス検診を受けたことのない
方費無料(公費負担は1回まで。2回目以
降は対象外)申直接又は電話で、各医療機
関へ

母と子のつどい こころの講演会　一歩、一歩
はじめよう「自分が好き」への子育て

小児救急を考える講演会(4市共同)

市内のコンビニエンスストア
にＡＥＤの設置を進めています

保健センター通信 ●場所が掲載されていないもの
　は保健センター
●費用の掲載がないものは無料

〒３５２－００２４　道場2－１４－4
　☎０４８－４８１－２２１１
ＦＡＸ０４８－４８１－２２１５

～随時、保健師を募集しています。詳しくは市ホームページ（http://www.city.niiza.lg.jp)をご覧ください～

■11月の日曜日に診療実施の接骨院

※医師の都合により変更することがあります。 ※受付時間：午前9時～正午
■11月の休日に診療実施の医療機関（午前10時～午後４時）  ※市外局番は０４８です。

松 井 接 骨 院

穂 坂 直 一
冨 岡 紀 正
相 田 孝 雄
中 村 孝
北 本 厚
柴 崎 貞 二
小 高 清 隆

日 歯科医師名 日 　接骨院名 　 住所・電話
■11月の休日歯科応急診療所

１日

８日

１５日

２２日

29日

志木

新座

新座

和光

朝霞

新座

和光

472-3030

473-3331

470-5050

467-1108

487-8160

485-6788

466-2235

受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

診
察
料
／
健
康
保
険
法
の
規
定
料
金

（
保
険
証
は
必
ず
持
参
）

協
力
／
朝
霞
地
区
歯
科
医
師
会

※『
お
く
す
り
手
帳
』を
お
持
ち
の
方
は
、必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１日　㈰
３日（火・祝）

８日　㈰
１５日㈰
２２日㈰

２３日（月・祝）
２９日㈰

☎０４8-479-7963

☎０４8-280-6501

☎０４2-421-3190

☎０４2-475-0320

☎０４8-477-6867

野火止1-14-8

新座2-17-5

栗原5-17-23

栗原2-1-37

北野3-21-24

日　 場所　　診療所名　　　科　目 　　電　話　場所　　診療所名　　 科　目　 電　話

　1日㈰

３日（火・祝）

8日㈰

１５日㈰

２２日㈰

２３日（月・祝）

２９日㈰

朝霞

朝霞

志木

新座

志木

新座

朝霞

450-3710

474-7711

474-3369

478-2688

473-7929

477-3357

463-1316

新座中央通り
診 療 所

和光小児科ク
リ ニ ッ ク
弁財泌尿器科・
内科クリニック

樹康クリニック

小児科皮膚科
村 田 医 院

志 木 南 口
ク リ ニ ッ ク
和光内科外科
診 療 所

北朝霞整形外科

須田整形外科
志 木 江 原
耳 鼻 咽 喉 科

清河眼科医院

さない耳鼻科
ク リ ニ ッ ク

庄 林 医 院

所 医 院

●救急医療問合せ：埼玉県救急医療情報センター（☎０４８-８２４-４１９９）
●小児救急電話相談：♯８000　　※携帯電話からでも相談可能●大人の救急電話相談：♯7000
●精神科救急電話相談：埼玉県精神科救急情報センター（☎０４８-７２３-８６９９）

内・小・外・
皮・消内・肛

内・外・
消内

小・皮

内・小

小・内

泌・内

耳

耳

渕 辺 接 骨 院

長 南 接 骨 院

整外・内・
リウ・リハ

整外・リウ・
リハ・内

眼

献　　　血

親子歯科健康診査期間終了のお知らせ

肝炎ウイルス検診

近 藤 接 骨 院

ニコ筋半日教室
知りたい！骨密度アップとニコ筋！

ご存じですか？
乳幼児突然死症候群(SIDS)

吉 田 接 骨 院

お薬手帳を活用しましょう
　朝霞地区医師会、歯科医師会、薬剤師会では、手帳の表紙に血
液をサラサラにする薬の「血のシール」、骨粗しょう症の薬の

「骨のシール」（ピクトグラムシール）を貼るように推進してい
ます。抜歯や救急治療のときに大変役立ちます。問い合わせは、
かかりつけ薬局へ！

朝
霞
地
区
は

お
薬
手
帳
発
祥
の
地
で
す

一般社団法人　朝霞地区薬剤師会　新座支部☎482－5235
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書※

源
泉
徴
収
票
又

は
確
定
申
告
書
の
写
し
を
後
日
提

出
。※

書
類
は
11
月
10
日
㈫
以
降
、

子
育
て
支
援
課
及
び
市
内
保
育
施

設・放
課
後
児
童
保
育
室（
放
課
後
児

童
保
育
室
入
室
申
請
書
の
み
）で
配

布
▼
費
用
／
世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て

決
定
▼
選
考
／
市
で
保
育
の
事
情
を

審
査
の
上
、保
育
施
設
は
来
年
２
月

上
旬
、放
課
後
児
童
保
育
室
は
３
月

上
旬
ま
で
に
決
定
▼
申
込
み
及
び
問

合
せ
／
直
接
、子
育
て
支
援
課
保
育

係（
☎
０
４
８‐

４
７
７-

２
７
７
９
）

へ▼
対
象
／
平
成
28
年
４
月
に
中
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

母
子・父
子
家
庭
の
父
母
又
は
養
育

者
で
、市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方（
生

活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）▼
助
成

額
／
１
万
円（
所
得
制
限
な
ど
条
件

有
り
）▼
申
請
方
法
及
び
問
合
せ
／

直
接
、所
定
の
申
請
書（
学
校
及
び

児
童
福
祉
課
で
配
布
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、振
込
金
融
機
関
を
証
明

す
る
も
の（
通
帳
な
ど
）を
お
持
ち
の

上
、12
月
25
日
㈮〈
締
切
厳
守
〉ま
で

に
児
童
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
１
６
１
）へ※

締
め
切
り
後
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
た
に

対
象
と
な
っ
た
方
は
申
請
可

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
を
１
月

以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、現
況
届
の
提
出（
更
新
の
手
続
）

が
必
要
で
す
。※

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
、７
月
以
降
に
新

規
申
請
し
た
方
は
不
要
▼
提
出
方
法

及
び
問
合
せ
／
現
在
の
受
給
者
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
書
類
を

添
え
て
11
月
２
日
㈪
か
ら
30
日
㈪
ま

で
に
、直
接
、児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-

4
2
4-

9
6
1
9
）へ※

29
日

㈰
臨
時
開
庁

▼
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家

庭
の
父
、寡
婦
、及
び
父
母
の
な
い

20
歳
未
満
の
児
童
な
ど
▼
資
金
の
内

容
／
就
学
支
度
、修
学
、生
活
、医
療

介
護
資
金
な
ど
で
、項
目
に
よ
り
限

度
額
な
ど
が
異
な
る
▼
申
請
／
市
役

所
が
申
請
窓
口
と
な
り
、資
金
の
内

容
に
よ
り
必
要
な
書
類
な
ど
を
案
内

▼
問
合
せ
／
児
童
福
祉
課(

☎
０
４

８-

４
２
４-

９
１
６
１
）

　
埼
玉
県
は
、い
じ
め
の
根
絶
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。▼
相
談
窓
口
／

よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談（
24
時
間

３
６
５
日
対
応
）＝
18
歳
以
下
の
子

ど
も
専
用（
☎
０
１
２
０-

８
６-

３

１
９
２
）、保
護
者
専
用（
☎
０
４
８-

５
５
６-

０
８
７
４
）、

メ
ー
ル（soudan@

spec.ed.jp

）▼
問

合
せ
／
埼
玉
県
県
民
生
活
部
青
少
年

課（
☎
０
４
８-

８
３
０-

５
８
５
８
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、○
小
学
校
１

〜
５
年
生
の
暗
唱
＝
午
前
９
時
10
分

〜
正
午
、○
小
学
６
年
生・中
学
２
年

生
の
弁
論
＝
午
後
１
時
〜
４
時（
予
定
）

▼
場
所
／
市
民
会
館
▼
問
合
せ
／
指

導
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

７
１
４
２
）

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
、午
前
11
時

〜
午
後
１
時
▼
場
所
／
所
沢
航
空
公

園
▼
対
象
／
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生※
保
護
者（
高
校
生
以
上
）と
ペ

ア
で
参
加
の
こ
と
▼
定
員
／
10
組※

多
数
の
場
合
抽
選
▼
主
催
／
新
座
市

青
少
年
相
談
員
協
議
会
▼
費
用
／
３

０
０
円（
保
険
代
な
ど
）▼
申
込
み
／

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
、保
護
者

名
、学
年
を
記
入
の
上
、11
月
16
日
㈪

ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）へ

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
間
は
、

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪〈
消
印
有
効
〉

ま
で
で
す
。
一
人
暮
ら
し
で
身
体
的

理
由
な
ど
に
よ
り
申
請
が
困
難
な
方

は
、福
祉・子
育
て
給
付
金
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。※

市
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
新

座
市
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０-

４
７
７-

９
９
０〈
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉）※

平
日
、午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
11
月
に
送
付
さ
れ
る
方
／
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
方
▼
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

／
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
▼
問
合
せ
／

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５

５
）、国
保
年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-

９
６
１
２
）

　
平
成
28
年
度
中
に
学
校
が
使
用
す

る
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る

方
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
決
定
通

知
は
来
年
３
月
末
）。▼
受
付
期
間
／

11
月
９
日
㈪
か
ら
20
日
㈮
ま
で
▼
申

請
方
法
／
所
定
の
申
請
用
紙〈
11
月
２

日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
の
間
に
学
務

課
で
配
付
〉に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、直
接
、納
入
を
希
望
す
る
小・中

学
校
へ
提
出
▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎

０
４
８-

４
７
７-

６
９
７
２
）

　
新
座
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
無
償
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。▼
対

象
地
区
／
栗
原
三
〜
六
丁
目
▼
交
換

時
期
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
12
月
３
日

㈭
ま
で※

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
給
水
装
置
の
完
了
検
査
を
行
い
、

メ
ー
タ
ー
交
換
し
た
も
の
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８

-

４
７
７-

５
７
９
８
）

　　

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金
助
成

子
ど
も
・
教
育

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
送
付
さ
れ
ま
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間
」

放
課
後
児
童
保
育
室・保
育
園
等
の

入
室（
園
）申
込
み
を
開
始
し
ま
す

そ
の
ほ
か

平
成
27
年
度
　
第
12
回
新
座
市

子
ど
も
暗
唱・弁
論
大
会

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
現
況
届
の
提
出
を

親
子
参
加
！
相
談
員
と
お
に
ご
っ
こ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

催し

会員募集

あたごコンサート
あたご三丁目町会

11月22日㈰、午後2時～4時／あ
たご菅沢集会所／フルートアンサ
ンブル、ピアノソロ／同町会☎048-
482-3711

音訳ボランティア養成講座
音訳グループ・花だいこん

11月18日～12月2日までの毎週
水曜日（全3回）、午後1時～3時／
市役所第三庁舎／申込制／音訳・
録音図書について学びます／成田
☎048-481-5249

第一保育園バザー・同園父母会
11月15日㈰、午前10時20分～午
後1時30分（雨天決行）／第一保育
園／模擬店、子ども服、雑貨などの
販売、手づくりおもちゃほか／同園
☎048-478-4928

ペン習字で百人一首を書く
畑中ペン習字の会

11月12日㈭、午前10時～正午／
畑中公民館／百人一首を書きなが
ら楽しくペン習字を学ぶ／水間☎
042-471-1068

にこにこバザー・西堀保育園
11月1日㈰、午前10時～正午（雨
天決行）／西堀保育園／日用品販
売やゲームなど／同園☎042-492-
3111

科学映画「鏡のふしぎ」
新座楽しい科学映画の会

11月1日 ㈰、午 後1時15分 ～2時
45分／にいざほっとぷらざ／200
円／平らな、へこんだ、出っぱった鏡、
実験も有り／山本☎048-478-6376
きたの会秋まつり・北野保育園父母会
11月8日 ㈰、午 前10時50分 ～ 午
後1時／北野保育園／リサイクル、
食べ物、ゲームコーナーほか／同
園☎048-477-0039
絵本であったまろう！・おはなし万華鏡
11月29日㈰、午後1時30分～2時
45分／野火止公民館／前半は幼
児向け、休憩後、後半は低学年向け
／牧田☎090-6141-7639

絵本と紙芝居の「おはなし会」
おはなしグループほたる

11月14日㈯、午後3時～ 3時30分
／栗原公民館／絵本、紙芝居、パ
ネルシアター、手遊びなど／小林
☎090-2547-7069

講演会「平和と福祉～パレスチナ、
障害、沖縄～」

立教大学コミュニティ福祉学会
11月14日㈯、午後3時5分～ 5時5
分／立教大学新座キャンパス／琉
球大学、鈴木良先生による講演会
／学会運営委員会事務局☎048-47
1-7308

第8回手描友禅染作品展
江戸友禅きもの文化普及会

11月7日㈯～8日㈰、午前10時～
午後4時（8日は午後3時まで）／睡
足軒の森／手描友禅染の作品展示
と工程や古典文様のお話／後藤☎
048-482-0988

放課後児童保育室バザー
▶新座放課後児童保育室（風の子）
／11月1日㈰、午前10時～／同室
☎048-479-0872
▶石神放課後児童保育室（しろは
と）／11月1日 ㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-2118
▶野寺放課後児童保育室（つくし
んぼ）／11月1日㈰、午前10時～
／同室☎042-475-3961
▶野火止放課後児童保育室（こぶ
し）／11月8日㈰、午前10時～／同
室☎048-479-8664
▶東野放課後児童保育室（みつば
ち）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-4373
▶池田放課後児童保育室（ありん
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-6343
▶西堀放課後児童保育室（たけの
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎042-493-9362

▶大和田放課後児童保育室（たん
ぽぽ）／12月6日㈰、午前11時～
／同室☎048-478-1221
▶新開放課後児童保育室(どんぐ
り) ／12月13日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-481-3067
第25回新座自援会ガレージ・バザール

社会福祉法人にいざ後援会
11月29日㈰、午前10時～午後2
時／中央公民館／衣料、食器、模
擬店など、提供品募集中（13日ま
で）／同後援会☎048-482-5155

映画&講演「みんなの学校」
立教大学人権ハラスメント

対策センター
11月10日㈫、午後6時～ 8時45分
／立教大学新座キャンパス／「み
んなの学校」上映と専門家による
講演会／同センター事務室☎048-
471-7396

顔の保湿
～ワセリンを使ってみましょう～

アロマセラピーの会
11月29日㈰、午後1時15分～2時
45分／栄公民館／顔のマッサージ
など、タオル2本、女性対象／堀岡
☎090-2424-3989
バリアフリーだれでも楽しい映画会

立教大学ボランティアセンター
12月6日㈰、午後2時～4時30分／
立教大学新座キャンパス／映画グ
ースのバリアフリー上映会／同セ
ンター☎048-471-6682

第15回みんなのコンサート
暮らしネット・えん

11月15日㈰、午後2時開演／中央
公民館／大人1,000円、子ども500

円／ジャズフルートでスウィング、
井上信平と仲間たち／暮らしネッ
ト・えん☎048-480-4150

ブルク・バッハ室内合唱団
毎月第3回金曜日、午後7時～9時
10分／にいざほっとぷらざほか／
3,000円（1か月・入会金1,000円）
ほか、演奏会費用積立金2,000円

（1か月）有り／年齢・性別・経験不
問、次回演奏会に向け募集中／深
津☎090-3915-1297

武蔵野吟詠会
毎 月第1・2・3水 曜日（月3回）、午
後3時30分～5時30分／野火止公
民館／4,000円（1か月ごと）／漢
詩、和歌、俳句を講師の指導で吟
詠、見学歓迎／中村☎048-477-3
321

テニスクラブ21Ｘ
毎週月曜・木曜日、午前9時～午後1
時／本多・西堀庭球場／1,000円（1
か月）／初心者、中級者大歓迎、無料
体験有り／浅野☎048-203-0712
　　　　　

　　　　 お詫びと訂正
　広報10月号の会員募集に掲載し
た「中央卓球」で誤りがありました。
お詫びして訂正します。正しくは次
のとおりです。
　年会費 4,000 円（1年ごと）

内容などに関して、市では関与していません。各
催しなどについては、変更又は中止となる可能性
があるので、各連絡先へ問合せください。本コー
ナー掲載希望の方は、市政情報課(☎048-424-96
00)へ

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
申
請
受
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

内・外・小・消内・
整外・肛・リハ

内・外・皮・
小・リハ 内

しんきゅう

し しん

だいけんちゅうとう

りっ くん し　とう

しゃくやく かん ぞう とう

▲携帯サイト

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ 1213

日①11月10日・②24日・③12月1日の火
曜日、午前10時～11時30分場①・③栗原
ふれあいの家(公共交通機関をご利用く
ださい)、②中央公民館対4か月から3歳
くらいまでのお子さんと保護者、妊婦定
②30組・申込順内①落ち葉遊び、②応急
処置、③クリスマス会主催新座市母子愛
育会申①・③当日、直接受付、②電話で、
11月2日㈪から保健センターへ

日11月15日㈰、午後1時45分～3時(午
後1時15分開場)場朝霞市産業文化セン
ター※なるべく公共交通機関をご利用く
ださい対新座・朝霞・志木・和光市在住の
方で、0～6歳くらいのお子さんを持つ保
護者又は妊娠中の方とその家族定140
名・申込順内子どもがかかりやすい病気
と家庭でできる対処法講埼玉県看護協
会・埼玉県小児救急電話相談(＃8000)相
談員保定員20名・申込順(生後8か月以上
のお子さん対象)※11月13日までに事前
予約申電話で、11月2日㈪から朝霞市保
健センター(☎048-465-8611)へ

○大和田公民館／11月17日㈫、午前9時
～10時　主催 大和田地区献血会
○石神集会所／11月17日㈫、午後2時～
4時　主催 石神地区献血会
○畑中公民館／11月18日㈬、午後2時
30分～4時　主催 畑中献血会
○市役所／11月20日㈮、午前9時30分
～11時45分、午後1時～4時
○志木駅南口／11月26日㈭、午前10時
～11時45分、午後1時～4時　主催 新座
中央ライオンズクラブ

　乳幼児突然死症候群(SIDS)とは、それ
まで元気だった赤ちゃんが事故や窒息で
はなく、眠っている間に突然死亡する原
因不明の病気です。生後2か月から6か月
の赤ちゃんに多く、まれに1歳以上でも
発症することがあります。次の3点に留
意することでこの発症率が低下すること
が分かっていますので気を付けましょう。
①『うつぶせ寝』は避ける。②赤ちゃんの
周囲でたばこを吸わない。③できるだけ

『母乳』で育てる。

1 1月の乳幼児健康診査
健診名（対象）　　日にち・場所

3～4か月児
（平成27年7月生まれ）

9～10か月児
（平成27年1月生まれ）

1歳6か月児
（平成26年4月生まれ）

3歳児
（平成24年7月生まれ）

5日 ㈭

12日 ㈭

10日 ㈫

17日 ㈫

4日 ㈬

9日 ㈪

11日 ㈬

16日 ㈪

保

保

市

市

保

保

保 市
※対象者には事前に案内を郵送します。
※　保健センター、　　市民会館

　市では、救命率の向上を図る取組とし
て、市内の24時間営業のコンビニエンス
ストアの協力を得て、自動体外式除細動
器(ＡＥＤ)の設置を進めています。ＡＥＤを
設置する店舗は、ＡＥＤの受渡し業務のみ
を行います。実際にＡＥＤを使用するのは、
借用に来たバイスタンダー(その場に居
合わせた方)です。ＡＥＤは、突然の心肺停
止から命を救うための医療機器で、講習
を受けていない方でも、機械の音声案内
に従って使用できます。倒れた人の意識
がなく、普段どおりの呼吸がないときや、
意識や呼吸の状態が分からない場合でも、
電気ショックが必要かどうかＡＥＤが自
動的に判断し、誰でも使えます。埼玉県南
西部消防本部では、毎週水曜日に普通救
命講習を実施して
います。希望する
方は消防本部救急
課(☎048-478-
0899)へ申込みく
ださい。設置店舗
の入口付近に「Ａ
ＥＤ受 渡 し 指 定
店」の掲示があり
ます。

日11月20日㈮、午前9時35分～午後0時
10分場野火止公民館対40歳以上の方定
30名・申込順内栄養士の話、健康運動指
導士の実技指導申直接又は電話で、11月
2日㈪から17日㈫までに保健センターへ

　治療手段として漢方薬や鍼灸を用い
る、中国に源を発する伝統的医学体系を
本邦では一般に「東洋医学」と呼んでい
ます。日本の医学は、明治政府がドイツ
医学の採用を決定するまで、東洋医学
がその主流を占めていました。すでに
五～六世紀頃には東洋医学は中国大陸
より他の諸文化とともに輸入され、行わ
れていたことがわかっています。明治以
降、我が国の医学教育はドイツ医学への
方向転換を余儀なくされたため、以後漢
方や鍼灸の診療はごく一部の人々によ
って細々と受け継がれてきました。漢方
薬が一般の治療手段として定着したの
は昭和51年の医療用漢方エキス製剤

（以下エキス剤）が保険診療で使われる

科なので急性膀胱炎に対しては抗生剤
のほうが効きますが、検査で異常のない
慢性膀胱炎には漢方薬を使います。ま
たは両方の薬を投与する場合もありま
す。日本の医療制度では漢方の専門医
試験はもともと各科の専門医を取得し
て、さらに3年間の研修をしてからしか
受験できないシステムになっています。
従って、漢方の専門医は西洋医学東洋
医学の両方を習得しており、その状況に
よって効果のある方を選択しています。
また、「効果が出るまで時間がかかるか
ら漢方は嫌です」と言われることもあり
ます。漢方には即効性の薬もあります。
例えばこむら返りに使う芍薬甘草湯や下
痢の薬などです。しかし、慢性疾患に対
する場合は少し時間を要するときもあり
ます。最後に、漢方は副作用が少ないと
思われていますが、薬なので副作用は
あります。処方医や薬剤師の先生とよく
相談し服用しましょう。

ようになった以降のことです。全国各地に
漢方研究会、東洋医学研究会等が組織さ
れ、医師の為の漢方講習会が広く行われ
るようになってから一気に拡大しました。
そして近年東洋医学がようやくに受け入
れられ、治療に応用されるようになりまし
た。
　では西洋医学とはどう違うのでしょう
か？明治以降は、日本では西洋医学の勉強
をして医師になります。西洋医学の基本
は診断学です。つまり病気を治療するた
めには診断が必要になり、診断するために
は様々な検査が必要となります。たとえ
ば尿の検査、血液の検査、レントゲンや超
音波検査、CTやMRIなどいろいろな検査
をすることで病名が分かります。その病
名に対して治療が開始されます。治療は
内服薬や手術など様々です。
　これに対して東洋医学ではどのように診
断するのでしょうか？江戸時代に血液検査
やレントゲンはありません。そこで、東洋

医学では、人体の基本的な構成要素を一
般に「気・血・水」の三つに分類しています。
各々のバランスが崩れると病気になると
考えます。身体のバランスの乱れの状況
を知る「診断」の方法として、昔から「四診」
というものを用いてきました。この四診と
は患者さんの全体像を見る、話を聞く、脈
を診る、腹診、舌を見るなどがあり、四診
によって得られる情報から、患者さんの内
部でどのような歪みが生じているのかを
類推し、漢方薬を考えます。しかし、この
四診による診断方法が非常に複雑であり、
ある程度の訓練を必要とします。そのため、
最近では、西洋医学の病名に対して効果
のある漢方薬のエビデンスを集め広く誰
にでも薬を選べるようになっています。例
えば外科の手術後には大建中湯や胃の不
定愁訴には六君子湯などがあります。
　ではよく西洋医学と東洋医学のどちら
が効くのかと言われますが、その状態によ
って変わってきます。例えば、私は泌尿器

東洋医学
朝霞地区医師会　　
濵野　公成　　　☎048-464-4666

健　　康

わ
たしたちの

野菜料理講習会
(地元野菜で料理作り)

第983号■平成27年11月号

日11月27日㈮、午前10時～正午対市内
在住の方定40名・申込順講NPO法人子育
てひろばほわほわ顧問看護師・心理カウ
ンセラー 永瀬春美保未就学児(5か月以
上)20名・申込順申直接又は電話で、11月
13日㈮までに保健センターへ

日12月2日㈬、午前10時～午後1時対市
内在住で、60歳以上の方定20名・申込順
主催新座市食生活改善推進員協議会費
300円（食材代）申直接又は電話で、11月
2日㈪から25日㈬までに保健センターへ

　親子歯科健診は、11月30日㈪で終了
します。早めに予約し、受診しましょう。
対平成22年4月2日～23年4月1日生ま
れの幼児と保護者※詳細は個別通知して
います。

日12月31日㈭まで場指定医療機関(成人
健康カレンダー・市ホームページ参照)対
新座市に住民登録があり、①今年度に満
40歳となる方、②41歳以上の方で、一度
も肝炎ウイルス検診を受けたことのない
方費無料(公費負担は1回まで。2回目以
降は対象外)申直接又は電話で、各医療機
関へ

母と子のつどい こころの講演会　一歩、一歩
はじめよう「自分が好き」への子育て

小児救急を考える講演会(4市共同)

市内のコンビニエンスストア
にＡＥＤの設置を進めています

保健センター通信 ●場所が掲載されていないもの
　は保健センター
●費用の掲載がないものは無料

〒３５２－００２４　道場2－１４－4
　☎０４８－４８１－２２１１
ＦＡＸ０４８－４８１－２２１５

～随時、保健師を募集しています。詳しくは市ホームページ（http://www.city.niiza.lg.jp)をご覧ください～

■11月の日曜日に診療実施の接骨院

※医師の都合により変更することがあります。 ※受付時間：午前9時～正午
■11月の休日に診療実施の医療機関（午前10時～午後４時）  ※市外局番は０４８です。

松 井 接 骨 院

穂 坂 直 一
冨 岡 紀 正
相 田 孝 雄
中 村 孝
北 本 厚
柴 崎 貞 二
小 高 清 隆

日 歯科医師名 日 　接骨院名 　 住所・電話
■11月の休日歯科応急診療所

１日

８日

１５日

２２日

29日

志木

新座

新座

和光

朝霞

新座

和光

472-3030

473-3331

470-5050

467-1108

487-8160

485-6788

466-2235

受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

診
察
料
／
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康
保
険
法
の
規
定
料
金

（
保
険
証
は
必
ず
持
参
）

協
力
／
朝
霞
地
区
歯
科
医
師
会

※『
お
く
す
り
手
帳
』を
お
持
ち
の
方
は
、必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１日　㈰
３日（火・祝）

８日　㈰
１５日㈰
２２日㈰

２３日（月・祝）
２９日㈰

☎０４8-479-7963

☎０４8-280-6501

☎０４2-421-3190

☎０４2-475-0320

☎０４8-477-6867

野火止1-14-8

新座2-17-5

栗原5-17-23

栗原2-1-37

北野3-21-24

日　 場所　　診療所名　　　科　目 　　電　話　場所　　診療所名　　 科　目　 電　話

　1日㈰

３日（火・祝）

8日㈰

１５日㈰

２２日㈰

２３日（月・祝）

２９日㈰

朝霞

朝霞

志木

新座

志木

新座

朝霞

450-3710

474-7711

474-3369

478-2688

473-7929

477-3357

463-1316

新座中央通り
診 療 所

和光小児科ク
リ ニ ッ ク
弁財泌尿器科・
内科クリニック

樹康クリニック

小児科皮膚科
村 田 医 院

志 木 南 口
ク リ ニ ッ ク
和光内科外科
診 療 所

北朝霞整形外科

須田整形外科
志 木 江 原
耳 鼻 咽 喉 科

清河眼科医院

さない耳鼻科
ク リ ニ ッ ク

庄 林 医 院

所 医 院

●救急医療問合せ：埼玉県救急医療情報センター（☎０４８-８２４-４１９９）
●小児救急電話相談：♯８000　　※携帯電話からでも相談可能●大人の救急電話相談：♯7000
●精神科救急電話相談：埼玉県精神科救急情報センター（☎０４８-７２３-８６９９）

内・小・外・
皮・消内・肛

内・外・
消内

小・皮

内・小

小・内

泌・内

耳

耳

渕 辺 接 骨 院

長 南 接 骨 院

整外・内・
リウ・リハ

整外・リウ・
リハ・内

眼

献　　　血

親子歯科健康診査期間終了のお知らせ

肝炎ウイルス検診

近 藤 接 骨 院

ニコ筋半日教室
知りたい！骨密度アップとニコ筋！

ご存じですか？
乳幼児突然死症候群(SIDS)

吉 田 接 骨 院

お薬手帳を活用しましょう
　朝霞地区医師会、歯科医師会、薬剤師会では、手帳の表紙に血
液をサラサラにする薬の「血のシール」、骨粗しょう症の薬の

「骨のシール」（ピクトグラムシール）を貼るように推進してい
ます。抜歯や救急治療のときに大変役立ちます。問い合わせは、
かかりつけ薬局へ！

朝
霞
地
区
は

お
薬
手
帳
発
祥
の
地
で
す

一般社団法人　朝霞地区薬剤師会　新座支部☎482－5235
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通
帳
な
ど
）を
お
持
ち
の

上
、12
月
25
日
㈮〈
締
切
厳
守
〉ま
で

に
児
童
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
１
６
１
）へ※

締
め
切
り
後
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
た
に

対
象
と
な
っ
た
方
は
申
請
可

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
を
１
月

以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、現
況
届
の
提
出（
更
新
の
手
続
）

が
必
要
で
す
。※

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
、７
月
以
降
に
新

規
申
請
し
た
方
は
不
要
▼
提
出
方
法

及
び
問
合
せ
／
現
在
の
受
給
者
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
書
類
を

添
え
て
11
月
２
日
㈪
か
ら
30
日
㈪
ま

で
に
、直
接
、児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-

4
2
4-

9
6
1
9
）へ※

29
日

㈰
臨
時
開
庁

▼
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家

庭
の
父
、寡
婦
、及
び
父
母
の
な
い

20
歳
未
満
の
児
童
な
ど
▼
資
金
の
内

容
／
就
学
支
度
、修
学
、生
活
、医
療

介
護
資
金
な
ど
で
、項
目
に
よ
り
限

度
額
な
ど
が
異
な
る
▼
申
請
／
市
役

所
が
申
請
窓
口
と
な
り
、資
金
の
内

容
に
よ
り
必
要
な
書
類
な
ど
を
案
内

▼
問
合
せ
／
児
童
福
祉
課(

☎
０
４

８-

４
２
４-

９
１
６
１
）

　
埼
玉
県
は
、い
じ
め
の
根
絶
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。▼
相
談
窓
口
／

よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談（
24
時
間

３
６
５
日
対
応
）＝
18
歳
以
下
の
子

ど
も
専
用（
☎
０
１
２
０-

８
６-

３

１
９
２
）、保
護
者
専
用（
☎
０
４
８-

５
５
６-

０
８
７
４
）、

メ
ー
ル（soudan@

spec.ed.jp

）▼
問

合
せ
／
埼
玉
県
県
民
生
活
部
青
少
年

課（
☎
０
４
８-

８
３
０-

５
８
５
８
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、○
小
学
校
１

〜
５
年
生
の
暗
唱
＝
午
前
９
時
10
分

〜
正
午
、○
小
学
６
年
生・中
学
２
年

生
の
弁
論
＝
午
後
１
時
〜
４
時（
予
定
）

▼
場
所
／
市
民
会
館
▼
問
合
せ
／
指

導
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

７
１
４
２
）

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
、午
前
11
時

〜
午
後
１
時
▼
場
所
／
所
沢
航
空
公

園
▼
対
象
／
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生※
保
護
者（
高
校
生
以
上
）と
ペ

ア
で
参
加
の
こ
と
▼
定
員
／
10
組※

多
数
の
場
合
抽
選
▼
主
催
／
新
座
市

青
少
年
相
談
員
協
議
会
▼
費
用
／
３

０
０
円（
保
険
代
な
ど
）▼
申
込
み
／

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
、保
護
者

名
、学
年
を
記
入
の
上
、11
月
16
日
㈪

ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）へ

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
間
は
、

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪〈
消
印
有
効
〉

ま
で
で
す
。
一
人
暮
ら
し
で
身
体
的

理
由
な
ど
に
よ
り
申
請
が
困
難
な
方

は
、福
祉・子
育
て
給
付
金
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。※

市
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
新

座
市
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０-

４
７
７-

９
９
０〈
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉）※

平
日
、午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
11
月
に
送
付
さ
れ
る
方
／
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
方
▼
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

／
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
▼
問
合
せ
／

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５

５
）、国
保
年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-

９
６
１
２
）

　
平
成
28
年
度
中
に
学
校
が
使
用
す

る
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る

方
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
決
定
通

知
は
来
年
３
月
末
）。▼
受
付
期
間
／

11
月
９
日
㈪
か
ら
20
日
㈮
ま
で
▼
申

請
方
法
／
所
定
の
申
請
用
紙〈
11
月
２

日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
の
間
に
学
務

課
で
配
付
〉に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、直
接
、納
入
を
希
望
す
る
小・中

学
校
へ
提
出
▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎

０
４
８-

４
７
７-

６
９
７
２
）

　
新
座
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
無
償
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。▼
対

象
地
区
／
栗
原
三
〜
六
丁
目
▼
交
換

時
期
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
12
月
３
日

㈭
ま
で※

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
給
水
装
置
の
完
了
検
査
を
行
い
、

メ
ー
タ
ー
交
換
し
た
も
の
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８

-

４
７
７-

５
７
９
８
）

　　

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金
助
成

子
ど
も
・
教
育

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
送
付
さ
れ
ま
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間
」

放
課
後
児
童
保
育
室・保
育
園
等
の

入
室（
園
）申
込
み
を
開
始
し
ま
す

そ
の
ほ
か

平
成
27
年
度
　
第
12
回
新
座
市

子
ど
も
暗
唱・弁
論
大
会

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
現
況
届
の
提
出
を

親
子
参
加
！
相
談
員
と
お
に
ご
っ
こ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

催し

会員募集

あたごコンサート
あたご三丁目町会

11月22日㈰、午後2時～4時／あ
たご菅沢集会所／フルートアンサ
ンブル、ピアノソロ／同町会☎048-
482-3711

音訳ボランティア養成講座
音訳グループ・花だいこん

11月18日～12月2日までの毎週
水曜日（全3回）、午後1時～3時／
市役所第三庁舎／申込制／音訳・
録音図書について学びます／成田
☎048-481-5249

第一保育園バザー・同園父母会
11月15日㈰、午前10時20分～午
後1時30分（雨天決行）／第一保育
園／模擬店、子ども服、雑貨などの
販売、手づくりおもちゃほか／同園
☎048-478-4928

ペン習字で百人一首を書く
畑中ペン習字の会

11月12日㈭、午前10時～正午／
畑中公民館／百人一首を書きなが
ら楽しくペン習字を学ぶ／水間☎
042-471-1068

にこにこバザー・西堀保育園
11月1日㈰、午前10時～正午（雨
天決行）／西堀保育園／日用品販
売やゲームなど／同園☎042-492-
3111

科学映画「鏡のふしぎ」
新座楽しい科学映画の会

11月1日 ㈰、午 後1時15分 ～2時
45分／にいざほっとぷらざ／200
円／平らな、へこんだ、出っぱった鏡、
実験も有り／山本☎048-478-6376
きたの会秋まつり・北野保育園父母会
11月8日 ㈰、午 前10時50分 ～ 午
後1時／北野保育園／リサイクル、
食べ物、ゲームコーナーほか／同
園☎048-477-0039
絵本であったまろう！・おはなし万華鏡
11月29日㈰、午後1時30分～2時
45分／野火止公民館／前半は幼
児向け、休憩後、後半は低学年向け
／牧田☎090-6141-7639

絵本と紙芝居の「おはなし会」
おはなしグループほたる

11月14日㈯、午後3時～ 3時30分
／栗原公民館／絵本、紙芝居、パ
ネルシアター、手遊びなど／小林
☎090-2547-7069

講演会「平和と福祉～パレスチナ、
障害、沖縄～」

立教大学コミュニティ福祉学会
11月14日㈯、午後3時5分～ 5時5
分／立教大学新座キャンパス／琉
球大学、鈴木良先生による講演会
／学会運営委員会事務局☎048-47
1-7308

第8回手描友禅染作品展
江戸友禅きもの文化普及会

11月7日㈯～8日㈰、午前10時～
午後4時（8日は午後3時まで）／睡
足軒の森／手描友禅染の作品展示
と工程や古典文様のお話／後藤☎
048-482-0988

放課後児童保育室バザー
▶新座放課後児童保育室（風の子）
／11月1日㈰、午前10時～／同室
☎048-479-0872
▶石神放課後児童保育室（しろは
と）／11月1日 ㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-2118
▶野寺放課後児童保育室（つくし
んぼ）／11月1日㈰、午前10時～
／同室☎042-475-3961
▶野火止放課後児童保育室（こぶ
し）／11月8日㈰、午前10時～／同
室☎048-479-8664
▶東野放課後児童保育室（みつば
ち）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-4373
▶池田放課後児童保育室（ありん
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-6343
▶西堀放課後児童保育室（たけの
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎042-493-9362

▶大和田放課後児童保育室（たん
ぽぽ）／12月6日㈰、午前11時～
／同室☎048-478-1221
▶新開放課後児童保育室(どんぐ
り) ／12月13日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-481-3067
第25回新座自援会ガレージ・バザール

社会福祉法人にいざ後援会
11月29日㈰、午前10時～午後2
時／中央公民館／衣料、食器、模
擬店など、提供品募集中（13日ま
で）／同後援会☎048-482-5155

映画&講演「みんなの学校」
立教大学人権ハラスメント

対策センター
11月10日㈫、午後6時～ 8時45分
／立教大学新座キャンパス／「み
んなの学校」上映と専門家による
講演会／同センター事務室☎048-
471-7396

顔の保湿
～ワセリンを使ってみましょう～

アロマセラピーの会
11月29日㈰、午後1時15分～2時
45分／栄公民館／顔のマッサージ
など、タオル2本、女性対象／堀岡
☎090-2424-3989
バリアフリーだれでも楽しい映画会

立教大学ボランティアセンター
12月6日㈰、午後2時～4時30分／
立教大学新座キャンパス／映画グ
ースのバリアフリー上映会／同セ
ンター☎048-471-6682

第15回みんなのコンサート
暮らしネット・えん

11月15日㈰、午後2時開演／中央
公民館／大人1,000円、子ども500

円／ジャズフルートでスウィング、
井上信平と仲間たち／暮らしネッ
ト・えん☎048-480-4150

ブルク・バッハ室内合唱団
毎月第3回金曜日、午後7時～9時
10分／にいざほっとぷらざほか／
3,000円（1か月・入会金1,000円）
ほか、演奏会費用積立金2,000円

（1か月）有り／年齢・性別・経験不
問、次回演奏会に向け募集中／深
津☎090-3915-1297

武蔵野吟詠会
毎 月第1・2・3水 曜日（月3回）、午
後3時30分～5時30分／野火止公
民館／4,000円（1か月ごと）／漢
詩、和歌、俳句を講師の指導で吟
詠、見学歓迎／中村☎048-477-3
321

テニスクラブ21Ｘ
毎週月曜・木曜日、午前9時～午後1
時／本多・西堀庭球場／1,000円（1
か月）／初心者、中級者大歓迎、無料
体験有り／浅野☎048-203-0712
　　　　　

　　　　 お詫びと訂正
　広報10月号の会員募集に掲載し
た「中央卓球」で誤りがありました。
お詫びして訂正します。正しくは次
のとおりです。
　年会費 4,000 円（1年ごと）

内容などに関して、市では関与していません。各
催しなどについては、変更又は中止となる可能性
があるので、各連絡先へ問合せください。本コー
ナー掲載希望の方は、市政情報課(☎048-424-96
00)へ

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
申
請
受
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

内・外・小・消内・
整外・肛・リハ

内・外・皮・
小・リハ 内

しんきゅう

し しん

だいけんちゅうとう

りっ くん し　とう

しゃくやく かん ぞう とう

▲携帯サイト

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ
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日①11月10日・②24日・③12月1日の火
曜日、午前10時～11時30分場①・③栗原
ふれあいの家(公共交通機関をご利用く
ださい)、②中央公民館対4か月から3歳
くらいまでのお子さんと保護者、妊婦定
②30組・申込順内①落ち葉遊び、②応急
処置、③クリスマス会主催新座市母子愛
育会申①・③当日、直接受付、②電話で、
11月2日㈪から保健センターへ

日11月15日㈰、午後1時45分～3時(午
後1時15分開場)場朝霞市産業文化セン
ター※なるべく公共交通機関をご利用く
ださい対新座・朝霞・志木・和光市在住の
方で、0～6歳くらいのお子さんを持つ保
護者又は妊娠中の方とその家族定140
名・申込順内子どもがかかりやすい病気
と家庭でできる対処法講埼玉県看護協
会・埼玉県小児救急電話相談(＃8000)相
談員保定員20名・申込順(生後8か月以上
のお子さん対象)※11月13日までに事前
予約申電話で、11月2日㈪から朝霞市保
健センター(☎048-465-8611)へ

○大和田公民館／11月17日㈫、午前9時
～10時　主催 大和田地区献血会
○石神集会所／11月17日㈫、午後2時～
4時　主催 石神地区献血会
○畑中公民館／11月18日㈬、午後2時
30分～4時　主催 畑中献血会
○市役所／11月20日㈮、午前9時30分
～11時45分、午後1時～4時
○志木駅南口／11月26日㈭、午前10時
～11時45分、午後1時～4時　主催 新座
中央ライオンズクラブ

　乳幼児突然死症候群(SIDS)とは、それ
まで元気だった赤ちゃんが事故や窒息で
はなく、眠っている間に突然死亡する原
因不明の病気です。生後2か月から6か月
の赤ちゃんに多く、まれに1歳以上でも
発症することがあります。次の3点に留
意することでこの発症率が低下すること
が分かっていますので気を付けましょう。
①『うつぶせ寝』は避ける。②赤ちゃんの
周囲でたばこを吸わない。③できるだけ

『母乳』で育てる。

1 1月の乳幼児健康診査
健診名（対象）　　日にち・場所

3～4か月児
（平成27年7月生まれ）

9～10か月児
（平成27年1月生まれ）

1歳6か月児
（平成26年4月生まれ）

3歳児
（平成24年7月生まれ）

5日 ㈭

12日 ㈭

10日 ㈫

17日 ㈫

4日 ㈬

9日 ㈪

11日 ㈬

16日 ㈪

保

保

市

市

保

保

保 市
※対象者には事前に案内を郵送します。
※　保健センター、　　市民会館

　市では、救命率の向上を図る取組とし
て、市内の24時間営業のコンビニエンス
ストアの協力を得て、自動体外式除細動
器(ＡＥＤ)の設置を進めています。ＡＥＤを
設置する店舗は、ＡＥＤの受渡し業務のみ
を行います。実際にＡＥＤを使用するのは、
借用に来たバイスタンダー(その場に居
合わせた方)です。ＡＥＤは、突然の心肺停
止から命を救うための医療機器で、講習
を受けていない方でも、機械の音声案内
に従って使用できます。倒れた人の意識
がなく、普段どおりの呼吸がないときや、
意識や呼吸の状態が分からない場合でも、
電気ショックが必要かどうかＡＥＤが自
動的に判断し、誰でも使えます。埼玉県南
西部消防本部では、毎週水曜日に普通救
命講習を実施して
います。希望する
方は消防本部救急
課(☎048-478-
0899)へ申込みく
ださい。設置店舗
の入口付近に「Ａ
ＥＤ受 渡 し 指 定
店」の掲示があり
ます。

日11月20日㈮、午前9時35分～午後0時
10分場野火止公民館対40歳以上の方定
30名・申込順内栄養士の話、健康運動指
導士の実技指導申直接又は電話で、11月
2日㈪から17日㈫までに保健センターへ

　治療手段として漢方薬や鍼灸を用い
る、中国に源を発する伝統的医学体系を
本邦では一般に「東洋医学」と呼んでい
ます。日本の医学は、明治政府がドイツ
医学の採用を決定するまで、東洋医学
がその主流を占めていました。すでに
五～六世紀頃には東洋医学は中国大陸
より他の諸文化とともに輸入され、行わ
れていたことがわかっています。明治以
降、我が国の医学教育はドイツ医学への
方向転換を余儀なくされたため、以後漢
方や鍼灸の診療はごく一部の人々によ
って細々と受け継がれてきました。漢方
薬が一般の治療手段として定着したの
は昭和51年の医療用漢方エキス製剤

（以下エキス剤）が保険診療で使われる

科なので急性膀胱炎に対しては抗生剤
のほうが効きますが、検査で異常のない
慢性膀胱炎には漢方薬を使います。ま
たは両方の薬を投与する場合もありま
す。日本の医療制度では漢方の専門医
試験はもともと各科の専門医を取得し
て、さらに3年間の研修をしてからしか
受験できないシステムになっています。
従って、漢方の専門医は西洋医学東洋
医学の両方を習得しており、その状況に
よって効果のある方を選択しています。
また、「効果が出るまで時間がかかるか
ら漢方は嫌です」と言われることもあり
ます。漢方には即効性の薬もあります。
例えばこむら返りに使う芍薬甘草湯や下
痢の薬などです。しかし、慢性疾患に対
する場合は少し時間を要するときもあり
ます。最後に、漢方は副作用が少ないと
思われていますが、薬なので副作用は
あります。処方医や薬剤師の先生とよく
相談し服用しましょう。

ようになった以降のことです。全国各地に
漢方研究会、東洋医学研究会等が組織さ
れ、医師の為の漢方講習会が広く行われ
るようになってから一気に拡大しました。
そして近年東洋医学がようやくに受け入
れられ、治療に応用されるようになりまし
た。
　では西洋医学とはどう違うのでしょう
か？明治以降は、日本では西洋医学の勉強
をして医師になります。西洋医学の基本
は診断学です。つまり病気を治療するた
めには診断が必要になり、診断するために
は様々な検査が必要となります。たとえ
ば尿の検査、血液の検査、レントゲンや超
音波検査、CTやMRIなどいろいろな検査
をすることで病名が分かります。その病
名に対して治療が開始されます。治療は
内服薬や手術など様々です。
　これに対して東洋医学ではどのように診
断するのでしょうか？江戸時代に血液検査
やレントゲンはありません。そこで、東洋

医学では、人体の基本的な構成要素を一
般に「気・血・水」の三つに分類しています。
各々のバランスが崩れると病気になると
考えます。身体のバランスの乱れの状況
を知る「診断」の方法として、昔から「四診」
というものを用いてきました。この四診と
は患者さんの全体像を見る、話を聞く、脈
を診る、腹診、舌を見るなどがあり、四診
によって得られる情報から、患者さんの内
部でどのような歪みが生じているのかを
類推し、漢方薬を考えます。しかし、この
四診による診断方法が非常に複雑であり、
ある程度の訓練を必要とします。そのため、
最近では、西洋医学の病名に対して効果
のある漢方薬のエビデンスを集め広く誰
にでも薬を選べるようになっています。例
えば外科の手術後には大建中湯や胃の不
定愁訴には六君子湯などがあります。
　ではよく西洋医学と東洋医学のどちら
が効くのかと言われますが、その状態によ
って変わってきます。例えば、私は泌尿器

東洋医学
朝霞地区医師会　　
濵野　公成　　　☎048-464-4666

健　　康

わ
たしたちの

野菜料理講習会
(地元野菜で料理作り)

第983号■平成27年11月号

日11月27日㈮、午前10時～正午対市内
在住の方定40名・申込順講NPO法人子育
てひろばほわほわ顧問看護師・心理カウ
ンセラー 永瀬春美保未就学児(5か月以
上)20名・申込順申直接又は電話で、11月
13日㈮までに保健センターへ

日12月2日㈬、午前10時～午後1時対市
内在住で、60歳以上の方定20名・申込順
主催新座市食生活改善推進員協議会費
300円（食材代）申直接又は電話で、11月
2日㈪から25日㈬までに保健センターへ

　親子歯科健診は、11月30日㈪で終了
します。早めに予約し、受診しましょう。
対平成22年4月2日～23年4月1日生ま
れの幼児と保護者※詳細は個別通知して
います。

日12月31日㈭まで場指定医療機関(成人
健康カレンダー・市ホームページ参照)対
新座市に住民登録があり、①今年度に満
40歳となる方、②41歳以上の方で、一度
も肝炎ウイルス検診を受けたことのない
方費無料(公費負担は1回まで。2回目以
降は対象外)申直接又は電話で、各医療機
関へ

母 と子のつどい こころの講演会　一歩、一歩
はじめよう「自分が好き」への子育て

小児救急を考える講演会(4市共同)

市内のコンビニエンスストア
にＡＥＤの設置を進めています

保健センター通信 ●場所が掲載されていないもの
　は保健センター
●費用の掲載がないものは無料

〒３５２－００２４　道場2－１４－4
　☎０４８－４８１－２２１１
ＦＡＸ０４８－４８１－２２１５

～随時、保健師を募集しています。詳しくは市ホームページ（http://www.city.niiza.lg.jp)をご覧ください～

■11月の日曜日に診療実施の接骨院

※医師の都合により変更することがあります。 ※受付時間：午前9時～正午
■11月の休日に診療実施の医療機関（午前10時～午後４時）  ※市外局番は０４８です。

松 井 接 骨 院

穂 坂 直 一
冨 岡 紀 正
相 田 孝 雄
中 村 孝
北 本 厚
柴 崎 貞 二
小 高 清 隆

日 歯科医師名 日 　接骨院名 　 住所・電話
■11月の休日歯科応急診療所

１日

８日

１５日

２２日

29日

志木

新座

新座

和光

朝霞

新座

和光

472-3030

473-3331

470-5050

467-1108

487-8160

485-6788

466-2235

受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

診
察
料
／
健
康
保
険
法
の
規
定
料
金

（
保
険
証
は
必
ず
持
参
）

協
力
／
朝
霞
地
区
歯
科
医
師
会

※『
お
く
す
り
手
帳
』を
お
持
ち
の
方
は
、必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１日　㈰
３日（火・祝）

８日　㈰
１５日㈰
２２日㈰

２３日（月・祝）
２９日㈰

☎０４8-479-7963

☎０４8-280-6501

☎０４2-421-3190

☎０４2-475-0320

☎０４8-477-6867

野火止1-14-8

新座2-17-5

栗原5-17-23

栗原2-1-37

北野3-21-24

日　 場所　　診療所名　　　科　目 　　電　話　場所　　診療所名　　 科　目　 電　話

　1日㈰

３日（火・祝）

8日㈰

１５日㈰

２２日㈰

２３日（月・祝）

２９日㈰

朝霞

朝霞

志木

新座

志木

新座

朝霞

450-3710

474-7711

474-3369

478-2688

473-7929

477-3357

463-1316

新座中央通り
診 療 所

和光小児科ク
リ ニ ッ ク
弁財泌尿器科・
内科クリニック

樹康クリニック

小児科皮膚科
村 田 医 院

志 木 南 口
ク リ ニ ッ ク
和光内科外科
診 療 所

北朝霞整形外科

須田整形外科
志 木 江 原
耳 鼻 咽 喉 科

清河眼科医院

さない耳鼻科
ク リ ニ ッ ク

庄 林 医 院

所 医 院

●救急医療問合せ：埼玉県救急医療情報センター（☎０４８-８２４-４１９９）
●小児救急電話相談：♯８000　　※携帯電話からでも相談可能●大人の救急電話相談：♯7000
●精神科救急電話相談：埼玉県精神科救急情報センター（☎０４８-７２３-８６９９）

内・小・外・
皮・消内・肛

内・外・
消内

小・皮

内・小

小・内

泌・内

耳

耳

渕 辺 接 骨 院

長 南 接 骨 院

整外・内・
リウ・リハ

整外・リウ・
リハ・内

眼

献　　　血

親子歯科健康診査期間終了のお知らせ

肝炎ウイルス検診

近 藤 接 骨 院

ニコ筋半日教室
知りたい！骨密度アップとニコ筋！

ご存じですか？
乳幼児突然死症候群(SIDS)

吉 田 接 骨 院

お薬手帳を活用しましょう
　朝霞地区医師会、歯科医師会、薬剤師会では、手帳の表紙に血
液をサラサラにする薬の「血のシール」、骨粗しょう症の薬の

「骨のシール」（ピクトグラムシール）を貼るように推進してい
ます。抜歯や救急治療のときに大変役立ちます。問い合わせは、
かかりつけ薬局へ！

朝
霞
地
区
は

お
薬
手
帳
発
祥
の
地
で
す

一般社団法人　朝霞地区薬剤師会　新座支部☎482－5235

　
来
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室(
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保
育
施
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受
付
期
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／
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８
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30
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後
５
時

15
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12
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は
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前
９

時
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後
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時
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象
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○
放
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育
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児
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り
、資
金
の
内

容
に
よ
り
必
要
な
書
類
な
ど
を
案
内

▼
問
合
せ
／
児
童
福
祉
課(

☎
０
４

８-

４
２
４-

９
１
６
１
）

　
埼
玉
県
は
、い
じ
め
の
根
絶
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。▼
相
談
窓
口
／

よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談（
24
時
間

３
６
５
日
対
応
）＝
18
歳
以
下
の
子

ど
も
専
用（
☎
０
１
２
０-

８
６-

３

１
９
２
）、保
護
者
専
用（
☎
０
４
８-

５
５
６-

０
８
７
４
）、

メ
ー
ル（soudan@

spec.ed.jp

）▼
問

合
せ
／
埼
玉
県
県
民
生
活
部
青
少
年

課（
☎
０
４
８-

８
３
０-

５
８
５
８
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、○
小
学
校
１

〜
５
年
生
の
暗
唱
＝
午
前
９
時
10
分

〜
正
午
、○
小
学
６
年
生・中
学
２
年

生
の
弁
論
＝
午
後
１
時
〜
４
時（
予
定
）

▼
場
所
／
市
民
会
館
▼
問
合
せ
／
指

導
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

７
１
４
２
）

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
、午
前
11
時

〜
午
後
１
時
▼
場
所
／
所
沢
航
空
公

園
▼
対
象
／
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生※

保
護
者（
高
校
生
以
上
）と
ペ

ア
で
参
加
の
こ
と
▼
定
員
／
10
組※

多
数
の
場
合
抽
選
▼
主
催
／
新
座
市

青
少
年
相
談
員
協
議
会
▼
費
用
／
３

０
０
円（
保
険
代
な
ど
）▼
申
込
み
／

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
、保
護
者

名
、学
年
を
記
入
の
上
、11
月
16
日
㈪

ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）へ

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
間
は
、

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪〈
消
印
有
効
〉

ま
で
で
す
。
一
人
暮
ら
し
で
身
体
的

理
由
な
ど
に
よ
り
申
請
が
困
難
な
方

は
、福
祉・子
育
て
給
付
金
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。※

市
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
新

座
市
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０-

４
７
７-

９
９
０〈
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉）※

平
日
、午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
11
月
に
送
付
さ
れ
る
方
／
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
方
▼
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

／
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
▼
問
合
せ
／

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５

５
）、国
保
年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-

９
６
１
２
）

　
平
成
28
年
度
中
に
学
校
が
使
用
す

る
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る

方
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
決
定
通

知
は
来
年
３
月
末
）。▼
受
付
期
間
／

11
月
９
日
㈪
か
ら
20
日
㈮
ま
で
▼
申

請
方
法
／
所
定
の
申
請
用
紙〈
11
月
２

日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
の
間
に
学
務

課
で
配
付
〉に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、直
接
、納
入
を
希
望
す
る
小・中

学
校
へ
提
出
▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎

０
４
８-

４
７
７-

６
９
７
２
）

　
新
座
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
無
償
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。▼
対

象
地
区
／
栗
原
三
〜
六
丁
目
▼
交
換

時
期
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
12
月
３
日

㈭
ま
で※

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
給
水
装
置
の
完
了
検
査
を
行
い
、

メ
ー
タ
ー
交
換
し
た
も
の
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８

-

４
７
７-

５
７
９
８
）

　　

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金
助
成

子
ど
も
・
教
育

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
送
付
さ
れ
ま
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間
」

放
課
後
児
童
保
育
室・保
育
園
等
の

入
室（
園
）申
込
み
を
開
始
し
ま
す

そ
の
ほ
か

平
成
27
年
度
　
第
12
回
新
座
市

子
ど
も
暗
唱・弁
論
大
会

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
現
況
届
の
提
出
を

親
子
参
加
！
相
談
員
と
お
に
ご
っ
こ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

催し

会員募集

あたごコンサート
あたご三丁目町会

11月22日㈰、午後2時～4時／あ
たご菅沢集会所／フルートアンサ
ンブル、ピアノソロ／同町会☎048-
482-3711

音訳ボランティア養成講座
音訳グループ・花だいこん

11月18日～12月2日までの毎週
水曜日（全3回）、午後1時～3時／
市役所第三庁舎／申込制／音訳・
録音図書について学びます／成田
☎048-481-5249

第一保育園バザー・同園父母会
11月15日㈰、午前10時20分～午
後1時30分（雨天決行）／第一保育
園／模擬店、子ども服、雑貨などの
販売、手づくりおもちゃほか／同園
☎048-478-4928

ペン習字で百人一首を書く
畑中ペン習字の会

11月12日㈭、午前10時～正午／
畑中公民館／百人一首を書きなが
ら楽しくペン習字を学ぶ／水間☎
042-471-1068

にこにこバザー・西堀保育園
11月1日㈰、午前10時～正午（雨
天決行）／西堀保育園／日用品販
売やゲームなど／同園☎042-492-
3111

科学映画「鏡のふしぎ」
新座楽しい科学映画の会

11月1日 ㈰、午 後1時15分 ～2時
45分／にいざほっとぷらざ／200
円／平らな、へこんだ、出っぱった鏡、
実験も有り／山本☎048-478-6376
きたの会秋まつり・北野保育園父母会
11月8日 ㈰、午 前10時50分 ～ 午
後1時／北野保育園／リサイクル、
食べ物、ゲームコーナーほか／同
園☎048-477-0039
絵本であったまろう！・おはなし万華鏡
11月29日㈰、午後1時30分～2時
45分／野火止公民館／前半は幼
児向け、休憩後、後半は低学年向け
／牧田☎090-6141-7639

絵本と紙芝居の「おはなし会」
おはなしグループほたる

11月14日㈯、午後3時～ 3時30分
／栗原公民館／絵本、紙芝居、パ
ネルシアター、手遊びなど／小林
☎090-2547-7069

講演会「平和と福祉～パレスチナ、
障害、沖縄～」

立教大学コミュニティ福祉学会
11月14日㈯、午後3時5分～ 5時5
分／立教大学新座キャンパス／琉
球大学、鈴木良先生による講演会
／学会運営委員会事務局☎048-47
1-7308

第8回手描友禅染作品展
江戸友禅きもの文化普及会

11月7日㈯～8日㈰、午前10時～
午後4時（8日は午後3時まで）／睡
足軒の森／手描友禅染の作品展示
と工程や古典文様のお話／後藤☎
048-482-0988

放課後児童保育室バザー
▶新座放課後児童保育室（風の子）
／11月1日㈰、午前10時～／同室
☎048-479-0872
▶石神放課後児童保育室（しろは
と）／11月1日 ㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-2118
▶野寺放課後児童保育室（つくし
んぼ）／11月1日㈰、午前10時～
／同室☎042-475-3961
▶野火止放課後児童保育室（こぶ
し）／11月8日㈰、午前10時～／同
室☎048-479-8664
▶東野放課後児童保育室（みつば
ち）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-4373
▶池田放課後児童保育室（ありん
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-6343
▶西堀放課後児童保育室（たけの
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎042-493-9362

▶大和田放課後児童保育室（たん
ぽぽ）／12月6日㈰、午前11時～
／同室☎048-478-1221
▶新開放課後児童保育室(どんぐ
り) ／12月13日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-481-3067
第25回新座自援会ガレージ・バザール

社会福祉法人にいざ後援会
11月29日㈰、午前10時～午後2
時／中央公民館／衣料、食器、模
擬店など、提供品募集中（13日ま
で）／同後援会☎048-482-5155

映画&講演「みんなの学校」
立教大学人権ハラスメント

対策センター
11月10日㈫、午後6時～ 8時45分
／立教大学新座キャンパス／「み
んなの学校」上映と専門家による
講演会／同センター事務室☎048-
471-7396

顔の保湿
～ワセリンを使ってみましょう～

アロマセラピーの会
11月29日㈰、午後1時15分～2時
45分／栄公民館／顔のマッサージ
など、タオル2本、女性対象／堀岡
☎090-2424-3989
バリアフリーだれでも楽しい映画会

立教大学ボランティアセンター
12月6日㈰、午後2時～4時30分／
立教大学新座キャンパス／映画グ
ースのバリアフリー上映会／同セ
ンター☎048-471-6682

第15回みんなのコンサート
暮らしネット・えん

11月15日㈰、午後2時開演／中央
公民館／大人1,000円、子ども500

円／ジャズフルートでスウィング、
井上信平と仲間たち／暮らしネッ
ト・えん☎048-480-4150

ブルク・バッハ室内合唱団
毎月第3回金曜日、午後7時～9時
10分／にいざほっとぷらざほか／
3,000円（1か月・入会金1,000円）
ほか、演奏会費用積立金2,000円

（1か月）有り／年齢・性別・経験不
問、次回演奏会に向け募集中／深
津☎090-3915-1297

武蔵野吟詠会
毎 月第1・2・3水 曜日（月3回）、午
後3時30分～5時30分／野火止公
民館／4,000円（1か月ごと）／漢
詩、和歌、俳句を講師の指導で吟
詠、見学歓迎／中村☎048-477-3
321

テニスクラブ21Ｘ
毎週月曜・木曜日、午前9時～午後1
時／本多・西堀庭球場／1,000円（1
か月）／初心者、中級者大歓迎、無料
体験有り／浅野☎048-203-0712
　　　　　

　　　　 お詫びと訂正
　広報10月号の会員募集に掲載し
た「中央卓球」で誤りがありました。
お詫びして訂正します。正しくは次
のとおりです。
　年会費 4,000 円（1年ごと）

内容などに関して、市では関与していません。各
催しなどについては、変更又は中止となる可能性
があるので、各連絡先へ問合せください。本コー
ナー掲載希望の方は、市政情報課(☎048-424-96
00)へ

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
申
請
受
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

内・外・小・消内・
整外・肛・リハ

内・外・皮・
小・リハ 内

しんきゅう

し しん

だいけんちゅうとう

りっ くん し　とう

しゃくやく かん ぞう とう

▲携帯サイト

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ 1213

日①11月10日・②24日・③12月1日の火
曜日、午前10時～11時30分場①・③栗原
ふれあいの家(公共交通機関をご利用く
ださい)、②中央公民館対4か月から3歳
くらいまでのお子さんと保護者、妊婦定
②30組・申込順内①落ち葉遊び、②応急
処置、③クリスマス会主催新座市母子愛
育会申①・③当日、直接受付、②電話で、
11月2日㈪から保健センターへ

日11月15日㈰、午後1時45分～3時(午
後1時15分開場)場朝霞市産業文化セン
ター※なるべく公共交通機関をご利用く
ださい対新座・朝霞・志木・和光市在住の
方で、0～6歳くらいのお子さんを持つ保
護者又は妊娠中の方とその家族定140
名・申込順内子どもがかかりやすい病気
と家庭でできる対処法講埼玉県看護協
会・埼玉県小児救急電話相談(＃8000)相
談員保定員20名・申込順(生後8か月以上
のお子さん対象)※11月13日までに事前
予約申電話で、11月2日㈪から朝霞市保
健センター(☎048-465-8611)へ

○大和田公民館／11月17日㈫、午前9時
～10時　主催 大和田地区献血会
○石神集会所／11月17日㈫、午後2時～
4時　主催 石神地区献血会
○畑中公民館／11月18日㈬、午後2時
30分～4時　主催 畑中献血会
○市役所／11月20日㈮、午前9時30分
～11時45分、午後1時～4時
○志木駅南口／11月26日㈭、午前10時
～11時45分、午後1時～4時　主催 新座
中央ライオンズクラブ

　乳幼児突然死症候群(SIDS)とは、それ
まで元気だった赤ちゃんが事故や窒息で
はなく、眠っている間に突然死亡する原
因不明の病気です。生後2か月から6か月
の赤ちゃんに多く、まれに1歳以上でも
発症することがあります。次の3点に留
意することでこの発症率が低下すること
が分かっていますので気を付けましょう。
①『うつぶせ寝』は避ける。②赤ちゃんの
周囲でたばこを吸わない。③できるだけ

『母乳』で育てる。

1 1月の乳幼児健康診査
健診名（対象）　　日にち・場所

3～4か月児
（平成27年7月生まれ）

9～10か月児
（平成27年1月生まれ）

1歳6か月児
（平成26年4月生まれ）

3歳児
（平成24年7月生まれ）

5日 ㈭

12日 ㈭

10日 ㈫

17日 ㈫

4日 ㈬

9日 ㈪

11日 ㈬

16日 ㈪

保

保

市

市

保

保

保 市
※対象者には事前に案内を郵送します。
※　保健センター、　　市民会館

　市では、救命率の向上を図る取組とし
て、市内の24時間営業のコンビニエンス
ストアの協力を得て、自動体外式除細動
器(ＡＥＤ)の設置を進めています。ＡＥＤを
設置する店舗は、ＡＥＤの受渡し業務のみ
を行います。実際にＡＥＤを使用するのは、
借用に来たバイスタンダー(その場に居
合わせた方)です。ＡＥＤは、突然の心肺停
止から命を救うための医療機器で、講習
を受けていない方でも、機械の音声案内
に従って使用できます。倒れた人の意識
がなく、普段どおりの呼吸がないときや、
意識や呼吸の状態が分からない場合でも、
電気ショックが必要かどうかＡＥＤが自
動的に判断し、誰でも使えます。埼玉県南
西部消防本部では、毎週水曜日に普通救
命講習を実施して
います。希望する
方は消防本部救急
課(☎048-478-
0899)へ申込みく
ださい。設置店舗
の入口付近に「Ａ
ＥＤ受 渡 し 指 定
店」の掲示があり
ます。

日11月20日㈮、午前9時35分～午後0時
10分場野火止公民館対40歳以上の方定
30名・申込順内栄養士の話、健康運動指
導士の実技指導申直接又は電話で、11月
2日㈪から17日㈫までに保健センターへ

　治療手段として漢方薬や鍼灸を用い
る、中国に源を発する伝統的医学体系を
本邦では一般に「東洋医学」と呼んでい
ます。日本の医学は、明治政府がドイツ
医学の採用を決定するまで、東洋医学
がその主流を占めていました。すでに
五～六世紀頃には東洋医学は中国大陸
より他の諸文化とともに輸入され、行わ
れていたことがわかっています。明治以
降、我が国の医学教育はドイツ医学への
方向転換を余儀なくされたため、以後漢
方や鍼灸の診療はごく一部の人々によ
って細々と受け継がれてきました。漢方
薬が一般の治療手段として定着したの
は昭和51年の医療用漢方エキス製剤

（以下エキス剤）が保険診療で使われる

科なので急性膀胱炎に対しては抗生剤
のほうが効きますが、検査で異常のない
慢性膀胱炎には漢方薬を使います。ま
たは両方の薬を投与する場合もありま
す。日本の医療制度では漢方の専門医
試験はもともと各科の専門医を取得し
て、さらに3年間の研修をしてからしか
受験できないシステムになっています。
従って、漢方の専門医は西洋医学東洋
医学の両方を習得しており、その状況に
よって効果のある方を選択しています。
また、「効果が出るまで時間がかかるか
ら漢方は嫌です」と言われることもあり
ます。漢方には即効性の薬もあります。
例えばこむら返りに使う芍薬甘草湯や下
痢の薬などです。しかし、慢性疾患に対
する場合は少し時間を要するときもあり
ます。最後に、漢方は副作用が少ないと
思われていますが、薬なので副作用は
あります。処方医や薬剤師の先生とよく
相談し服用しましょう。

ようになった以降のことです。全国各地に
漢方研究会、東洋医学研究会等が組織さ
れ、医師の為の漢方講習会が広く行われ
るようになってから一気に拡大しました。
そして近年東洋医学がようやくに受け入
れられ、治療に応用されるようになりまし
た。
　では西洋医学とはどう違うのでしょう
か？明治以降は、日本では西洋医学の勉強
をして医師になります。西洋医学の基本
は診断学です。つまり病気を治療するた
めには診断が必要になり、診断するために
は様々な検査が必要となります。たとえ
ば尿の検査、血液の検査、レントゲンや超
音波検査、CTやMRIなどいろいろな検査
をすることで病名が分かります。その病
名に対して治療が開始されます。治療は
内服薬や手術など様々です。
　これに対して東洋医学ではどのように診
断するのでしょうか？江戸時代に血液検査
やレントゲンはありません。そこで、東洋

医学では、人体の基本的な構成要素を一
般に「気・血・水」の三つに分類しています。
各々のバランスが崩れると病気になると
考えます。身体のバランスの乱れの状況
を知る「診断」の方法として、昔から「四診」
というものを用いてきました。この四診と
は患者さんの全体像を見る、話を聞く、脈
を診る、腹診、舌を見るなどがあり、四診
によって得られる情報から、患者さんの内
部でどのような歪みが生じているのかを
類推し、漢方薬を考えます。しかし、この
四診による診断方法が非常に複雑であり、
ある程度の訓練を必要とします。そのため、
最近では、西洋医学の病名に対して効果
のある漢方薬のエビデンスを集め広く誰
にでも薬を選べるようになっています。例
えば外科の手術後には大建中湯や胃の不
定愁訴には六君子湯などがあります。
　ではよく西洋医学と東洋医学のどちら
が効くのかと言われますが、その状態によ
って変わってきます。例えば、私は泌尿器

東洋医学
朝霞地区医師会　　
濵野　公成　　　☎048-464-4666

健　　康

わ
たしたちの

野菜料理講習会
(地元野菜で料理作り)

第983号■平成27年11月号

日11月27日㈮、午前10時～正午対市内
在住の方定40名・申込順講NPO法人子育
てひろばほわほわ顧問看護師・心理カウ
ンセラー 永瀬春美保未就学児(5か月以
上)20名・申込順申直接又は電話で、11月
13日㈮までに保健センターへ

日12月2日㈬、午前10時～午後1時対市
内在住で、60歳以上の方定20名・申込順
主催新座市食生活改善推進員協議会費
300円（食材代）申直接又は電話で、11月
2日㈪から25日㈬までに保健センターへ

　親子歯科健診は、11月30日㈪で終了
します。早めに予約し、受診しましょう。
対平成22年4月2日～23年4月1日生ま
れの幼児と保護者※詳細は個別通知して
います。

日12月31日㈭まで場指定医療機関(成人
健康カレンダー・市ホームページ参照)対
新座市に住民登録があり、①今年度に満
40歳となる方、②41歳以上の方で、一度
も肝炎ウイルス検診を受けたことのない
方費無料(公費負担は1回まで。2回目以
降は対象外)申直接又は電話で、各医療機
関へ

母 と子のつどい こころの講演会　一歩、一歩
はじめよう「自分が好き」への子育て

小児救急を考える講演会(4市共同)

市内のコンビニエンスストア
にＡＥＤの設置を進めています

保健センター通信 ●場所が掲載されていないもの
　は保健センター
●費用の掲載がないものは無料

〒３５２－００２４　道場2－１４－4
　☎０４８－４８１－２２１１
ＦＡＸ０４８－４８１－２２１５

～随時、保健師を募集しています。詳しくは市ホームページ（http://www.city.niiza.lg.jp)をご覧ください～

■11月の日曜日に診療実施の接骨院

※医師の都合により変更することがあります。 ※受付時間：午前9時～正午
■11月の休日に診療実施の医療機関（午前10時～午後４時）  ※市外局番は０４８です。

松 井 接 骨 院

穂 坂 直 一
冨 岡 紀 正
相 田 孝 雄
中 村 孝
北 本 厚
柴 崎 貞 二
小 高 清 隆

日 歯科医師名 日 　接骨院名 　 住所・電話
■11月の休日歯科応急診療所

１日

８日

１５日

２２日

29日

志木

新座

新座

和光

朝霞

新座

和光

472-3030

473-3331

470-5050

467-1108

487-8160

485-6788

466-2235

受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

診
察
料
／
健
康
保
険
法
の
規
定
料
金

（
保
険
証
は
必
ず
持
参
）

協
力
／
朝
霞
地
区
歯
科
医
師
会

※『
お
く
す
り
手
帳
』を
お
持
ち
の
方
は
、必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１日　㈰
３日（火・祝）

８日　㈰
１５日㈰
２２日㈰

２３日（月・祝）
２９日㈰

☎０４8-479-7963

☎０４8-280-6501

☎０４2-421-3190

☎０４2-475-0320

☎０４8-477-6867

野火止1-14-8

新座2-17-5

栗原5-17-23

栗原2-1-37

北野3-21-24

日　 場所　　診療所名　　　科　目 　　電　話　場所　　診療所名　　 科　目　 電　話

　1日㈰

３日（火・祝）

8日㈰

１５日㈰

２２日㈰

２３日（月・祝）

２９日㈰

朝霞

朝霞

志木

新座

志木

新座

朝霞

450-3710

474-7711

474-3369

478-2688

473-7929

477-3357

463-1316

新座中央通り
診 療 所

和光小児科ク
リ ニ ッ ク
弁財泌尿器科・
内科クリニック

樹康クリニック

小児科皮膚科
村 田 医 院

志 木 南 口
ク リ ニ ッ ク
和光内科外科
診 療 所

北朝霞整形外科

須田整形外科
志 木 江 原
耳 鼻 咽 喉 科

清河眼科医院

さない耳鼻科
ク リ ニ ッ ク

庄 林 医 院

所 医 院

●救急医療問合せ：埼玉県救急医療情報センター（☎０４８-８２４-４１９９）
●小児救急電話相談：♯８000　　※携帯電話からでも相談可能●大人の救急電話相談：♯7000
●精神科救急電話相談：埼玉県精神科救急情報センター（☎０４８-７２３-８６９９）

内・小・外・
皮・消内・肛

内・外・
消内

小・皮

内・小

小・内

泌・内

耳

耳

渕 辺 接 骨 院

長 南 接 骨 院

整外・内・
リウ・リハ

整外・リウ・
リハ・内

眼

献　　　血

親子歯科健康診査期間終了のお知らせ

肝炎ウイルス検診

近 藤 接 骨 院

ニコ筋半日教室
知りたい！骨密度アップとニコ筋！

ご存じですか？
乳幼児突然死症候群(SIDS)

吉 田 接 骨 院

お薬手帳を活用しましょう
　朝霞地区医師会、歯科医師会、薬剤師会では、手帳の表紙に血
液をサラサラにする薬の「血のシール」、骨粗しょう症の薬の

「骨のシール」（ピクトグラムシール）を貼るように推進してい
ます。抜歯や救急治療のときに大変役立ちます。問い合わせは、
かかりつけ薬局へ！

朝
霞
地
区
は

お
薬
手
帳
発
祥
の
地
で
す

一般社団法人　朝霞地区薬剤師会　新座支部☎482－5235

　
来
年
４
月
１
日
か
ら
、入
室(

園)

を
希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

※

保
育
施
設
等
一
覧
な
ど
に
つ
い
て

は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。▼
受
付
期
間

／
12
月
１
日
㈫
か
ら
15
日
㈫
ま
で
の

平
日
、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分〈
12
日
㈯・
13
日
㈰
は
、午
前
９

時
〜
午
後
４
時
〉▼
対
象
／
○
放
課

後
児
童
保
育
室
＝
市
内
小
学
校
に
通

う
小
学
１
年
か
ら
４
年
生
ま
で
の
う

ち
、保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家

庭
が
常
時
留
守
に
な
っ
て
い
る
児

童
、○
保
育
園
＝
同
居
の
親
族
な
ど

が
保
育
に
当
た
れ
な
い
児
童（
集
団

生
活
を
経
験
さ
せ
た
い
と
い
う
理
由

の
み
で
は
不
可
）▼
必
要
書
類
／
放

課
後
児
童
保
育
室
入
室
申
請
書
又
は

保
育
施
設
利
用
申
込
書
、家
庭
状
況

申
告
書
、父
母
の
就
労（
内
定
）証
明

書
な
ど〈
同
居
の
親
族
が
い
る
場
合

は
そ
の
方
の
分
も
必
要
〉、保
育
料

口
座
振
替
依
頼
書※

源
泉
徴
収
票
又

は
確
定
申
告
書
の
写
し
を
後
日
提

出
。※

書
類
は
11
月
10
日
㈫
以
降
、

子
育
て
支
援
課
及
び
市
内
保
育
施

設・放
課
後
児
童
保
育
室（
放
課
後
児

童
保
育
室
入
室
申
請
書
の
み
）で
配

布
▼
費
用
／
世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て

決
定
▼
選
考
／
市
で
保
育
の
事
情
を

審
査
の
上
、保
育
施
設
は
来
年
２
月

上
旬
、放
課
後
児
童
保
育
室
は
３
月

上
旬
ま
で
に
決
定
▼
申
込
み
及
び
問

合
せ
／
直
接
、子
育
て
支
援
課
保
育

係（
☎
０
４
８‐

４
７
７-

２
７
７
９
）

へ▼
対
象
／
平
成
28
年
４
月
に
中
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

母
子・父
子
家
庭
の
父
母
又
は
養
育

者
で
、市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方（
生

活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）▼
助
成

額
／
１
万
円（
所
得
制
限
な
ど
条
件

有
り
）▼
申
請
方
法
及
び
問
合
せ
／

直
接
、所
定
の
申
請
書（
学
校
及
び

児
童
福
祉
課
で
配
布
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、振
込
金
融
機
関
を
証
明

す
る
も
の（
通
帳
な
ど
）を
お
持
ち
の

上
、12
月
25
日
㈮〈
締
切
厳
守
〉ま
で

に
児
童
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
１
６
１
）へ※

締
め
切
り
後
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
た
に

対
象
と
な
っ
た
方
は
申
請
可

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
を
１
月

以
降
も
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、現
況
届
の
提
出（
更
新
の
手
続
）

が
必
要
で
す
。※

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
、７
月
以
降
に
新

規
申
請
し
た
方
は
不
要
▼
提
出
方
法

及
び
問
合
せ
／
現
在
の
受
給
者
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
書
類
を

添
え
て
11
月
２
日
㈪
か
ら
30
日
㈪
ま

で
に
、直
接
、児
童
福
祉
課（
☎
0
4

8-

4
2
4-

9
6
1
9
）へ※

29
日

㈰
臨
時
開
庁

▼
対
象
／
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家

庭
の
父
、寡
婦
、及
び
父
母
の
な
い

20
歳
未
満
の
児
童
な
ど
▼
資
金
の
内

容
／
就
学
支
度
、修
学
、生
活
、医
療

介
護
資
金
な
ど
で
、項
目
に
よ
り
限

度
額
な
ど
が
異
な
る
▼
申
請
／
市
役

所
が
申
請
窓
口
と
な
り
、資
金
の
内

容
に
よ
り
必
要
な
書
類
な
ど
を
案
内

▼
問
合
せ
／
児
童
福
祉
課(

☎
０
４

８-

４
２
４-

９
１
６
１
）

　
埼
玉
県
は
、い
じ
め
の
根
絶
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。▼
相
談
窓
口
／

よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談（
24
時
間

３
６
５
日
対
応
）＝
18
歳
以
下
の
子

ど
も
専
用（
☎
０
１
２
０-

８
６-

３

１
９
２
）、保
護
者
専
用（
☎
０
４
８-

５
５
６-

０
８
７
４
）、

メ
ー
ル（soudan@

spec.ed.jp

）▼
問

合
せ
／
埼
玉
県
県
民
生
活
部
青
少
年

課（
☎
０
４
８-

８
３
０-

５
８
５
８
）

▼
日
時
／
11
月
21
日
㈯
、○
小
学
校
１

〜
５
年
生
の
暗
唱
＝
午
前
９
時
10
分

〜
正
午
、○
小
学
６
年
生・中
学
２
年

生
の
弁
論
＝
午
後
１
時
〜
４
時（
予
定
）

▼
場
所
／
市
民
会
館
▼
問
合
せ
／
指

導
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

７
１
４
２
）

▼
日
時
／
12
月
６
日
㈰
、午
前
11
時

〜
午
後
１
時
▼
場
所
／
所
沢
航
空
公

園
▼
対
象
／
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生※

保
護
者（
高
校
生
以
上
）と
ペ

ア
で
参
加
の
こ
と
▼
定
員
／
10
組※

多
数
の
場
合
抽
選
▼
主
催
／
新
座
市

青
少
年
相
談
員
協
議
会
▼
費
用
／
３

０
０
円（
保
険
代
な
ど
）▼
申
込
み
／

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
、保
護
者

名
、学
年
を
記
入
の
上
、11
月
16
日
㈪

ま
で
に
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
１
６
）へ

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
間
は
、

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪〈
消
印
有
効
〉

ま
で
で
す
。
一
人
暮
ら
し
で
身
体
的

理
由
な
ど
に
よ
り
申
請
が
困
難
な
方

は
、福
祉・子
育
て
給
付
金
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。※

市
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
新

座
市
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０-

４
７
７-

９
９
０〈
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉）※

平
日
、午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
11
月
に
送
付
さ
れ
る
方
／
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
方
▼
来
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

／
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
▼
問
合
せ
／

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５

５
）、国
保
年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２

４-

９
６
１
２
）

　
平
成
28
年
度
中
に
学
校
が
使
用
す

る
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る

方
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
決
定
通

知
は
来
年
３
月
末
）。▼
受
付
期
間
／

11
月
９
日
㈪
か
ら
20
日
㈮
ま
で
▼
申

請
方
法
／
所
定
の
申
請
用
紙〈
11
月
２

日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
の
間
に
学
務

課
で
配
付
〉に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、直
接
、納
入
を
希
望
す
る
小・中

学
校
へ
提
出
▼
問
合
せ
／
学
務
課（
☎

０
４
８-

４
７
７-

６
９
７
２
）

　
新
座
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
無
償
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。▼
対

象
地
区
／
栗
原
三
〜
六
丁
目
▼
交
換

時
期
／
11
月
13
日
㈮
か
ら
12
月
３
日

㈭
ま
で※

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
給
水
装
置
の
完
了
検
査
を
行
い
、

メ
ー
タ
ー
交
換
し
た
も
の
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８

-

４
７
７-

５
７
９
８
）

　　

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金
助
成

子
ど
も
・
教
育

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
送
付
さ
れ
ま
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間
」

放
課
後
児
童
保
育
室・保
育
園
等
の

入
室（
園
）申
込
み
を
開
始
し
ま
す

そ
の
ほ
か

平
成
27
年
度
　
第
12
回
新
座
市

子
ど
も
暗
唱・弁
論
大
会

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
現
況
届
の
提
出
を

親
子
参
加
！
相
談
員
と
お
に
ご
っ
こ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

催し

会員募集

あたごコンサート
あたご三丁目町会

11月22日㈰、午後2時～4時／あ
たご菅沢集会所／フルートアンサ
ンブル、ピアノソロ／同町会☎048-
482-3711

音訳ボランティア養成講座
音訳グループ・花だいこん

11月18日～12月2日までの毎週
水曜日（全3回）、午後1時～3時／
市役所第三庁舎／申込制／音訳・
録音図書について学びます／成田
☎048-481-5249

第一保育園バザー・同園父母会
11月15日㈰、午前10時20分～午
後1時30分（雨天決行）／第一保育
園／模擬店、子ども服、雑貨などの
販売、手づくりおもちゃほか／同園
☎048-478-4928

ペン習字で百人一首を書く
畑中ペン習字の会

11月12日㈭、午前10時～正午／
畑中公民館／百人一首を書きなが
ら楽しくペン習字を学ぶ／水間☎
042-471-1068

にこにこバザー・西堀保育園
11月1日㈰、午前10時～正午（雨
天決行）／西堀保育園／日用品販
売やゲームなど／同園☎042-492-
3111

科学映画「鏡のふしぎ」
新座楽しい科学映画の会

11月1日 ㈰、午 後1時15分 ～2時
45分／にいざほっとぷらざ／200
円／平らな、へこんだ、出っぱった鏡、
実験も有り／山本☎048-478-6376
きたの会秋まつり・北野保育園父母会
11月8日 ㈰、午 前10時50分 ～ 午
後1時／北野保育園／リサイクル、
食べ物、ゲームコーナーほか／同
園☎048-477-0039
絵本であったまろう！・おはなし万華鏡
11月29日㈰、午後1時30分～2時
45分／野火止公民館／前半は幼
児向け、休憩後、後半は低学年向け
／牧田☎090-6141-7639

絵本と紙芝居の「おはなし会」
おはなしグループほたる

11月14日㈯、午後3時～ 3時30分
／栗原公民館／絵本、紙芝居、パ
ネルシアター、手遊びなど／小林
☎090-2547-7069

講演会「平和と福祉～パレスチナ、
障害、沖縄～」

立教大学コミュニティ福祉学会
11月14日㈯、午後3時5分～ 5時5
分／立教大学新座キャンパス／琉
球大学、鈴木良先生による講演会
／学会運営委員会事務局☎048-47
1-7308

第8回手描友禅染作品展
江戸友禅きもの文化普及会

11月7日㈯～8日㈰、午前10時～
午後4時（8日は午後3時まで）／睡
足軒の森／手描友禅染の作品展示
と工程や古典文様のお話／後藤☎
048-482-0988

放課後児童保育室バザー
▶新座放課後児童保育室（風の子）
／11月1日㈰、午前10時～／同室
☎048-479-0872
▶石神放課後児童保育室（しろは
と）／11月1日 ㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-2118
▶野寺放課後児童保育室（つくし
んぼ）／11月1日㈰、午前10時～
／同室☎042-475-3961
▶野火止放課後児童保育室（こぶ
し）／11月8日㈰、午前10時～／同
室☎048-479-8664
▶東野放課後児童保育室（みつば
ち）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-4373
▶池田放課後児童保育室（ありん
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-479-6343
▶西堀放課後児童保育室（たけの
こ）／11月29日㈰、午前10時30分
～／同室☎042-493-9362

▶大和田放課後児童保育室（たん
ぽぽ）／12月6日㈰、午前11時～
／同室☎048-478-1221
▶新開放課後児童保育室(どんぐ
り) ／12月13日㈰、午前10時30分
～／同室☎048-481-3067
第25回新座自援会ガレージ・バザール

社会福祉法人にいざ後援会
11月29日㈰、午前10時～午後2
時／中央公民館／衣料、食器、模
擬店など、提供品募集中（13日ま
で）／同後援会☎048-482-5155

映画&講演「みんなの学校」
立教大学人権ハラスメント

対策センター
11月10日㈫、午後6時～ 8時45分
／立教大学新座キャンパス／「み
んなの学校」上映と専門家による
講演会／同センター事務室☎048-
471-7396

顔の保湿
～ワセリンを使ってみましょう～

アロマセラピーの会
11月29日㈰、午後1時15分～2時
45分／栄公民館／顔のマッサージ
など、タオル2本、女性対象／堀岡
☎090-2424-3989
バリアフリーだれでも楽しい映画会

立教大学ボランティアセンター
12月6日㈰、午後2時～4時30分／
立教大学新座キャンパス／映画グ
ースのバリアフリー上映会／同セ
ンター☎048-471-6682

第15回みんなのコンサート
暮らしネット・えん

11月15日㈰、午後2時開演／中央
公民館／大人1,000円、子ども500

円／ジャズフルートでスウィング、
井上信平と仲間たち／暮らしネッ
ト・えん☎048-480-4150

ブルク・バッハ室内合唱団
毎月第3回金曜日、午後7時～9時
10分／にいざほっとぷらざほか／
3,000円（1か月・入会金1,000円）
ほか、演奏会費用積立金2,000円

（1か月）有り／年齢・性別・経験不
問、次回演奏会に向け募集中／深
津☎090-3915-1297

武蔵野吟詠会
毎 月第1・2・3水 曜日（月3回）、午
後3時30分～5時30分／野火止公
民館／4,000円（1か月ごと）／漢
詩、和歌、俳句を講師の指導で吟
詠、見学歓迎／中村☎048-477-3
321

テニスクラブ21Ｘ
毎週月曜・木曜日、午前9時～午後1
時／本多・西堀庭球場／1,000円（1
か月）／初心者、中級者大歓迎、無料
体験有り／浅野☎048-203-0712
　　　　　

　　　　 お詫びと訂正
　広報10月号の会員募集に掲載し
た「中央卓球」で誤りがありました。
お詫びして訂正します。正しくは次
のとおりです。
　年会費 4,000 円（1年ごと）

内容などに関して、市では関与していません。各
催しなどについては、変更又は中止となる可能性
があるので、各連絡先へ問合せください。本コー
ナー掲載希望の方は、市政情報課(☎048-424-96
00)へ

11 November 2015
はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
申
請
受
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

内・外・小・消内・
整外・肛・リハ

内・外・皮・
小・リハ 内

しんきゅう

し しん

だいけんちゅうとう

りっ くん し　とう

しゃくやく かん ぞう とう

▲携帯サイト

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ
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ブロックロボットをつくろう
　

プラネタリウム上映と
　　昼の天体観測

1415

日11月15日㈰、午前10時集合〈雨天中
止〉場児童センター対市内在住の小学生
以下のお子さんと父親定20組・申込順費
1人300円(3歳未満無料)申直接又は電話
で

日11月6日㈮、午前11時～午後0時30分
〈雨天中止〉場大泉公園※大泉中央公園で
はありません。対乳幼児と保護者持弁当、
飲物、敷物、名札(お持ちの方)

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分場福祉の里児童センター対首座り～1
歳6か月位までのお子さんと保護者定10
組・申込順内ベビーマッサージなど申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日11月20日・27日の金曜日、全2回、午
後1時～3時対乳幼児と保護者(両日参加
可能な方)定10組・申込順※同室保育有
り費200円(茶菓子代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月30日㈪、午後1時30分～3時対乳
幼児と保護者定10組・申込順申直接又は
電話で、11月4日㈬から

日11月4日㈬・6日㈮・10日㈫・16日㈪・
17日㈫、いずれかの3時間目対乳幼児と
保護者申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分講相沢由美子

日11月12日㈭、午後1時30分～2時30分
対2か月～1歳未満の乳児と保護者費200
円申直接又は電話で、11月4日㈬から

日11月19日㈭、午前10時～正午申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日①第1・3土曜日＝午後2時から、第2土曜
日＝午前11時から、第4土曜日と日曜日＝
午前11時と午後2時からの2回上映、②
11月14日㈯、午後2時～2時45分対②小
学生以上定各97名・受付順内①プラネタ
リウム上映＝星はなぜ光る～ゴラゴン・デ
パートへいくの巻～、②昼の天体観測・太
陽の黒点観測など講星と星座研究会(②
のみ)

日11月8日㈰、午前10時30分～午後3時
対幼児～高校生（幼児は保護者同伴）内キ
ャンプ場や緑道で蜘蛛の巣くぐりなど持忍
者っぽい服装（お持ちの方）、おにぎり、お
茶協力新座おやこ劇場

日11月14日㈯、午前10時～10時45分対
幼児～小学生と保護者定30組・申込順費
300円申直接又は電話で、11月1日㈰から

日11月14日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内リズム遊びなど講サラリー
マンダンサー・大石一成

日11月14日㈯、午後3時～4時対小学生以
上定10名程度内好きな本を紹介し合うコ
ミュニケーションゲーム申直接又は電話で、
11月4日㈬から※当日受付も可

日11月14日㈯、午後6時～7時30分定97
名内屋上で星空解説と観察講星と星座研
究会

日11月15日㈰、午前10時30分～午後1時
〈雨天時は21日㈯〉対乳幼児～中学生（乳
幼児は保護者同伴）内栗原公園で外遊び

日11月17日㈫、午前10時30分～11時30
分対子育て中の外国人、又は外国人のパー
トナーがいる方、交流したい日本人定8組
申直接又は電話で、11月4日㈬から※当日
受付も可

日11月28日㈯、午前11時～午後0時30分
対小学生以上定10名･申込順申直接又は
電話で、11月6日㈮から

日11月29日㈰、午前11時～午後2時対5
歳以上のお子さんと父親定10組程度・申
込順費300円(1人追加ごとに100円)申直
接又は電話で、11月5日㈭から

日毎週金曜日、午後3時30分～5時場栄緑
道対乳幼児(保護者同伴)～高校生内おに
ごっこやボール遊び、七輪を使った火おこ
し、ベーゴマなど

日毎週土曜・日曜日、①午前10時～11時･
②午前11時～正午対小学生以上定各回5
名内スクラッチを使ったプログラミング

日11月5日・19日の木曜日、午前11時～
11時30分対乳幼児と保護者内紙芝居など

日11月7日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内マット運動、巧技台など

日11月12日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内交流会、身体測定

日11月17日㈫、午前10時～11時対乳幼
児を子育て中の方又はプレパパ・ママ内出
産や子育てに関するフリートーク

日11月17日㈫、午後1時30分～3時対障
がいのあるなしに関わらず共に生きること
に関心のある方、親子定15組程度内地域
での支えあいについて考える講キャベツ
の会・木村俊彦申直接又は電話で、11月1
日㈰から※当日受付も可

日11月19日㈭、午前10時～正午対子育
て中の方とプレパパ及びプレママ内子育
てグッズの交換会(秋～冬物)

日11月26日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内かけっこ、アスレチック、ダン
スなど持室内用運動靴

日11月28日㈯、午前11時～正午対乳幼
児と父親内栄緑道で思い切り外遊び

日11月28日㈯、①午後2時～3時、②午後
3時30分～4時30分対小学生以上定各8
名・申込順内高校生と一緒にロボットを作
って遊びます。申直接又は電話で、11月1
日㈰から

日11月29日㈰、午後2時30分～3時30分
対0歳から18歳までの児童と保護者内3
地域の児童館によるダンスの観賞とヒッ
プホップダンス体験持室内用運動靴

日12月6日㈰、午前10時30分～11時30
分対乳幼児（保護者同伴）～高校生内おは
なし会、ゾウキリンとのゲームタイムなど

日11月10日・24日の火曜日、午前10時～
11時40分対乳幼児を子育て中の方定各
5組・申込順申直接又は電話で、11月4日
㈬、午前10時から

日11月19日㈭、午前10時30分～11時対
乳幼児と保護者定15組・申込順講服部雅
子申直接又は電話で、11月4日㈬、午前
10時から

日11月6日･20日の金曜日、午前11時30
分から対乳幼児と保護者内絵本など

日11月17日㈫、午前10時～11時30分対
離乳食を始めたお子さんと保護者定12組
内全体への離乳食のお話と個別相談講栄
養士・西川申直接又は電話で、10月22日
㈭、午前9時30分から

日11月27日㈮、午前10時～11時30分対
乳幼児と保護者定20組講池坊宝生流・長
谷川一翠費1,000円(材料代)申直接又は
電話で、10月26日㈪、午前9時から

日12月3日㈭、午前10時30分～11時30
分場ふるさと新座館対乳幼児と保護者定
200名講鈴木翼申直接、11月4日㈬、午前
9時30分から

日11月10日㈫、午前10時30分～正午対
育休中又は乳幼児を育児中で就労を考え
ている母親定15組・申込順内保育園の話
など申直接又は電話で、10月27日㈫から

日11月17日㈫、午前10時30分～正午(ラ
ンチは午後0時45分まで)対多胎児を妊娠
中又は子育て中の方定8組・申込順内交流
会など※ランチをされる方は弁当、飲物を
持参申直接又は電話で、11月14日㈯まで
※当日受付も可

日11月18日㈬、午前10時30分～11時
30分対37歳～40歳代で妊娠・出産し、乳
幼児を子育て中の方定8組・受付順

日11月26日㈭、午後1時30分～2時30分
対乳幼児と保護者定8組内絵本を紹介し
あう申直接又は電話で、11月4日㈬から※
当日受付も可

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL・FAX 048-202-6882　
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
※9月12日㈯、午前9時～正午（土曜開所）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-6477　FAX 048-481-6145
開館時間…午前9時30分～午後6時〈中高生タイム：午
後5時～6時〉
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ

日11月7日㈯、午後1時30分～3時出ギ
ターサークルフェリース、ティンカーベ
ル(ハンドベル)、女声コーラス“風”、コー
ルリーベ(コーラス)、埼玉大学アカペラ
サークルCHOCOLETZ

日11月10日㈫、午前10時～11時30分
対市内在住のよちよち歩きから１歳6か
月位までのお子さんと保護者定15組内
絵本の話し、フリートークなど

日11月10日㈫、①午後3時20分～3時
40分、②午後3時45分～4時15分対①
幼児と保護者、②小学生内①手遊び、絵
本、紙芝居など、②絵本、紙芝居、なぞ
なぞなど講赤いりんご朗読会

日11月18日㈬、午前10時～11時30分
対市内在住の乳児(生後１か月位からハ
イハイまでのお子さん)と保護者定20組
内フリートークや手遊び

日11月19日㈭、午後2時～3時30分定
30名・申込順内真打・三遊亭圓王ほか
による落語会申直接又は電話で、11月4
日㈬から

日12月9日㈬、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤のおおむね70歳く
らいまでの方定15名・申込順内スマホ
の基本操作、アプリ、安全な使い方を学
びます※1人1台のスマホを貸し出しま
す講KDDIケータイ教室事務局申直接又
は電話で、11月4日㈬から

日11月11日㈬、午前7時45分志木駅改
札口前集合、午後2時北鎌倉駅解散定15
名・申込順内鎌倉ガイド協会の案内で尼
寺を巡ります※英勝寺～亀ヶ谷坂～東慶
寺費3,000円程度(拝観料・昼食代)※志
木駅から鎌倉駅までの往復運賃は実費申
直接又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時定
100名・申込順出立教大学ジャズ研究会
申直接又は電話で、11月6日㈮から

日12月10日㈭、午前10時～正午定15
名・申込順内ハンギングバスケットの基
本を学び年末年始に飾る作品を作ります
講グリーンアドバイザー・大塚敦子費2,8
00円(材料代)申直接又は電話で、11月5
日㈭から

日11月22日㈰、午前10時～正午定100
名・申込順出演たんぽぽ、ラ・ペ、ふろしき
座、あおむし、どんぐりっこ、おはなしオル
ゴール、カスタネット申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月24日㈫・25日㈬、全2回、午前10
時～正午定30名･申込順※保育有り内落
ち葉などをラミネート加工し、ランチョンマ
ット作成講妙音沢葉っぱの杜美術かん・石
山努費300円(材料代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月26日㈭、午後3時30分～4時対幼
児から小学生までのお子さんと保護者内
絵本の読み聞かせや手遊び講読み聞かせ
ボランティアグループ十二の会

日11月6日㈮、午後7時～9時(午後6時30
分開場)場ふるさと新座館ホール定240
名・申込順※保育有り講国境なき医師団・
新座志木中央総合病院外科医・吉野美幸
申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
学生(保護者同伴可)内絵本の読み聞かせ
講のびっこおはなし隊

日12月5日㈯、午前10時～午後1時対市
内在住の小学生と保護者定15組費1組
2,000円申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月19日㈯、午後1時30分～3時(午後
1時開場)定220名内お子さんも一緒にク
ラシック音楽を楽しむ出演東京芸術大学
生申直接又は電話で、11月10日㈫から

日12月10日㈭、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順※保育有り内郷土料理

（かてめし)や地場産物の野菜料理作り費
800円(材料費)申直接又は電話で、11月
4日㈬から

日12月12日㈯、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順費700円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

〒352-0031　西堀１-3-15
TEL 048-485-9215　FAX 048-480-3368
開館時間…午前9時～午後4時（午後0時３０分～１時
３０分は除く）休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0014　栄2-8-17
TEL 048-483-1263　FAX 048-483-1207
開館時間…午前9時～午後4時（月1回日曜日は原則
午前9時３０分～午後１時） 休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-8623　野火止1-1-1
TEL 048-424-9608　FAX 048-482-6922

日11月19日㈭、午前10時～午後0時30
分内冬に向けて免疫力アップや風邪予防
に効果的な薬膳料理作り講ままごとキッ
チン・前田純子費800円(材料費)申電話で、
11月1日㈰から

日11月25日㈬、午前9時45分～午後0時
30分内年末年始と春先まで玄関先を演出
するハンギングバスケット作り講グリーン
アドバイザー・大塚敦子費3,800円申電話
で、11月1日㈰から

日11月27日㈮、午前10時～正午定16名・
申込順※保育有り内野菜やフルーツを使
ったロールケーキでクリスマスツリーを作
ります。講前田純子費300円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日12月2日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順※保育有り講斯波直美費2,000円

（材料費)申直接又は電話で、11月6日㈮
から

日12月3日㈭、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤でタブレットをお持
ちでない50才以上の方定16名・申込順内
基本的操作、アプリの活用、安全対策を学
びます。※当日使うタブレットは貸し出しま
す。講ＫＤＤＩケータイ教室認定講師申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時30分
定20名・申込順内スマホ、ネットの正負を
知り、正しく使える大人になるために、知っ
ておくべきことを学びます講中学校校長・
大西久雄申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月12日㈯、午後1時30分～2時40分
定120名・申込順内大和田小金管バンド演
奏、ヒップポップダンス、X’masお話会申
直接又は電話で、11月5日㈭から

日12月18日㈮、午前10時～午後2時定
20名・申込順講さいたま蕎麦打ち倶楽部
費500円(材料代)申直接又は電話で、11
月11日㈬から

〒352-0011　野火止7-3-29　
TEL 048-423-5025　FAX 048-423-5036
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時を除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0004　大和田4-18-53
TEL 048-478-8725　FAX 048-481-2832
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0032　新堀1-5-9
TEL 042-492-4655　FAX 042-494-1406
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時30分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0004　大和田1-26-16
TEL 048-479-0517　FAX 048-482-4592
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0012　畑中1-15-58
TEL 048-478-5411　FAX 048-482-4593
開館時間…午前9時～午後9時30分（祝日は5時30分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0001　東北2-28-5
TEL 048-474-2577　FAX 048-487-5755
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0013　新塚1-4-2
TEL 048-481-1101　FAX 048-481-1233
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0035　栗原3-8-34
TEL 042-423-6801　FAX 042-423-6804
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　FAX 048-482-4594
開館時間…午前9時～午後9時３０分
休館日…第2・4月曜日（祝日を除く）

♪ロビーコンサート♪　

フラワーアレンジメント講座
～自分だけの X’mas ツリーを作ろう！～

対市内在住の乳幼児(未就園児を含む)と
保護者定15組・受付順内子育て中の親子
で子育てに関する情報交換、手遊びなど

11 月の子育てサロン
～ホッとひと息　集まれ　　
　　　　　　子育て仲間～

当日

午前10時
～正午

東北コミュニ
ティセンター20日㈮

外国人の子育てサロン「ま―ぶる」

天 体 観 望 会 当日

親子で遊ぼうwakuwakuサタデー　当日

ぐんぐん 運 動 会 　

土曜キッズファーム「さといもの収穫」

中学生とのふれあい講座

公開講座　年の輪寄席

シニア向け
スマートフォン入門講座

「お父さんの餅つき大会」参加者募集

〒352-0024　道場2-14-12
TEL 048-479-2321　FAX 048-482-4591
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0022　本多1-3-10
TEL 048-479-8822　FAX 048-479-2646
開館時間…午前9時～午後6時（中高生タイム午後4時
30分～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

年齢別親子リトミック

第22回　人形劇フェスティバル

青空るーえん

ママ＆ベビータイムin福祉の里

子育てと仕事の両立を考える

整 体

わらべうた読み聞かせ

当日

ソトプレ・思いっきり外遊びデー
「忍びの森で忍者修行の巻」

ほんわかトーク～わたしのすきな絵本～

〒352-0022　本多1-3-10（児童センター内）
TEL・FAX 048-479-8823
開館時間…午前9時～午後4時
休所日…月曜・日曜日、祝日

ベビーマッサージ

消防士による救命救急講習会

里のソトプレ！

出前講座「離乳食」( 中期～後期 )について

ふたご・みつごの「びーんずサロン」

十二の会による読み聞かせ 当日

日①11月9日㈪、午前10時～10時30分･
②20日㈮、午後1時30分～2時対生後2～
8か月位の赤ちゃん(予防接種後48時間以
上空けてください)と保護者持バスタオル、
ハンドタオル、ベビーオイル(お持ちの方)、
飲物

日①11月9日㈪、午後、②12日㈭、午前の
2日間場第二中学校対乳幼児と保護者定
各日20組申直接又は電話で、受付中

日①11月10日㈫･②25日㈬、午前10時
～10時30分対①0歳児、②1～2歳児

日11月14日㈯、午前10時～11時申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月18日㈬、午前10時～11時30分対
7～12か月頃のお子さんの保護者申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月26日㈭・27日㈮、午前10時～11
時30分対乳幼児と保護者 働く女性の講座公開講座

～国境なき医師団の活動に生きる～

ベビーマッサージ　 当日

鎌倉史跡さんぽ
～今は昔、三つの尼寺物語～

よちよち広場
～みんなニッコリ　集まれ　子育て仲間～

当日

四季の料理　～冬の薬膳料理～

ハンギングバスケット

季節のスイーツ講座

東北コミセン　ジャズフェスタ

ハンギングバスケット

家庭教育学級講演会
危ないから使うな!から、上手に使うへ

そば打ち体験講座
～年越しそばを自分で打とう～

秋の自然美術館
落ち葉でつくる素敵なランチョンマット

シニアのための
タブレット入門講座

親子で作るパーティ料理

クリスマスコンサート

大和田ハッピーX’mas
～サンタがやってくる！～

のびのびのびっ子絵本のお部屋 

３ Ｂ 体 操 　 　 当日

アトリエくらぶ「革で作るコースター」　　

参加型プログラム
多様な子育て「サラダボウル」

ソトプレ・あおぞら児童館＠栗原公園
～福祉の里児童センターと共催～　　

第四中学校で学習交流会
～親子で中学生と遊びませんか～

父と子のアウトドア料理
「飯盒でご飯を炊こう」

ドライフラワーでクリスマスリース作り

クリスマスファミリーコンサート

「キラっとママ」
ママのお仕事応援します

公民館・コミセン通信
※ 　　の記載のあるものは当日、直接受付です。
※対象の記載のないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。
※講師、持ち物、保育などの詳細は各公民館・コミセンに問合せください。
※保育は概ね2歳以上が対象です。

当日

必要事項を記入し、各施設へ郵送してください。

はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

保健師相談～乳幼児の健康管理～

当日

当日

土曜開所 ハイハイあんよの赤ちゃん競争

栄養士による離乳食講座

身 体 測 定 当日

秋は子どもがお疲れ気味
　秋は行事が盛りだくさんで、子どもた
ちにとって楽しみがいっぱい。親にとっ
てもわが子の成長を感じることができ
る行事は楽しみですね。でも、案外エネ
ルギーがたくさん必要で緊張も感じ、
子どもにとっては負担も大きいものな
のです。
　最近、子どもがイライラしていると感
じませんか。そろそろ行事の疲れが出
てきて、子ども自身のイライラを親や
兄弟にぶつけてくる時期のように思い
ます。子どもは大人のように自分でリラ
ックスする手段を知りません。子どもに
とって体の疲れを癒すのは、やはり睡眠
だと思います。十分な睡眠がとれない
と、疲れが溜まって心と体のバランスが
崩れやすくなり、反抗的になったり泣く
ことが増えるなど、子どもも辛く親も苦
しくなってしまいます。
　そういう時には、子どもとイライラを
ぶつけ合うのではなく、いつもの生活
パターンを少し変えて、30分だけでも
早く寝てみませんか。親も少しだけ早く
寝てみてください。ほんの少し体の疲
れが取れると、いつもと違う日常になる
かもしれません。
　もし、いつもより早く寝ることが難し
いのであれば、子どもの気持ちに添っ
た言葉をかけて、安心させてあげてく
ださい。寄り添ってもらう安心感で、子
どものイライラを少し減らすことがで
きます。それでも子どもの対応に困っ
たらお電話くださいね。一緒に考えて
いきましょう。
問家庭児童相談室(☎048-477-2865)

子育て
情報局

コミセンおはなし広場 当日

みるく広場
～ホッとひと息　集まれ　子育て仲間～

当日

絵 本 の 広 場 当日

当日

栄お料理サロン
郷土料理 懐かしいおふくろの味

男の手料理
～俺もできるぜ！炊き込み膳～

当日

当日

ビブリオバトルin児セン

当日

当日

ラズベリーたいむ 当日

ちいさなちいさなおはなし会 当日

体 操 ご っ こ 当日

の び の び あ つ ま ー る 当日

マタニティ＆ベビーたいむ 当日

子育てグッズ交換会
「はぁとＢＯＸ」 当日

当日

キッズ＆パ パ 　 当日

ダンス交流フェスティバル　　当日

クリスマス会
～ゾウキリンもクリスマス!～

当日

くらぶOVER37　 当日
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ブロックロボットをつくろう
　

プラネタリウム上映と
　　昼の天体観測

1415

日11月15日㈰、午前10時集合〈雨天中
止〉場児童センター対市内在住の小学生
以下のお子さんと父親定20組・申込順費
1人300円(3歳未満無料)申直接又は電話
で

日11月6日㈮、午前11時～午後0時30分
〈雨天中止〉場大泉公園※大泉中央公園で
はありません。対乳幼児と保護者持弁当、
飲物、敷物、名札(お持ちの方)

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分場福祉の里児童センター対首座り～1
歳6か月位までのお子さんと保護者定10
組・申込順内ベビーマッサージなど申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日11月20日・27日の金曜日、全2回、午
後1時～3時対乳幼児と保護者(両日参加
可能な方)定10組・申込順※同室保育有
り費200円(茶菓子代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月30日㈪、午後1時30分～3時対乳
幼児と保護者定10組・申込順申直接又は
電話で、11月4日㈬から

日11月4日㈬・6日㈮・10日㈫・16日㈪・
17日㈫、いずれかの3時間目対乳幼児と
保護者申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分講相沢由美子

日11月12日㈭、午後1時30分～2時30分
対2か月～1歳未満の乳児と保護者費200
円申直接又は電話で、11月4日㈬から

日11月19日㈭、午前10時～正午申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日①第1・3土曜日＝午後2時から、第2土曜
日＝午前11時から、第4土曜日と日曜日＝
午前11時と午後2時からの2回上映、②
11月14日㈯、午後2時～2時45分対②小
学生以上定各97名・受付順内①プラネタ
リウム上映＝星はなぜ光る～ゴラゴン・デ
パートへいくの巻～、②昼の天体観測・太
陽の黒点観測など講星と星座研究会(②
のみ)

日11月8日㈰、午前10時30分～午後3時
対幼児～高校生（幼児は保護者同伴）内キ
ャンプ場や緑道で蜘蛛の巣くぐりなど持忍
者っぽい服装（お持ちの方）、おにぎり、お
茶協力新座おやこ劇場

日11月14日㈯、午前10時～10時45分対
幼児～小学生と保護者定30組・申込順費
300円申直接又は電話で、11月1日㈰から

日11月14日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内リズム遊びなど講サラリー
マンダンサー・大石一成

日11月14日㈯、午後3時～4時対小学生以
上定10名程度内好きな本を紹介し合うコ
ミュニケーションゲーム申直接又は電話で、
11月4日㈬から※当日受付も可

日11月14日㈯、午後6時～7時30分定97
名内屋上で星空解説と観察講星と星座研
究会

日11月15日㈰、午前10時30分～午後1時
〈雨天時は21日㈯〉対乳幼児～中学生（乳
幼児は保護者同伴）内栗原公園で外遊び

日11月17日㈫、午前10時30分～11時30
分対子育て中の外国人、又は外国人のパー
トナーがいる方、交流したい日本人定8組
申直接又は電話で、11月4日㈬から※当日
受付も可

日11月28日㈯、午前11時～午後0時30分
対小学生以上定10名･申込順申直接又は
電話で、11月6日㈮から

日11月29日㈰、午前11時～午後2時対5
歳以上のお子さんと父親定10組程度・申
込順費300円(1人追加ごとに100円)申直
接又は電話で、11月5日㈭から

日毎週金曜日、午後3時30分～5時場栄緑
道対乳幼児(保護者同伴)～高校生内おに
ごっこやボール遊び、七輪を使った火おこ
し、ベーゴマなど

日毎週土曜・日曜日、①午前10時～11時･
②午前11時～正午対小学生以上定各回5
名内スクラッチを使ったプログラミング

日11月5日・19日の木曜日、午前11時～
11時30分対乳幼児と保護者内紙芝居など

日11月7日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内マット運動、巧技台など

日11月12日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内交流会、身体測定

日11月17日㈫、午前10時～11時対乳幼
児を子育て中の方又はプレパパ・ママ内出
産や子育てに関するフリートーク

日11月17日㈫、午後1時30分～3時対障
がいのあるなしに関わらず共に生きること
に関心のある方、親子定15組程度内地域
での支えあいについて考える講キャベツ
の会・木村俊彦申直接又は電話で、11月1
日㈰から※当日受付も可

日11月19日㈭、午前10時～正午対子育
て中の方とプレパパ及びプレママ内子育
てグッズの交換会(秋～冬物)

日11月26日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内かけっこ、アスレチック、ダン
スなど持室内用運動靴

日11月28日㈯、午前11時～正午対乳幼
児と父親内栄緑道で思い切り外遊び

日11月28日㈯、①午後2時～3時、②午後
3時30分～4時30分対小学生以上定各8
名・申込順内高校生と一緒にロボットを作
って遊びます。申直接又は電話で、11月1
日㈰から

日11月29日㈰、午後2時30分～3時30分
対0歳から18歳までの児童と保護者内3
地域の児童館によるダンスの観賞とヒッ
プホップダンス体験持室内用運動靴

日12月6日㈰、午前10時30分～11時30
分対乳幼児（保護者同伴）～高校生内おは
なし会、ゾウキリンとのゲームタイムなど

日11月10日・24日の火曜日、午前10時～
11時40分対乳幼児を子育て中の方定各
5組・申込順申直接又は電話で、11月4日
㈬、午前10時から

日11月19日㈭、午前10時30分～11時対
乳幼児と保護者定15組・申込順講服部雅
子申直接又は電話で、11月4日㈬、午前
10時から

日11月6日･20日の金曜日、午前11時30
分から対乳幼児と保護者内絵本など

日11月17日㈫、午前10時～11時30分対
離乳食を始めたお子さんと保護者定12組
内全体への離乳食のお話と個別相談講栄
養士・西川申直接又は電話で、10月22日
㈭、午前9時30分から

日11月27日㈮、午前10時～11時30分対
乳幼児と保護者定20組講池坊宝生流・長
谷川一翠費1,000円(材料代)申直接又は
電話で、10月26日㈪、午前9時から

日12月3日㈭、午前10時30分～11時30
分場ふるさと新座館対乳幼児と保護者定
200名講鈴木翼申直接、11月4日㈬、午前
9時30分から

日11月10日㈫、午前10時30分～正午対
育休中又は乳幼児を育児中で就労を考え
ている母親定15組・申込順内保育園の話
など申直接又は電話で、10月27日㈫から

日11月17日㈫、午前10時30分～正午(ラ
ンチは午後0時45分まで)対多胎児を妊娠
中又は子育て中の方定8組・申込順内交流
会など※ランチをされる方は弁当、飲物を
持参申直接又は電話で、11月14日㈯まで
※当日受付も可

日11月18日㈬、午前10時30分～11時
30分対37歳～40歳代で妊娠・出産し、乳
幼児を子育て中の方定8組・受付順

日11月26日㈭、午後1時30分～2時30分
対乳幼児と保護者定8組内絵本を紹介し
あう申直接又は電話で、11月4日㈬から※
当日受付も可

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL・FAX 048-202-6882　
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
※9月12日㈯、午前9時～正午（土曜開所）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-6477　FAX 048-481-6145
開館時間…午前9時30分～午後6時〈中高生タイム：午
後5時～6時〉
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ

日11月7日㈯、午後1時30分～3時出ギ
ターサークルフェリース、ティンカーベ
ル(ハンドベル)、女声コーラス“風”、コー
ルリーベ(コーラス)、埼玉大学アカペラ
サークルCHOCOLETZ

日11月10日㈫、午前10時～11時30分
対市内在住のよちよち歩きから１歳6か
月位までのお子さんと保護者定15組内
絵本の話し、フリートークなど

日11月10日㈫、①午後3時20分～3時
40分、②午後3時45分～4時15分対①
幼児と保護者、②小学生内①手遊び、絵
本、紙芝居など、②絵本、紙芝居、なぞ
なぞなど講赤いりんご朗読会

日11月18日㈬、午前10時～11時30分
対市内在住の乳児(生後１か月位からハ
イハイまでのお子さん)と保護者定20組
内フリートークや手遊び

日11月19日㈭、午後2時～3時30分定
30名・申込順内真打・三遊亭圓王ほか
による落語会申直接又は電話で、11月4
日㈬から

日12月9日㈬、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤のおおむね70歳く
らいまでの方定15名・申込順内スマホ
の基本操作、アプリ、安全な使い方を学
びます※1人1台のスマホを貸し出しま
す講KDDIケータイ教室事務局申直接又
は電話で、11月4日㈬から

日11月11日㈬、午前7時45分志木駅改
札口前集合、午後2時北鎌倉駅解散定15
名・申込順内鎌倉ガイド協会の案内で尼
寺を巡ります※英勝寺～亀ヶ谷坂～東慶
寺費3,000円程度(拝観料・昼食代)※志
木駅から鎌倉駅までの往復運賃は実費申
直接又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時定
100名・申込順出立教大学ジャズ研究会
申直接又は電話で、11月6日㈮から

日12月10日㈭、午前10時～正午定15
名・申込順内ハンギングバスケットの基
本を学び年末年始に飾る作品を作ります
講グリーンアドバイザー・大塚敦子費2,8
00円(材料代)申直接又は電話で、11月5
日㈭から

日11月22日㈰、午前10時～正午定100
名・申込順出演たんぽぽ、ラ・ペ、ふろしき
座、あおむし、どんぐりっこ、おはなしオル
ゴール、カスタネット申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月24日㈫・25日㈬、全2回、午前10
時～正午定30名･申込順※保育有り内落
ち葉などをラミネート加工し、ランチョンマ
ット作成講妙音沢葉っぱの杜美術かん・石
山努費300円(材料代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月26日㈭、午後3時30分～4時対幼
児から小学生までのお子さんと保護者内
絵本の読み聞かせや手遊び講読み聞かせ
ボランティアグループ十二の会

日11月6日㈮、午後7時～9時(午後6時30
分開場)場ふるさと新座館ホール定240
名・申込順※保育有り講国境なき医師団・
新座志木中央総合病院外科医・吉野美幸
申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
学生(保護者同伴可)内絵本の読み聞かせ
講のびっこおはなし隊

日12月5日㈯、午前10時～午後1時対市
内在住の小学生と保護者定15組費1組
2,000円申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月19日㈯、午後1時30分～3時(午後
1時開場)定220名内お子さんも一緒にク
ラシック音楽を楽しむ出演東京芸術大学
生申直接又は電話で、11月10日㈫から

日12月10日㈭、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順※保育有り内郷土料理

（かてめし)や地場産物の野菜料理作り費
800円(材料費)申直接又は電話で、11月
4日㈬から

日12月12日㈯、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順費700円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

〒352-0031　西堀１-3-15
TEL 048-485-9215　FAX 048-480-3368
開館時間…午前9時～午後4時（午後0時３０分～１時
３０分は除く）休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0014　栄2-8-17
TEL 048-483-1263　FAX 048-483-1207
開館時間…午前9時～午後4時（月1回日曜日は原則
午前9時３０分～午後１時） 休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-8623　野火止1-1-1
TEL 048-424-9608　FAX 048-482-6922

日11月19日㈭、午前10時～午後0時30
分内冬に向けて免疫力アップや風邪予防
に効果的な薬膳料理作り講ままごとキッ
チン・前田純子費800円(材料費)申電話で、
11月1日㈰から

日11月25日㈬、午前9時45分～午後0時
30分内年末年始と春先まで玄関先を演出
するハンギングバスケット作り講グリーン
アドバイザー・大塚敦子費3,800円申電話
で、11月1日㈰から

日11月27日㈮、午前10時～正午定16名・
申込順※保育有り内野菜やフルーツを使
ったロールケーキでクリスマスツリーを作
ります。講前田純子費300円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日12月2日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順※保育有り講斯波直美費2,000円

（材料費)申直接又は電話で、11月6日㈮
から

日12月3日㈭、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤でタブレットをお持
ちでない50才以上の方定16名・申込順内
基本的操作、アプリの活用、安全対策を学
びます。※当日使うタブレットは貸し出しま
す。講ＫＤＤＩケータイ教室認定講師申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時30分
定20名・申込順内スマホ、ネットの正負を
知り、正しく使える大人になるために、知っ
ておくべきことを学びます講中学校校長・
大西久雄申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月12日㈯、午後1時30分～2時40分
定120名・申込順内大和田小金管バンド演
奏、ヒップポップダンス、X’masお話会申
直接又は電話で、11月5日㈭から

日12月18日㈮、午前10時～午後2時定
20名・申込順講さいたま蕎麦打ち倶楽部
費500円(材料代)申直接又は電話で、11
月11日㈬から

〒352-0011　野火止7-3-29　
TEL 048-423-5025　FAX 048-423-5036
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時を除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0004　大和田4-18-53
TEL 048-478-8725　FAX 048-481-2832
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0032　新堀1-5-9
TEL 042-492-4655　FAX 042-494-1406
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時30分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0004　大和田1-26-16
TEL 048-479-0517　FAX 048-482-4592
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0012　畑中1-15-58
TEL 048-478-5411　FAX 048-482-4593
開館時間…午前9時～午後9時30分（祝日は5時30分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0001　東北2-28-5
TEL 048-474-2577　FAX 048-487-5755
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0013　新塚1-4-2
TEL 048-481-1101　FAX 048-481-1233
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0035　栗原3-8-34
TEL 042-423-6801　FAX 042-423-6804
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　FAX 048-482-4594
開館時間…午前9時～午後9時３０分
休館日…第2・4月曜日（祝日を除く）

♪ロビーコンサート♪　

フラワーアレンジメント講座
～自分だけの X’mas ツリーを作ろう！～

対市内在住の乳幼児(未就園児を含む)と
保護者定15組・受付順内子育て中の親子
で子育てに関する情報交換、手遊びなど

11 月の子育てサロン
～ホッとひと息　集まれ　　
　　　　　　子育て仲間～

当日

午前10時
～正午

東北コミュニ
ティセンター20日㈮

外国人の子育てサロン「ま―ぶる」

天 体 観 望 会 当日

親子で遊ぼうwakuwakuサタデー　当日

ぐんぐん 運 動 会 　

土曜キッズファーム「さといもの収穫」

中学生とのふれあい講座

公開講座　年の輪寄席

シニア向け
スマートフォン入門講座

「お父さんの餅つき大会」参加者募集

〒352-0024　道場2-14-12
TEL 048-479-2321　FAX 048-482-4591
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0022　本多1-3-10
TEL 048-479-8822　FAX 048-479-2646
開館時間…午前9時～午後6時（中高生タイム午後4時
30分～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

年齢別親子リトミック

第22回　人形劇フェスティバル

青空るーえん

ママ＆ベビータイムin福祉の里

子育てと仕事の両立を考える

整 体

わらべうた読み聞かせ

当日

ソトプレ・思いっきり外遊びデー
「忍びの森で忍者修行の巻」

ほんわかトーク～わたしのすきな絵本～

〒352-0022　本多1-3-10（児童センター内）
TEL・FAX 048-479-8823
開館時間…午前9時～午後4時
休所日…月曜・日曜日、祝日

ベビーマッサージ

消防士による救命救急講習会

里のソトプレ！

出前講座「離乳食」( 中期～後期 )について

ふたご・みつごの「びーんずサロン」

十二の会による読み聞かせ 当日

日①11月9日㈪、午前10時～10時30分･
②20日㈮、午後1時30分～2時対生後2～
8か月位の赤ちゃん(予防接種後48時間以
上空けてください)と保護者持バスタオル、
ハンドタオル、ベビーオイル(お持ちの方)、
飲物

日①11月9日㈪、午後、②12日㈭、午前の
2日間場第二中学校対乳幼児と保護者定
各日20組申直接又は電話で、受付中

日①11月10日㈫･②25日㈬、午前10時
～10時30分対①0歳児、②1～2歳児

日11月14日㈯、午前10時～11時申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月18日㈬、午前10時～11時30分対
7～12か月頃のお子さんの保護者申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月26日㈭・27日㈮、午前10時～11
時30分対乳幼児と保護者 働く女性の講座公開講座

～国境なき医師団の活動に生きる～

ベビーマッサージ　 当日

鎌倉史跡さんぽ
～今は昔、三つの尼寺物語～

よちよち広場
～みんなニッコリ　集まれ　子育て仲間～

当日

四季の料理　～冬の薬膳料理～

ハンギングバスケット

季節のスイーツ講座

東北コミセン　ジャズフェスタ

ハンギングバスケット

家庭教育学級講演会
危ないから使うな!から、上手に使うへ

そば打ち体験講座
～年越しそばを自分で打とう～

秋の自然美術館
落ち葉でつくる素敵なランチョンマット

シニアのための
タブレット入門講座

親子で作るパーティ料理

クリスマスコンサート

大和田ハッピーX’mas
～サンタがやってくる！～

のびのびのびっ子絵本のお部屋 

３ Ｂ 体 操 　 　 当日

アトリエくらぶ「革で作るコースター」　　

参加型プログラム
多様な子育て「サラダボウル」

ソトプレ・あおぞら児童館＠栗原公園
～福祉の里児童センターと共催～　　

第四中学校で学習交流会
～親子で中学生と遊びませんか～

父と子のアウトドア料理
「飯盒でご飯を炊こう」

ドライフラワーでクリスマスリース作り

クリスマスファミリーコンサート

「キラっとママ」
ママのお仕事応援します

公民館・コミセン通信
※ 　　の記載のあるものは当日、直接受付です。
※対象の記載のないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。
※講師、持ち物、保育などの詳細は各公民館・コミセンに問合せください。
※保育は概ね2歳以上が対象です。

当日

必要事項を記入し、各施設へ郵送してください。

はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

保健師相談～乳幼児の健康管理～

当日

当日

土曜開所 ハイハイあんよの赤ちゃん競争

栄養士による離乳食講座

身 体 測 定 当日

秋は子どもがお疲れ気味
　秋は行事が盛りだくさんで、子どもた
ちにとって楽しみがいっぱい。親にとっ
てもわが子の成長を感じることができ
る行事は楽しみですね。でも、案外エネ
ルギーがたくさん必要で緊張も感じ、
子どもにとっては負担も大きいものな
のです。
　最近、子どもがイライラしていると感
じませんか。そろそろ行事の疲れが出
てきて、子ども自身のイライラを親や
兄弟にぶつけてくる時期のように思い
ます。子どもは大人のように自分でリラ
ックスする手段を知りません。子どもに
とって体の疲れを癒すのは、やはり睡眠
だと思います。十分な睡眠がとれない
と、疲れが溜まって心と体のバランスが
崩れやすくなり、反抗的になったり泣く
ことが増えるなど、子どもも辛く親も苦
しくなってしまいます。
　そういう時には、子どもとイライラを
ぶつけ合うのではなく、いつもの生活
パターンを少し変えて、30分だけでも
早く寝てみませんか。親も少しだけ早く
寝てみてください。ほんの少し体の疲
れが取れると、いつもと違う日常になる
かもしれません。
　もし、いつもより早く寝ることが難し
いのであれば、子どもの気持ちに添っ
た言葉をかけて、安心させてあげてく
ださい。寄り添ってもらう安心感で、子
どものイライラを少し減らすことがで
きます。それでも子どもの対応に困っ
たらお電話くださいね。一緒に考えて
いきましょう。
問家庭児童相談室(☎048-477-2865)

子育て
情報局

コミセンおはなし広場 当日

みるく広場
～ホッとひと息　集まれ　子育て仲間～

当日

絵 本 の 広 場 当日

当日

栄お料理サロン
郷土料理 懐かしいおふくろの味

男の手料理
～俺もできるぜ！炊き込み膳～

当日

当日

ビブリオバトルin児セン

当日

当日

ラズベリーたいむ 当日

ちいさなちいさなおはなし会 当日

体 操 ご っ こ 当日

の び の び あ つ ま ー る 当日

マタニティ＆ベビーたいむ 当日

子育てグッズ交換会
「はぁとＢＯＸ」 当日

当日

キッズ＆パ パ 　 当日

ダンス交流フェスティバル　　当日

クリスマス会
～ゾウキリンもクリスマス!～

当日

くらぶOVER37　 当日
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ブロックロボットをつくろう
　

プラネタリウム上映と
　　昼の天体観測

1415

日11月15日㈰、午前10時集合〈雨天中
止〉場児童センター対市内在住の小学生
以下のお子さんと父親定20組・申込順費
1人300円(3歳未満無料)申直接又は電話
で

日11月6日㈮、午前11時～午後0時30分
〈雨天中止〉場大泉公園※大泉中央公園で
はありません。対乳幼児と保護者持弁当、
飲物、敷物、名札(お持ちの方)

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分場福祉の里児童センター対首座り～1
歳6か月位までのお子さんと保護者定10
組・申込順内ベビーマッサージなど申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日11月20日・27日の金曜日、全2回、午
後1時～3時対乳幼児と保護者(両日参加
可能な方)定10組・申込順※同室保育有
り費200円(茶菓子代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月30日㈪、午後1時30分～3時対乳
幼児と保護者定10組・申込順申直接又は
電話で、11月4日㈬から

日11月4日㈬・6日㈮・10日㈫・16日㈪・
17日㈫、いずれかの3時間目対乳幼児と
保護者申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分講相沢由美子

日11月12日㈭、午後1時30分～2時30分
対2か月～1歳未満の乳児と保護者費200
円申直接又は電話で、11月4日㈬から

日11月19日㈭、午前10時～正午申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日①第1・3土曜日＝午後2時から、第2土曜
日＝午前11時から、第4土曜日と日曜日＝
午前11時と午後2時からの2回上映、②
11月14日㈯、午後2時～2時45分対②小
学生以上定各97名・受付順内①プラネタ
リウム上映＝星はなぜ光る～ゴラゴン・デ
パートへいくの巻～、②昼の天体観測・太
陽の黒点観測など講星と星座研究会(②
のみ)

日11月8日㈰、午前10時30分～午後3時
対幼児～高校生（幼児は保護者同伴）内キ
ャンプ場や緑道で蜘蛛の巣くぐりなど持忍
者っぽい服装（お持ちの方）、おにぎり、お
茶協力新座おやこ劇場

日11月14日㈯、午前10時～10時45分対
幼児～小学生と保護者定30組・申込順費
300円申直接又は電話で、11月1日㈰から

日11月14日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内リズム遊びなど講サラリー
マンダンサー・大石一成

日11月14日㈯、午後3時～4時対小学生以
上定10名程度内好きな本を紹介し合うコ
ミュニケーションゲーム申直接又は電話で、
11月4日㈬から※当日受付も可

日11月14日㈯、午後6時～7時30分定97
名内屋上で星空解説と観察講星と星座研
究会

日11月15日㈰、午前10時30分～午後1時
〈雨天時は21日㈯〉対乳幼児～中学生（乳
幼児は保護者同伴）内栗原公園で外遊び

日11月17日㈫、午前10時30分～11時30
分対子育て中の外国人、又は外国人のパー
トナーがいる方、交流したい日本人定8組
申直接又は電話で、11月4日㈬から※当日
受付も可

日11月28日㈯、午前11時～午後0時30分
対小学生以上定10名･申込順申直接又は
電話で、11月6日㈮から

日11月29日㈰、午前11時～午後2時対5
歳以上のお子さんと父親定10組程度・申
込順費300円(1人追加ごとに100円)申直
接又は電話で、11月5日㈭から

日毎週金曜日、午後3時30分～5時場栄緑
道対乳幼児(保護者同伴)～高校生内おに
ごっこやボール遊び、七輪を使った火おこ
し、ベーゴマなど

日毎週土曜・日曜日、①午前10時～11時･
②午前11時～正午対小学生以上定各回5
名内スクラッチを使ったプログラミング

日11月5日・19日の木曜日、午前11時～
11時30分対乳幼児と保護者内紙芝居など

日11月7日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内マット運動、巧技台など

日11月12日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内交流会、身体測定

日11月17日㈫、午前10時～11時対乳幼
児を子育て中の方又はプレパパ・ママ内出
産や子育てに関するフリートーク

日11月17日㈫、午後1時30分～3時対障
がいのあるなしに関わらず共に生きること
に関心のある方、親子定15組程度内地域
での支えあいについて考える講キャベツ
の会・木村俊彦申直接又は電話で、11月1
日㈰から※当日受付も可

日11月19日㈭、午前10時～正午対子育
て中の方とプレパパ及びプレママ内子育
てグッズの交換会(秋～冬物)

日11月26日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内かけっこ、アスレチック、ダン
スなど持室内用運動靴

日11月28日㈯、午前11時～正午対乳幼
児と父親内栄緑道で思い切り外遊び

日11月28日㈯、①午後2時～3時、②午後
3時30分～4時30分対小学生以上定各8
名・申込順内高校生と一緒にロボットを作
って遊びます。申直接又は電話で、11月1
日㈰から

日11月29日㈰、午後2時30分～3時30分
対0歳から18歳までの児童と保護者内3
地域の児童館によるダンスの観賞とヒッ
プホップダンス体験持室内用運動靴

日12月6日㈰、午前10時30分～11時30
分対乳幼児（保護者同伴）～高校生内おは
なし会、ゾウキリンとのゲームタイムなど

日11月10日・24日の火曜日、午前10時～
11時40分対乳幼児を子育て中の方定各
5組・申込順申直接又は電話で、11月4日
㈬、午前10時から

日11月19日㈭、午前10時30分～11時対
乳幼児と保護者定15組・申込順講服部雅
子申直接又は電話で、11月4日㈬、午前
10時から

日11月6日･20日の金曜日、午前11時30
分から対乳幼児と保護者内絵本など

日11月17日㈫、午前10時～11時30分対
離乳食を始めたお子さんと保護者定12組
内全体への離乳食のお話と個別相談講栄
養士・西川申直接又は電話で、10月22日
㈭、午前9時30分から

日11月27日㈮、午前10時～11時30分対
乳幼児と保護者定20組講池坊宝生流・長
谷川一翠費1,000円(材料代)申直接又は
電話で、10月26日㈪、午前9時から

日12月3日㈭、午前10時30分～11時30
分場ふるさと新座館対乳幼児と保護者定
200名講鈴木翼申直接、11月4日㈬、午前
9時30分から

日11月10日㈫、午前10時30分～正午対
育休中又は乳幼児を育児中で就労を考え
ている母親定15組・申込順内保育園の話
など申直接又は電話で、10月27日㈫から

日11月17日㈫、午前10時30分～正午(ラ
ンチは午後0時45分まで)対多胎児を妊娠
中又は子育て中の方定8組・申込順内交流
会など※ランチをされる方は弁当、飲物を
持参申直接又は電話で、11月14日㈯まで
※当日受付も可

日11月18日㈬、午前10時30分～11時
30分対37歳～40歳代で妊娠・出産し、乳
幼児を子育て中の方定8組・受付順

日11月26日㈭、午後1時30分～2時30分
対乳幼児と保護者定8組内絵本を紹介し
あう申直接又は電話で、11月4日㈬から※
当日受付も可

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL・FAX 048-202-6882　
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
※9月12日㈯、午前9時～正午（土曜開所）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-6477　FAX 048-481-6145
開館時間…午前9時30分～午後6時〈中高生タイム：午
後5時～6時〉
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ

日11月7日㈯、午後1時30分～3時出ギ
ターサークルフェリース、ティンカーベ
ル(ハンドベル)、女声コーラス“風”、コー
ルリーベ(コーラス)、埼玉大学アカペラ
サークルCHOCOLETZ

日11月10日㈫、午前10時～11時30分
対市内在住のよちよち歩きから１歳6か
月位までのお子さんと保護者定15組内
絵本の話し、フリートークなど

日11月10日㈫、①午後3時20分～3時
40分、②午後3時45分～4時15分対①
幼児と保護者、②小学生内①手遊び、絵
本、紙芝居など、②絵本、紙芝居、なぞ
なぞなど講赤いりんご朗読会

日11月18日㈬、午前10時～11時30分
対市内在住の乳児(生後１か月位からハ
イハイまでのお子さん)と保護者定20組
内フリートークや手遊び

日11月19日㈭、午後2時～3時30分定
30名・申込順内真打・三遊亭圓王ほか
による落語会申直接又は電話で、11月4
日㈬から

日12月9日㈬、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤のおおむね70歳く
らいまでの方定15名・申込順内スマホ
の基本操作、アプリ、安全な使い方を学
びます※1人1台のスマホを貸し出しま
す講KDDIケータイ教室事務局申直接又
は電話で、11月4日㈬から

日11月11日㈬、午前7時45分志木駅改
札口前集合、午後2時北鎌倉駅解散定15
名・申込順内鎌倉ガイド協会の案内で尼
寺を巡ります※英勝寺～亀ヶ谷坂～東慶
寺費3,000円程度(拝観料・昼食代)※志
木駅から鎌倉駅までの往復運賃は実費申
直接又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時定
100名・申込順出立教大学ジャズ研究会
申直接又は電話で、11月6日㈮から

日12月10日㈭、午前10時～正午定15
名・申込順内ハンギングバスケットの基
本を学び年末年始に飾る作品を作ります
講グリーンアドバイザー・大塚敦子費2,8
00円(材料代)申直接又は電話で、11月5
日㈭から

日11月22日㈰、午前10時～正午定100
名・申込順出演たんぽぽ、ラ・ペ、ふろしき
座、あおむし、どんぐりっこ、おはなしオル
ゴール、カスタネット申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月24日㈫・25日㈬、全2回、午前10
時～正午定30名･申込順※保育有り内落
ち葉などをラミネート加工し、ランチョンマ
ット作成講妙音沢葉っぱの杜美術かん・石
山努費300円(材料代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月26日㈭、午後3時30分～4時対幼
児から小学生までのお子さんと保護者内
絵本の読み聞かせや手遊び講読み聞かせ
ボランティアグループ十二の会

日11月6日㈮、午後7時～9時(午後6時30
分開場)場ふるさと新座館ホール定240
名・申込順※保育有り講国境なき医師団・
新座志木中央総合病院外科医・吉野美幸
申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
学生(保護者同伴可)内絵本の読み聞かせ
講のびっこおはなし隊

日12月5日㈯、午前10時～午後1時対市
内在住の小学生と保護者定15組費1組
2,000円申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月19日㈯、午後1時30分～3時(午後
1時開場)定220名内お子さんも一緒にク
ラシック音楽を楽しむ出演東京芸術大学
生申直接又は電話で、11月10日㈫から

日12月10日㈭、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順※保育有り内郷土料理

（かてめし)や地場産物の野菜料理作り費
800円(材料費)申直接又は電話で、11月
4日㈬から

日12月12日㈯、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順費700円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

〒352-0031　西堀１-3-15
TEL 048-485-9215　FAX 048-480-3368
開館時間…午前9時～午後4時（午後0時３０分～１時
３０分は除く）休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0014　栄2-8-17
TEL 048-483-1263　FAX 048-483-1207
開館時間…午前9時～午後4時（月1回日曜日は原則
午前9時３０分～午後１時） 休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-8623　野火止1-1-1
TEL 048-424-9608　FAX 048-482-6922

日11月19日㈭、午前10時～午後0時30
分内冬に向けて免疫力アップや風邪予防
に効果的な薬膳料理作り講ままごとキッ
チン・前田純子費800円(材料費)申電話で、
11月1日㈰から

日11月25日㈬、午前9時45分～午後0時
30分内年末年始と春先まで玄関先を演出
するハンギングバスケット作り講グリーン
アドバイザー・大塚敦子費3,800円申電話
で、11月1日㈰から

日11月27日㈮、午前10時～正午定16名・
申込順※保育有り内野菜やフルーツを使
ったロールケーキでクリスマスツリーを作
ります。講前田純子費300円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日12月2日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順※保育有り講斯波直美費2,000円

（材料費)申直接又は電話で、11月6日㈮
から

日12月3日㈭、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤でタブレットをお持
ちでない50才以上の方定16名・申込順内
基本的操作、アプリの活用、安全対策を学
びます。※当日使うタブレットは貸し出しま
す。講ＫＤＤＩケータイ教室認定講師申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時30分
定20名・申込順内スマホ、ネットの正負を
知り、正しく使える大人になるために、知っ
ておくべきことを学びます講中学校校長・
大西久雄申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月12日㈯、午後1時30分～2時40分
定120名・申込順内大和田小金管バンド演
奏、ヒップポップダンス、X’masお話会申
直接又は電話で、11月5日㈭から

日12月18日㈮、午前10時～午後2時定
20名・申込順講さいたま蕎麦打ち倶楽部
費500円(材料代)申直接又は電話で、11
月11日㈬から

〒352-0011　野火止7-3-29　
TEL 048-423-5025　FAX 048-423-5036
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時を除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0004　大和田4-18-53
TEL 048-478-8725　FAX 048-481-2832
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0032　新堀1-5-9
TEL 042-492-4655　FAX 042-494-1406
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時30分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0004　大和田1-26-16
TEL 048-479-0517　FAX 048-482-4592
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0012　畑中1-15-58
TEL 048-478-5411　FAX 048-482-4593
開館時間…午前9時～午後9時30分（祝日は5時30分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0001　東北2-28-5
TEL 048-474-2577　FAX 048-487-5755
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0013　新塚1-4-2
TEL 048-481-1101　FAX 048-481-1233
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0035　栗原3-8-34
TEL 042-423-6801　FAX 042-423-6804
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　FAX 048-482-4594
開館時間…午前9時～午後9時３０分
休館日…第2・4月曜日（祝日を除く）

♪ロビーコンサート♪　

フラワーアレンジメント講座
～自分だけの X’mas ツリーを作ろう！～

対市内在住の乳幼児(未就園児を含む)と
保護者定15組・受付順内子育て中の親子
で子育てに関する情報交換、手遊びなど

11 月の子育てサロン
～ホッとひと息　集まれ　　
　　　　　　子育て仲間～

当日

午前10時
～正午

東北コミュニ
ティセンター20日㈮

外国人の子育てサロン「ま―ぶる」

天 体 観 望 会 当日

親子で遊ぼうwakuwakuサタデー　当日

ぐんぐん 運 動 会 　

土曜キッズファーム「さといもの収穫」

中学生とのふれあい講座

公開講座　年の輪寄席

シニア向け
スマートフォン入門講座

「お父さんの餅つき大会」参加者募集

〒352-0024　道場2-14-12
TEL 048-479-2321　FAX 048-482-4591
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0022　本多1-3-10
TEL 048-479-8822　FAX 048-479-2646
開館時間…午前9時～午後6時（中高生タイム午後4時
30分～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

年齢別親子リトミック

第22回　人形劇フェスティバル

青空るーえん

ママ＆ベビータイムin福祉の里

子育てと仕事の両立を考える

整 体

わらべうた読み聞かせ

当日

ソトプレ・思いっきり外遊びデー
「忍びの森で忍者修行の巻」

ほんわかトーク～わたしのすきな絵本～

〒352-0022　本多1-3-10（児童センター内）
TEL・FAX 048-479-8823
開館時間…午前9時～午後4時
休所日…月曜・日曜日、祝日

ベビーマッサージ

消防士による救命救急講習会

里のソトプレ！

出前講座「離乳食」( 中期～後期 )について

ふたご・みつごの「びーんずサロン」

十二の会による読み聞かせ 当日

日①11月9日㈪、午前10時～10時30分･
②20日㈮、午後1時30分～2時対生後2～
8か月位の赤ちゃん(予防接種後48時間以
上空けてください)と保護者持バスタオル、
ハンドタオル、ベビーオイル(お持ちの方)、
飲物

日①11月9日㈪、午後、②12日㈭、午前の
2日間場第二中学校対乳幼児と保護者定
各日20組申直接又は電話で、受付中

日①11月10日㈫･②25日㈬、午前10時
～10時30分対①0歳児、②1～2歳児

日11月14日㈯、午前10時～11時申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月18日㈬、午前10時～11時30分対
7～12か月頃のお子さんの保護者申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月26日㈭・27日㈮、午前10時～11
時30分対乳幼児と保護者 働く女性の講座公開講座

～国境なき医師団の活動に生きる～

ベビーマッサージ　 当日

鎌倉史跡さんぽ
～今は昔、三つの尼寺物語～

よちよち広場
～みんなニッコリ　集まれ　子育て仲間～

当日

四季の料理　～冬の薬膳料理～

ハンギングバスケット

季節のスイーツ講座

東北コミセン　ジャズフェスタ

ハンギングバスケット

家庭教育学級講演会
危ないから使うな!から、上手に使うへ

そば打ち体験講座
～年越しそばを自分で打とう～

秋の自然美術館
落ち葉でつくる素敵なランチョンマット

シニアのための
タブレット入門講座

親子で作るパーティ料理

クリスマスコンサート

大和田ハッピーX’mas
～サンタがやってくる！～

のびのびのびっ子絵本のお部屋 

３ Ｂ 体 操 　 　 当日

アトリエくらぶ「革で作るコースター」　　

参加型プログラム
多様な子育て「サラダボウル」

ソトプレ・あおぞら児童館＠栗原公園
～福祉の里児童センターと共催～　　

第四中学校で学習交流会
～親子で中学生と遊びませんか～

父と子のアウトドア料理
「飯盒でご飯を炊こう」

ドライフラワーでクリスマスリース作り

クリスマスファミリーコンサート

「キラっとママ」
ママのお仕事応援します

公民館・コミセン通信
※ 　　の記載のあるものは当日、直接受付です。
※対象の記載のないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。
※講師、持ち物、保育などの詳細は各公民館・コミセンに問合せください。
※保育は概ね2歳以上が対象です。

当日

必要事項を記入し、各施設へ郵送してください。

はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

保健師相談～乳幼児の健康管理～

当日

当日

土曜開所 ハイハイあんよの赤ちゃん競争

栄養士による離乳食講座

身 体 測 定 当日

秋は子どもがお疲れ気味
　秋は行事が盛りだくさんで、子どもた
ちにとって楽しみがいっぱい。親にとっ
てもわが子の成長を感じることができ
る行事は楽しみですね。でも、案外エネ
ルギーがたくさん必要で緊張も感じ、
子どもにとっては負担も大きいものな
のです。
　最近、子どもがイライラしていると感
じませんか。そろそろ行事の疲れが出
てきて、子ども自身のイライラを親や
兄弟にぶつけてくる時期のように思い
ます。子どもは大人のように自分でリラ
ックスする手段を知りません。子どもに
とって体の疲れを癒すのは、やはり睡眠
だと思います。十分な睡眠がとれない
と、疲れが溜まって心と体のバランスが
崩れやすくなり、反抗的になったり泣く
ことが増えるなど、子どもも辛く親も苦
しくなってしまいます。
　そういう時には、子どもとイライラを
ぶつけ合うのではなく、いつもの生活
パターンを少し変えて、30分だけでも
早く寝てみませんか。親も少しだけ早く
寝てみてください。ほんの少し体の疲
れが取れると、いつもと違う日常になる
かもしれません。
　もし、いつもより早く寝ることが難し
いのであれば、子どもの気持ちに添っ
た言葉をかけて、安心させてあげてく
ださい。寄り添ってもらう安心感で、子
どものイライラを少し減らすことがで
きます。それでも子どもの対応に困っ
たらお電話くださいね。一緒に考えて
いきましょう。
問家庭児童相談室(☎048-477-2865)

子育て
情報局

コミセンおはなし広場 当日

みるく広場
～ホッとひと息　集まれ　子育て仲間～

当日

絵 本 の 広 場 当日

当日

栄お料理サロン
郷土料理 懐かしいおふくろの味

男の手料理
～俺もできるぜ！炊き込み膳～

当日

当日

ビブリオバトルin児セン

当日

当日

ラズベリーたいむ 当日

ちいさなちいさなおはなし会 当日

体 操 ご っ こ 当日

の び の び あ つ ま ー る 当日

マタニティ＆ベビーたいむ 当日

子育てグッズ交換会
「はぁとＢＯＸ」 当日

当日

キッズ＆パ パ 　 当日

ダンス交流フェスティバル　　当日

クリスマス会
～ゾウキリンもクリスマス!～

当日

くらぶOVER37　 当日

第983号■平成27年11月号

ブロックロボットをつくろう
　

プラネタリウム上映と
　　昼の天体観測

1415

日11月15日㈰、午前10時集合〈雨天中
止〉場児童センター対市内在住の小学生
以下のお子さんと父親定20組・申込順費
1人300円(3歳未満無料)申直接又は電話
で

日11月6日㈮、午前11時～午後0時30分
〈雨天中止〉場大泉公園※大泉中央公園で
はありません。対乳幼児と保護者持弁当、
飲物、敷物、名札(お持ちの方)

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分場福祉の里児童センター対首座り～1
歳6か月位までのお子さんと保護者定10
組・申込順内ベビーマッサージなど申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日11月20日・27日の金曜日、全2回、午
後1時～3時対乳幼児と保護者(両日参加
可能な方)定10組・申込順※同室保育有
り費200円(茶菓子代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月30日㈪、午後1時30分～3時対乳
幼児と保護者定10組・申込順申直接又は
電話で、11月4日㈬から

日11月4日㈬・6日㈮・10日㈫・16日㈪・
17日㈫、いずれかの3時間目対乳幼児と
保護者申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午前10時30分～11時30
分講相沢由美子

日11月12日㈭、午後1時30分～2時30分
対2か月～1歳未満の乳児と保護者費200
円申直接又は電話で、11月4日㈬から

日11月19日㈭、午前10時～正午申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日①第1・3土曜日＝午後2時から、第2土曜
日＝午前11時から、第4土曜日と日曜日＝
午前11時と午後2時からの2回上映、②
11月14日㈯、午後2時～2時45分対②小
学生以上定各97名・受付順内①プラネタ
リウム上映＝星はなぜ光る～ゴラゴン・デ
パートへいくの巻～、②昼の天体観測・太
陽の黒点観測など講星と星座研究会(②
のみ)

日11月8日㈰、午前10時30分～午後3時
対幼児～高校生（幼児は保護者同伴）内キ
ャンプ場や緑道で蜘蛛の巣くぐりなど持忍
者っぽい服装（お持ちの方）、おにぎり、お
茶協力新座おやこ劇場

日11月14日㈯、午前10時～10時45分対
幼児～小学生と保護者定30組・申込順費
300円申直接又は電話で、11月1日㈰から

日11月14日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内リズム遊びなど講サラリー
マンダンサー・大石一成

日11月14日㈯、午後3時～4時対小学生以
上定10名程度内好きな本を紹介し合うコ
ミュニケーションゲーム申直接又は電話で、
11月4日㈬から※当日受付も可

日11月14日㈯、午後6時～7時30分定97
名内屋上で星空解説と観察講星と星座研
究会

日11月15日㈰、午前10時30分～午後1時
〈雨天時は21日㈯〉対乳幼児～中学生（乳
幼児は保護者同伴）内栗原公園で外遊び

日11月17日㈫、午前10時30分～11時30
分対子育て中の外国人、又は外国人のパー
トナーがいる方、交流したい日本人定8組
申直接又は電話で、11月4日㈬から※当日
受付も可

日11月28日㈯、午前11時～午後0時30分
対小学生以上定10名･申込順申直接又は
電話で、11月6日㈮から

日11月29日㈰、午前11時～午後2時対5
歳以上のお子さんと父親定10組程度・申
込順費300円(1人追加ごとに100円)申直
接又は電話で、11月5日㈭から

日毎週金曜日、午後3時30分～5時場栄緑
道対乳幼児(保護者同伴)～高校生内おに
ごっこやボール遊び、七輪を使った火おこ
し、ベーゴマなど

日毎週土曜・日曜日、①午前10時～11時･
②午前11時～正午対小学生以上定各回5
名内スクラッチを使ったプログラミング

日11月5日・19日の木曜日、午前11時～
11時30分対乳幼児と保護者内紙芝居など

日11月7日㈯、午前11時～11時30分対
幼児と保護者内マット運動、巧技台など

日11月12日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内交流会、身体測定

日11月17日㈫、午前10時～11時対乳幼
児を子育て中の方又はプレパパ・ママ内出
産や子育てに関するフリートーク

日11月17日㈫、午後1時30分～3時対障
がいのあるなしに関わらず共に生きること
に関心のある方、親子定15組程度内地域
での支えあいについて考える講キャベツ
の会・木村俊彦申直接又は電話で、11月1
日㈰から※当日受付も可

日11月19日㈭、午前10時～正午対子育
て中の方とプレパパ及びプレママ内子育
てグッズの交換会(秋～冬物)

日11月26日㈭、午前11時～正午対乳幼
児と保護者内かけっこ、アスレチック、ダン
スなど持室内用運動靴

日11月28日㈯、午前11時～正午対乳幼
児と父親内栄緑道で思い切り外遊び

日11月28日㈯、①午後2時～3時、②午後
3時30分～4時30分対小学生以上定各8
名・申込順内高校生と一緒にロボットを作
って遊びます。申直接又は電話で、11月1
日㈰から

日11月29日㈰、午後2時30分～3時30分
対0歳から18歳までの児童と保護者内3
地域の児童館によるダンスの観賞とヒッ
プホップダンス体験持室内用運動靴

日12月6日㈰、午前10時30分～11時30
分対乳幼児（保護者同伴）～高校生内おは
なし会、ゾウキリンとのゲームタイムなど

日11月10日・24日の火曜日、午前10時～
11時40分対乳幼児を子育て中の方定各
5組・申込順申直接又は電話で、11月4日
㈬、午前10時から

日11月19日㈭、午前10時30分～11時対
乳幼児と保護者定15組・申込順講服部雅
子申直接又は電話で、11月4日㈬、午前
10時から

日11月6日･20日の金曜日、午前11時30
分から対乳幼児と保護者内絵本など

日11月17日㈫、午前10時～11時30分対
離乳食を始めたお子さんと保護者定12組
内全体への離乳食のお話と個別相談講栄
養士・西川申直接又は電話で、10月22日
㈭、午前9時30分から

日11月27日㈮、午前10時～11時30分対
乳幼児と保護者定20組講池坊宝生流・長
谷川一翠費1,000円(材料代)申直接又は
電話で、10月26日㈪、午前9時から

日12月3日㈭、午前10時30分～11時30
分場ふるさと新座館対乳幼児と保護者定
200名講鈴木翼申直接、11月4日㈬、午前
9時30分から

日11月10日㈫、午前10時30分～正午対
育休中又は乳幼児を育児中で就労を考え
ている母親定15組・申込順内保育園の話
など申直接又は電話で、10月27日㈫から

日11月17日㈫、午前10時30分～正午(ラ
ンチは午後0時45分まで)対多胎児を妊娠
中又は子育て中の方定8組・申込順内交流
会など※ランチをされる方は弁当、飲物を
持参申直接又は電話で、11月14日㈯まで
※当日受付も可

日11月18日㈬、午前10時30分～11時
30分対37歳～40歳代で妊娠・出産し、乳
幼児を子育て中の方定8組・受付順

日11月26日㈭、午後1時30分～2時30分
対乳幼児と保護者定8組内絵本を紹介し
あう申直接又は電話で、11月4日㈬から※
当日受付も可

〒352-0011　野火止5-18-21　TEL・FAX 048-202-6882　
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
※9月12日㈯、午前9時～正午（土曜開所）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0013　新塚1-4-5
TEL 048-481-6477　FAX 048-481-6145
開館時間…午前9時30分～午後6時〈中高生タイム：午
後5時～6時〉
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

日→日時  場→場所  対→対象  定→定員  内→内容  講→講師  費→費用  持→持ち物  保→保育  申→申込み  問→問合せ

日11月7日㈯、午後1時30分～3時出ギ
ターサークルフェリース、ティンカーベ
ル(ハンドベル)、女声コーラス“風”、コー
ルリーベ(コーラス)、埼玉大学アカペラ
サークルCHOCOLETZ

日11月10日㈫、午前10時～11時30分
対市内在住のよちよち歩きから１歳6か
月位までのお子さんと保護者定15組内
絵本の話し、フリートークなど

日11月10日㈫、①午後3時20分～3時
40分、②午後3時45分～4時15分対①
幼児と保護者、②小学生内①手遊び、絵
本、紙芝居など、②絵本、紙芝居、なぞ
なぞなど講赤いりんご朗読会

日11月18日㈬、午前10時～11時30分
対市内在住の乳児(生後１か月位からハ
イハイまでのお子さん)と保護者定20組
内フリートークや手遊び

日11月19日㈭、午後2時～3時30分定
30名・申込順内真打・三遊亭圓王ほか
による落語会申直接又は電話で、11月4
日㈬から

日12月9日㈬、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤のおおむね70歳く
らいまでの方定15名・申込順内スマホ
の基本操作、アプリ、安全な使い方を学
びます※1人1台のスマホを貸し出しま
す講KDDIケータイ教室事務局申直接又
は電話で、11月4日㈬から

日11月11日㈬、午前7時45分志木駅改
札口前集合、午後2時北鎌倉駅解散定15
名・申込順内鎌倉ガイド協会の案内で尼
寺を巡ります※英勝寺～亀ヶ谷坂～東慶
寺費3,000円程度(拝観料・昼食代)※志
木駅から鎌倉駅までの往復運賃は実費申
直接又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時定
100名・申込順出立教大学ジャズ研究会
申直接又は電話で、11月6日㈮から

日12月10日㈭、午前10時～正午定15
名・申込順内ハンギングバスケットの基
本を学び年末年始に飾る作品を作ります
講グリーンアドバイザー・大塚敦子費2,8
00円(材料代)申直接又は電話で、11月5
日㈭から

日11月22日㈰、午前10時～正午定100
名・申込順出演たんぽぽ、ラ・ペ、ふろしき
座、あおむし、どんぐりっこ、おはなしオル
ゴール、カスタネット申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月24日㈫・25日㈬、全2回、午前10
時～正午定30名･申込順※保育有り内落
ち葉などをラミネート加工し、ランチョンマ
ット作成講妙音沢葉っぱの杜美術かん・石
山努費300円(材料代)申直接又は電話で、
11月4日㈬から

日11月26日㈭、午後3時30分～4時対幼
児から小学生までのお子さんと保護者内
絵本の読み聞かせや手遊び講読み聞かせ
ボランティアグループ十二の会

日11月6日㈮、午後7時～9時(午後6時30
分開場)場ふるさと新座館ホール定240
名・申込順※保育有り講国境なき医師団・
新座志木中央総合病院外科医・吉野美幸
申直接又は電話で、受付中

日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
日11月20日㈮、午後4時～4時30分対小
学生(保護者同伴可)内絵本の読み聞かせ
講のびっこおはなし隊

日12月5日㈯、午前10時～午後1時対市
内在住の小学生と保護者定15組費1組
2,000円申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月19日㈯、午後1時30分～3時(午後
1時開場)定220名内お子さんも一緒にク
ラシック音楽を楽しむ出演東京芸術大学
生申直接又は電話で、11月10日㈫から

日12月10日㈭、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順※保育有り内郷土料理

（かてめし)や地場産物の野菜料理作り費
800円(材料費)申直接又は電話で、11月
4日㈬から

日12月12日㈯、午前10時～午後0時30
分定15名・申込順費700円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

〒352-0031　西堀１-3-15
TEL 048-485-9215　FAX 048-480-3368
開館時間…午前9時～午後4時（午後0時３０分～１時
３０分は除く）休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0014　栄2-8-17
TEL 048-483-1263　FAX 048-483-1207
開館時間…午前9時～午後4時（月1回日曜日は原則
午前9時３０分～午後１時） 休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-8623　野火止1-1-1
TEL 048-424-9608　FAX 048-482-6922

日11月19日㈭、午前10時～午後0時30
分内冬に向けて免疫力アップや風邪予防
に効果的な薬膳料理作り講ままごとキッ
チン・前田純子費800円(材料費)申電話で、
11月1日㈰から

日11月25日㈬、午前9時45分～午後0時
30分内年末年始と春先まで玄関先を演出
するハンギングバスケット作り講グリーン
アドバイザー・大塚敦子費3,800円申電話
で、11月1日㈰から

日11月27日㈮、午前10時～正午定16名・
申込順※保育有り内野菜やフルーツを使
ったロールケーキでクリスマスツリーを作
ります。講前田純子費300円(材料費)申直
接又は電話で、11月4日㈬から

日12月2日㈬、午前10時～正午定30名・
申込順※保育有り講斯波直美費2,000円

（材料費)申直接又は電話で、11月6日㈮
から

日12月3日㈭、午後1時30分～3時30分
対市内在住又は在勤でタブレットをお持
ちでない50才以上の方定16名・申込順内
基本的操作、アプリの活用、安全対策を学
びます。※当日使うタブレットは貸し出しま
す。講ＫＤＤＩケータイ教室認定講師申直接
又は電話で、11月4日㈬から

日12月5日㈯、午後1時30分～3時30分
定20名・申込順内スマホ、ネットの正負を
知り、正しく使える大人になるために、知っ
ておくべきことを学びます講中学校校長・
大西久雄申直接又は電話で、11月4日㈬
から

日12月12日㈯、午後1時30分～2時40分
定120名・申込順内大和田小金管バンド演
奏、ヒップポップダンス、X’masお話会申
直接又は電話で、11月5日㈭から

日12月18日㈮、午前10時～午後2時定
20名・申込順講さいたま蕎麦打ち倶楽部
費500円(材料代)申直接又は電話で、11
月11日㈬から

〒352-0011　野火止7-3-29　
TEL 048-423-5025　FAX 048-423-5036
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時を除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0004　大和田4-18-53
TEL 048-478-8725　FAX 048-481-2832
開館時間…午前9時～午後4時（正午～午後１時は除く）
休所日…土曜・日曜日、祝日

〒352-0032　新堀1-5-9
TEL 042-492-4655　FAX 042-494-1406
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時30分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0004　大和田1-26-16
TEL 048-479-0517　FAX 048-482-4592
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0012　畑中1-15-58
TEL 048-478-5411　FAX 048-482-4593
開館時間…午前9時～午後9時30分（祝日は5時30分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0001　東北2-28-5
TEL 048-474-2577　FAX 048-487-5755
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0013　新塚1-4-2
TEL 048-481-1101　FAX 048-481-1233
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0035　栗原3-8-34
TEL 042-423-6801　FAX 042-423-6804
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第2・4月曜日

〒352-0011　野火止6-1-48（ふるさと新座館内）
TEL 048-478-4523　FAX 048-482-4594
開館時間…午前9時～午後9時３０分
休館日…第2・4月曜日（祝日を除く）

♪ロビーコンサート♪　

フラワーアレンジメント講座
～自分だけの X’mas ツリーを作ろう！～

対市内在住の乳幼児(未就園児を含む)と
保護者定15組・受付順内子育て中の親子
で子育てに関する情報交換、手遊びなど

11 月の子育てサロン
～ホッとひと息　集まれ　　
　　　　　　子育て仲間～

当日

午前10時
～正午

東北コミュニ
ティセンター20日㈮

外国人の子育てサロン「ま―ぶる」

天 体 観 望 会 当日

親子で遊ぼうwakuwakuサタデー　当日

ぐんぐん 運 動 会 　

土曜キッズファーム「さといもの収穫」

中学生とのふれあい講座

公開講座　年の輪寄席

シニア向け
スマートフォン入門講座

「お父さんの餅つき大会」参加者募集

〒352-0024　道場2-14-12
TEL 048-479-2321　FAX 048-482-4591
開館時間…午前9時～午後9時３０分（祝日は5時３０分まで）
休館日…第1・3月曜日

〒352-0022　本多1-3-10
TEL 048-479-8822　FAX 048-479-2646
開館時間…午前9時～午後6時（中高生タイム午後4時
30分～6時）
休館日…月曜日（祝日の場合は翌日も休館）、祝日

年齢別親子リトミック

第22回　人形劇フェスティバル

青空るーえん

ママ＆ベビータイムin福祉の里

子育てと仕事の両立を考える

整 体

わらべうた読み聞かせ

当日

ソトプレ・思いっきり外遊びデー
「忍びの森で忍者修行の巻」

ほんわかトーク～わたしのすきな絵本～

〒352-0022　本多1-3-10（児童センター内）
TEL・FAX 048-479-8823
開館時間…午前9時～午後4時
休所日…月曜・日曜日、祝日

ベビーマッサージ

消防士による救命救急講習会

里のソトプレ！

出前講座「離乳食」( 中期～後期 )について

ふたご・みつごの「びーんずサロン」

十二の会による読み聞かせ 当日

日①11月9日㈪、午前10時～10時30分･
②20日㈮、午後1時30分～2時対生後2～
8か月位の赤ちゃん(予防接種後48時間以
上空けてください)と保護者持バスタオル、
ハンドタオル、ベビーオイル(お持ちの方)、
飲物

日①11月9日㈪、午後、②12日㈭、午前の
2日間場第二中学校対乳幼児と保護者定
各日20組申直接又は電話で、受付中

日①11月10日㈫･②25日㈬、午前10時
～10時30分対①0歳児、②1～2歳児

日11月14日㈯、午前10時～11時申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月18日㈬、午前10時～11時30分対
7～12か月頃のお子さんの保護者申電話
で、11月4日㈬、午前9時30分から

日11月26日㈭・27日㈮、午前10時～11
時30分対乳幼児と保護者 働く女性の講座公開講座

～国境なき医師団の活動に生きる～

ベビーマッサージ　 当日

鎌倉史跡さんぽ
～今は昔、三つの尼寺物語～

よちよち広場
～みんなニッコリ　集まれ　子育て仲間～

当日

四季の料理　～冬の薬膳料理～

ハンギングバスケット

季節のスイーツ講座

東北コミセン　ジャズフェスタ

ハンギングバスケット

家庭教育学級講演会
危ないから使うな!から、上手に使うへ

そば打ち体験講座
～年越しそばを自分で打とう～

秋の自然美術館
落ち葉でつくる素敵なランチョンマット

シニアのための
タブレット入門講座

親子で作るパーティ料理

クリスマスコンサート

大和田ハッピーX’mas
～サンタがやってくる！～

のびのびのびっ子絵本のお部屋 

３ Ｂ 体 操 　 　 当日

アトリエくらぶ「革で作るコースター」　　

参加型プログラム
多様な子育て「サラダボウル」

ソトプレ・あおぞら児童館＠栗原公園
～福祉の里児童センターと共催～　　

第四中学校で学習交流会
～親子で中学生と遊びませんか～

父と子のアウトドア料理
「飯盒でご飯を炊こう」

ドライフラワーでクリスマスリース作り

クリスマスファミリーコンサート

「キラっとママ」
ママのお仕事応援します

公民館・コミセン通信
※ 　　の記載のあるものは当日、直接受付です。
※対象の記載のないものは「市内在住又は在勤の方」が対象です。
※講師、持ち物、保育などの詳細は各公民館・コミセンに問合せください。
※保育は概ね2歳以上が対象です。

当日

必要事項を記入し、各施設へ郵送してください。

はがき・メールで
申し込む場合は

●住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・講座などの名称
●保育のある講座は、お子さんの氏名・生年月日
※費用の掲載がない講座などは無料です。
※当日の記載のあるものは当日、直接受付です。

保健師相談～乳幼児の健康管理～

当日

当日

土曜開所 ハイハイあんよの赤ちゃん競争

栄養士による離乳食講座

身 体 測 定 当日

秋は子どもがお疲れ気味
　秋は行事が盛りだくさんで、子どもた
ちにとって楽しみがいっぱい。親にとっ
てもわが子の成長を感じることができ
る行事は楽しみですね。でも、案外エネ
ルギーがたくさん必要で緊張も感じ、
子どもにとっては負担も大きいものな
のです。
　最近、子どもがイライラしていると感
じませんか。そろそろ行事の疲れが出
てきて、子ども自身のイライラを親や
兄弟にぶつけてくる時期のように思い
ます。子どもは大人のように自分でリラ
ックスする手段を知りません。子どもに
とって体の疲れを癒すのは、やはり睡眠
だと思います。十分な睡眠がとれない
と、疲れが溜まって心と体のバランスが
崩れやすくなり、反抗的になったり泣く
ことが増えるなど、子どもも辛く親も苦
しくなってしまいます。
　そういう時には、子どもとイライラを
ぶつけ合うのではなく、いつもの生活
パターンを少し変えて、30分だけでも
早く寝てみませんか。親も少しだけ早く
寝てみてください。ほんの少し体の疲
れが取れると、いつもと違う日常になる
かもしれません。
　もし、いつもより早く寝ることが難し
いのであれば、子どもの気持ちに添っ
た言葉をかけて、安心させてあげてく
ださい。寄り添ってもらう安心感で、子
どものイライラを少し減らすことがで
きます。それでも子どもの対応に困っ
たらお電話くださいね。一緒に考えて
いきましょう。
問家庭児童相談室(☎048-477-2865)

子育て
情報局

コミセンおはなし広場 当日

みるく広場
～ホッとひと息　集まれ　子育て仲間～

当日

絵 本 の 広 場 当日

当日

栄お料理サロン
郷土料理 懐かしいおふくろの味

男の手料理
～俺もできるぜ！炊き込み膳～

当日

当日

ビブリオバトルin児セン

当日

当日

ラズベリーたいむ 当日

ちいさなちいさなおはなし会 当日

体 操 ご っ こ 当日

の び の び あ つ ま ー る 当日

マタニティ＆ベビーたいむ 当日

子育てグッズ交換会
「はぁとＢＯＸ」 当日

当日

キッズ＆パ パ 　 当日

ダンス交流フェスティバル　　当日

クリスマス会
～ゾウキリンもクリスマス!～

当日

くらぶOVER37　 当日
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３
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立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

の
市
民
開
放
に
当
た
り
、9
月

27
日
㈰
に「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

ズ・ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
」で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
立

教
の
学
生
に
よ
る
競
泳
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
水
泳
教

室
が
行
わ
れ
、新
し
く
開
放
さ

れ
た
プ
ー
ル
に
多
く
の
方
が
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
の
朝
は
、い
つ
も

早
起
き
し
て
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ

ー
を
見
て
い
ま
す
。
今
日
も

見
て
来
ま
し
た
。
青
ニ
ン
ジ

ャ
ー
が
好
き
で
す
。
楽
し
か

っ
た
で
す
。

第
39
回
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　新座市野球同好会連盟からコ
ブシ福祉基金へ8万809円

　9月21日(月・祝)、市内3か所
にある老人福祉センターで「敬
老の日の集い」が催されました。
カラオケ、舞踊、民謡などが披
露され、大変盛り上がっていま
した。

敬老の日の集い

　9月27日㈰、栄四丁目商店会
主催(新座市後援)の「第４回さん
ま祭り」が開催され、宮城県石巻
産のさんま6千尾がチャリティー
で振る舞われました。同市の物
産展も同時開催され、被災地産
品の食の安全をアピールしました。

第４回　さんま祭り 戦後70周年
　 新座市戦没者追悼式

　「戦後70周年新座市戦没者追
悼式」が9月19日㈯、市民会館
で行われました。会場には市長
をはじめ多くの方が哀悼の意を
ささげ、献花台には白い菊の花
が手向けられました。

　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市民体育祭

　
10
月
4
日
㈰
、総
合
運
動
公
園

で
町
内
会
対
抗
の
市
民
体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。秋
晴
れ
の
中
、

皆
さ
ん
一
生
懸
命
競
技
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
9
月
16
日
㈬
、市
民
会
館
で
彩

愛
ク
ラ
ブ
新
座
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
舞
踏
や
歌
な
ど

が
披
露
さ
れ
、日
頃
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、楽
し
い
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

演芸大会

　
９
月
10
日
㈭
に
豪
雨
に
よ
り

鬼
怒
川
が
決
壊
し
、被
災
を
受
け

た
茨
城
県
常
総

市
の
救
援
所
へ
、

水
道
水
２
ト
ン
、

森
透
水
１
６
０

箱（
約
３
千
８
０

０
本
）及
び
非
常

用
水
袋
４
０
０

枚
を
13
日
㈰
に

届
け
ま
し
た
。

ま
た
、給
水
作

業
用
と
し
て
給

水
車
を
貸
し
出

し
ま
し
た
。

寄附ありがとうございます

▲（市民カメラマン・
　　　　縄田光生さん撮影）▼

▼▲

（市民カメラマン・岩井章弘さん撮影）

▲（市民カメラマン・佐瀬智さん撮影）　　

▲（市民カメラマン・佐瀬智さん撮影）　　

ベ
ビ
ー
布
団
、
歩
行
器
、
布
お

む
つ
、
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
、

ぬ
い
ぐ
る
み
、
バ
ギ
ー
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
、
デ
ス
ク
ラ
イ
ト
、
D
V
D
・

C
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
学
習

机
な
ど
、
ス
テ
レ
オ一式
、
車
椅

子
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
盆
栽
用
植

木
鉢
　
　
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
、
電

気
ス
ト
ー
ブ
、
子
機
付
電
話
機
、

箏
、
ゴ
ル
フ
道
具
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト

NIIZA CITYNIIZA CITY

11月の相談いろいろ 　マークのあるものは予約制です。予

※1人権侵害・名誉毀損など　※2行政に対する苦情・要望など　※3不動産登記などの登記全般　※4日常生活における契約上のトラブルなど　※5市税などの納付、納税猶
予に関すること　※6介護保険、高齢者虐待、成年後見制度など　※7 65歳以上の方対象　※8生活上の心配ごとなど　※9ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※10
こころの病気に関すること

消費者ホットライン
☎188

相　談　名 　　　　　　　　　　　　日 に ち 　　　　　　　　　 時　　間　　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮

ら

し

　

　

　
税
金
　
　
　
　
　
　
子
　
ど
　
も
　
　
　
　高
齢
者
・
介
護
　
仕
　
事 

　
　健
康
・
福
祉

　法律相談　

年金・社会保険・労働相談
人権相談　※1
行政相談　※2
　税務相談 
　登記相談　※3
女性困りごと相談　

消費生活相談　※4
多重債務相談
　分譲マンションに係る相談
既存木造住宅の耐震相談
暴力団等に関する相談
犯罪被害者相談 

市税などの納付・納税相談 ※5 

 子育て相談 

子育て電話相談 

 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談 

高齢者に関する相談　※6

出前介護相談※7
(血管年齢測定）

内職相談 
職業相談 
　就業相談  
社協ふくし総合相談　※8  
ボランティア相談　※9 
電話健康相談 

精神保健と福祉の相談　※10

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
行政相談委員
税理士
司法書士、土地家屋調査士

女性困りごと相談員（女性）

消費生活相談員

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

教育相談員

母子・父子自立支援員

市職員

高齢者相談センター職員

市職員
職業相談員
キャリアカウンセラー
社会福祉士
福祉活動専門員ほか
ボランティアコーディネーター
保健師、栄養士
社会福祉主事
保健師

予

予

予

予

予

（男性も相談できます）

午前10時～午後3時

午後1時～3時

午前10時～午後3時

午前10時～正午
午前9時～午後5時
午前10時～午後6時

午前9時～午後4時30分

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後4時
午後5時15分～7時30分
午前8時30分～午後5時15分
午前9時～午後5時

午後1時～4時

午前10時～午後4時
午前10時～午後6時

（来談は午後5時まで）

午前9時30分～午後5時

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～11時30分

午前8時30分～午後5時15分
午前9時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時15分

第3火曜日、第1～4水曜日
第2・4火曜日
5日㈭
26日㈭
30日　㈪
9日㈪
13日　㈮
毎週月曜～金曜日（祝日を除く）
14日㈯

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

17日㈫

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

8日㈰
毎週月曜日（祝日を除く）
毎週月曜～金曜日（祝日を除く）
毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

毎週月曜～金曜日
（水曜日及び祝日を除く）

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

26日㈭

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

19日㈭

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

 
   
女性困りごと相談室☎048-477-1835
にいざほっとぷらざ☎048-486-8639
消費生活相談室☎048-424-9162
多重債務相談☎048-424-9162

建築開発課☎048-477-4519

市民安全課☎048-477-2502 

納税課☎048-477-1852 

家庭児童相談室☎048-477-2865 
第一保育園☎048-478-4928　第二保育園
☎042-422-3803　栄保育園☎048-477-
4626　西堀保育園☎042-492-3111　北
野保育園☎048-477-0039　新座保育園☎
048-477-4627
山びこ保育園☎048-481-5095 
 教育相談室☎048-477-4152 

児童福祉課☎048-424-9161

介護保険課☎048-477-6892
長寿支援課☎048-424-9611
南部高齢者相談センター☎048-481-2162
※場所は老人福祉センター（えがおの里）
です。
経済振興課☎048-477-6346
新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859 
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705 

保健センター☎048-481-2211　
障がい者福祉課☎048-477-6891 
保健センター☎048-481-2211

人権推進課☎048-477-1513
※第4火曜日の法律相談の場所は、にいざほ
っとぷらざです。

日11月11日㈬、午前10時30分～午
後４時30分場にいざほっとぷらざ対
新座・志木・朝霞・和光市民内税理士
による税金に関する個別相談(要予
約）申電話で、関東信越税理士会朝霞
支部事務局(☎048-465-0025)へ

問合せ　経済振興課（☎048-424-9606）

無 有

▲

ゆ

ず

り

ま

す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

乗
用
玩
具
コ
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ビ
カ
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、
チ
ャ
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ド
シ
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、
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ど
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、
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ビ
ー
カ
ー
、ベ
ビ
ー

サ
ー
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ベ
ビ
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ゲ
ー
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大
型

遊
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機
付
電
話
機
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ー
プ
ロ
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パ
ソ
コ
ン
、
掃
除
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、
デ
ス
ク
ラ
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レ
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、
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１０月15日調べ　登録期間３か月
※◯は無料、◯は有料
※市ホームページにも掲載してい
ます。

再利用
　あっせん窓口

　銀行、信販、クレジット、消費者金融、ヤミ金融などから借り入れしている人
を対象に、専門家による無料相談会を開催します。債務整理や生活再建に向け
て、まずは気軽にお近くの相談会場へお越しください（要予約）。各相談会場で、
埼玉弁護士会、埼玉司法書士会の弁護士、司法書士が相談に応じます。

※相談時間は、午前10時から午後4時までです。
※上記会場以外での開催については、県消費生活課（☎048-830-2935）へお問
合せください。新座市でのキャンペーン開催はありません。
■予約方法
電話で、11月2日（月）から25日㈬までに予約受付（☎048-864-7810）へ。
受付時間は、午前10時～午後4時（土曜・日曜日、祝日は除く）です。

　市消費生活相談室（☎048－424－9162）では随時、多重債務に関する相談に
応じています。ご家族からの相談もお受けしています。相談は無料です。お気
軽にご相談ください。受付時間／平日、午前9時～午後4時30分

多重債務者相談強化キャンペーン 無料税務相談会

　新座市内共通プレミアム付商品券
の有効期間は12月31日㈭までです。
使い残しのないようご注意ください。
※商品券の販売は終了しています。

プレミアム付商品券の利用は
平成27年 12月 31日㈭までです

無

主に石神・栗原・
堀ノ内在住の方

日　程

11月17日㈫

11月18日㈬

11月20日㈮

11月24日㈫

　　　　　　　　　会　　　　場
さいたま市消費生活総合センター

（JR大宮駅西口から徒歩3分）

旧所沢市役所庁舎301会議室　※心の相談も同時開催
（西武池袋線所沢駅から徒歩10分）

さいたま市浦和消費生活センター
（JR浦和駅東口から徒歩1分）

埼玉司法書士会浦和総合相談センター
（JR浦和駅西口から徒歩10分）

■日程

立教大学室内温室
プール

「セントポールズ
・アクアティック

センター」

　　　　　　　　
　　オープニング

イベント立教大学室内温室
プール

「セントポールズ
・アクアティック

センター」

　　　　　　　　
　　オープニング

イベント

見 

本
見
本
見 

本

　
10
月
10
日
㈯・
11
日
㈰
の
2
日

間
、市
役
所
周
辺
及
び
商
工
会
館

で
第
39
回
新
座
市
民
ま
つ
り
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
様
々
な
パ
レ
ー
ド
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、ス
テ
ー
ジ
の
催
し
な
ど

で
、会
場
内
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

関東・東北豪雨被災地へ
支援物資を届けました

優勝　　野寺町内会
2　位　　畑中町内会
3　位　　野火止下町内会

▲（市民カメラマン・大川昌弘さん撮影）　　

▼（市民カメラマン・岩井章弘さん撮影）　　

▲（市民カメラマン・大川昌弘さん撮影）　　

▲（市民カメラマン・岩井章弘さん撮影）　　

　埼玉県トラック協会朝霞支部
から市へ交通安全標語及び埼玉
県トラック協会朝霞支部・青年
部 会 名 入 り ク リ ア ホ ル ダ ー
3,300枚(7万2,600円相当)を寄
贈(市内小学1年生に配布)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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に
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３
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、
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紗
弥
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（
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、
片
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）
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立
教
大
学
室
内
温
水
プ
ー
ル

の
市
民
開
放
に
当
た
り
、9
月

27
日
㈰
に「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

ズ・ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
」で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
立

教
の
学
生
に
よ
る
競
泳
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
水
泳
教

室
が
行
わ
れ
、新
し
く
開
放
さ

れ
た
プ
ー
ル
に
多
く
の
方
が
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
の
朝
は
、い
つ
も

早
起
き
し
て
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ

ー
を
見
て
い
ま
す
。
今
日
も

見
て
来
ま
し
た
。
青
ニ
ン
ジ

ャ
ー
が
好
き
で
す
。
楽
し
か

っ
た
で
す
。

第
39
回
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　新座市野球同好会連盟からコ
ブシ福祉基金へ8万809円

　9月21日(月・祝)、市内3か所
にある老人福祉センターで「敬
老の日の集い」が催されました。
カラオケ、舞踊、民謡などが披
露され、大変盛り上がっていま
した。

敬老の日の集い

　9月27日㈰、栄四丁目商店会
主催(新座市後援)の「第４回さん
ま祭り」が開催され、宮城県石巻
産のさんま6千尾がチャリティー
で振る舞われました。同市の物
産展も同時開催され、被災地産
品の食の安全をアピールしました。

第４回　さんま祭り 戦後70周年
　 新座市戦没者追悼式

　「戦後70周年新座市戦没者追
悼式」が9月19日㈯、市民会館
で行われました。会場には市長
をはじめ多くの方が哀悼の意を
ささげ、献花台には白い菊の花
が手向けられました。

　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市民体育祭

　
10
月
4
日
㈰
、総
合
運
動
公
園

で
町
内
会
対
抗
の
市
民
体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。秋
晴
れ
の
中
、

皆
さ
ん
一
生
懸
命
競
技
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
9
月
16
日
㈬
、市
民
会
館
で
彩

愛
ク
ラ
ブ
新
座
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
舞
踏
や
歌
な
ど

が
披
露
さ
れ
、日
頃
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、楽
し
い
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

演芸大会

　
９
月
10
日
㈭
に
豪
雨
に
よ
り

鬼
怒
川
が
決
壊
し
、被
災
を
受
け

た
茨
城
県
常
総

市
の
救
援
所
へ
、

水
道
水
２
ト
ン
、

森
透
水
１
６
０

箱（
約
３
千
８
０

０
本
）及
び
非
常

用
水
袋
４
０
０

枚
を
13
日
㈰
に

届
け
ま
し
た
。

ま
た
、給
水
作

業
用
と
し
て
給

水
車
を
貸
し
出

し
ま
し
た
。

寄附ありがとうございます

▲（市民カメラマン・
　　　　縄田光生さん撮影）▼

▼▲

（市民カメラマン・岩井章弘さん撮影）

▲（市民カメラマン・佐瀬智さん撮影）　　

▲（市民カメラマン・佐瀬智さん撮影）　　
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機
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箏
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ゴ
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ト
ン
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11月の相談いろいろ 　マークのあるものは予約制です。予

※1人権侵害・名誉毀損など　※2行政に対する苦情・要望など　※3不動産登記などの登記全般　※4日常生活における契約上のトラブルなど　※5市税などの納付、納税猶
予に関すること　※6介護保険、高齢者虐待、成年後見制度など　※7 65歳以上の方対象　※8生活上の心配ごとなど　※9ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※10
こころの病気に関すること

消費者ホットライン
☎188

相　談　名 　　　　　　　　　　　　日 に ち 　　　　　　　　　 時　　間　　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮

ら

し

　

　

　
税
金
　
　
　
　
　
　
子
　
ど
　
も
　
　
　
　高
齢
者
・
介
護
　
仕
　
事 

　
　健
康
・
福
祉

　法律相談　

年金・社会保険・労働相談
人権相談　※1
行政相談　※2
　税務相談 
　登記相談　※3
女性困りごと相談　

消費生活相談　※4
多重債務相談
　分譲マンションに係る相談
既存木造住宅の耐震相談
暴力団等に関する相談
犯罪被害者相談 

市税などの納付・納税相談 ※5 

 子育て相談 

子育て電話相談 

 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談 

高齢者に関する相談　※6

出前介護相談※7
(血管年齢測定）

内職相談 
職業相談 
　就業相談  
社協ふくし総合相談　※8  
ボランティア相談　※9 
電話健康相談 

精神保健と福祉の相談　※10

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
行政相談委員
税理士
司法書士、土地家屋調査士

女性困りごと相談員（女性）

消費生活相談員

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

教育相談員

母子・父子自立支援員

市職員

高齢者相談センター職員

市職員
職業相談員
キャリアカウンセラー
社会福祉士
福祉活動専門員ほか
ボランティアコーディネーター
保健師、栄養士
社会福祉主事
保健師

予

予

予

予

予

（男性も相談できます）

午前10時～午後3時

午後1時～3時

午前10時～午後3時

午前10時～正午
午前9時～午後5時
午前10時～午後6時

午前9時～午後4時30分

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後4時
午後5時15分～7時30分
午前8時30分～午後5時15分
午前9時～午後5時

午後1時～4時

午前10時～午後4時
午前10時～午後6時

（来談は午後5時まで）

午前9時30分～午後5時

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～11時30分

午前8時30分～午後5時15分
午前9時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時15分

第3火曜日、第1～4水曜日
第2・4火曜日
5日㈭
26日㈭
30日　㈪
9日㈪
13日　㈮
毎週月曜～金曜日（祝日を除く）
14日㈯

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

17日㈫

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

8日㈰
毎週月曜日（祝日を除く）
毎週月曜～金曜日（祝日を除く）
毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

毎週月曜～金曜日
（水曜日及び祝日を除く）

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

26日㈭

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

19日㈭

毎週月曜～金曜日（祝日を除く）

 
   
女性困りごと相談室☎048-477-1835
にいざほっとぷらざ☎048-486-8639
消費生活相談室☎048-424-9162
多重債務相談☎048-424-9162

建築開発課☎048-477-4519

市民安全課☎048-477-2502 

納税課☎048-477-1852 

家庭児童相談室☎048-477-2865 
第一保育園☎048-478-4928　第二保育園
☎042-422-3803　栄保育園☎048-477-
4626　西堀保育園☎042-492-3111　北
野保育園☎048-477-0039　新座保育園☎
048-477-4627
山びこ保育園☎048-481-5095 
 教育相談室☎048-477-4152 

児童福祉課☎048-424-9161

介護保険課☎048-477-6892
長寿支援課☎048-424-9611
南部高齢者相談センター☎048-481-2162
※場所は老人福祉センター（えがおの里）
です。
経済振興課☎048-477-6346
新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859 
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705 

保健センター☎048-481-2211　
障がい者福祉課☎048-477-6891 
保健センター☎048-481-2211

人権推進課☎048-477-1513
※第4火曜日の法律相談の場所は、にいざほ
っとぷらざです。

日11月11日㈬、午前10時30分～午
後４時30分場にいざほっとぷらざ対
新座・志木・朝霞・和光市民内税理士
による税金に関する個別相談(要予
約）申電話で、関東信越税理士会朝霞
支部事務局(☎048-465-0025)へ

問合せ　経済振興課（☎048-424-9606）

無 有
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１０月15日調べ　登録期間３か月
※◯は無料、◯は有料
※市ホームページにも掲載してい
ます。

再利用
　あっせん窓口

　銀行、信販、クレジット、消費者金融、ヤミ金融などから借り入れしている人
を対象に、専門家による無料相談会を開催します。債務整理や生活再建に向け
て、まずは気軽にお近くの相談会場へお越しください（要予約）。各相談会場で、
埼玉弁護士会、埼玉司法書士会の弁護士、司法書士が相談に応じます。

※相談時間は、午前10時から午後4時までです。
※上記会場以外での開催については、県消費生活課（☎048-830-2935）へお問
合せください。新座市でのキャンペーン開催はありません。
■予約方法
電話で、11月2日（月）から25日㈬までに予約受付（☎048-864-7810）へ。
受付時間は、午前10時～午後4時（土曜・日曜日、祝日は除く）です。

　市消費生活相談室（☎048－424－9162）では随時、多重債務に関する相談に
応じています。ご家族からの相談もお受けしています。相談は無料です。お気
軽にご相談ください。受付時間／平日、午前9時～午後4時30分

多重債務者相談強化キャンペーン 無料税務相談会

　新座市内共通プレミアム付商品券
の有効期間は12月31日㈭までです。
使い残しのないようご注意ください。
※商品券の販売は終了しています。

プレミアム付商品券の利用は
平成27年 12月 31日㈭までです

無

主に石神・栗原・
堀ノ内在住の方

日　程

11月17日㈫

11月18日㈬

11月20日㈮

11月24日㈫

　　　　　　　　　会　　　　場
さいたま市消費生活総合センター

（JR大宮駅西口から徒歩3分）

旧所沢市役所庁舎301会議室　※心の相談も同時開催
（西武池袋線所沢駅から徒歩10分）

さいたま市浦和消費生活センター
（JR浦和駅東口から徒歩1分）

埼玉司法書士会浦和総合相談センター
（JR浦和駅西口から徒歩10分）

■日程

立教大学室内温室
プール

「セントポールズ
・アクアティック

センター」

　　　　　　　　
　　オープニング

イベント立教大学室内温室
プール

「セントポールズ
・アクアティック

センター」

　　　　　　　　
　　オープニング

イベント

見 

本
見 

本

　
10
月
10
日
㈯・
11
日
㈰
の
2
日

間
、市
役
所
周
辺
及
び
商
工
会
館

で
第
39
回
新
座
市
民
ま
つ
り
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
様
々
な
パ
レ
ー
ド
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、ス
テ
ー
ジ
の
催
し
な
ど

で
、会
場
内
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

関東・東北豪雨被災地へ
支援物資を届けました

優勝　　野寺町内会
2　位　　畑中町内会
3　位　　野火止下町内会

▲（市民カメラマン・大川昌弘さん撮影）　　

▼（市民カメラマン・岩井章弘さん撮影）　　

▲（市民カメラマン・大川昌弘さん撮影）　　

▲（市民カメラマン・岩井章弘さん撮影）　　

　埼玉県トラック協会朝霞支部
から市へ交通安全標語及び埼玉
県トラック協会朝霞支部・青年
部 会 名 入 り ク リ ア ホ ル ダ ー
3,300枚(7万2,600円相当)を寄
贈(市内小学1年生に配布)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Niiza Photo Gallery
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第983号■平成27年11月号

市制施行45周年記念事業
　
本
年
は
、市
制
施
行
45
周
年
に

当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、市
で
は

45
周
年
を
記
念
し
て
、昨
年
よ
り

１
年
間
を
通
し
て
新
座
の
景
観
写

真
を
募
集
し
、45
作
品
を
選
定
す

る「
景
観
45
選
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、新
座
の
美
し
く
個

性
あ
る
景
観
写
真
を
募
集
し
、広

く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、景
観

へ
の
意
識
を
高
め
、美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

●
作
品
テ
ー
マ

○
美
し
い「
自
然
の
景
観
」、伝
統

あ
る「
歴
史
・
文
化
の
景
観
」や
多

様
な「
ま
ち
な
み
の
景
観
」を
感
じ

さ
せ
る
新
座
の
景
観
写
真

　
掲
載
さ
れ
て
い
る
入
選
作
品
は

作
品
集
に
掲
載
し
、第
二
庁
舎
２

階
渡
り
廊
下
で
展
示
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
見
つ
け
た
、

美
し
い
新
座
の
景
観
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

遠景の桜

季節の贈りもの 瞬煌 みーつけた！！ 毎年楽しみなこの道

川越街道 春刻 夕焼の富士と高速道 キツネノカミソリ

ひまわりとゾウキリン 妙音沢より黒目川沿いの桜を望む 新座暮色 まなつのほうせき

手入れのゆき届いた茅葺き屋根の古民家 平林寺の森 半僧坊大祭（転読） 柳瀬川ふれあい祭り

光彩 桜花と菜の花の競演 秋の六地蔵 野火止用水と遊ぼう

野寺のかね 清流に咲く 凌霄閣 世界遺産  富士山

市場坂橋 らせん階段 農家の秋 進む都市化

もみじロード 春の野火止用水 はだか神輿 静寂

何がいるかな？～遊びに夢中～ 寒い朝 緑に囲まれて 静寂の秋

暮れ行く刻 秋雨染 半僧坊おねり 芽ぶく頃

春の境内 新座駅周辺マンション群と花水木 ふるさと小道 普光明寺、鎌倉街道（古道）

このページに掲載されている写真は、入選された皆さんの作品です。このページに掲載されている写真は、入選された皆さんの作品です。このページに掲載されている写真は、入選された皆さんの作品です。

選選選
45
景
観

景観 45 選
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市の木［モミジ］ 市の花［コブシ］

Niiza city 

集まれ！！
　にいざっ子集まれ！！
　にいざっ子

◎人口 163,674 人（男 81,976 人  女 81,698 人 ）
　〈＋74人（男＋41人、女＋33人）〉
◎世帯数 71,390世帯〈＋123世帯〉 【10月1日現在】

クイズ＆アンケート
　下記のクイズに正解して、アンケートにご協力頂
いた皆さんの中から抽選で1名様にゾウキリンスト
ラップとメモ帳を、9名様に粗品を、また、当選者全
員に提携店で使えるアトム通貨100馬力（100円商
品券相当）をプレゼントします。当選者の発表は、発送をもってかえさ
せていただきます。ぜひ広報にいざへのご意見・ご感想をお寄せ下さい。
●クイズ　新座市は今年の11月1日で市制が施行して何周年になるで
しょうか。　※ヒント＝表紙
●アンケート　①今月号で良かった記事、②取り上げてほ
しい内容やコーナー、③そのほか広報にいざへのご意見・ご
感想があればお聞かせください。

応募方法／①・②いずれかの方法で応募してください。
①上記QRコード又は市ホームページ「広報にいざ」のページから、各項
目に入力して応募
②はがきに住所、氏名、電話番号、クイズの答えとアンケートを記入の
上、新座市市政情報課広報係（〒352－8623新座市野火止1－1－1）ま
でお送りください。※必ずクイズの答えとアンケートをご記入ください。
また、応募は1人1通までとさせていただきます。
応募締切／11月25日㈬〈②は当日消印有効〉

人口と世帯

◀
平
林
寺
の
紅
葉

◀
睡
足
軒
の
森
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

♡
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
新
座
っ
子
に
な
ぁ
〜
れ
！
♡

♡
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
新
座
っ
子
に
な
ぁ
〜
れ
！
♡

新
座
に
は
紅
葉
の
き
れ
い
な
場
所
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
紅
葉
の
仕
組

み
を
ご
存
じ
で
す
か
。

11
月
下
旬
に
な
る
と
市
内
の
木
々
は
赤

や
黄
な
ど
に
色
づ
き
ま
す
。
紅
葉
は
、
樹

木
が
冬
支
度
を
し
て
い
る
姿
で
す
。
落
葉

樹
は
冬
に
葉
を
落
と
す
た
め
、
気
温
が
下

が
り
出
す
と
糖
分
や
水
分
の
供
給
を
止
め

て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
、
葉
緑
体
に
含

ま
れ
る
葉
緑
素
と
い
う
色
素
が
壊
れ
て
し

ま
う
た
め
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た

黄
色
い
色
素
が
浮
き
出
て
見
え
、
イ
チ
ョ

ウ
な
ど
の
葉
が
黄
色
に
色
づ
き
ま
す
。
ま

た
、
葉
に
残
っ
た
糖
分
に
よ
っ
て
、
赤
い

色
素
が
出
て
く
る
と
カ
エ
デ
の
よ
う
に
赤

く
色
づ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

紅
葉
は
、
一
般
的
に
朝
の
最
低
気
温
が
８

℃
前
後
よ
り
低
く
な
る
日
が
あ
っ
て
か
ら
、

し
ば
ら
く
す
る
と
色
づ
き
始
め
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
条
件
に
加
え

て
、
昼
間
の
日
照
時
間
が
短
く
な
る
こ
と

で
色
づ
き
だ
す
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
紅
葉
の
仕
組
み
の
ほ
か
に
、

紅
葉
に
は
き
れ
い
に
色
づ
く
条
件
が
あ
り

ま
す
。

１
つ
は
、
日
中
と
夜
間
と
の
気
温
差
が

大
き
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
夜
間
の
急
激

な
冷
え
込
み
は
き
れ
い
な
色
づ
き
の
手
助

け
を
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
２
つ
目
は
、

直
射
日
光
が
よ
く
当
た
る
こ
と
で
す
。
樹

全
体
に
陽
が
当
た
る
と
き
れ
い
に
色
づ
き

ま
す
。
３
つ
目
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
適
度
な
水
分
が
あ
る
こ
と
で
す
。
葉

っ
ぱ
が
枯
れ
な
い
程
度
に
湿
潤
な
空
気
が

紅
葉
に
は
必
要
で
す
。
４
つ
目
は
気
候
と

い
う
よ
り
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
問
題
で
す

が
、
赤
や
黄
、
茶
な
ど
の
様
々
な
色
合
い

の
樹
種
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
ま
っ
て
い
る

と
紅
葉
が
よ
り
き
れ
い
に
見
え
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
紅
葉
狩
り
は
、
紅
葉
が
き
れ
い

に
な
る
条
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
合
せ
／
観
光
推
進
課（
☎
０
４
８-

４

７
７-

１
４
４
９
）

　「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０

１
５
」に
、新
座
市
か
ら「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
投
票
期

間
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
最

後
ま
で
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

５
と
は
／
全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
た
ち

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
り
人
気

や
知
名
度
を
競
う
も
の
で
す
。
是
非
、

皆
さ
ん
も
１
日
１
票
投
票
し
て
、「
ゾ

ウ
キ
リ
ン
」及
び「
新
座
市
」の
知
名
度

の
向
上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
期
間
／
11
月
16
日
㈪
ま
で

※

投
票
方
法
は
新
座
市
産
業
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w

w
.niiza.net/)

又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
投
票
期
間
中
、
ゾ
ウ
キ
リ
ン

が
投
票
の
お
願
い
で
市
内
各
所
に
出
没

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
新
座
市
産
業

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
ゾ
ウ
キ

リ
ン
の
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.niiza
.net/zoukirin/

）又
は
ゾ
ウ
キ
リ
ン

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（http://w

w
w

.facebook.com
/zoukirin.offic

ial/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
観
光
推
進
課（
☎
０
４
８-

４
７
７-

１
４
４
９
）

～「ゾウキリン」の応援をお願いします～

ゆるキャラ
グランプリ
２０１5開催中 ！

♡カワイイ笑顔に

　　　家族みんなメロメロです♡

♡
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

♡
わ
ん
ぱ
く
息
子
と
食
い
し
ん
ぼ
う
な
娘
♡

♡
毎
日
ハ
イ
ハ
イ
で
大
冒
険
！
♡田丸優心ちゃん（0歳）〈西堀在住〉　　

た ま る 　ゆ うし ん

長谷川鈴ちゃん（0歳）〈新塚在住〉　　

は せ が わ 　 り ん

安齋七海ちゃん（0歳）〈東北在住〉　　
あ ん ざ い  な な み 花井勇太ちゃん（1歳）

〈道場在住〉　　
は な い   ゆ うた

行
弘
夕
星
ち
ゃ
ん（
3
歳
）

　
　
心
華
ち
ゃ
ん（
1
歳
）

　
　
　
　
　〈
馬
場
在
住
〉　
　

ゆ
く
ひ
ろ
ゆ
う
せ
い

こ
の
は

紅
葉
豆
知
識

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈬
か
ら
12
月
６
日

㈰
ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
６
時
ま
で
）▼
場
所
／

に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
３
階
▼
内
容
／

新
座
市
の
古
刹
平
林
寺
の
自
然
と
文
化

を
捉
え
た
写
真
家・原
槙
春
夫
氏
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
28
日
㈯
、①
午
前
10
時

〜
正
午
、②
午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30

分
▼
場
所
／
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
４

階
▼
内
容
／
①
D
V
D
鑑
賞
、初
心
者

向
け
の
お
話
、②
写
真
技
術
と
お
話
▼

定
員
／
各
回
１
０
０
名・申
込
順
▼
申

込
み
及
び
問
合
せ
／
直
接
又
は
電
話
で
、

11
月
４
日
㈬
か
ら
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら

ざ（
☎
０
４
８-
４
８
６-

８
６
２
３
）へ

「
原
槙
春
夫
・
平
林
寺
写
真
展
」

は
ら 

 

ま
き

　は
る

　 

お

新
座
市
制
施
行
45
周
年
記
念

ギ
ャ
ラ
リ
ー
芸
術
展

原
槙
春
夫
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

※表記の年齢は撮影当時の年齢です

▲原槙春夫氏


